
a
i
t
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t
 

 
 

 
 

る
 

 
  

 

（
 
り
乙
 

@
 

丘
か
 い
 
の
毎
 Ⅰ
 セ
注
村
 
な
る
語
は
同
格
限
定
複
合
語
も
し
く
 は
格
 限
定
 複
 ム
ロ
 
語
 と
み
な
さ
れ
、
様
々
な
解
釈
が
為
さ
れ
 て
い
る
。
例
え
ば
 

考
ニ
ヤ
ー
ヤ
・
コ
ー
シ
ャ
 b
 に
は
、
「
限
定
さ
れ
た
 
一
 一

つ
の
も
の
の
不
二
一
元
論
」
、
「
二
元
に
限
定
さ
れ
た
 
不
 三
 一
元
論
」
、
「
根
本
原
質
に
 

限
定
さ
れ
た
ブ
ラ
フ
マ
ン
が
不
二
一
元
た
る
こ
と
」
、
「
 

身
体
と
有
易
者
と
の
区
別
に
限
定
さ
れ
た
 無
 区
別
」
と
 ぃ
 っ
た
 解
釈
が
挙
げ
ら
れ
 

@
3
-
 

て
い
る
。
我
が
国
で
も
、
「
制
限
不
二
論
 円
 
「
限
定
 二
 刀
 主
義
」
、
「
限
定
一
元
論
」
、
「
性
質
を
賦
与
さ
れ
た
不
二
 
%
 」
、
「
 
被
 限
定
者
不
二
 

-
4
-
 

一
元
論
」
等
、
様
々
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
 語
の
含
意
す
る
所
は
一
義
的
で
な
く
、
簡
潔
な
訳
語
で
 す
べ
て
を
表
わ
す
こ
と
 
  (Ill) 

（
 
l
l
 
）
 

と
 共
に
五
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
伝
統
 説
 の
一
つ
に
数
え
 
も
 れ
て
い
る
。
 

  
三 知 ド 

-@  ら ゥ 

元 れ l 
論 て 教 
） い の 

る - 
。 振 う 

ま ． 、 ン l 
含 ュ マ 

    
十一 は と イ シ は ア 

    

    

  
  
押さしたひ年 4 血 
9.  こ れ 
村 と る 

せ
掠
ぢ
 田
り
 年
 せ
の
 告
 ㏄
 

 
 

考
 

五
戒
 
貞
典
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薇で l 

      
ド精 G     

る り お り よ 役 

ニド ン ず 、 ・・と居、 ァ -.  "  想 
も ァ そ ィ こ 形 

の l う l の 成 
サ @ し 

限 
定 
さ 

れ 
ナ， Ⅰ 

  
  不 

  と 

  
マ     

原     口口 

理 この れた は の ス ダ 
が 

ナ - し 

原 表示 」とが で る 
不一 派 の十シスの " ルナ上   

因 づ ノ ． さ   
（   
ガ り圧れ @ い田 m ・   
｜ が Ⅰ ゆ Ⅰ ヴ   マ     
  ソ 

） もよ 
  

ィシュ く浅岸簿 

唯 
ゑ ら・ に 降 こ 四 ヤ 

で ・ 

  の O ロ お で の 世 l 
げ あ 詰 組 ム 

宙 づ円 ・ 

令 周 8 
      

と な   
い 

（   
  局の色がⅠ かい 。 且堅 ふノ   お こ 的 か は 

十ま 

容易 

で 
Ⅰ ま 

な 
い 
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CB]   
非粗 非微 
精 大 精細 
神な 神な 
的 清 酌 精 
な神 な神 
も的 も的 
の   の・   
  RK.@ 定 H 限 定   
    
    
    
マ マ 
ン ン   
    

結果 

原 
因 

Ⅰ / 
Ⅰ / 
不 
異 

の
 如
く
 

く
も
の
 

㈲
で
 

も
の
に
 

い
る
と
 

（
 
8
 ）
 

、
図
式
化
し
て
と
ら
え
 ぅ
る
 。
こ
の
場
合
、
 丘
ぬ
乙
毎
隼
ヰ
 

曲
岸
簿
は
 
、
 被
 限
定
者
た
る
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
の
不
一
一
一
元
 
た
る
こ
と
を
 説
 

と
 解
し
う
る
か
ら
、
「
 被
 限
定
者
の
（
 ま
か
ソ
ゅ
 

宙
の
せ
㏄
）
 

不
 三
一
元
」
の
意
を
表
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
 

は
 、
微
細
な
る
精
神
的
・
非
精
神
的
な
も
の
に
限
定
さ
 れ
た
原
因
と
し
て
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
、
粗
大
な
る
精
神
的
 
・
非
精
神
的
な
 

限
定
さ
れ
た
結
果
と
し
て
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
不
具
が
説
 か
れ
、
い
わ
ゆ
る
国
中
有
泉
 論
 
（
の
の
（
 

オ
卸
擾
舐
隼
 P
 ）
の
 立
場
を
示
し
て
 

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
図
式
化
す
れ
ば
、
次
の
如
く
に
 な
ろ
 う
 。
 

臼
田
の
）
精
神
的
，
非
精
神
的
な
も
の
に
限
定
さ
れ
た
 

ブ
 ラ
フ
マ
ン
が
結
果
（
 
カ
リ
 
「
 
せ
簿
 
）
で
あ
る
か
ら
、
結
果
は
 
原
因
と
不
 具
 （
 
告
臣
 

（
 
り
 
1
 
）
 

）
 ぎ
 ）
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
、
 
丘
 m
p
 

ゅ
 
（
 
ゆ
 
吉
住
 守
の
ヴ
 エ
 ー
ダ
ー
ン
タ
学
者
の
伝
統
 
説
 （
終
日
月
 
住
ひ
 Ⅱ
が
）
で
あ
る
 

0
 
」
（
Ⅰ
・
 

ト
の
ロ
，
ト
 

・
の
 
｜
 
㏄
）
 

こ
こ
で
明
ら
か
に
特
定
の
思
想
も
し
く
は
思
想
的
立
場
を
 

示
す
術
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
㈹
と
㈲
で
 

あ
る
。
そ
の
中
で
言
 
う
 

「
見
解
」
、
「
伝
統
 

説
 」
を
検
討
し
て
み
る
と
、
次
の
如
く
 

理
解
し
 ぅ
る
 。
 

㈹
で
は
、
精
神
的
・
非
精
神
的
な
も
の
に
限
定
さ
れ
た
 

ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
フ
ラ
フ
マ
ン
）
が
唯
一
の
原
理
で
あ
る
 
と
さ
れ
る
。
こ
れ
 

は
、
 ㈲
 、
 ㈲
も
同
様
で
あ
り
、
 

唯
一
の
原
理
 

・
非
精
神
的
な
も
の
限
定
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
）
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
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㈹
「
一
万
言
 仁
 ）
 、
 他
の
人
々
は
、
こ
れ
（
Ⅱ
最
高
 ア
 ｜
 ト
マ
ン
）
を
、
前
述
の
如
き
（
区
別
な
く
不
動
で
識
を
 一
味
と
す
る
）
本
質
 

を
 有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
（
一
方
で
は
）
無
明
（
 曲
 ま
年
 窩
 ）
に
制
約
さ
れ
て
そ
の
（
Ⅱ
無
明
の
）
性
質
を
木
性
 と
す
る
も
の
と
し
て
 

梵
天
に
始
ま
り
動
か
ざ
る
も
の
に
至
る
多
様
な
個
我
（
Ⅰ
 
写
 じ
の
区
別
を
想
定
さ
れ
、
（
他
方
）
そ
れ
（
Ⅱ
 マ
｜
 サ
 ー
）
に
依
存
す
る
 

多
様
性
（
 丘
缶
 （
（
 
笘
 ）
の
仮
現
（
 丘
づ
 a
r
 
（
 
欝
 ）
を
本
性
と
す
 る
 マ
ー
ヤ
ー
に
制
約
さ
れ
て
一
切
知
者
性
等
の
完
全
 性
 
（
の
 
い
つ
 
黒
田
）
を
 得
 

た
も
の
で
あ
っ
て
、
制
約
さ
れ
た
も
の
（
 岸
づ
 
の
田
村
）
で
 
あ
る
、
と
説
く
 0
 
」
（
 
P
 お
 。
 p
.
N
?
 

の
）
 

㈲
「
一
方
（
日
）
、
本
来
は
（
 蓬
笘
傍
 ）
同
一
宮
 デ
セ
韓
 
）
で
あ
る
が
、
制
約
に
よ
り
（
由
 っ
ゅ
 
年
日
（
が
の
）
区
別
が
 

あ
る
か
ら
、
限
定
さ
 

た 構と よ と       
。 @  試 づ 呼 ヤ 次   

み （て ば l に マ の で   
た し詐 れ ム   ン ょ は 

0 細 る ナ 巴       の う " 
  

    

          
  

の っ     。 図 3 

上人 本 に虫 0 マース 関係にのの中 冒頭で ル @ 主 、 
ス 王 """  i t  "- """"" 
万 一 

して 」 元 

  
    
るであろう。」とができ、 
そ 
れ 
ぞ 
れ     
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三
一
元
論
学
派
は
「
部
分
的
間
接
表
示
（
 

ざ
甘
 
生
出
す
す
 

浅
 
）
Ⅰ
が
 

マ
 
ゆ
の
中
 

ゆ
 
）
」
の
理
論
に
基
づ
 

@
5
@
@
 
 

・
・
い
て
こ
れ
を
解
釈
す
る
 

が
 
、
ヤ
ー
 

ム
ナ
 
は
こ
れ
 

マ
ー
ヤ
ー
と
無
明
と
い
う
制
約
 

谷
 で
囲
口
目
）
 

0
 
区
別
に
よ
っ
て
最
高
者
（
 

芯
あ
 
）
と
個
我
を
区
別
す
る
 

考
え
方
を
、
「
下
劣
な
 

 
 

 
 

  

 
 

を
ヤ
 
ー
 ム
ナ
説
 

と
み
る
こ
と
は
難
し
い
。
 

又
 、
こ
れ
に
 

続
い
て
、
仮
に
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
制
約
が
あ
る
と
し
て
も
、
 

そ
れ
が
ブ
ラ
フ
マ
ン
 

そ
 

@
 
㏄
 
胎
 
）
 

の
も
の
（
の
 

づ
帥
ぺ
目
遥
 

）
に
あ
っ
て
も
限
定
さ
れ
た
も
の
 

（
 
ゑ
沿
ゆ
宙
 

）
に
あ
っ
て
も
、
矛
盾
を
生
じ
る
、
と
説
か
 

れ
て
お
り
、
 

老
の
 
目
口
 
曲
 

と
 %
 台
 
ゅ
 
㎡
肢
が
対
立
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
 

ら
、
 
㈲
に
見
ら
れ
る
二
台
北
の
あ
き
Ⅱ
同
母
。
 

ヴ
甘
倒
く
か
 

は
 %
 
台
 
の
 
（
 
p
.
 

ヴ
 
す
目
 

づ
が
と
 

考
 "
 
づ
 
a
r
 

由
 
っ
 
p
.
 

サ
 
ブ
 
リ
づ
 

a
 
、
つ
ま
り
、
限
定
さ
れ
た
状
態
 

 
 

、
英
訳
者
や
注
釈
者
は
、
㈲
 

 
 
 
 
㎎
七
缶
バ
 

l
 ス
 
ヵ
ラ
説
 

と
み
な
す
 

-
0
 

2
 
 

か
 こ
の
こ
と
は
、
 

バ
｜
 
ス
カ
ラ
の
ロ
ブ
ラ
フ
マ
・
ス
ー
ト
ラ
・
バ
 

l
 シ
ャ
ロ
 

血
出
 

、
四
、
四
に
 

、
 

 
 
 
 

 
 
 
 

又
 、
前
述
の
如
 

く
ヤ
 
ー
 ム
ナ
 
は
、
制
約
の
区
別
に
よ
る
個
我
と
最
高
者
の
 

区
別
を
否
定
す
る
。
 

従
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ア
ー
ト
マ
 ソ
 の
）
本
性
が
 

-
4
 
）
 

そ
う
と
す
る
。
 

し
か
し
こ
れ
は
無
理
の
 

一
元
論
的
解
釈
を
批
判
し
 

（
ア
ー
ト
マ
 ソ
 に
よ
っ
て
）
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
」
と
 読
ん
で
、
こ
こ
に
ま
 ぬ
あ
 
（
 
ゅ
宙
せ
住
 

（
 
い
 の
源
泉
を
見
出
 

よ
う
に
思
わ
れ
る
 0
 の
 め
の
中
で
 ヤ
 ー
 ム
ナ
 は
 、
ウ
 パ
二
 シ
ャ
ッ
 ド
 中
の
い
く
つ
か
の
文
章
に
つ
い
て
、
不
二
 

て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
の
 チ
ミ
ぢ
 ・
 六
 、
 ハ
 、
七
等
 に
 説
か
れ
る
「
汝
は
そ
れ
な
り
」
が
あ
る
。
後
代
の
不
 

れ
た
状
態
と
本
質
の
状
態
と
に
よ
り
（
ま
ぬ
 

山
ゅ
 

d
p
 
。
の
 

ヰ
 p
q
 
口
 っ
 p
 か
 %
 お
コ
 P
 ）
異
木
 異
 た
る
関
係
（
 す
 三
目
 勒
手
ぎ
コ
 p
*
 
窟
 ）
で
あ
る
、
と
位
 

0
 人
々
は
（
説
く
）
。
」
（
 D
.
 
憲
 。
）
・
の
 

@
 つ
 ・
 
お
 ・
）
・
 

じ
 

ニ
 ー
ヴ
ェ
ル
は
 
、
 ㈹
の
仁
で
が
田
村
と
い
う
語
に
注
目
し
、
 

そ
れ
を
「
か
の
も
の
（
ヰ
 8
 
が
そ
の
所
有
者
で
あ
る
 特
 定
の
属
性
（
 け
 Ⅰ
 卸
年
圧
 
-
 

（
 
ド
 
u
@
 

口
オ
ミ
田
 
ダ
 
内
廷
 
づ
 p
 、
 丘
絞
冬
 七
）
に
よ
っ
て
限
定
も
し
く
 は
 区
別
さ
れ
た
し
と
解
し
、
㈹
の
去
ぬ
 あ
 （
 
甲
 芝
銭
口
Ⅰ
 

p
.
 

オ
オ
卸
 
4
0
 
コ
 が
を
「
（
ゑ
里
 局
 



即
ち
 、
ロ
リ
グ
 ・
ヴ
ェ
ー
ダ
 し
一
 0
 、
 三
 0
 、
 三
 
き
、
 の
下
目
 ぢ
七
 、
二
四
、
Ⅰ
㍉
タ
イ
ツ
テ
ィ
リ
ー
 
ヤ
 ・
 ウ
 

ニ
シ
 ヤ
ッ
ド
 ロ
 d
-
 
、
 

七
等
を
引
い
て
そ
れ
が
「
一
切
を
そ
れ
（
Ⅱ
ブ
ラ
フ
マ
ン
 ）
の
そ
の
よ
う
な
も
の
た
る
こ
と
（
～
（
（
 F
P
 
日
 と
す
 ゅ
 せ
の
 
円
 
ひ
 ）
を
ハ
説
く
こ
と
を
 ロ
 

（
 
何
 
@
 -
 

（
 
舛
 
W
-
 

目
的
上
し
て
い
る
。
」
と
説
い
て
い
る
 

0
 注
釈
で
は
こ
の
 語
を
様
態
た
る
こ
と
と
解
し
て
い
る
 0
 注
釈
者
は
 ぅ
｜
 マ
 ー
ヌ
ジ
ャ
が
様
態
を
 、
 

「
こ
れ
は
か
く
か
く
で
あ
る
（
 
乙
曲
 日
田
（
（
 
オ
が
ヨ
 
）
。
」
と
 認
 議
 さ
れ
て
い
る
時
の
「
か
く
か
く
（
 曲
 
（
（
 
す
か
ヨ
 
）
」
と
い
 9
 部
分
で
あ
る
、
と
す
 

-
 
Ⅰ
 
り
 
7
 
Ⅰ
 
）
 

る
の
を
意
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
 0
 し
か
し
、
ヤ
ー
 
ム
ナ
 が
 現
象
弄
を
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
様
態
と
す
る
例
は
他
に
無
い
 か
ら
、
こ
こ
で
は
文
脈
 

に
 従
っ
て
、
一
切
世
界
が
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
ご
く
一
部
に
す
 ぎ
 ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

小
 
8
 
2
 ）
 

次
に
、
「
不
二
」
の
概
念
を
検
討
し
ょ
う
。
 め
 め
に
、
 
ブ
 ラ
フ
マ
ン
を
「
不
二
（
㏄
 
隼
 せ
 %
 （
 
P
 ）
」
と
す
る
箇
所
が
あ
 る
 0
 そ
こ
で
 は
 
「
 不
 

（
 
四
 ）
 

が
 、
一
切
世
界
を
「
そ
の
よ
う
な
も
の
（
～
（
 
d
F
P
 

日
 ・
 
F
 ゴ
ゅ
 
4
 曲
）
」
と
定
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
は
も
 

ぅ
 一
度
用
い
ら
れ
る
。
 

讃
歌
の
 、
 

「
諸
存
在
は
、
か
の
も
の
の
四
分
の
一
で
あ
る
。
（
残
り
 
の
 ）
四
分
の
三
は
天
に
あ
っ
て
不
死
で
あ
る
。
」
（
 
P
o
.
 

き
 
の
の
 
住
 ）
 

「
限
定
」
、
「
 

否
こ
 と
い
っ
た
概
念
は
用
い
て
い
る
。
 ま
 ず
 
「
限
定
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
ラ
ー
マ
ー
 ヌ
ジ
ャ
以
降
、
「
限
定
」
 

に
 関
連
し
て
限
定
者
（
 曲
袷
幣
申
曲
 
）
、
様
態
（
 叉
ひ
 オ
目
の
 
）
と
い
っ
た
用
語
が
、
ア
ー
ト
マ
ン
や
現
象
 界
と
ブ
 -
 
フ
 フ
マ
ン
の
関
係
を
表
わ
 

す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
 よ
う
 に
な
る
が
、
 ャ
 ー
 ム
 ナ
は
 こ
れ
ら
の
用
語
を
そ
の
 ょ
う
 な
意
味
で
は
用
い
て
い
 な
い
。
認
識
論
的
な
文
 

（
 
羽
 ）
 

脈
の
中
で
限
定
者
を
用
い
た
り
、
ア
ー
ト
マ
ン
と
知
性
 
（
の
田
守
 
コ
せ
簿
 
）
の
関
係
に
つ
い
て
説
く
際
に
様
態
な
る
 五
 拍
 が
用
い
ら
れ
た
り
す
 

2
 
f
 
 

（
 
8
 
3
 例
ま
あ
る
が
、
 

）
 

ブ
ラ
フ
マ
 ソ
 と
の
関
わ
り
に
お
い
て
 説
か
れ
た
も
の
で
ほ
な
い
 0
 又
 、
 め
 め
の
申
で
、
 
ロ
リ
グ
 ・
 グ
エ
 ー
 ダ
 し
の
原
人
 

と   
の う 

よ フ 

ラ マ 
に ン 

  の 
ヤ 本 
l 質 
ム 的 
ナ 相 
の 違 
著 が 
作 説 
中 か 
に れ 

セ沫あ （ るよう 

になる 卸せ 巴 （ ゆ 

簿 が も 
し そ 
く れ 
は は 
そ つ 
の い 

類 て 
義 は 
的 後 
表 で 
現 改 
を め 
見 て 

論ず 出す 

こ ろ と 
も よ 

で、 

ぎ 

な 
い 
  

ナ - Ⅰ 

ナ 。 し - 

彼 
も、 
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っ
て
 、
 ㈹
も
 ヤ
 ー
 ム
ナ
説
 と
は
認
め
難
く
、
バ
ー
ス
カ
ラ
 
説
 と
み
な
す
の
が
穏
当
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
ラ
ー
マ
 

｜
 ヌ
ジ
ャ
以
後
、
個
我
 6
 



二
 Ⅰ
を
説
く
し
天
啓
聖
典
 

目
 「
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
 

基
 つ
い
て
生
じ
た
フ
ラ
フ
マ
ン
の
不
二
と
い
う
観
念
」
と
い
 

っ
た
 
表
現
が
見
ら
れ
 

る
 。
こ
の
 p
&
4
%
 

荻
の
意
味
を
直
接
論
じ
た
箇
所
は
無
 

い
が
、
の
下
目
㌧
 
六
、
ニ
、
 
一
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
 

笘
 
&
 せ
田
 
（
 
ぞ
 が
な
る
語
が
倹
 

引
別
 

接
 。
（
 

*
 
ヒ
 
も
れ
 
て
お
 れ
ノ
 

9
@
2
 
 

、
 そ
れ
に
即
し
て
理
解
し
 

ぅ
る
 。
そ
れ
 に
よ
る
と
、
こ
の
語
は
、
不
二
一
元
弘
 

珊
 
派
の
言
う
よ
う
な
 

、
フ
ラ
フ
マ
ン
以
外
の
 

も
の
を
否
定
し
ブ
ラ
フ
マ
 

ソ
 の
唯
一
性
を
示
す
も
の
で
 

は
な
い
。
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
同
等
（
 

あ
 日
付
）
も
し
く
は
 

優
 越
す
る
も
の
（
 P
 ヴ
 
下
せ
。
 

申
し
 
ダ
守
曲
 

）
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
す
も
 

り
で
あ
る
。
Ⅰ
（
 

か
 

0
-
3
 

日
 ス
ト
ー
ト
ラ
・
ラ
ト
ナ
 

し
 一
六
で
も
同
様
の
考
え
が
 

説
 か
れ
て
い
る
。
 

「
あ
な
た
の
 

幻
力
 （
 
呂
ゅ
せ
ゅ
 

）
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
て
は
い
 

て
も
、
三
種
の
限
界
と
同
等
者
や
優
越
者
の
可
能
性
（
 

あ
日
ゆ
 
（
 
ソ
め
 

が
せ
 

p
.
 

の
 
ひ
づ
 
・
 

ヴ
ヲ
ゅ
ヰ
 

a
n
a
 

）
と
を
超
え
た
あ
な
た
の
力
強
き
本
性
を
 

、
あ
 な
た
に
専
念
す
る
（
才
色
・
 

a
 
コ
の
コ
セ
 

a
.
 

サ
ゴ
 

ゅ
 
せ
曲
）
或
る
 

人
 々
は
 、
 絶
え
ず
見
る
 

（
 
卸
 
@
 
）
 

の
で
す
。
 
し
 

査
 一
一
元
論
派
は
ブ
ラ
フ
マ
 

ソ
 以
外
の
存
在
を
虚
妄
な
 

る
も
の
と
し
て
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
み
の
実
在
を
強
調
す
る
が
 

ヤ
 は
個
我
や
（
 

一
ム
 

2
 
3
 

）
 ナ
 

現
象
 界
を
 ブ
ラ
フ
マ
ン
の
威
光
（
 

ま
サ
 
二
ロ
 
由
 ）
、
威
力
の
 

顕
現
（
 
丘
ヴ
す
 

P
 
せ
が
モ
 

Ⅱ
 由
ぎ
 
）
と
呼
ん
で
そ
の
実
在
性
を
強
 

謁
 す
る
。
そ
の
理
由
と
 

し
て
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
人
格
神
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
 

と
 同
一
 規
 す
る
た
め
、
崇
拝
対
象
と
し
て
の
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
の
 

持
っ
種
々
の
美
徳
や
そ
 

小
 
4
 
3
 
）
 

0
 図
像
学
的
特
質
を
否
定
す
る
わ
げ
に
は
い
か
な
か
 

ハ
 
7
-
 

ナ
 
Ⅰ
（
「
 

3
 
3
 
ご
と
、
信
仰
の
主
体
と
し
て
の
個
々
人
の
実
在
性
を
強
 

謝
 す
る
必
要
が
あ
っ
た
 

憶
 

一
姥
 

ブ
ラ
フ
マ
ン
と
個
我
等
の
関
係
の
明
確
な
理
論
づ
げ
は
 

以
上
の
如
く
、
ヤ
ー
 

ム
ナ
 は
 、
ま
ぬ
ソ
ゅ
 

（
 ゆ
宙
き
プ
 

p
 は
 

盾
土
 
Ⅰ
る
こ
と
に
な
る
 
0
 そ
こ
で
 曲
 
Ⅰ
 
セ
田
 
（
 
ぞ
 曲
を
こ
の
 
ょ
 

こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
 

0
 と
こ
ろ
が
、
た
だ
単
に
個
我
 

 
 

等
の
実
在
性
を
認
め
る
の
み
で
は
、
ブ
ラ
フ
マ
 

ソ
 の
不
二
 

う
 に
解
し
て
、
そ
の
危
険
を
回
避
し
ょ
う
と
し
た
も
の
と
 

ラ
フ
マ
ン
と
現
象
 
界
 ・
個
我
 

思
わ
れ
る
 
0
 し
か
し
、
 

を
 説
く
天
啓
聖
典
 
と
矛
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 V

I
 

（
 
り
 
5
 
Ⅰ
 

3
 
-
 



 
 

と と 

四 

果   
  臼現 

念 て 被 特殊 立 に 
如く 著作 、 存 

中 

  
  

向 

  沿 
        

四   
    
の のと思われる。原因となるも 

の 

の   
性質 

」 な 

v@ し 

依 
（Ⅰ ノ ・に ド ⅡⅠ しネり @ Ⅹ 達 

存 
ゴ め 

  
め 

す 
る 

」 
  
    ヨ リ フ   

  to 

  
と ラ 

OO 

か め 
  の朝。   ち簗 全体 マ ト "" 

円そ 

  ） 

の関 

  
ン 

Ⅰ w り 

）   

係 
お 

お の関 

よ 

性   者 
上 の と 

つ に 好 
も い ん 
の わ で 
で ゆ 用 
あ る ぃ 
っ 六 て 

た 徳 い 
， ） （ る 
と ・の 舵 。 

  
わ せ （ 等コ にハ 
る ⑪ 言 ソ 

。 及 チ 

す ャ 

る ㊨ う 

こと ｜ト 

と - フ 

孝 太 

集唾 え台 

わ に 

せ 起 
る 源 
と を 

、 持 
役 つ 
の 街 
手 話 
宙 と 

論 居 、 
が ね 

パ れ ㊨ 
ン 、 ） 

チ 役 
ャ が 

ラ フ。 

l - フ 

ト フ 

フ マ 
的 ソ 
色 の 
彩 水 
を 質 
濃 を   
ほ く 

持 際 

(118)@ 8 



二
個
我
 は
 ブ
ラ
フ
マ
ン
の
口
部
分
（
が
 橿
ぬ
 
P
 ）
で
あ
る
。
」
 

を
 受
け
て
い
る
が
、
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
は
こ
れ
を
限
定
 き
と
 被
 限
定
者
の
関
係
に
還
元
し
て
説
明
す
る
。
 

「
或
る
限
定
さ
れ
た
も
の
の
限
定
者
が
、
部
分
で
あ
る
。
」
 
（
ゆ
め
か
が
年
出
 

め
 ド
ド
ら
 
9
 
 
せ
 0
 二
丘
 ご
 つ
 ・
の
㏄
 

ダ
 p
.
P
 

）
）
 

「
限
定
者
と
 
被
 限
定
考
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
さ
に
部
分
 と
 全
体
の
関
係
が
あ
る
。
」
（
総
才
色
㏄
 め
 ド
ド
 遷
 。
 せ
 O
p
.
H
H
-
 

づ
 下
目
 
A
 。
）
 

ト
の
 
）
 

こ
れ
は
 又
 、
身
体
と
ア
ー
ト
マ
 ソ
 の
関
係
（
 ぬ
 
p
h
@
q
 

ゆ
 （
 
日
曲
 
と
オ
リ
 
セ
じ
に
も
還
元
さ
れ
る
。
 

「
…
…
身
体
と
ア
ー
ト
マ
 ソ
 の
関
係
に
よ
り
、
世
界
と
 ブ
 ラ
フ
マ
ン
と
の
部
分
と
全
体
の
関
係
を
、
パ
ラ
ー
シ
ャ
 -
 
フ
 た
ち
は
伝
承
し
て
 

壌
 

「
か
く
の
如
く
、
個
我
と
最
高
者
と
の
限
定
者
と
 

い
る
…
…
。
」
（
ゆ
め
む
き
㏄
 

め
 ド
ド
下
の
。
 
ゼ
 0
 ㌃
 由
 
っ
・
 
ひ
 

被
 限
定
考
の
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
本
性
の
異
質
性
に
 

㏄
の
。
 
ノ
 
・
の
１
１
 

0
 ）
 

基
 つ
い
て
、
区
別
の
教
示
が
 

「
・
・
・
…
云
々
と
、
ア
ー
ト
マ
 

ソ
 と
身
体
の
関
係
に
よ
っ
て
 部
分
と
全
体
の
関
係
を
説
く
、
と
舌
口
わ
れ
て
い
る
。
」
（
 

払
民
キ
が
 
Ⅰ
 憶
い
 N
.
 
ぴ
 ・
 
ト
の
 
。
 

づ
 0
 ）
・
 
H
 
ゲ
づ
 ・
 
0
 
の
 ダ
 
）
・
の
 

1
 
の
）
 

㈲
で
言
 う
 個
我
と
最
高
者
の
本
性
上
の
区
別
に
つ
い
て
 は
、
 他
の
所
で
も
説
か
れ
て
い
る
 0
 例
え
ば
、
 

「
非
精
神
的
事
物
と
個
我
と
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
の
間
に
は
、
 
開
展
 物
 た
る
こ
と
、
苦
の
主
体
た
る
こ
と
、
美
徳
の
宝
 庫
 た
る
こ
と
、
 と
ぃ
 

う
 
三
者
各
々
の
し
本
性
の
混
同
は
な
い
 0
 
」
（
め
田
か
が
 

隼
 め
 り
 N
.
 
ト
 ㏄
の
。
 
せ
 0
 ト
 Ⅰ
（
 
-
 づ
 ・
 
N
 の
の
・
 

p
.
N
 

Ⅱ
 
１
 つ
・
 
N
 
の
 A
 。
 F
.
P
 

 
 

と
曲
 
叩
叫
ヵ
 

Ⅹ
 勺
仲
 

L
 て
し
 
、
 石
 
（
 
0
@
 

O
 サ
 ー
 ム
ナ
 以
来
、
個
我
や
物
質
的
世
 界
の
実
在
性
が
強
調
さ
れ
た
結
果
、
輪
廻
や
苦
の
主
体
 と
し
て
の
個
我
と
、
 そ
 

 
 

マ
ン
と
の
異
質
性
も
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
 の
で
あ
る
。
こ
の
異
質
性
も
 

考
 

 
 
 
 ㎎

 
又
 、
限
定
者
と
 被
 限
定
者
の
関
係
に
還
元
さ
れ
る
。
 

，
 
d
 
a
 

 
 

 
 

生
じ
る
。
 
，
一
 
（
 
か
氏
キ
芭
 ㏄
 め
ド
 P
 ㌫
・
 せ
 0
 （
・
 
貝
づ
 ・
 
ひ
 ㏄
 け
 。
 ト
 
・
Ⅰ
の
１
ト
Ⅱ
）
 

  



さ
て
、
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
説
く
限
定
者
の
概
念
に
つ
い
 て
 、
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
お
こ
う
。
彼
に
 よ
 れ
 ば
 、
限
定
者
（
 時
 

-
@
 

り
）
 

に
 、
様
態
 っ
 q
p
 
ォ
 w
q
p
 

と
も
呼
ば
れ
る
）
に
は
二
つ
の
種
 

類
 が
あ
る
。
一
つ
は
或
る
実
体
の
形
状
（
 窪
 七
の
（
 
ゴ
卸
 
コ
 0
 ）
と
し
て
の
み
存
在
 物
 

（
 
っ
ド
ロ
 

w
q
 
（
 
ゴ
の
 
）
た
り
う
る
も
の
、
も
う
一
つ
は
独
立
し
た
 形

状
を
持
ち
そ
れ
自
身
と
し
て
存
在
す
る
（
 笘
 a
,
 
三
 %
 笹
 が
 ）
こ
と
の
で
き
る
も
 

（
 
託
 ）
 

の
で
あ
る
。
個
我
等
と
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
間
に
は
限
定
者
 

（
様
態
）
 
と
被
 限
定
考
（
様
態
を
有
す
る
者
）
の
関
係
が
 あ
り
、
そ
れ
は
身
体
と
 

 
 

ょ
 れ
ば
、
身
体
と
ア
ー
ト
マ
ン
の
関
係
は
、
別
個
に
は
 成
 立
し
え
 ぬ
 （
 
笘
 （
 
ァ
 p
F
.
 

の
 
三
口
耳
ム
コ
 
燵
 ～
二
の
）
依
り
所
と
依
存
す
る
も
の
の
関
係
 
（
 ぎ
鼠
 臥
ら
 オ
 の
 せ
 p
 。
 
F
 す
 ゆ
 づ
 の
）
で
あ
り
、
統
御
者
と
統
御
さ
 
れ
る
も
の
の
関
係
（
 三
 。
 

せ
由
コ
 
（
 
サ
ら
モ
卸
目
 
せ
 p
.
 
ヴ
オ
ゆ
セ
燵
 

）
、
従
属
 物
 と
主
要
物
の
 関
 係
 
（
 
か
め
巾
陪
 

ふ
の
 
哲
 と
ゴ
 
ゅ
セ
 
の
）
で
も
あ
る
、
と
い
う
。
従
っ
 て
 、
個
我
は
ブ
ラ
フ
マ
 

ン
と
 別
個
に
は
成
立
し
な
い
か
ら
、
二
種
類
の
限
定
者
の
 う
 ち
の
前
者
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
 被
 限
定
者
と
 別
個
に
は
成
立
し
え
 ぬ
 

か
ら
、
現
象
 界
を
 
「
身
体
」
と
す
る
考
え
方
と
の
結
び
っ
 

ぎ
を
推
定
し
 ぅ
 る
が
、
少
な
く
と
も
現
存
文
献
中
に
そ
 れ
を
明
示
す
る
箇
所
ほ
 

@
 
Ⅱ
）
 

亡
 
よ
 し
 
、
。
 

一
方
、
個
我
と
最
高
者
の
異
質
性
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
 め
 り
 以
来
の
一
元
論
的
立
場
の
否
定
に
も
つ
な
が
る
。
 そ

こ
で
異
質
性
と
同
時
 

に
 、
そ
れ
と
は
相
反
す
る
同
一
性
を
保
証
す
る
必
要
が
生
 じ

る
。
㈲
の
、
部
分
と
全
体
の
関
係
は
こ
う
し
た
要
請
 を
 満
た
す
も
の
で
あ
っ
 

@
 
ぱ
 @
 

た
 。
異
質
な
る
個
我
と
最
高
者
の
同
一
性
は
 、
 先
の
身
 体

と
 ア
ー
ト
マ
ン
の
関
係
に
よ
っ
て
も
説
か
れ
て
い
る
。
 

「
ま
た
、
他
の
天
啓
聖
典
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
及
び
そ
れ
と
 は
 異
な
る
精
神
的
・
非
精
神
的
事
物
の
間
に
、
身
体
と
 ア

ー
ト
マ
ン
の
関
係
 

と
い
う
一
体
性
が
あ
る
、
と
説
く
。
」
（
い
 

い
キ
注
め
め
 ）
 ト
 ゲ
づ
 0
 プ
 5
 
%
 
つ
 ぎ
 せ
 w 。
 
ヴ
 下
の
由
的
 

p
 。
 
す
け
 
竹
杖
 
ダ
づ
 ・
の
の
、
～
 

Ⅰ
 
｜
 1
 
め
 ）
 

こ
の
よ
う
に
、
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
思
想
の
核
心
部
に
は
 限
定
考
・
 被
 限
定
者
の
関
係
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
 し
 か
し
、
彼
の
場
合
、
 

個
我
と
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
異
質
性
と
同
一
性
を
同
時
に
満
 足

さ
せ
る
た
め
に
身
体
と
ア
ー
ト
マ
ン
と
い
う
概
念
を
も
 導
入
し
、
む
し
ろ
こ
れ
 

（
 
狙
じ
 

を
よ
り
根
源
的
か
つ
重
要
な
も
の
と
し
て
い
る
。
 ヤ
｜
 ム

ナ
 に
お
い
て
も
 日
り
グ
 ・
ヴ
ェ
ー
ダ
 ロ
 の
原
人
讃
歌
が
 引
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
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vi 百 ist 会 dva 

 
 

る
 。
そ
こ
で
次
の
如
く
図
示
し
 ぅ
る
 
（
次
頁
）
。
 

 
 

 
  

 

@
 
弗
 -
 

こ
の
考
え
方
は
聖
典
解
釈
等
に
も
適
用
さ
れ
る
。
 

ヤ
 ー
 
ム
 
ナ
が
 単
に
一
体
性
を
説
く
も
の
と
解
し
た
 
寒
 ・ 
ミ
 ・ 上
 ハ
、
ハ
 、
七
等
の
「
 汝
 

（
 

 
 

（
㏄
）
 

 
 

は
そ
れ
な
り
」
の
「
 汝
 」
と
「
そ
れ
」
は
二
つ
の
様
態
 と
し
て
同
一
事
物
た
る
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
指
示
す
る
も
の
と
 解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
 

-
 
㎎
 
@
 

限
定
者
は
、
言
語
表
現
の
際
は
、
 

被
 限
定
者
と
の
共
通
 

基
体
性
（
約
日
ぎ
 

注
 三
ガ
 
の
 
「
が
申
せ
 

P
 
）
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
 

る
 。
個
我
と
フ
ラ
フ
マ
 

ン
 の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
 

こ
の
共
通
基
体
性
に
関
連
し
て
、
「
限
定
さ
れ
た
事
物
の
 

同
一
性
（
 

ま
 ぬ
 
か
 
め
心
が
と
「
 

P
 
ヰ
せ
わ
ヰ
せ
簿
 

）
」
な
る
表
現
が
用
い
 

ら
れ
て
い
る
 

0
 め
 
㏄
 
む
 

い
年
 
㏄
 
め
ゲ
ゲ
ト
 

の
に
、
 

「
限
定
さ
れ
た
事
物
の
同
一
性
こ
そ
が
、
共
通
基
体
性
の
 

趣
意
で
あ
る
。
」
（
 

く
 
0
 
（
・
 

ダ
ひ
 
4
 
日
 せ
ゅ
 

・
 
F
 
す
が
 

由
抽
 

p
.
 

ヴ
す
 

村
内
 

p
.
 

つ
 
・
 
N
 
Ⅰ
 
4
.
 
 

）
・
の
 

｜
み
 
）
 

 
 

 
 

 
 

「
 
ヲ
 ラ
フ
マ
ン
は
真
実
、
知
、
無
限
で
あ
る
、
 

b
 と
い
う
 
こ
の
場
合
で
も
、
共
通
基
体
性
は
多
く
の
限
定
詞
（
 

丘
 ぬ
の
ゅ
 

が
中
の
）
に
限
定
さ
 

れ
た
同
一
の
対
象
（
セ
レ
 

か
い
 

の
 
届
め
オ
ゅ
 

r
 
（
 
下
 
じ
を
表
わ
す
こ
と
 

に
 由
来
す
る
か
ら
、
無
限
定
な
る
事
物
は
成
立
し
な
 

い
 。
」
（
 

ぺ
 
0
 
）
・
 

ゲ
づ
 

田
 
㏄
㏄
・
 

プ
め
１
つ
 

・
 
ト
の
 

Ⅰ
。
 
ト
 
・
 
ト
 
）
 

と
「
限
定
さ
れ
た
同
一
の
対
象
」
な
る
表
現
も
用
い
ら
 

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
共
通
基
体
性
の
目
的
を
 

説
い
た
 

す
る
か
ら
 

@
 …
。
」
（
 

め
い
 
い
い
四
 

%
 め
 ゲ
ゲ
 
ゲ
づ
 
0
 
㌃
 ゲ
の
 
せ
ぎ
せ
ゅ
 

・
 
ヴ
ゴ
 

ひ
ひ
 

岨
り
 

・
す
す
 

ゅ
 
㏄
 
p
.
 
づ
 
・
 
N
 
巾
の
。
）
 

，
の
 

1
,
 

Ⅱ
）
 

 
 

て
 限
定
さ
れ
た
限
定
対
象
た
る
事
物
が
同
一
た
る
こ
と
を
 

表
 わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
 

 
 
 
 

  



次
に
、
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
因
果
論
上
の
立
場
に
つ
い
 て
見
て
お
こ
う
 0
 ヤ
 ー
 ム
ナ
 は
国
中
有
 果
 論
的
な
立
場
か
 ら
 原
因
と
結
果
の
不
 

異
を
説
く
が
、
そ
れ
以
上
の
議
論
は
行
っ
て
い
な
か
っ
 た
 。
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
も
原
因
と
結
果
は
不
具
で
あ
る
と
 す
る
が
、
そ
の
際
、
原
 

国
 と
し
て
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
結
果
と
し
て
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
 が
そ
れ
ぞ
れ
微
細
な
、
あ
る
い
は
粗
大
な
精
神
的
・
 非
 精
神
的
事
物
に
限
定
さ
 

れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
二
に
示
し
た
図
式
 回
 と
全
 

 
 

も
の
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
 

様
態
、
即
ち
 、
 
「
ブ
ラ
フ
マ
ン
は
か
く
の
如
 
き
 状
態
に
 あ
る
（
の
 4
 曲
目
が
自
 降
 日
毎
ヨ
）
」
と
い
う
時
の
「
か
く
の
 
如
 き
 」
な
る
語
で
示
さ
 

-
 
㏄
 @
 

れ
る
対
象
で
あ
る
。
ブ
ラ
フ
マ
ン
自
身
は
変
化
す
る
こ
 と
な
く
、
様
態
た
る
精
神
的
，
非
精
神
的
な
も
の
が
微
細
 な
 状
態
、
粗
大
な
状
態
 

と
 変
化
す
る
に
 つ
 れ
て
、
い
わ
ば
「
衣
替
え
」
的
に
変
 化
し
、
原
因
と
な
り
 又
 結
果
と
も
な
る
。
世
界
創
造
や
帰
 滅
 も
こ
の
様
態
の
変
化
 

と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
 
ヌ
 お
 い
ゅ
 ㍉
幸
で
は
そ
れ
を
次
の
よ
 う
に
説
く
。
 

「
こ
の
よ
う
に
、
名
称
と
形
態
の
区
別
が
不
可
能
な
微
細
 な 状
態
に
あ
る
根
本
原
質
と
純
粋
精
神
を
身
体
と
す
る
 フ
ラ
フ
マ
ン
が
 、
原
 

  

し
甑
 

「
 

"
 

｜
 
」
 

一
切
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
身
体
で
あ
り
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
 

と
別
 偶
 に
は
成
立
し
え
な
い
か
ら
、
す
べ
 

限
定
対
象
た
る
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
共
通
基
体
性
に
よ
っ
て
 

表
示
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
語
に
 

ょ
 っ
 

@
 
鰻
 @
 

フ
マ
ン
の
み
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

て
の
語
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
限
定
詞
と
し
て
 

て
表
示
さ
れ
る
対
象
は
究
極
的
に
は
ブ
ラ
 

 
 

 
 

不
可
分
離
「
一
し
 不
可
分
離
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visistadvaita@ at ・ 

る l を 
さ ． コ フ と ピ 用 次 

三 の l   
田能 

  
る 頃 の 

往 に 展 
釈 活 ・ 開 

タ た い   
パ ル 討 

リ シ し   
  ナ お 

開始 め され テ   ス こ 

ィ l う   
ピ で   二   に そ れ 
お れ た 
か は ょ 

て かぅ   
り を 初   

と 」 。 - フこせ・ タ ナ 司空Ⅰ Ⅰ 

す 
チ シ     降 

ャ ュ ぎ 
る 

の 

で     
ひ よ 

く プ な 
所 う る 

な に デ 表 

  よ 々 現 
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五 

囚
の
状
態
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
世
界
が
そ
れ
に
婦
人
 す
る
こ
と
が
掃
滅
で
あ
る
。
 又
 、
名
称
と
形
態
の
区
別
が
 為
さ
れ
た
粗
大
な
 

精
神
的
・
非
精
神
的
な
事
物
を
身
体
と
す
る
ブ
ラ
フ
マ
 ン
が
 、
結
果
の
状
態
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ブ
ラ
 フ
マ
ン
が
そ
の
よ
 

な
 粗
大
な
状
態
と
な
る
こ
と
こ
そ
が
世
界
の
創
造
と
言
 わ
れ
て
い
る
。
」
 

又
 、
ヤ
ー
 ム
ナ
 が
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
同
等
も
し
く
は
 優
 越
す
る
も
の
の
存
在
を
否
定
す
る
も
の
と
し
た
の
 b
.
q
 
㌧
 
上
ハ
 
、
一
一
、
一
の
 

支
 は
、
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
に
と
っ
て
は
国
中
有
泉
論
を
 な
式
 化
し
た
も
の
で
あ
り
、
 

@
4
@
5
 
 

き
ま
（
七
 
%
 と
い
う
語
は
結
 果
 と
原
因
の
不
美
を
 

 
 

抗
し
て
現
象
界
の
実
在
性
を
確
立
す
る
必
要
を
強
く
感
じ
 て
い
た
の
に
対
し
、
 

１
％
 ｜
 ヌ
ジ
ャ
は
そ
れ
を
も
は
や
自
明
の
大
前
提
と
し
て
 、
ブ
ラ
フ
マ
ン
一
元
論
の
立
場
か
ら
そ
れ
を
理
論
化
し
 よ
う
 と
し
た
た
め
と
 

わ
れ
る
。
 

居、 ラ 諒 一 う る 



属
し
状
態
の
形
態
を
と
り
媒
介
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
（
 す
 
す
ぎ
 屈
 七
里
 ぎ
 ㌢
 舖
臼
ゆ
 ・
（
 
囲
遥
 。
の
注
 
4
 ゅ
屋
下
）
限
定
者
 と
 性
質
を
持
っ
も
の
 

（
 
由
す
 
p
q
 
ョ
ぎ
 ）
と
の
同
一
性
、
後
者
は
共
特
約
結
合
を
有
 し
 媒
介
を
持
た
ぬ
と
こ
ろ
の
（
窪
目
 p
.
 
カ
リ
 
～
 
a
 。
 
き
軽
す
か
コ
 
年
す
 
せ
 ・
 
肢
 Ⅰ
 ぺ
ゆ
 
Ⅱ
 P
 オ
が
 
）
 限
 

定
者
と
性
質
を
持
つ
も
の
と
の
同
一
性
で
あ
っ
て
 、
共
 に
 限
定
者
に
限
定
さ
れ
た
性
質
を
持
つ
も
の
の
同
一
性
 

  

-
a
@
 

5
 

宙
け
 
a
r
m
 
せ
 ・
の
 
ヰ
 ㏄
 侍
づ
曲
 
）
を
意
味
す
る
、
と
い
う
。
 

「
シ
ュ
ル
タ
・
プ
ラ
カ
ー
シ
カ
ー
 
L
 の
中
に
ほ
 
曲
簗
 降
 り
 ォ
悶
 
論
者
な
る
表
現
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
の
㏄
か
 

め
 
「
大
前
主
張
」
の
 

  

ヴ
ァ
ヲ
ダ
 

チ
ャ
リ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
 

0
%
 
章
が
 
、
無
限
定
な
る
不
二
で
な
く
限
定
さ
れ
た
 

不
 二
を
意
味
す
る
こ
と
 

 
 

 
 

 
 

を
 述
べ
た
も
の
で
あ
る
 

0
 ス
 
ダ
ル
シ
ャ
ナ
ス
ー
 

リ
 に
は
 
@
 
」
の
他
に
 

、
め
 
㏄
お
に
対
す
る
代
表
的
注
釈
 

書
 ヨ
シ
ュ
ル
 

タ
 ・
 
コ
 
ノ
ラ
カ
ー
シ
カ
 

1
 口
 

ガ
 あ
る
。
そ
の
中
で
は
 

4
%
 

ぬ
 
あ
あ
 
宙
ぺ
曲
 

～
（
 

欝
 と
い
う
語
は
 

用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
 

ま
絞
 
留
め
 
俺
ミ
 
と
 い
 う
 表
現
を
見
出
し
得
 

 
 

る
 0
 こ
れ
は
テ
 

l
 マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
め
 

憶
キ
 
（
の
仁
田
 

め
ゲ
 
）
 ド
 
）
に
お
け
る
、
 

三
切
世
界
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
結
果
た
る
こ
と
と
そ
れ
 

を
内
側
 
者
 と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
 

ア
 ｜
 ト
マ
ン
と
し
、
 

そ
 

の
こ
と
に
 

基
 つ
い
て
同
一
宮
守
Ⅱ
㏄
）
で
あ
る
 

0
 従
っ
て
 
そ
れ
に
反
す
る
多
様
性
は
禁
止
さ
れ
る
。
」
（
 

づ
 
。
㌃
 
ゲ
づ
 
い
の
笘
 

。
 ト
 
・
 
ト
 
）
 

巴
 二
つ
の
状
態
と
な
っ
た
精
神
的
・
非
精
神
的
な
も
の
 

に
 限
定
さ
れ
た
事
物
の
同
一
性
 

父
 づ
り
の
（
 

す
 
ザ
キ
 
串
ひ
で
 

a
 
コ
 
コ
が
 

・
 
9
 
Ⅰ
・
が
 

9
 
Ⅰ
・
 

せ
 
）
 
亦
ト
 

の
田
 

ド
 
・
 

ヰ
 
の
の
（
 

づ
 
・
の
 

ガ
リ
 

（
 
4
 
曲
）
で
あ
り
、
後
者
は
精
神
的
・
非
精
神
 

的
な
も
の
を
本
質
と
す
る
三
切
 

ロ
 世
界
に
限
定
さ
れ
た
 

も
の
と
、
無
上
の
偉
大
 

性
 に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
が
、
本
質
的
に
も
性
質
の
点
で
 

も
 同
一
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
様
態
を
持
つ
も
の
（
 

笘
 ㏄
 
オ
卸
臣
コ
 

）
の
同
一
性
で
 

あ
り
、
青
さ
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
 

蓮
性
 
に
限
定
さ
れ
 

た
も
の
と
の
同
一
性
の
如
く
で
あ
る
、
と
い
う
。
（
 

7
 
@
 
 

）
・
 

こ
の
 

二
 つ
は
先
に
見
た
二
の
 

 
 

 
 

(
 
(
B
 

、
お
よ
び
四
の
 

C
 の
考
え
方
こ
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
 

V
 
,
 

と
 考
え
ら
れ
る
。
 

ス
 ダ
ル
シ
ャ
ナ
ス
 

l
 リ
 は
、
さ
ら
に
、
 

前
者
は
異
な
る
時
間
に
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中
に
、
共
通
基
体
性
の
意
味
す
る
所
が
同
一
性
に
他
 

な
 ら
ぬ
こ
と
は
す
べ
て
の
人
々
に
承
認
さ
れ
て
い
る
、
と
あ
 

る
の
を
 ぅ
 げ
て
、
 

「
「
す
べ
て
の
人
々
に
承
認
さ
れ
て
い
る
 

ヒ
 と
は
、
去
ぬ
抜
 

い
 
㌢
 ぢ
 
論
者
及
び
他
の
人
々
に
承
認
さ
れ
て
い
る
、
 

と
 い
 う
 趣
意
で
あ
る
。
」
 

 
 

る
と
、
学
派
 
名
 と
し
て
の
丘
 絵
ゅ
 
（
 
ゆ
宙
せ
田
 

繕
の
起
源
を
こ
 こ
に
見
出
し
う
る
こ
と
 

に
な
る
が
、
文
脈
か
ら
は
そ
の
点
が
明
確
で
な
く
、
可
能
 

牲
を
示
唆
し
 ぅ
 る
に
と
ど
ま
る
。
 

ス
 ダ
ル
シ
ャ
ナ
ス
ー
り
と
ほ
 
ば
 同
時
代
に
活
躍
し
た
 
ヴ
ェ
 ｜
 ダ
ー
ソ
タ
デ
ー
シ
 
ヵ
 は
、
 丘
簗
降
お
ガ
 

悶
を
用
い
、
 
ま
 %
 名
ゆ
 
隼
 く
の
 
ぎ
 が
は
 

用
い
て
い
な
い
。
（
 

0
@
6
 
 

例
え
ば
彼
の
 ニ
 ヤ
ー
ヤ
・
シ
ッ
 
ダ
 ｜
ソ
 ジ
ャ
ナ
 巨
 第
一
章
の
初
め
に
、
 

「
す
べ
て
の
精
神
的
・
非
精
神
的
な
も
の
を
様
態
と
す
る
 

フ
ラ
フ
マ
 ソ
 が
唯
一
の
原
理
で
あ
る
。
 

さ
て
、
様
態
と
様
態
を
有
す
る
も
の
の
間
、
お
よ
び
 

諸
 々
の
様
態
の
間
に
は
、
相
互
に
絶
対
的
区
別
が
あ
る
が
、
 

支
給
 降
わ
ヰ
セ
 

の
 た
 

ど
の
異
質
な
も
の
の
同
一
性
（
 
4
 目
の
 
オ
 ゅ
曲
 

づ
お
ヰ
簿
 

（
 
づ
が
 
）
 が
 教
示
さ
れ
、
そ
う
で
な
い
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
」
 

（
 
づ
 ・
 
N
 。
 p
.
 
か
 
@
1
 
つ
 ・
 
び
、
 

ト
 
・
 
ゆ
 
）
 

と
 説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
精
神
的
・
非
精
神
的
な
 

も
の
と
フ
ラ
フ
マ
 
ソ
 と
の
異
質
性
と
同
一
性
は
 
、
ご
め
 
）
 
ゅ
 
（
 
め
オ
せ
 
笘
に
よ
っ
て
説
明
 

（
㎝
）
 

さ
れ
、
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
が
用
い
た
身
体
と
ア
ー
ト
マ
ン
 

の
 関
係
は
影
を
ひ
そ
め
て
い
る
 
0
 同
様
に
 、
 彼
の
 コ
 ヤ
 ー
 ヤ
 ・
パ
リ
シ
ュ
ッ
 

 
 

デ
 イ
 し
に
は
、
 

 
 

て
も
本
質
の
区
別
と
限
定
さ
 

「
そ
れ
故
に
 
、
デ
 ラ
フ
マ
ン
は
唯
一
の
原
理
で
あ
る
し
と
 

見
る
こ
と
も
、
「
精
神
的
な
も
の
、
非
精
神
的
な
も
の
 

、
主
宰
神
の
区
別
に
 

考
 

 
 

 
 

で
は
ブ
ラ
フ
マ
 ソ
 は
「
精
神
的
・
非
精
神
的
な
も
の
に
 

限
定
さ
れ
た
不
二
な
る
原
理
 

 
 

定
ご
 ・
 
お
乙
 ・
 
曲
ぬ
接
あ
牙
住
繕
 

・
（
の
（
（
せ
 

い
 
）
」
と
表
現
さ
れ
て
 
い
た
が
、
こ
こ
で
 
は
丘
劣
勒
甘
 悶
は
直
接
ブ
ラ
フ
マ
 ン
な
 形
容
し
て
は
い
な
 15  (125) 



が 原 の れ 
す 困 唯 に 以 （ ツ 戸口 づ @@ い @ m 

べと てし 一 睦 よ土 る 、 
" て を と ヤ   そ の 説     任ゆ年ヰがざ由 の ） % 曲 すゅ二 / Ⅹ   

れ ブ く こ ム 

ほ う べ の 々 

よ フ く 語 と 

っ て " の う   
て ン 異 表 l 
限 と 質 わ て 
完 結 か す l   
節 ）てと容を し一内 ャ 
さ の い と 中 

  
れ 世 ぅ し む 
る 界 面 て に 
同 の 者 は 、   
一 関 の             

れ 
ら 
の 

由里 目   の 

フ 聖 (2)  精 と 詞 @- 口 

マ 興 国 神 い 述 
ン 解 栗 駒 う セま 

を 釈 論 な 考     
の   ミ三 
口口 

す 連 宵 の の を 
る し 論 実 成 も 

サま   や 
で ブ 連 を 展 自 

あ ぅ し 査 閲 明 
る フ て 定 に の 

こ マ 、 す つ も 

と ン 因 る い の 

と 

をに 赤村有 中こ と検 て し 

て 

すす 、 る論 果な討 くし 用 
と 様 の ブ て   
い 々 立 ぅ き て 

お 
うな 三表か 場フた て 。 
， 点 、 現 ら ン そ 

り、 

フ
ッ
ま
ノ
 
・
 ヴ
ヱ
ン
 士
刃
 
力
ノ
 
l
,
 
主
ワ
ャ
 
l
,
 
ソ
七
ド
 

Ⅱ
 
0
 
 
日
 ヴ

ェ
 l
,
 
ダ
 l
 
。
ソ
ヵ
ア
 

・
十
力
 

l
 
。
 Ⅱ
 
ノ
 ヰ
刀
ー
ヴ
ァ
リ
 

1
,
 
ロ
ト
ド
は
ユ
 
ぬ
あ
任
 

》
ら
せ
 

注
圧
 
が
の
定
説
 

い
ま
で
も
、
ブ
ラ
フ
マ
 
ソ
 が
唯
一
の
原
理
た
る
こ
と
の
 根
 拠
 と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
 

ミ
 し
の
表
現
に
連
な
 
る
も
の
と
し
て
注
目
し
 

 
 

ぅ
 る
で
あ
ろ
う
。
 

こ
の
様
に
、
十
三
ち
四
世
紀
に
至
っ
て
去
ぬ
 あ
 茜
色
く
 
p
 ざ
帥
 な
る
表
現
が
用
い
ら
れ
る
 よ
う
 に
な
る
が
、
そ
れ
は
 未
 だ
 術
語
と
し
て
定
着
 

す
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
 丘
珍
 留
め
接
ミ
 
が
 多
用
さ
れ
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
 せ
よ
、
身
体
と
ア
ー
ト
 

マ
ン
の
関
係
と
い
っ
た
地
楡
 的
 表
現
に
 伐
 っ
て
 ま
ぬ
 の
 ゅ
 の
 セ
 a
.
 
ま
ぬ
 の
 ゅ
 せ
 舵
 と
い
う
関
係
を
重
視
し
て
き
て
い
る
こ
と
 が
 知
ら
れ
よ
㌔
二
で
 

引
い
た
 
ふ
し
 以
降
に
な
る
と
、
 
ま
か
あ
 
あ
 叶
 田
荘
 
は
明
 ら
か
に
学
派
 名
 も
し
く
は
特
定
の
思
想
体
系
を
意
味
す
 る
よ
う
 に
な
る
 0
 例
え
 

-
 
㏄
）
 

ば
 、
シ
ュ
リ
ー
ニ
ヴ
ァ
ー
 サ
 に
帰
せ
ら
れ
る
 日
 サ
カ
ラ
ー
 チ
ャ
ー
 リ
 ヤ
・
 マ
タ
 ・
サ
ン
グ
ラ
ハ
 L
 に
は
 
づ
掠
あ
 円
か
 
隼
 せ
 P
p
 

（
の
思
想
（
日
の
（
が
）
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う
 0
 
 
そ
こ
で
ま
ぬ
 ち
霞
 Ⅰ
 4
%
 村
を
 4
 レ
 
ぬ
 
e
s
p
 

中
が
 

ヰ
 が
 日
 去
ぬ
 屈
ぜ
 ゆ
 ら
 せ
キ
繕
と
 解
す
れ
ば
、
こ
の
語
の
意
味
 は
 
「
 ハ精
 神
約
・
非
精
神
的
な
も
 

・ I る i 号 @ 今 

起 
せ 
し 
め 

る 

従 
  
て   

セヰ 

密 
    
俺か 

宙づ 

p ロ 
円 P 

を 

セ ） 
全 
    
    
コ l 
１ % 臣 
  

サブ 目 

倣 
  
て 

解 
釈 
す 
る 
    

と 

も 

あ 
な 
が 

ち 
不 
当 
と 

サま   
  
え 
な 
い 

であ 

ろ 

7@ (12 

dvait 

（
 
れ
 ）
 

 
 

一
 ヤ
ー
 ヤ
 ・
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
力
学
派
の
「
規
定
（
 づ
 ～
 由
 ガ
 w
q
p
 
）
」
の
用
法
を
想
）
 

 
 

み
の
基
本
構
造
が
知
ら
れ
て
い
 

-
0
 

税
 ）
 
。
 又
 、
ラ
ー
マ
ー
ス
 
ジ
ャ
も
様
態
（
屈
が
 

村
ひ
母
 
）
は
 、
 「
こ
れ
は
か
く
か
く
 

で
あ
る
。
」
と
認
識
さ
れ
て
い
 

考
 

が
 考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
様
々
な
限
定
 者
に
限
定
さ
れ
た
事
物
、
即
ち
 被
 限
定
者
た
る
ブ
ラ
フ
 マ
ン
の
唯
一
性
も
し
く
 

は
 不
異
性
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
 、
ま
ぬ
 
～
 
ゅ
 
（
㌘
牛
田
宮
 が
直
 接
 意
味
す
る
所
は
、
限
定
さ
れ
た
も
の
（
Ⅱ
 被
 限
定
者
 

）
の
不
二
で
あ
る
。
 

先
 

に
 見
た
限
定
対
象
の
同
一
性
（
 曲
 ③
 照
り
 苗
が
）
、
性
質
 を
 持
つ
も
の
の
同
一
性
（
 目
ミ
 日
ト
 0
%
 
曲
 （
 
ヰ
 
a
 
.
 
目
 

）
、
 様
 免
を
持
つ
も
の
の
同
一
性
 

（
 
っ
 r
a
 
村
ゅ
に
 
ぁ
ヨ
 ぢ
 ）
等
の
用
例
が
そ
れ
を
裏
づ
け
る
。
 し
か
し
、
去
ぬ
 
ぁ
宙
 と
い
う
概
念
が
こ
の
派
で
説
か
れ
る
 に
 至
っ
た
歴
史
的
経
 

緯
を
考
え
る
と
、
単
に
ま
 絞
雙
 曲
の
曲
ら
 4
%
 荻
 と
す
 

る
だ
け
で
は
そ
の
意
を
充
分
言
い
尽
し
て
い
る
と
は
思
わ
 

れ
な
い
。
個
我
、
現
象
 

界
 と
い
っ
た
限
定
者
（
 ゑ
絞
の
 
曲
中
の
）
の
実
在
 

性
ぎ
 強
調
 し
た
が
た
め
に
、
 丘
ぬ
 
i
s
 
構
 
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
 た
の
で
あ
る
か
ら
、
 限
 

定
者
の
方
に
も
相
応
の
比
重
を
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
 

と
こ
ろ
で
、
 ゑ
ぬ
ソ
ゆ
霞
笘
巴
匡
と
 
同
様
ま
ぬ
 戸
ゅ
 
（
簿
を
前
分
 と
す
る
 複
 ム
ロ
語
の
一
つ
に
ま
ぬ
ヰ
 

ゅ
審
 
・
 
古
簗
屋
 が
あ
る
。
 こ
れ
は
ま
給
名
 中
ダ
 

支
給
 留
 が
と
両
者
の
関
係
（
 紐
旧
汗
巨
汗
 、
 紹
 七
 %
 お
 が
 ）
と
い
う
三
つ
の
要
素
を
前
提
と
し
、
 有
 分
別
 知
と
密
 接
 な
関
係
を
持
っ
語
で
 

（
㏄
）
 

あ
る
 0
 こ
の
語
は
、
十
三
世
紀
頃
の
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
 「
タ
ッ
ト
 ヴ
ァ
 ・
チ
ン
タ
ー
マ
こ
に
お
い
て
ほ
「
限
定
 
者
を
有
す
る
限
定
対
象
 

の
 知
識
（
支
給
名
 巾
 が
 つ
 が
Ⅰ
・
去
ぬ
の
め
せ
 

p
.
 

古
ゅ
 

鼠
 ）
」
と
説
明
 

 
 

同
列
に
扱
う
こ
と
が
で
 

（
 
0
0
-
 

ム
 
u
 

き
な
い
の
は
言
 う
 ま
で
も
な
い
が
、
 曲
ぬ
 
@
 
ゅ
ち
甘
住
村
派
 に
お
け
る
 へ
 い
 
か
田
ゅ
 

（
 
P
 
の
用
法
の
展
開
は
、
ニ
ー
 ヴ
ヱ
ル
 も
言
う
よ
う
に
、
ニ
ヤ
 

｜
ヤ
 ・
 ヴ
 ア
イ
シ
ェ
ー
シ
力
学
派
の
理
論
の
展
開
と
無
縁
 で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
 0
 ヤ
 ー
 ム
ナ
 に
お
い
て
も
 既
に
せ
 掠
あ
村
 ・
 
d
g
 
ら
宙
圧
 

と
い
う
考
え
方
が
知
ら
れ
て
い
（
 
）
る
が
、
 

9
 
6
 
 ス
ダ
ル
シ
ャ
ナ
 ス
 ｜

リ
に
 至
る
と
、
 
ヰ
田
 
ぬ
の
 
穫
 中
の
１
ま
 
絞
曙
が
 １
 %
 七
 %
 お
沖
 と
い
う
ま
 絹
ゅ
 
（
 
a
.
 
す
 ぎ
 p
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る 現 
い す 
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意 と 

味 は 
は 困 
い 難 
さ で， 
さ あ 

  
昧 さ 

ほ ら 
な に 
る 倹 
が 討 

そ な 
の 要 
公 す 
か る 
" え が "   
て 命 
含 め 

み所 の 、 
多 前 
い 田 

専掌 限 「 
定 博 
下 士 
一 一 が 、 

一 撮 

一 万 ヰ日 日 

諭 さ 

」 れ 
等 た 
が 考被 「 

え 限 
ら 定 
れ 者 

る で 不 二 
あ 一 

ろ う 。元請 
」 

あ 

の
と
い
 已
 限
定
者
を
有
す
る
限
定
対
象
ブ
ラ
フ
マ
ン
 
し
 の
不
二
一
元
」
と
な
る
 っ
 初
め
に
述
べ
た
如
く
 、
こ
 れ
を
簡
潔
な
訳
語
で
表
 
8
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の
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さ
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Ⅰ
ま
さ
 
悔
 ～
 
下
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～
 a
 の
め
 
す
 a
l
a
n
 
も
 ト
か
 
母
セ
っ
守
 
ま
目
さ
Ⅰ
（
 
ヲ
 目の
の
 
0
 仁
 ト
 
ド
 

下
が
 （
せ
 
い
 「
 年
 0
 ～
の
の
 

O
 ～
 d
p
d
@
O
 

コ
の
 ト
コ
 オ
 n
P
@
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（
 
O
 臣
 P
o
.
P
 
の
 日
 ㍉
）
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z
0
 

侍
壷
 ～
 1
0
 口
の
 ゴ
 ・
 づ
 1
1
-
 
つ
 ・
 
0
 ㏄
㏄
 

（
 稔
 ）
 
む
 ～
㌢
の
 ア
 
せ
 目
 
特
に
、
 
之
 0
 （
の
 白
 P
o
 コ
の
デ
づ
目
で
 い
 円
づ
 

（
Ⅱ
 レ
 
～
 
ま
も
 ：
の
 デ
づ
コ
 

（
は
）
～
 す
 ～
も
・
 

、
ロ
，
 
P
 ム
 の
 

（
 B
 ）
～
 目
 ～
 
Q
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 z
0
 

目
の
 

o
P
 

（
の
）
 

0
 コ
の
オ
 ・
 づ
目
，
ロ
 ・
 
o
q
q
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い
 ～
㏄
 

 
 

 
 

（
Ⅱ
）
～
 す
 ～
 
d
 ：
 之
 0
 （
の
～
 1
0
 コ
の
オ
 ・
 づ
目
、
つ
 ・
 
2
 の
い
 

 
 
 
 

（
 巧
 ）
中
村
元
「
原
文
対
訳
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
・
サ
ー
チ
」
 
平
 染
寺
書
店
、
一
九
六
二
年
、
一
エ
 
ハ
 0 
｜
 一
山
八
二
ぺ
ー
ジ
。
 
又
 、
 ュ
 
別
口
 専
学
 コ
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
 

 
 

 
 

ソ
タ
 
の
哲
学
」
サ
ー
チ
叢
書
、
 

射
 、
一
九
八
 0 
年
 、
二
 0
 
セ
 。
 
へ
 l
 ジ
 以
下
。
 

が ㏄が - ぺ Ⅱ 

  

  
（ 

  

） へい （） 日いコ - i Ⅰ 囲 

派
 で
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
や
ア
ー
ト
マ
 ソ
 は
精
神
性
を
本
質
と
す
る
 と
 同
時
に
認
識
主
体
と
し
て
知
を
属
性
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
 。
こ
れ
は
 パ
 ソ
チ
ャ
 

ラ
ー
ト
ラ
本
葉
に
も
見
出
し
う
る
考
え
方
で
あ
る
。
㌔
・
 ム
か
 
～
「
 
サ
ま
 
も
 オ
さ
 
㎏
い
 
い
央
 
ミ
キ
 
ぎ
目
 
・
Ⅰ
 

H
.
 

鍋
 
Ⅱ
が
 ヴ
 

（
 
7
 ）
 り
 
H
.
 
㏄
 め
い
 @
p
.
 

ト
 
い
ミ
 目
 
㏄
 由
 。
 
い
 目
が
 
臣
 日
の
計
 

つ
い
ヨ
ひ
 
Ⅱ
が
 
日
ヴ
 ぽ
り
 
目
 
p
 亦
か
す
隼
 

少
年
ご
す
 

せ
 が
 
オ
 "
 又
 、
中
村
元
ヨ
フ
ラ
フ
マ
・
ス
ー
ト
ラ
の
 哲
畢
 」
岩
波
書
店
、
一
九
 

八
一
年
（
第
三
脚
）
、
一
八
 セ
 ペ
ー
ジ
参
照
。
 

（
 
8
 ）
こ
こ
で
は
り
 
三
 
a
 臼
 （
を
一
括
し
て
示
し
た
が
、
 ミ
も
 ，
や
じ
 の
 
，
 ）
・
の
 

ム
 
等
の
記
述
に
よ
り
、
 

（
 6
 ）
不
二
一
元
論
派
で
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
（
Ⅱ
ア
ー
ト
マ
ン
）
 
0
 本
性
が
の
 ヰ
 と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
言
う
の
～
（
は
 @
@
 

づ
 ㏄
 を
 指
す
。
 v
 い
か
 
@
 
ゅ
 
（
 
ゆ
笘
ヰ
 

a
@
 

（
が
 

ひ
セ
 づ
き
 壷
お
ト
ミ
 

・
Ⅱ
 
つ
悪
 
Ⅰ
 芭
 Ⅰ
匡
も
 

@
 
～
㏄
㏄
 
り
キ
 
も
～
 
さ
 Ⅰ
 ぃ
 （
 
ヲ
 角
い
年
Ⅰ
の
の
 

@
 刃
 ㏄
Ⅱ
 

7
P
 

コ
仁
 
け
が
 
オ
 の
の
の
笘
の
す
の
 

o
c
@
0
%
 

ぺ
 ・
 ト
の
 
Ⅱ
 
ト
 ）
 ，
 ち
 ・
 
P
 つ
 つ
 １
ト
 ト
 ㏄
 

（
 
4
 ）
順
に
、
中
村
元
博
士
、
木
村
泰
賢
博
士
、
金
 
倉
圓
照
博
 士
 、
同
博
士
、
前
田
専
掌
博
士
の
訳
語
で
あ
る
。
 

（
 
5
 ）
 メ
ト
 

・
 ぺ
び
 
Ⅱ
 
り
 宙
が
ひ
 

ゴ
 の
 r
@
.
,
 

心
肝
 

コ
 （
Ⅰ
 

由
 三
田
 
せ
 0
 片
片
目
 
o
 珪
 
e
 
Ⅱ
 
ヨ
 せ
 い
 
の
い
 
の
 
オ
侍
筏
宙
セ
が
 

ぎ
が
，
・
 

づ
 ～
 
め
 
～
 
め
 
キ
ト
昏
ヘ
 

史
 
心
こ
 
ぬ
，
わ
臣
 

曲
っ
 
い
 
も
㌧
 
か
ヒ
 Q
 ま
も
 力
 ヘ
安
 
吋
 ～
 
Q
 さ
卜
 
㏄
セ
 
ま
 で
つ
め
ぎ
 

ま
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そ
 

%
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「
 
盤
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ヨ
の
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卸
ヨ
 
・
で
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p
m
 
づ
 ㏄
「
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日
 
n
p
.
 
ヴ
 す
の
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ゴ
弓
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8
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（
下
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び
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。
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オ
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Ⅱ
 

（
 
軽
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サ
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け
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身
体
」
の
概
念
に
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し
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、
Ⅰ
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（
 
蝸
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拙
稿
「
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卸
日
ぎ
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に
お
け
る
 
ヴ
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の
 
ゴ
 ヨ
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と
 現
象
 界
 

（
 
お
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ラ
ー
マ
ー
ス
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ャ
 は
し
ば
し
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つ
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ぬ
 

e
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が
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代
り
に
 

（
㎎
）
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掲
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ぺ
ー
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よ
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使
い
分
け
は
明
確
で
な
い
が
 

」
 尖
 印
度
 学
 仏
教
学
研
究
し
第
三
十
巻
第
二
号
、
一
九
八
二
年
 

の
 
曲
 
Ⅱ
 
い
す
仁
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0
 Ⅰ
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 ト
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せ
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ト
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ト
 
ト
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 円
拝
 Q
0
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 Ⅰ
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汀
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ぬ
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む
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コ
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セ
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紅
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Ⅰ
 

さ
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中
で
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 べ
い
か
 

～
 
め
ぢ
雙
ひ
セ
捧
ゅ
 （
 
a
.
 
呂
偲
ヨ
が
才
 住
む
 ヨ
 "
 な
る
解
釈
を
 行
っ
て
い
る
と
す
る
 

が
 、
テ
キ
ス
ト
中
に
そ
の
よ
う
な
表
現
は
見
当
ら
な
い
。
こ
の
 箇
所
を
参
考
に
し
て
 
セ
蚕
ゅ
 （
 
曲
宙
づ
出
 
臼
を
解
す
れ
ば
こ
う
な
る
 、
と
の
意
味
で
あ
ろ
 

ぅ
か
 。
 

（
㏄
）
 ま
め
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ゅ
 ぢ
目
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簿
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ヨ
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q
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檀
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ヴ
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シ
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概
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木曾御嶽行者 ( 前座一中座 ) 

異に ム研 儀礼 し、 
の 究 を 最 し れ 
よ の 執 も て ら 

ぅ 七 行 よ お 講   
露 も 、 薯ャ @  彼の ら中 
み 重 を て は 核 
ら 裏 封 ニ 互 に 
れ な 象 ス か は 

    
よ わ ャ を 座 " 座 " 
つ れ l 表 た @ 

行， - なかざ て執 る 。 マニ の ッ 出した " " て 中座） 

さ 

れ 
る 

マ 
    
ス 
T 
  
  
  

な儀 

  
古 
来   
よ 

@ 
わ 
が 

国 l @ Ⅰ 
  

心 分 
の 
各   
地 ズ た な を 
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ゲ
 
0
 集
団
の
多
く
は
、
主
に
神
社
神
道
系
や
教
派
神
道
 系
 の
諸
教
団
に
組
織
さ
れ
、
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
な
 ど
の
大
都
市
や
地
方
な
ど
、
 

（
 
l
l
 

）
 

 
 

の
 
全
国
各
地
に
広
く
分
布
し
、
そ
の
信
者
数
は
百
万
 人
 と
も
二
百
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
 

  マン的役割関係につ し 

ほ知 

の 

よ 

う 一 
ケ @ し 

  
信仰 

サま 

具体 

的 
Ⅴ ブ し 

@ ま 

御ま 

嶽ぉ 
講 ; 
  

と 

呼 
ャま 

れ 
る 

多 
数 
の 

議案 

団 
Ⅴ ァ ヒ 

よ 

  
て 

支 
え 
ら 

れ 
て 
  
る 

    
れ 
ら 

  

木 
曾 

聞滝 御嶽行者１百 

木 （ 

  
し ） 

ての ン 

ヤ 

  

マ 

ン 

的 
役 
割 

菅 関 
係 

原 @ 
  つ 
詩 @ Ⅴ 

清 て 



に
、
 必
ず
し
も
シ
ャ
ー
マ
ニ
 "
 ク
社
 側
面
か
ら
と
ら
え
ら
 れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
よ
 う
 に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
 
シ
ャ
 l
 マ
ン
が
そ
の
 

ッ
ク
 な
側
面
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
特
に
 、
 中
座
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
ま
し
と
類
似
し
た
 役
割
分
担
に
あ
る
た
め
 

そ
こ
で
、
こ
の
小
論
で
は
こ
う
し
た
先
学
の
す
ぐ
れ
た
 研
究
成
果
に
 よ
 り
な
が
ら
、
現
在
の
御
嶽
信
仰
の
実
態
を
 具
体
的
な
事
例
を
対
 

象
 と
し
て
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
側
面
よ
り
 ア
プ
 コ
ー
チ
し
て
い
こ
 う
 と
す
る
も
の
で
あ
る
 0
 御
嶽
信
仰
は
 、
現
在
も
な
お
御
嶽
を
 

信
仰
す
る
多
く
の
人
々
に
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
 "
 ク
な
 儀
礼
を
通
じ
て
、
生
き
た
信
仰
と
し
て
受
容
さ
れ
、
こ
 う
 し
た
信
仰
と
関
る
こ
と
 

に
よ
っ
て
当
面
す
る
日
常
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
な
ど
、
 重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
 る
 。
 

と
こ
ろ
で
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
 て
は
、
先
学
は
当
該
社
会
に
お
け
る
呪
術
，
宗
教
的
職
能
 者
に
関
し
て
、
当
該
 

人
物
が
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
を
め
ぐ
っ
 て
、
 次
の
よ
う
な
諸
点
に
注
目
し
な
が
ら
研
究
を
行
っ
て
 き
た
。
そ
れ
は
当
該
 人
 

物
の
 シ
ヤ
 @
 マ
ニ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
 る
 異
常
心
理
（
ト
ラ
ン
ス
）
状
態
や
超
自
然
的
存
在
と
の
 直
接
接
触
に
よ
る
 力
能
 

の
 獲
得
、
ま
た
儀
礼
の
過
程
に
お
け
る
超
自
然
的
存
在
と
 の
 直
接
交
通
・
交
流
に
よ
っ
て
果
た
す
宗
教
的
役
割
な
 ど
の
諸
特
質
を
比
較
 検
 

小
 
3
 ）
 

試
 し
て
い
く
方
法
で
あ
る
。
 

こ
の
小
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
な
が
ら
御
嶽
 行
者
の
修
行
過
程
に
お
け
る
神
霊
と
の
直
接
接
触
に
 ょ
 る
力
 能
の
獲
得
の
 プ
 

ロ
セ
ス
、
ま
た
獲
得
し
た
 力
 能
に
基
づ
い
て
神
霊
と
の
 直
 援
交
流
に
よ
っ
て
果
た
す
宗
教
的
役
割
な
ど
の
点
か
ら
 、
行
者
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
 

（
 
2
 ）
 

め
 修
験
道
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
後
独
自
に
展
開
し
て
 き
 た
た
め
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方
で
あ
っ
た
 よ
 う
 に
思
わ
れ
る
。
 

に
お
い
て
も
み
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
先
学
は
修
験
 道
や
民
俗
学
の
研
究
領
域
か
ら
こ
れ
ら
の
問
題
に
っ
 い
 て
 比
較
検
討
を
試
み
て
 

ぎ
た
。
特
に
、
修
験
道
の
研
究
領
域
か
ら
は
宮
家
 準
氏
 や
 鈴
木
昭
 英
 氏
な
ど
が
、
ま
た
民
俗
学
の
研
究
領
域
か
ら
 は
 宮
田
 笠
 氏
な
ど
が
す
 

 
 

ぐ
れ
た
研
究
を
行
っ
て
ぎ
た
。
そ
の
結
果
、
御
座
た
て
 に
み
ら
れ
る
前
座
 ｜
 中
座
の
役
割
関
係
は
、
修
験
道
儀
礼
 に
お
け
る
 
"
 偲
祈
禧
 "
 

の
 
"
 験
者
 ｜
 よ
り
ま
し
 "
 の
役
割
関
係
と
類
似
し
た
儀
礼
 形
態
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
御
嶽
 の
 信
仰
形
態
が
、
は
じ
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木曾御嶽行者 ( 前座 一 

し た ほ の 

い ㈹ い は 神 
山 。 密 雲 木曾 であ 接 など を 

関 の   
山 山 性 ぅ 

中ま 0% が に 

標一 そ あ と 

の 局 る 々 

O 自然 三 ， と 申 。 @:," " え " 
わ そ 

公一一 ぬ特ノ 土 れ れ 
徴 メ る ら 
か @ の と 

ら ト で， ど 

お か   の 

よ の ま よ う に そ 山 出で ず 打 
頂   者 関 
  ゴヒ の っ 

中 ア 神 て 
腹 ル 霊 力 

  プ   観 能 
山 ス と を 
麓 の そ 獲 

  
ぅ 得   

区 に た る 

介 そ 勧 め 
ほ の 念 か 
お 彪 は な 
い 大 
て な   
と 山 く 行 
ら 容 修 善 
え を ノ 一 行 の 

る か 過 神 
こ ま 

と ， え 雲鶴 程か 

が た ち と 

            み て 修 行 

る峰 0  か いの く フ 。 
中 ら   
腹 な と セ 

と山 美 る 

と ス 
し と 
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ぱ
 

容
に
は
 よ
 り
ま
し
と
は
異
な
っ
た
諸
点
を
み
る
こ
 と
が
で
き
る
の
で
、
主
に
中
座
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
 側
 面
 に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
 

ヘ
 
5
-
 

係
 
に
こ
と
と
し
た
い
。
 

二
行
者
の
修
行
 

関
 

 
 

生
口
 

的
役
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
嶽
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
霊
の
種
類
や
そ
の
数
は
き
わ
 め
て
多
く
、
複
雑
な
神
統
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
 見
 え
ざ
る
存
在
は
神
像
 

 
 の

や
 碑
 、
あ
る
い
は
図
像
に
象
徴
化
さ
れ
、
一
定
の
 イ
メ
ー
ジ
に
従
っ
て
御
嶽
の
空
間
・
教
会
の
祭
壇
・
掛
軸
 な
ど
に
配
置
さ
れ
、
御
嶽
を
 

 
 

挫
 

信
仰
す
る
人
々
の
信
仰
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
 行
 者
を
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
視
点
よ
り
と
ら
え
て
い
こ
 う
と
 す
る
と
き
、
行
者
は
そ
れ
ら
 

得
す
る
こ
と
で
そ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
能
力
を
高
め
、
 御
座
の
儀
礼
に
お
い
て
は
そ
の
宗
教
的
役
割
を
十
分
に
 果
た
す
な
ど
、
そ
の
内
 

宗
教
的
役
割
を
果
 

果
た
す
こ
と
に
あ
 

ず
 、
し
か
も
積
極
 

な
さ
れ
て
ぎ
た
か
 た

す
不
可
欠
の
条
件
と
し
て
超
自
然
的
存
在
を
自
発
的
 
積
極
的
に
招
い
て
自
ら
に
 狡
伏
 さ
せ
、
そ
の
宗
教
的
役
 割
を
 

る
の
に
対
し
て
、
 
雨
祈
禧
 に
お
け
る
よ
り
ま
し
は
意
図
 的
に
超
自
然
的
存
在
を
呼
び
出
し
て
 縄
依
 さ
せ
る
こ
と
が
 で
き
 

的
に
宗
教
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
い
が
 ど
の
理
由
か
ら
 ン
ャ
 ー
マ
ニ
 
"
 ク
な
 能
力
に
欠
け
て
い
る
 と
み
 

ハ
 
4
-
 

ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
座
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
 修
 わ
 過
程
に
お
い
て
、
意
図
的
に
非
自
発
的
 恩
 霊
の
技
術
 を
獲
 



 
 

さ
ら
に
、
山
麓
に
は
多
数
の
 "
 霊
神
 "
 が
碑
や
像
に
象
徴
 化
さ
れ
て
講
社
単
位
で
祀
ら
れ
特
別
な
聖
地
（
霊
神
易
 ）
と
な
っ
て
い
る
。
 

麓
は
深
い
森
林
や
荒
々
し
い
谷
間
、
山
頂
は
植
物
が
少
 な
く
火
山
地
特
有
の
地
形
か
ら
な
っ
て
い
る
。
霧
や
雲
海
 な
ど
自
然
 ハ
 作
り
出
す
 

神
秘
的
な
景
観
は
信
仰
の
山
に
ふ
さ
わ
し
い
自
然
的
な
 条
件
を
備
え
、
古
来
よ
り
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
 た
っ
 特
に
、
中
腹
と
山
 

建
一
帯
に
は
滝
や
洞
窟
な
ど
が
多
数
散
在
し
、
行
者
は
 滝
に
 打
た
れ
、
洞
窟
に
何
日
も
籠
っ
て
修
行
を
す
る
と
か
 、
ま
た
山
頂
附
近
は
岩
 

場
や
急
坂
か
ら
な
り
、
行
者
は
信
者
達
を
連
れ
て
こ
の
 難
 所
 を
登
拝
す
る
な
ど
、
山
は
宗
教
的
体
験
を
行
 う
 上
で
 の
 重
要
な
場
所
と
な
っ
 

て
い
る
。
 

こ
う
し
た
空
間
に
多
数
の
神
霊
が
神
像
や
碑
に
象
徴
化
さ
 れ
て
多
く
の
場
所
に
祀
ら
れ
、
特
別
な
聖
地
を
形
成
し
 て
い
る
 0
 そ
の
聖
地
 

に
 祀
ら
れ
た
神
霊
の
種
類
と
そ
の
属
性
は
次
の
よ
う
な
も
 の
で
あ
る
。
 

お
ん
た
け
お
ち
か
み
 

山
頂
に
は
大
 己
 貴
命
と
少
彦
名
倉
、
さ
ら
に
国
常
立
命
 を
 加
え
た
三
神
霊
が
祀
ら
れ
 
"
 御
嶽
大
神
 "
 と
総
称
さ
れ
 て
い
る
 0
 御
嶽
大
神
 

を
 祀
る
九
合
目
以
上
を
高
 ケ
原
 と
称
し
て
、
か
つ
て
は
，
 
」
こ
に
 登
 拝
す
る
行
者
は
一
切
の
不
浄
行
為
を
し
な
い
な
 ど
 、
特
別
な
聖
地
と
し
 

て
 厳
し
い
タ
フ
ー
を
守
っ
て
き
た
 0
 行
者
は
こ
こ
に
祀
っ
 
た
 神
霊
を
身
近
な
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
遠
く
隔
っ
た
 最
高
の
存
在
と
し
て
 崇
 

拝
の
対
象
と
し
て
き
た
。
 

ま
た
、
中
腹
に
は
多
数
の
神
霊
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
 ら
の
神
霊
の
多
く
は
、
神
仏
分
離
 合
 以
降
も
両
部
神
道
 系
の
諸
神
仏
と
し
て
 

も
 信
仰
さ
れ
て
ぎ
た
。
両
部
神
道
系
の
諸
神
仏
と
し
て
 信
仰
さ
れ
て
い
る
神
霊
と
し
て
は
如
来
・
菩
薩
系
、
明
王
 
天
部
、
権
現
・
荒
神
 

0
 部
類
に
属
す
る
神
霊
が
多
く
 、
 特
に
両
部
神
道
系
の
伝
 統
 を
受
け
継
ぐ
行
者
に
と
っ
て
は
不
動
明
王
は
重
要
な
 信
仰
対
象
と
な
っ
て
 い
 

る
 。
滝
や
洞
窟
に
は
不
動
明
王
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
行
者
 ほ
 こ
う
し
た
場
所
で
神
霊
と
の
接
触
，
交
流
を
願
っ
て
 修
行
を
行
 5
 こ
と
が
 多
 

い
 。
ま
た
、
御
座
の
儀
礼
で
は
、
中
腹
に
祀
ら
れ
た
 神
垂
 並
が
 積
極
的
に
呼
び
出
さ
れ
、
信
者
の
健
康
や
財
 福
 に
関
 す
る
現
世
利
益
的
な
 願
 

い
に
応
じ
る
な
ど
、
機
能
的
な
神
霊
を
祀
っ
た
特
別
な
 聖
 地
 と
な
っ
て
い
る
 0
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霊
神
と
は
行
者
が
そ
の
死
後
に
 

"
 
霊
神
号
 
"
 と
い
う
 
誼
 を
 御
座
の
儀
礼
を
通
じ
て
神
霊
か
ら
追
贈
さ
れ
、
講
社
の
 

祖
 と
な
っ
た
存
在
の
こ
 

と
で
あ
り
、
霊
神
 

碑
 は
そ
の
ょ
り
し
ろ
と
し
て
建
立
さ
れ
 

た
 象
徴
物
で
あ
る
。
碑
の
建
立
の
習
慣
は
明
治
以
降
に
 

さ
か
ん
と
な
っ
た
も
の
 

で
、
現
在
で
は
山
麓
を
中
心
に
約
二
万
 

基
 に
お
 ょ
 ん
で
い
 
る
 0
 多
く
の
講
社
の
霊
神
は
、
開
山
 

｜
講
祖
 
１
行
者
の
 
三
分
 医
 さ
れ
た
関
係
に
 

お
い
て
祀
ら
れ
て
お
り
、
系
譜
の
源
頭
に
信
仰
的
要
請
と
 

し
て
 覚
明
 霊
神
や
普
 
寛
 霊
神
が
開
山
と
し
て
祀
ら
れ
て
 

い
る
こ
と
が
多
い
 

0
 新
 

ら
た
に
祀
ら
れ
た
霊
神
は
そ
う
し
た
系
譜
と
連
る
こ
と
 

と
な
り
、
人
々
か
ら
講
社
の
祖
と
し
て
御
嶽
 

登
 拝
な
ど
の
 
定
期
的
な
特
別
の
奉
仕
 

 
 

か
や
世
話
を
受
け
、
ま
た
人
々
に
恩
恵
を
与
え
る
存
在
 

と
な
る
な
ど
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
 

講
 組
織
の
メ
ン
バ
ー
 

を
 結
び
つ
け
る
上
で
も
重
要
 

繕
な
 機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
御
座
の
儀
礼
で
は
 

開
 山
の
他
、
講
祖
や
行
者
の
霊
神
も
降
臨
し
て
託
宣
を
行
 

う
 な
ど
、
霊
神
を
祀
っ
た
こ
の
 

 
 

 
 

霊
｜
 霊
神
と
い
っ
た
三
区
分
 

 
 

マ
 
さ
れ
た
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
 

。
前
者
は
行
者
が
い
だ
い
て
い
る
素
朴
な
区
分
で
あ
り
 

、
後
者
の
そ
れ
は
御
嶽
神
社
 

 
 

ハ
 
に
よ
っ
て
意
味
 
づ
 げ
ら
れ
た
区
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
 

の
神
霊
を
類
型
的
に
と
ら
え
る
と
す
れ
ば
、
第
一
類
型
 

に
 属
す
る
神
霊
は
神
と
か
 

大
 

の
神
な
ど
、
御
嶽
の
頂
上
・
祭
壇
の
上
段
・
図
像
の
上
 

位
 に
位
置
し
、
御
嶽
を
越
え
て
広
く
信
仰
さ
れ
る
神
幸
一
正
 

、
第
二
類
型
に
属
す
る
神
霊
 

 
 

掘
は
神
霊
と
か
諸
神
霊
な
ど
、
中
腹
や
中
段
・
中
位
 

に
 位
置
し
、
御
嶽
を
信
仰
す
る
人
々
に
の
み
通
じ
る
神
幸
 

並
 
、
第
三
類
型
に
属
す
る
神
霊
 

 
 

し
 、
そ
の
神
霊
に
関
係
す
る
特
定
の
講
社
や
個
人
な
ど
 

比
 較
的
 狭
い
範
囲
 
仁
 通
じ
る
 
神
 

 
 

並
 ・
神
仏
 
｜
 霊
神
と
い
っ
た
三
元
的
構
造
か
ら
な
る
階
層
 

化
さ
れ
た
神
霊
 
観
 を
み
る
こ
 

姉
 
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
神
霊
 

親
 は
、
具
体
的
 
に
は
修
行
を
通
じ
て
行
者
に
体
現
化
さ
れ
、
ま
た
儀
礼
に
 

お
い
て
具
現
化
さ
れ
る
こ
と
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然
 神
霊
の
巡
依
 る
受
 げ
そ
れ
を
動
機
に
入
信
し
た
者
、
 ま
 た
 病
気
や
精
神
的
苦
悩
の
克
服
を
目
的
と
し
て
入
信
し
 た
者
な
ど
か
ら
な
っ
て
 

え
ば
、
講
社
の
性
格
に
は
村
落
共
同
体
を
中
心
と
し
た
 全
戸
加
入
組
織
か
ら
な
る
農
村
的
講
社
と
都
市
な
ど
を
 中
 心
と
し
た
同
信
者
組
織
 

（
 
7
7
 

）
 

か
ら
な
る
都
市
的
講
社
が
存
在
し
て
い
る
。
前
者
は
、
 主
 と
し
て
村
落
共
同
体
の
利
益
に
関
る
御
座
た
て
が
中
心
 と
な
り
、
行
者
の
入
信
 

（
 
8
-
 

も
 共
同
体
の
要
請
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
 対
 し
て
、
後
者
は
個
人
的
な
利
益
に
関
る
御
座
た
て
が
中
心
 と
な
り
、
入
信
者
も
突
 

ら
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
御
嶽
な
ど
聖
な
る
領
域
の
 外
に
あ
る
死
霊
や
動
物
霊
は
常
に
悪
な
る
 低
神
 で
あ
り
、
 災
い
や
病
気
を
も
た
ら
 

せ
 社
会
の
秩
序
を
破
壊
す
る
危
険
な
属
性
を
有
し
た
神
幸
 立
 
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
 、
 行
者
の
修
行
や
儀
礼
に
 

お
い
て
は
反
社
会
的
な
悪
な
る
属
性
を
右
し
た
神
霊
と
の
 接
触
・
交
流
を
極
度
に
避
け
、
御
嶽
に
祀
る
 善
 な
る
 属
 性
を
有
し
た
神
霊
と
の
 

接
触
・
交
流
を
積
極
的
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
 

さ
ら
に
、
行
者
は
前
述
の
よ
う
に
、
御
嶽
に
祀
る
神
霊
 を
善
 な
る
高
神
と
し
て
、
ま
た
そ
れ
ら
を
三
区
分
し
た
 関
 係
 に
お
い
て
と
ら
え
 

て
お
り
、
神
統
の
上
位
を
占
 る
 神
霊
ほ
ど
す
ぐ
れ
た
呪
 力
 を
 有
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
 0
 そ
の
た
め
上
位
の
神
 霊
 と
の
接
触
・
交
流
に
 

よ
っ
て
す
ぐ
れ
た
 力
 能
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
自
ら
に
 厳
 し
い
修
行
を
課
し
て
い
る
行
者
も
多
い
。
そ
し
て
、
 上
 位
の
神
霊
と
の
コ
ミ
ュ
 

ニ
ケ
ー
シ
 "
 ン
が
 可
能
と
な
っ
た
行
者
は
、
同
時
に
聖
 な
 

 
 

㈲
行
者
は
前
述
の
よ
う
な
神
霊
観
に
基
づ
き
、
で
は
 
ど
の
よ
う
な
方
法
で
神
霊
と
接
触
・
交
流
す
る
技
術
と
力
 能
を
獲
得
す
る
の
で
 

あ
ろ
う
か
。
行
者
の
修
行
過
程
を
み
て
い
く
こ
と
と
し
 十
八
、
 

-
 
ヒ
 
@
 
レ
 。
 

行
者
の
入
信
動
機
や
修
行
の
方
法
は
、
行
者
が
所
属
す
 る
 講
社
や
儀
礼
の
目
的
、
行
者
の
能
力
な
ど
に
よ
っ
て
 異
 な
っ
て
い
る
。
た
と
 

え ナ - し 

る ま 神 
煩 た 霊 
向 " の 
が 行 ィ 

み 者 メ 

ら め @ 
れ 神 ジ   
行 に 有 
者 は の 
は 超 上 
御 旨 に 
厳 然 成 
に 的 立 
祀 存 し 
る 在 て 
神 を い 
雪 害 る 

な と   

衷心、一口同 善 なる 

一 局 と 

  秩 
幸 序 
い と 

を 反 
8 棟 
た 序 
ら と 
せ い 

る っ 

秩 た 
序 二 
あ 元 
る 的 
属 仁 
桂 村 
を 立 
君 す 
し る 

た 概 
神 念 
霊 の 
と 上 
し に 
て と 

と ら 
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木曾御嶽行者 ( 前座一中座 ) のシャ 一 マン的役割 関 係は ついて 

白
衣
を
着
る
 @
 

い
う
。
 

」
と
に
特
別
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
入
信
後
の
 厳，
 し
い
修
行
は
安
易
な
気
持
で
は
耐
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
 る
と
 

31 て l4 

苦
悩
の
克
服
を
目
的
と
し
た
者
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
 入
 信
 ま
で
に
強
烈
な
限
界
状
況
を
体
験
し
て
お
り
、
年
余
 も
 三
 0
 

歳
 以
上
と
高
く
 、
 

 
  
 

い
る
。
ま
た
、
修
行
方
法
に
つ
い
て
は
神
仏
分
離
以
前
の
 両
部
神
道
系
の
伝
統
を
継
承
す
る
講
社
と
、
分
離
以
降
 の
神
道
系
の
修
行
方
法
 

を
 継
承
す
る
講
社
と
で
は
、
そ
の
方
法
は
異
な
っ
て
い
る
 。
さ
ら
に
、
御
座
の
形
態
に
は
御
座
（
前
座
 ｜
 中
座
）
 と
 独
座
（
中
座
一
人
）
 

と
が
あ
り
、
し
か
も
儀
礼
の
目
的
に
は
託
宣
，
予
言
・
 占
 い
 ・
祓
い
・
 治
 病
な
ど
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
 
て
い
る
 0
 し
た
が
っ
 

て
 、
行
者
の
修
行
過
程
に
は
か
な
り
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 が
あ
っ
て
全
て
を
一
様
に
と
ら
え
て
い
く
こ
と
は
困
難
 で
あ
る
の
で
、
以
下
で
 

ほ
木
曾
谷
に
所
在
し
な
が
ら
同
信
者
組
織
か
ら
な
る
都
市
 的
 性
格
を
備
え
た
両
部
神
道
系
の
講
社
で
、
主
に
治
 病
 儀
礼
を
中
心
と
し
た
 御
 

座
を
行
っ
て
い
る
具
体
的
な
講
社
を
対
象
と
し
て
、
 そ
，
 」
に
所
属
す
る
行
者
の
修
行
過
程
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
 と
と
し
た
い
。
 

百
 聞
滝
 木
曾
教
会
の
信
仰
形
態
は
次
の
よ
う
な
各
要
素
 か
ら
構
成
さ
れ
た
、
一
般
的
な
講
社
で
あ
る
。
ま
ず
、
 崇
 拝
 対
象
は
座
主
大
権
 

現
を
祭
神
と
し
、
百
 聞
滝
 不
動
明
王
を
守
護
神
と
す
る
 他
 、
御
嶽
に
祀
る
諸
神
仏
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
施
設
は
 教
会
の
建
物
・
祭
壇
 や
 

霊
神
場
な
ど
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
的
組
織
で
 は
行
者
（
前
座
七
人
 ｜
 中
座
三
人
，
修
行
中
二
人
１
行
者
 修
行
 申
 
（
入
信
者
）
 二
 

人
 ）
と
信
者
（
顧
問
三
人
１
世
話
人
二
三
人
 ｜
 信
者
約
 

八
百
人
）
お
よ
び
随
時
参
加
す
る
依
頼
者
群
か
ら
な
っ
て
 

い
ろ
。
そ
し
て
、
儀
礼
 

ほ
 御
座
（
毎
月
六
回
、
三
 と
 八
の
日
）
と
護
摩
 祈
禧
 
（
 
毎
 月
三
回
、
 
ハ
 0
 日
）
、
お
よ
び
年
中
行
事
（
切
杭
 
禧
 ・
 星
 ょ
げ
 
，
中
風
ょ
 げ
 ）
 や
 

御
嶽
発
揮
（
 冬
 ・
 夏
 ・
 秋
 ）
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
 

講
 社
は
神
社
神
道
糸
の
教
団
に
所
属
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
 活
動
 は
 独
自
に
行
わ
れ
 

て
い
る
。
こ
の
講
社
に
は
専
業
の
行
者
は
い
な
い
。
全
員
 家
業
を
も
ち
、
日
常
は
製
造
業
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
 な
ど
に
従
事
し
て
い
 

る
 0
 行
者
達
は
何
ら
か
の
意
味
で
信
仰
に
よ
っ
て
救
わ
れ
 た
人
々
で
あ
り
、
こ
う
し
た
人
々
の
無
料
奉
仕
で
講
社
 は
 運
営
さ
れ
て
い
る
。
 

さ
て
、
行
者
と
な
る
た
め
の
過
程
は
入
信
 ｜
 修
行
１
行
 者
の
各
過
程
か
ら
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
行
者
の
入
信
 動
 機
は
精
神
的
肉
体
的
 



る
 。
そ
れ
だ
げ
に
修
行
者
は
真
剣
な
修
行
を
行
 う
 こ
と
に
 

つ
ぎ
に
、
修
行
は
修
行
者
の
能
力
に
応
じ
た
各
段
階
が
 あ
り
、
そ
れ
は
入
信
者
１
行
者
修
行
者
１
行
者
の
た
め
 

な
る
。
御
座
に
お
け
る
前
座
の
役
割
は
神
霊
を
自
在
に
 統
御
す
る
こ
と
に
あ
 

の
 修
行
過
程
か
ら
な
っ
 

て
い
る
。
修
行
方
法
に
は
個
人
行
と
集
団
 待
 と
が
あ
り
、
 個
人
行
は
家
業
の
間
を
み
て
早
朝
や
深
夜
、
特
定
の
場
 所
で
一
人
で
行
 う
 孤
独
 

な
 修
行
で
あ
り
、
集
団
行
は
寒
行
（
一
月
九
日
 ｜
 二
月
二
 

一
日
）
や
土
用
 

行
 
（
七
月
二
四
日
 
｜
 八
月
六
日
）
な
ど
 一
 定
の
 カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
 

従
っ
て
行
う
修
行
や
日
常
行
う
御
座
な
ど
の
と
き
に
 伝
 承
 さ
れ
て
き
た
儀
礼
や
技
術
の
習
得
を
集
団
で
行
 う
 た
め
 の
 修
行
で
あ
る
。
 

ま
ず
、
入
信
者
が
行
 う
 修
行
は
 、
 "
 
行
 "
 の
基
本
と
な
る
 手
 ・
 ロ
 ・
体
の
訓
練
で
あ
る
。
手
は
九
字
、
 ロ
は
 五
十
 種
 に
も
お
 ょ
ぶ
 経
文
 

祝
詞
・
呪
文
と
気
合
、
体
は
滝
行
に
 よ
 る
心
身
の
訓
練
 で
あ
る
。
特
に
重
要
な
点
は
教
典
中
に
記
さ
れ
た
多
数
の
 神
霊
の
名
称
を
正
確
に
 

覚
え
る
こ
と
で
あ
る
。
基
本
的
な
動
作
や
知
識
が
身
に
 つ
く
に
は
早
く
て
三
年
の
修
行
を
要
す
る
と
い
わ
れ
、
 当
 人
の
修
行
程
度
に
よ
っ
 

て
 次
の
段
階
へ
と
進
む
が
、
そ
の
決
定
は
御
座
の
儀
礼
に
 お
い
て
行
わ
れ
、
神
霊
の
選
び
に
よ
っ
て
前
座
か
中
座
 の
 コ
ー
ス
が
決
定
さ
れ
 

て
 行
者
修
行
を
行
 う
 こ
と
と
な
る
。
 

前
座
コ
ー
ス
の
修
行
は
講
社
で
行
う
各
種
の
儀
礼
を
司
 る
た
め
の
技
術
と
力
能
の
習
得
で
あ
る
。
特
に
、
前
座
 と
 し
て
最
も
注
意
を
要
 

し
、
 厳
し
い
修
行
が
求
め
ら
れ
る
の
は
御
座
た
て
の
 訓
 練
 に
お
い
て
で
あ
る
 0
 そ
れ
は
「
前
座
は
中
座
の
命
を
預
 か
る
」
と
い
わ
れ
、
 不
 

十
分
な
技
術
と
 カ
 能
の
習
得
は
中
座
を
浅
い
ト
ラ
ン
ス
 状
態
に
導
き
、
し
か
も
低
い
神
霊
を
巡
 伏
 さ
せ
る
結
果
と
 な
る
ば
か
り
か
、
そ
 う
 

し
た
状
態
を
見
抜
け
な
い
ま
ま
に
放
置
し
て
お
く
と
 中
 座
の
体
は
常
態
に
戻
れ
な
い
と
信
じ
ら
れ
、
最
も
恐
れ
 ろ
 れ
て
い
る
か
ら
で
あ
 

り
 、
そ
の
た
め
大
行
（
護
摩
初
鷹
）
・
清
行
を
中
心
に
 
カ
 能
と
 技
術
の
獲
得
の
訓
練
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
 
段
階
で
は
神
霊
の
姿
を
 

見
、
声
を
聞
く
な
ど
の
体
験
を
行
 う
 こ
と
も
 歩
 く
な
い
。
 こ
の
 ょ
う
 な
積
極
的
な
修
行
を
重
ね
、
一
人
で
御
座
を
 た
て
る
こ
と
が
で
き
る
 

よ
う
 に
な
る
と
一
人
前
の
前
座
の
誕
生
と
な
る
が
、
そ
の
 修
行
期
間
は
早
く
て
も
三
年
を
要
す
る
と
い
う
。
 

中
座
コ
ー
ス
の
修
行
は
深
い
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
入
っ
て
 、
 神
霊
を
雨
 伏
 さ
せ
、
宗
教
的
役
割
を
果
た
す
た
め
の
力
 能
と
 技
術
の
習
得
で
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触
 体
験
を
行
 
う
 こ
と
も
 
少
 く
な
い
。
た
だ
し
、
自
覚
的
 

わ
れ
る
。
個
人
行
は
断
食
 

行
 ・
水
行
・
火
打
・
徒
歩
行
 

は
 滝
に
打
た
れ
、
洞
窟
に
籠
っ
て
行
わ
れ
る
孤
独
で
厳
し
 

な
ど
自
覚
的
で
積
極
的
な
修
行
を
多
年
に
わ
た
っ
て
行
 

う
 

に
 神
霊
を
雨
 
伏
 さ
せ
る
独
座
の
訓
練
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
 

い
 修
行
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
幻
覚
・
幻
聴
な
ど
 

。
た
と
え
ば
、
断
食
 

行
 

を
 通
じ
て
神
霊
と
の
 

接
 

い
る
 
0
 独
座
は
神
霊
の
 

鼠
伏
 
と
 離
脱
を
自
覚
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
 

ト
 ラ
ン
ス
状
態
が
浅
く
 

、
 低
い
神
霊
を
雨
 

伏
 さ
せ
、
そ
 
う
 し
た
御
座
の
託
宣
は
人
 

糾
 
Ⅱ
々
を
迷
わ
せ
る
ば
か
り
か
。
自
ら
も
精
神
的
に
損
 

さ
せ
る
訓
練
は
、
す
ぐ
れ
た
先
輩
の
指
導
を
受
 

け
 

 
 

 
 

搬
 従
っ
て
意
図
的
で
非
自
発
的
に
繰
返
し
行
わ
れ
る
。
 

そ
こ
で
、
そ
の
修
行
の
状
況
を
二
人
の
修
行
者
の
事
例
 

か
ら
み
て
お
ぎ
た
い
。
 

醜
事
例
 け
 修
行
者
 
0
 氏
（
四
四
歳
）
は
中
座
 

修
 行
を
開
始
し
て
四
年
目
で
あ
る
。
御
嶽
山
麓
の
清
滝
で
 

深
 夜
行
（
一
九
八
三
年
八
月
）
 

 
 

座
の
 
Y
 氏
、
前
座
の
 

F
 氏
と
 
S
 氏
、
入
信
者
の
 

T
 さ
ん
 
と
助
行
 
自
信
者
五
名
で
あ
 

ざ
し
の
ぎ
よ
う
 

 
 

の
 
石
る
 
う
 。
 
。
 座
 
0
 修
行
は
御
座
と
同
じ
手
順
で
行
わ
れ
、
念
入
 
氏
と
前
座
二
人
は
滝
行
を
行
い
、
つ
い
で
全
 

 
 

 
 

 
 

う
 に
し
て
か
が
み
込
み
、
目
を
閉
じ
、
前
に
前
座
が
座
り
 

、
周
囲
に
中
座
の
 

Y
 氏
、
前
 

座
睡
 り
 S
 氏
、
信
者
な
ど
が
座
っ
て
 

、
 "
 
座
縄
け
 

の
ざ
っ
 
"
 
開
始
で
あ
る
。
不
宣
 

に
 タ
イ
コ
・
 

力
 ・
経
文
（
「
般
若
 

心
経
」
）
の
音
と
声
が
鳴
り
響
 

 
 

。
前
座
は
交
替
で
九
字
を
切
り
、
気
合
を
入
れ
月
 

前
（
 
く
 

る
 。
中
座
は
ひ
た
す
ら
無
我
の
状
態
と
な
っ
て
神
霊
の
巡
 

依
 を
ま
つ
。
す
で
に
こ
の
よ
 

者
 

妬
 う
 た
 訓
練
が
繰
返
し
三
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
 

き
て
い
る
の
で
あ
る
 

0
 そ
し
て
、
こ
の
日
は
じ
め
て
 

幣
柱
 
が
 揺
れ
る
神
霊
 

織
 依
の
兆
候
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あ
る
。
特
に
、
修
行
者
は
御
嶽
に
祀
る
高
神
を
恩
 依
さ
 せ
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
個
人
行
と
集
団
 待
 と
に
 よ
 る
厳
し
い
修
行
が
行
 



に
わ
た
る
修
行
を
終
え
た
。
こ
の
段
階
で
前
座
が
最
も
注
 

意
を
要
す
る
の
は
、
修
行
者
が
 

幣
 柱
を
意
図
的
に
揺
す
 
っ
て
い
る
か
否
か
を
 

見
 

分
け
る
こ
と
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
ほ
ひ
た
す
ら
井
目
 

発
 的
に
 幣
柱
 が
上
り
、
揺
す
ら
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
 

0
 氏
は
終
了
後
、
そ
の
 

と
き
の
状
態
を
「
外
か
ら
の
音
が
聞
え
た
り
聞
え
な
か
 

っ
 た
り
し
て
い
た
が
、
一
瞬
 

昔
が
 消
え
た
 
よ
う
 に
思
っ
た
 
」
と
い
い
、
 
Y
 氏
は
こ
 

れ
に
対
し
て
「
そ
う
し
た
状
態
を
繰
返
し
て
い
る
 

う
 ち
 に
 音
が
聞
え
な
く
な
る
状
態
が
長
く
続
く
 

よ
う
 に
な
る
。
 
そ
 う
 す
る
と
本
格
的
に
 

幣
 柱
の
揺
す
り
が
は
じ
ま
る
」
の
だ
と
い
う
。
 

事
例
㈲
修
行
者
 M
 氏
（
 五
 0
 歳
 ）
は
三
六
歳
で
入
信
 

し
 四
四
歳
の
と
き
前
座
と
な
る
が
、
本
人
の
希
望
も
あ
り
 

神
霊
の
許
し
を
支
げ
 

て
 中
座
を
め
ざ
す
こ
と
と
な
っ
た
 

0
 す
で
に
三
年
目
で
 

幣
 柱
の
揺
す
り
が
は
じ
さ
っ
て
お
り
、
寒
行
二
九
八
四
 

年
 一
月
）
で
は
祓
い
の
 

訓
練
を
中
心
 
仁
 修
行
が
行
わ
れ
た
。
御
座
た
て
の
手
順
 

に
 従
っ
て
、
前
座
が
神
霊
を
鰯
 

依
 さ
せ
る
と
、
直
ち
に
 

神
 霊
が
降
臨
し
て
 
M
 氏
が
 

手
に
す
る
 
幣
柱
 が
上
る
。
前
座
は
幣
柱
の
高
さ
や
 

顔
付
 き
を
注
意
深
く
み
つ
め
て
降
臨
し
た
神
霊
の
種
類
を
判
別
 

し
 、
同
時
に
袖
裏
 

丘
 （
 
M
 

く
ち
び
ら
 

氏
 ）
に
目
っ
て
木
々
し
く
神
霊
の
名
前
を
懇
願
す
る
。
 

ま
 だ
、
 "
 口
開
き
 
"
 に
至
っ
て
い
な
い
た
め
に
直
接
応
答
 

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
 

の
で
 幣
 柱
を
揺
す
っ
て
前
座
の
質
問
に
答
え
る
 

0
 前
座
は
 
御
嶽
に
祀
る
正
統
な
神
霊
が
降
臨
し
た
こ
と
を
確
認
す
 

る
と
、
参
加
者
全
員
へ
 

の
 "
 
総
 祓
い
 "
 を
お
願
い
し
、
次
い
で
 
"
 
個
人
祓
い
 
"
 を
 求
め
る
。
そ
れ
は
信
者
に
対
す
る
個
別
的
な
祓
い
で
、
 

神
霊
の
前
へ
進
み
出
た
 

信
者
に
 
幣
柱
 を
か
ざ
し
、
体
を
叩
い
て
 

祓
ぅ
 儀
礼
で
あ
 
る
 。
御
座
と
し
て
は
初
歩
的
な
訓
練
で
あ
る
が
、
こ
の
 

役
 階
は
幣
 
柱
を
自
在
に
 
操
 

る
た
め
の
重
要
な
修
行
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

に
な
る
こ
と
で
、
は
じ
め
は
 

吠
 る
よ
う
な
 
坤
き
 声
で
あ
る
 
と
い
う
。
そ
れ
ほ
神
霊
と
の
直
接
交
通
・
交
流
が
で
 

き
 た
こ
と
の
証
し
で
あ
 

ら
に
自
由
に
喋
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
 

三
年
を
要
し
た
と
い
う
。
中
座
は
こ
の
よ
う
に
意
図
的
 

で
 非
自
発
的
な
 
巡
霊
の
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木曾御嶽行者 ( 前座一中座 ) のシャー マソ的 役割関係につⅠ   て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

行
者
が
獲
得
し
た
 力
能
と
 技
術
を
最
も
 よ
く
 象
徴
的
に
 

ゑ
 現
化
す
る
の
は
御
座
の
儀
礼
に
お
い
て
で
あ
る
。
御
座
 に
は
集
団
で
行
 う
御
 

 
 

 
 

座
と
 個
人
的
に
行
 う
 独
座
と
が
あ
る
。
以
下
で
は
治
癒
 儀

礼
を
中
心
と
し
た
意
図
的
で
非
自
発
的
慰
霊
に
よ
る
 御
 座

と
、
 
占
い
の
儀
礼
を
 

三
行
者
の
儀
礼
 

て れ と て は し 活 相 て う 司 l1 

そ こ 練 
みるでいこ てのあ るれ 霊 神 てに いお 談 事 い くしとを 

積
極
的
に
繰
返
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
意
識
を
な
 く
し
た
深
い
ト
ラ
ン
ス
状
態
と
高
神
の
降
臨
に
よ
る
長
時
 間
の
御
座
を
行
 

が
 可
能
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
。
 

る
 行
者
も
少
く
な
い
。
す
ぐ
れ
た
 力
 能
を
保
持
し
、
倫
理
 的
 ・
人
格
的
に
も
す
ぐ
れ
た
行
者
は
信
者
達
か
ら
も
 親
 わ
れ
、
や
が
て
 

て
 、
行
者
と
な
っ
た
前
座
と
中
座
は
、
こ
れ
で
修
行
が
終
 了
し
た
わ
げ
で
は
な
い
 0
 獲
得
し
た
 力
 能
を
保
持
し
、
 さ
ら
に
強
化
し
 

た
め
に
そ
れ
ま
で
以
上
の
厳
し
い
修
行
を
行
 う
 こ
と
に
な
 る
 。
特
に
、
す
ぐ
れ
た
 力
 能
を
獲
得
し
た
行
者
（
中
座
 ）
は
個
人
的
な
 

に
も
応
じ
、
 家
祈
薦
や
偲
 ぎ
も
の
落
し
の
儀
礼
を
行
 う
た
 め
に
、
さ
ら
に
 力
 能
の
強
化
の
た
め
の
修
行
を
行
 う
 。
 ま
た
、
日
常
生
 

い
て
も
、
必
要
以
上
の
欲
望
を
も
つ
こ
と
は
 力
 能
の
低
下
 と
な
る
と
信
じ
ら
れ
、
そ
の
た
め
質
素
で
倫
理
的
な
生
 活
を
自
ら
に
 課
 

と
し
て
祀
ら
れ
て
信
仰
の
対
象
と
な
る
。
（
 

9
 ）
 

ら
 一
連
の
修
行
過
程
か
ら
看
取
さ
れ
る
点
は
、
一
般
に
 修
験
道
で
は
験
者
の
方
が
厳
し
い
修
行
を
行
 い
 す
ぐ
れ
た
 力
 能
を
獲
得
し
 

と
い
わ
れ
る
の
に
対
し
、
御
嶽
で
は
む
し
ろ
中
座
の
方
が
 厳
し
い
修
行
に
よ
っ
て
積
極
的
に
す
ぐ
れ
た
 力
 能
を
獲
 得
し
て
い
る
こ
 

る
 。
そ
れ
は
行
者
の
役
割
分
担
の
違
い
、
あ
る
い
は
 中
 座
の
果
す
宗
教
的
役
割
の
違
い
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
 た
も
の
と
思
わ
 

で
、
次
に
行
者
は
獲
得
し
た
 力
能
と
 技
術
を
用
い
て
ど
の
 よ
う
な
宗
教
儀
礼
を
執
り
行
っ
て
い
る
か
を
御
座
た
て
 の
 儀
礼
に
お
い
 

い
く
こ
と
と
し
た
い
。
 



中
心
と
し
た
自
発
的
雨
雪
に
よ
る
独
座
に
つ
い
て
具
体
 的
な
事
例
か
ら
、
そ
の
儀
礼
過
程
に
お
け
る
行
者
の
役
割
 分
担
、
 神
 ，
 
霊
 と
の
 接
 

触
 
・
交
流
の
し
か
た
、
そ
の
宗
教
的
役
割
な
ど
の
点
 か
 ら
 行
者
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
役
割
関
係
に
つ
い
て
み
て
 い
く
こ
と
と
し
た
い
。
 

㈲
御
座
た
て
が
行
わ
れ
る
百
聞
 滝
 木
曾
教
会
の
建
物
 の
 内
部
は
 、
 種
々
の
タ
フ
ー
に
よ
っ
て
そ
の
神
聖
さ
が
 保
 た
れ
て
い
る
 
0
 祭
壇
 

を
 中
心
と
し
た
内
部
の
空
間
構
造
は
三
区
分
さ
れ
た
五
段
 階
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
上
段
（
第
一
 ｜
 二
段
階
）
 
は
神
霊
の
、
中
段
（
 第
 

ニ
ー
 四
段
階
）
は
行
者
の
、
下
段
（
第
五
段
階
）
は
 信
 者
の
た
め
の
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
段
の
第
 一
段
階
は
祭
神
の
座
主
 

大
権
現
が
、
第
二
段
階
に
は
中
央
に
守
護
神
の
百
間
 滝
 不
動
明
王
と
そ
の
春
 属
が
 、
そ
の
両
脇
に
弘
法
大
師
・
 

八
 海
山
大
頭
 羅
 神
主
・
 三
 

重
大
荒
神
・
薬
師
如
来
，
三
笠
山
 切
利
 天
宮
・
 摩
利
支
 尊
大
・
神
変
大
菩
薩
（
役
行
者
）
、
さ
ら
に
中
段
の
両
 瞬
 に
 覚
 明
 
・
善
寛
霊
神
の
 

神
霊
が
神
像
化
さ
れ
て
祀
ら
れ
、
御
嶽
の
 パ
シ
テ
 オ
ン
 と
 類
似
し
た
空
間
構
造
か
ら
な
り
 聖
所
 中
の
聖
 所
 と
な
っ
 て
い
る
。
ま
た
、
中
段
 

の
 第
三
段
階
は
中
座
の
、
第
四
段
階
は
前
座
の
た
め
の
 空
 間
 と
な
っ
て
い
る
 0
 特
に
、
こ
の
中
段
は
神
霊
と
人
間
 と
が
交
歓
す
る
中
間
 領
 

域
 と
な
っ
て
お
り
、
御
座
は
こ
う
し
た
空
間
で
行
わ
れ
 る
 。
 

さ
て
、
御
座
た
て
の
儀
礼
は
、
御
嶽
の
神
霊
を
前
座
が
教
 会
 に
招
く
た
め
の
 

"
 迎
神
 "
 、
 招
い
た
神
霊
を
中
座
に
 運
 休
 さ
せ
る
た
め
の
 

"
 座
糠
げ
 "
 、
中
座
が
神
霊
自
身
に
変
身
し
て
種
々
の
 宗
 教
 的
役
割
を
果
た
す
 
"
 御
 伺
い
Ⅹ
中
座
の
役
割
が
終
了
 
し
て
前
座
が
中
座
に
恩
 

休
 し
た
神
霊
を
離
脱
さ
せ
る
た
め
の
 "
 押
界
 げ
 "
 、
 再
び
 元
の
御
嶽
へ
と
神
霊
を
送
る
た
め
の
 "
 送
神
 "
 の
五
つ
 の
 過
程
と
構
造
か
ら
な
 

っ
て
い
る
。
 

ま
ず
、
 迎
 神
は
神
霊
を
教
会
へ
招
く
た
め
の
儀
礼
で
あ
 る
 。
儀
礼
に
先
立
ち
、
行
者
全
員
は
水
行
を
行
 い
 身
体
を
 清
め
る
。
前
座
が
先
 

達
 と
な
っ
て
参
加
者
全
員
で
独
自
の
教
典
（
「
御
嶽
教
 
観
 行
実
」
）
を
念
入
り
に
一
時
間
に
わ
た
っ
て
読
話
す
る
。
 

つ
い
で
、
前
座
は
座
 忍
 げ
の
準
備
を
行
 う
 。
中
座
に
と
っ
 
て
は
 
"
 座
偲
き
 "
 で
あ
り
、
聖
な
る
神
霊
へ
と
変
身
し
 て
い
く
過
程
で
あ
 

は
ら
 

る
 。
ま
ず
、
前
座
は
 "
 
座
 "
 と
そ
こ
に
敷
く
両
者
の
 "
 座
 

九
字
・
 塩
 
・
 "
 祓
い
 幣
 "
 で
念
入
り
 
に
 浄
化
す
る
。
浄
化
の
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儀
礼
が
終
る
と
、
中
座
は
結
 

伽
趺
歴
 

に
な
っ
て
座
布
の
 

中
央
に
座
る
。
前
座
は
中
座
の
身
体
を
浄
化
し
、
対
座
し
 

て
 
九
字
を
切
り
、
 

幣
柱
 

を
 
握
ら
せ
て
 

座
雨
 
げ
に
入
る
。
「
般
若
心
経
」
と
鈴
に
 

よ
っ
て
前
座
は
中
座
を
ト
ラ
ン
ス
状
態
へ
と
導
い
て
行
く
 

。
こ
の
と
き
の
状
況
を
 

あ
る
中
座
は
「
手
に
持
つ
 

幣
柱
 
が
し
だ
い
に
黄
金
の
 

ょ
 
う
に
輝
い
て
見
え
て
く
る
」
と
い
う
。
前
座
は
注
意
深
く
 

中
座
の
変
化
し
て
い
く
 

状
態
を
み
な
が
ら
、
頃
を
見
計
ら
っ
て
、
九
字
を
切
り
 

「
リ
ン
」
（
 

臨
 
）
と
い
う
気
合
に
よ
っ
て
神
霊
を
雨
 

依
さ
 
せ
る
の
で
あ
る
 

0
 
気
合
 

と
 
同
時
に
中
座
の
手
に
す
る
 

幣
 
柱
は
持
ち
上
げ
ら
れ
る
。
 

中
座
に
神
霊
が
降
臨
し
た
瞬
間
で
あ
る
。
中
座
は
神
像
 

と
 
同
じ
顔
 

付
 を
し
た
 

ぱ
り
、
飛
び
上
が
っ
た
り
、
激
し
い
息
づ
か
い
を
す
 

る
な
ど
し
て
降
臨
し
た
神
霊
の
特
徴
を
示
す
。
そ
れ
は
 

外
 
見
上
明
ら
か
に
神
霊
の
恩
 

依
 

紅
 状
態
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
座
に
と
っ
て
は
、
 

こ
の
瞬
間
は
最
も
注
意
を
要
す
る
。
直
ち
に
 

狼
伏
 
し
た
 
神
霊
の
種
類
を
幣
柱
の
高
低
 

僻
や
外
見
上
か
ら
判
別
し
、
同
時
に
降
臨
し
た
神
霊
 

に
そ
の
神
名
を
懇
願
し
て
確
認
す
る
。
神
霊
（
中
座
）
は
 

一
人
称
で
自
ら
の
名
前
を
重
 

々
し
く
告
げ
る
。
前
座
は
、
そ
れ
が
御
嶽
に
祀
る
マ
感
謝
の
意
を
込
め
て
挨
拶
を
行
 

艦
 

う
 
。
ま
た
、
信
者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



神
薬
 "
 を
 下
す
。
神
薬
は
、
か
っ
て
は
御
嶽
の
頂
上
に
 生
え
る
草
木
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
ほ
漢
方
薬
が
使
用
さ
 れ
て
い
る
。
神
霊
が
 判
 

断
 し
た
薬
名
・
 ミ
 ・
服
用
回
数
な
ど
詳
し
い
指
図
は
信
 者
の
間
で
は
特
別
重
要
視
さ
れ
て
い
る
 0
 前
座
は
神
霊
の
 指
図
を
記
録
し
、
依
頼
 

者
は
後
日
こ
れ
を
薬
局
で
求
め
る
の
で
あ
る
 0
 ま
た
、
 簡
 単
 な
病
気
や
他
の
神
霊
の
影
響
（
サ
ソ
リ
・
 タ
タ
り
 ）
 に
よ
 る
も
の
と
占
わ
れ
 

た
と
き
に
は
祓
い
の
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
 神
垂
 並
は
迷
え
る
信
者
に
対
し
て
は
人
生
訓
な
ど
日
常
生
活
の
 生
き
方
や
対
処
方
法
を
 

指
し
示
し
た
り
、
と
き
に
は
即
興
の
詩
人
と
も
な
る
。
 ，
 
」
の
よ
う
に
し
て
、
短
い
依
頼
事
な
ら
ば
一
人
に
二
ー
 三
 分
 、
詳
し
い
指
図
を
求
 

め
て
 三
 0
 分
に
わ
た
る
こ
と
も
あ
り
、
大
抵
の
場
合
、
一
 回
の
御
座
で
中
座
の
ト
ラ
ン
ス
状
態
は
三
 ｜
 四
時
間
か
 ら
 、
と
き
に
ほ
 五
 １
人
 

時
間
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
 

神
霊
の
役
割
が
終
了
す
る
と
、
前
座
は
恩
 依
 し
た
神
霊
 を
 離
脱
さ
せ
、
中
座
を
正
常
に
戻
す
た
め
の
神
 昇
 げ
の
 儀
 礼
 を
行
 う
 。
前
座
は
 

降
臨
し
た
神
霊
に
再
び
 赤
 々
し
く
感
謝
の
意
を
述
べ
て
 昇
神
す
る
よ
 う
 懇
願
す
る
。
経
文
・
九
字
・
気
合
に
よ
っ
 て
幣
注
 が
頭
上
高
く
持
 

ち
 上
げ
ら
れ
る
と
こ
れ
で
神
霊
は
昇
神
し
た
こ
と
に
な
る
 。
硬
直
し
た
中
座
の
体
は
仰
反
る
 よ
う
 に
後
に
倒
れ
る
 。
固
く
握
り
し
め
た
 指
 

を
 一
本
ず
つ
開
い
て
 幣
柱
 を
も
ぎ
取
り
、
前
座
と
脇
座
が
 介
抱
し
な
が
ら
正
常
な
体
に
戻
し
て
い
く
。
仮
死
状
態
 に
あ
っ
た
中
座
の
体
に
 

は
 、
一
度
に
血
液
が
循
環
し
は
じ
め
る
 0
 そ
れ
は
体
の
し
 び
 れ
が
元
に
戻
る
と
き
の
よ
う
な
も
の
で
、
最
も
苦
し
 い
と
ぎ
で
あ
る
。
顔
は
 

苦
痛
に
歪
み
、
荒
忌
と
な
り
苦
し
く
喘
ぐ
う
ち
に
体
に
 赤
味
 が
戻
っ
て
く
る
な
ど
、
外
見
上
ト
ラ
ン
ス
状
態
の
深
 さ
を
見
る
こ
と
が
で
 き
 

る
 。
す
ぐ
れ
た
行
者
ほ
ど
こ
の
 ょ
う
 な
状
態
に
な
る
と
 い
わ
れ
る
。
中
座
が
正
気
づ
く
と
、
再
び
対
座
し
て
戻
し
 の
 儀
礼
を
行
 う
 。
 

最
後
に
、
前
座
が
先
達
と
な
・
っ
て
儀
礼
の
場
に
招
い
た
 
神
霊
を
も
と
の
所
へ
送
る
 送
 神
の
儀
礼
を
行
 う
 。
中
座
に
 降
臨
し
た
全
て
の
神
 

る し 

。 く 

た 依 
と 頼 
え 者 
fT  の 

、 体 
病 に 

衰 ロ 口 

め ぎ 
凍 つ 

因 げ 
が る 
身 な 
体 ど   
の し 
不 て 
誠 忠 
に 部 
起 を 
因 捜 
す し 

6 世 
も す 
の   

で そ 
あ し 
る て と 
占 神 
わ 霊 

れ は 
る 中 
と 座 
  の 

通 ロ 
常 を 
の か 

状 り 

態 て 
へ そ 
と 0 
回 付 
復 処 
さ 方 
せ 法 

を赤 るた 

め す 
ほ の 

倒る " で 
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を
 介
し
、
あ
る
い
は
直
接
に
お
願
い
す
る
依
頼
 

事
に
幣
 柱
 は
や
さ
し
く
領
 
き
 、
一
転
し
て
依
頼
者
の
体
を
見
つ
め
 

、
特
注
を
と
き
に
は
 
激
 
8
 



笑
 し
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
 と

 
く
 
さ
 

御
座
に
類
し
た
儀
礼
に
は
、
こ
の
 

他
 "
 
特
座
 "
 や
 "
 
飛
 び
座
 "
 が
あ
る
。
 
特
 座
は
特
別
の
依
頼
に
応
じ
て
依
頼
者
 

の
 自
宅
な
ど
で
行
う
 

御
座
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
治
癒
の
た
め
に
行
わ
れ
 

る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
は
大
抵
医
師
に
も
見
放
さ
れ
、
 

最
 後
の
望
み
を
行
者
に
託
 

Ⅱ
し
た
家
人
の
依
頼
に
よ
る
場
合
で
あ
る
。
御
座
は
病
 

人
の
枕
元
で
た
て
ら
れ
、
神
霊
の
指
図
を
受
げ
な
が
ら
 

数
時
間
に
わ
た
っ
て
神
薬
が
 

締
 
与
え
ら
れ
る
。
あ
る
行
者
の
父
親
は
こ
の
 

特
座
に
 よ
っ
て
救
わ
れ
た
と
い
う
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

7
 
 を
避
け
、
神
霊
の
意
志
を
聞
い
て
行
動
す
る
。
し
か
 

し
 、
前
座
と
一
緒
に
行
動
し
て
い
る
と
き
に
は
、
突
然
 

非
自
発
的
に
神
霊
が
鼠
 

伏
し
 

 
 

ハ
 
た
り
、
 
晋
園
 的
に
 侭
伏
 さ
せ
て
託
宣
を
下
す
。
そ
れ
 

は
 天
候
の
急
変
な
ど
の
た
め
に
危
険
を
感
じ
て
コ
ー
ス
 

の
 変
更
を
命
ず
る
と
ぎ
や
 

神
 

の
 
霊
を
祀
っ
た
聖
地
に
近
づ
い
た
と
ぎ
な
ど
の
こ
と
が
 

多
い
。
 

 
 

点
は
 、
前
座
は
常
に
正
常
の
意
識
状
態
に
あ
っ
て
、
神
霊
 

と
 接
触
し
っ
 
っ
 そ
の
 力
 能
に
 

か
 
お
い
て
神
霊
を
統
御
し
て
中
座
に
漏
 

伏
 さ
せ
、
 
中
 座
 が
宗
教
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
間
は
仲
介
者
と
な
り
 

、
終
了
す
る
と
神
霊
を
離
脱
 

-
j
 

目
 

（
さ
せ
る
な
ど
、
御
座
の
儀
礼
に
お
い
て
は
神
霊
の
 

統
御
者
と
し
て
の
役
割
分
担
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
に
 

対
し
て
、
中
座
は
前
座
の
助
 

者
 

姉
 
け
を
か
り
て
深
い
ト
ラ
ン
ス
状
態
と
な
り
、
意
図
 

的
な
非
自
発
的
 
緑
霊
な
 
行
 う
 こ
と
で
人
格
転
換
を
し
、
 

神
 霊
 自
身
と
な
っ
て
宗
教
的
役
 

 
 

を
 果
た
し
て
い
る
。
御
座
の
儀
礼
は
こ
う
し
た
両
者
の
異
 

な
っ
た
役
割
分
担
に
よ
っ
て
 

未
成
立
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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霊
に
 感
謝
の
経
文
を
読
話
し
、
神
送
り
の
た
め
の
祝
詞
 を
 読
ん
で
全
て
の
儀
礼
は
終
了
す
る
。
そ
し
て
、
あ
れ
ほ
 ど
 生
き
神
様
と
し
て
 崇
 

め
ら
れ
、
恐
れ
ら
れ
て
い
た
中
座
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
 の
よ
う
に
柔
和
な
顔
付
き
の
 "
 た
だ
の
 人
 "
 と
な
っ
て
 、
信
者
達
と
陽
気
に
 談
 



㈹
独
座
と
は
行
者
一
人
で
行
 う
 御
座
の
こ
と
で
あ
る
。
 
伝
統
を
厳
し
く
守
っ
て
き
た
講
社
で
は
す
ぐ
れ
た
行
者
 
（
中
座
）
に
の
み
 許
 

さ
れ
た
個
人
的
な
儀
礼
で
あ
る
。
独
座
は
自
己
の
意
識
 を
 コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
神
霊
と
接
触
し
て
宗
教
的
役
 割
を
果
す
た
め
に
、
 
ト
 

ラ
ソ
ス
 状
態
は
浅
い
が
、
感
応
が
す
ぐ
れ
て
お
り
、
軽
い
 病
気
・
結
婚
・
就
職
・
家
の
方
角
な
ど
日
常
生
活
の
簡
 単
 な
相
談
事
を
中
心
に
 

行
う
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
浅
い
ト
ラ
ン
ス
状
態
は
安
 易
 な
修
行
に
お
い
て
も
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
 近
年
で
は
形
式
的
に
前
 

座
や
中
座
が
組
ん
だ
御
座
や
独
座
も
多
く
見
受
げ
ら
れ
 る
 0
 

独
座
の
事
例
は
木
曾
以
外
で
も
各
地
に
み
る
こ
と
が
で
 き
 、
埼
玉
県
の
あ
る
講
社
の
中
座
は
 、
 彼
が
所
属
す
る
 教
 田
内
で
も
す
ぐ
れ
た
 

行
者
と
し
て
評
判
が
高
い
人
物
で
あ
る
。
彼
の
日
常
 活
 動
は
独
座
で
行
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
夫
と
自
分
の
交
通
 安
全
の
守
り
札
を
求
め
 

て
や
っ
て
来
た
女
性
に
、
名
前
・
 

年
 令
な
ど
を
聞
き
な
が
 ら
 手
早
く
そ
れ
を
札
に
書
き
入
れ
、
九
字
を
切
っ
て
 拍
 手
を
打
ち
、
同
時
に
 

「
御
主
人
は
運
転
手
で
す
か
」
と
問
 

う
 。
驚
い
た
様
子
で
 返
事
を
す
る
女
性
に
、
行
者
は
「
少
し
目
が
悪
い
よ
う
 だ
ね
、
夕
方
の
運
転
と
 

ス
ピ
 l
 ド
に
は
占
守
 
困
 
を
つ
げ
る
よ
う
に
舌
口
っ
て
お
や
り
な
さ
 
い
 」
「
神
様
が
そ
 う
 言
っ
て
い
た
」
と
告
げ
る
の
で
あ
 る
 。
独
座
は
即
断
即
決
 

が
 重
要
だ
と
い
い
、
次
々
と
訪
れ
る
依
頼
者
に
こ
た
え
 て
い
く
。
行
者
は
簡
単
な
相
談
事
な
ら
ば
独
座
で
十
分
で
 あ
り
、
意
識
を
あ
る
 種
 

度
 残
し
て
自
在
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
占
う
の
だ
 と
い
う
。
 

こ
の
他
、
木
曾
の
行
者
（
中
座
）
は
個
人
的
な
依
頼
 事
に
 対
し
て
、
 
祈
禧
 ・
 家
祈
濤
 ・
地
鎮
祭
・
忌
明
け
祓
 
い
 
偲
 き
も
の
落
し
な
ど
 

の
 儀
礼
を
行
 う
 。
特
に
 、
縄
 き
も
の
（
動
物
 霊
 の
 雨
依
 ）
 の
事
例
は
多
く
行
者
が
 恩
 ぎ
も
の
を
 蔽
う
 た
め
に
重
要
 な
 役
割
を
果
し
て
お
 

り
 、
 雨
依
 し
た
神
霊
の
種
類
を
見
分
け
、
対
話
し
、
 

祓
う
 た
め
に
は
、
中
座
の
す
ぐ
れ
た
 力
 能
が
必
要
と
さ
れ
、
 
儀
礼
的
に
は
中
座
は
前
 

座
と
 同
様
に
神
霊
統
御
の
役
割
を
も
果
た
す
，
」
と
に
な
 

る
 。
 

こ
の
 ょ
う
 に
、
独
座
は
修
行
を
積
ん
だ
行
者
が
自
発
的
に
 意
識
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
神
霊
と
接
触
し
宗
教
的
役
 割
を
果
た
し
て
お
 

り
 、
非
自
発
的
 恩
 霊
を
体
験
し
た
行
者
が
自
発
的
に
神
幸
 
並
と
 接
触
し
、
そ
の
力
 能
 に
よ
っ
て
役
割
を
果
た
し
て
い
 る
 点
は
注
目
さ
れ
る
。
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御
嶽
信
仰
が
そ
の
観
念
や
修
法
の
上
で
、
主
に
修
験
道
 

の
 影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
て
 

き
 た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
 

は
す
で
に
多
く
の
 

先
 

単
 に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
 

0
 し
た
 が
っ
て
、
御
嶽
信
仰
を
修
験
道
の
枠
組
に
お
い
て
そ
の
 

残
 存
 形
態
を
と
ら
え
る
の
 

は
 
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
後
の
独
自
の
発
展
形
態
に
注
 

目
し
て
と
ら
え
る
か
に
よ
っ
て
そ
の
姿
は
大
き
く
 

異
 っ
て
 
く
る
。
い
ず
れ
も
可
能
だ
 

ゆ
が
 、
こ
の
小
論
で
は
御
嶽
の
伝
統
を
比
較
的
 

よ
 く
 継
承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
具
体
的
な
講
社
の
行
者
を
事
 

例
 対
象
と
し
て
、
現
在
の
信
 

 
 

と
ら
え
て
き
た
。
以
下
は
若
干
の
ま
と
め
で
あ
る
。
 

醜
行
者
の
神
霊
観
は
大
神
 ｜
 諸
神
霊
・
神
仏
 
・
霊
 神
と
い
っ
た
比
較
的
明
確
に
区
分
さ
れ
た
観
念
よ
り
構
成
 

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
 

 
 

化
し
、
行
者
は
こ
う
し
た
神
霊
観
に
基
づ
い
て
種
々
の
 

儀
 礼
を
執
行
し
て
い
る
 

0
 そ
し
 

 
 

行
て
、
神
統
の
上
位
に
置
す
る
高
神
ほ
ど
す
ぐ
れ
た
 

呪
 力
 を
そ
な
え
て
い
る
と
信
じ
て
お
り
、
そ
う
し
た
神
霊
 

と
 接
触
，
交
流
し
て
す
ぐ
れ
 

の
た
 力
 能
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
行
者
は
積
極
的
で
懇
 

請
 的
な
修
行
を
行
 
う
 。
特
に
、
前
座
は
神
霊
と
の
接
触
 

に
よ
っ
て
、
神
霊
を
統
御
す
 

 
 

状
態
と
非
自
発
的
 
糠
 霊
の
訓
練
に
よ
っ
て
、
高
神
と
の
 

接
 触
 ・
交
流
の
技
術
と
役
割
を
 

蛙
 
果
た
す
た
め
の
 
力
 能
や
神
霊
の
統
御
を
行
 

う
 た
め
 の
力
 能
と
 技
術
が
獲
得
さ
れ
て
い
る
。
両
者
を
そ
の
 

成
巫
 過
程
か
ら
と
ら
え
る
と
す
れ
 

-
.
 

妬
 
幻
は
 ま
た
、
御
座
の
儀
礼
で
は
、
獲
得
し
た
技
術
と
（
 
修
行
支
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
 

0
-
 

社
 側
面
を
み
る
こ
 

 
 

っ
て
、
前
座
は
中
座
に
神
霊
 

蜂
を
偲
伏
 さ
せ
、
中
座
は
深
い
ト
ラ
ン
ス
状
態
と
な
 

っ
て
非
自
発
的
に
神
霊
を
瀕
 

休
 し
て
一
定
の
宗
教
的
役
割
 

を
 果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
 

か
ら
、
 
儀
ネ
 
一
正
型
の
し
：
Ⅱ
 

全
体
と
し
て
は
 
想
壷
 -
l
 
）
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
 
-
 
ア
 ノ
ッ
ク
な
儀
礼
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
 

0
 し
か
し
、
 
中
 座
の
非
自
発
的
 
怒
霊
に
 

木
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の
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の
役
割
な
ど
を
修
験
道
と
は
 異
 っ
た
形
態
へ
と
発
展
さ
せ
 て
い
っ
た
一
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

こ
の
よ
う
に
、
御
嶽
行
者
が
行
う
御
座
の
儀
礼
は
修
験
道
 

0
%
 祈
肩
 と
そ
の
形
態
は
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
も
 

の
の
 巡
休
 す
る
神
霊
 

の
種
類
や
役
割
な
ど
、
そ
の
内
容
に
は
 

異
 っ
た
点
を
看
取
 
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

-
3
 

i
 ）
 特
に
、
 講
 組
織
の
発
達
は
神
霊
 
観
、
儀
礼
内
容
、
行
者
 

つ
い
て
は
、
修
験
道
の
よ
り
ま
し
と
類
似
し
た
役
割
分
担
 に
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
シ
ャ
ー
マ
ニ
 ッ
 ク
 な
人
物
と
み
な
さ
れ
 

て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
 よ
う
 に
 、
 む
し
ろ
積
極
的
に
非
自
発
的
慰
霊
の
形
態
を
と
る
こ
と
 で
、
深
い
ト
ラ
ン
ス
 状
 

態
と
高
神
の
降
臨
を
実
現
し
、
す
ぐ
れ
た
宗
教
的
役
割
 を
 果
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
 範
晴
 で
と
ら
え
る
こ
と
は
 可
 

能
 で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 

研
究
者
が
 巡
霊
 を
ど
の
 レ
ヴ
ヱ
ル
 に
お
い
て
と
ら
え
る
 の
か
、
ま
た
当
該
社
会
の
人
々
が
と
ら
え
て
い
る
か
に
 ょ
 っ
て
シ
ヤ
ー
マ
ニ
 ッ
 

ク
 な
人
物
と
み
る
か
否
か
の
判
断
は
異
な
っ
て
く
る
で
あ
 ろ
 う
 。
前
者
に
お
い
て
御
嶽
行
者
を
と
ら
え
る
と
す
る
 な
ら
ば
、
前
座
は
神
霊
 

が
想
伏
 し
て
、
人
格
転
換
を
行
 う
 こ
と
は
な
い
が
、
 神
垂
 
立
 と
接
触
し
そ
の
 力
能
と
 技
術
に
よ
っ
て
神
霊
を
統
御
し
 て
 役
割
を
果
し
て
お
 

り
 、
中
座
は
神
霊
が
 綬
依
 し
て
人
格
転
換
を
行
い
、
そ
の
 間
は
神
霊
そ
の
も
の
と
し
て
振
舞
い
、
第
一
人
称
で
語
 り
 、
ま
た
 独
庄
 で
は
神
 

霊
が
 巡
伏
 す
る
こ
と
ほ
ほ
 い
 が
神
霊
の
存
在
を
身
体
で
 感
じ
、
そ
の
姿
を
見
た
り
そ
の
声
を
聞
い
た
り
し
て
、
 そ
 の
神
意
を
ニ
 ー
 三
人
称
 

で
 伝
え
た
り
、
さ
ら
に
は
神
霊
を
統
御
す
る
こ
と
も
可
能
 で
あ
る
。
研
究
者
 は
 、
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
雨
雪
 の
メ
 カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
 分
 

析
し
 、
中
座
の
よ
う
に
神
霊
が
身
体
に
入
り
第
一
人
称
 で
 語
っ
て
役
割
を
果
す
人
物
を
徹
八
型
、
前
座
の
よ
う
に
 神
霊
が
身
体
に
入
る
こ
 

と
は
な
い
が
、
そ
の
存
在
を
知
覚
し
役
割
を
果
す
人
物
 を
 霊
感
型
、
さ
ら
に
そ
の
役
割
か
ら
神
霊
を
統
御
す
る
 前
 巫
を
統
御
型
、
神
霊
の
 

こ
と
ば
を
し
ゃ
べ
る
中
座
を
霊
媒
型
の
シ
ャ
 マ
 ニ
ッ
ク
な
 

 
 

が
そ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
 ッ
 

ク
な
 役
割
関
係
を
相
互
に
分
担
す
る
こ
と
で
き
わ
め
て
 複
 合
 的
で
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
儀
礼
が
成
立
し
て
 い
る
と
み
る
こ
と
が
で
 

き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
中
座
が
前
座
以
上
に
す
ぐ
れ
 た
力
能
と
 技
術
を
獲
得
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
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木曾御嶽行者 ( 前座一中座 ) のシ サーマ ソ的 役割関係につ し ・ て 

ス
ム
ー
エ
ク
ス
タ
シ
ー
 と
愚
 霊
の
文
化
 ヒ
 中
央
公
論
社
、
一
九
 八
 0
 年
 、
二
一
。
 
へ
｜
ジ
 、
な
ど
。
 

（
 
4
 ）
鈴
木
昭
 英
 
前
掲
論
文
一
九
六
一
年
。
宮
家
 
準
 
「
 
修
 験
道
と
 シ
ャ
 マ
ニ
 ，
ス
ム
」
（
加
藤
丸
 
詐
編
 
同
日
本
の
シ
ャ
 マ
二
 ズ
ふ
 と
そ
の
周
辺
し
日
本
 

43 

五
 0
 ｜
 二
六
 セ
 ペ
ー
ジ
。
 

（
 
3
 ）
た
と
え
ば
、
桜
井
徳
太
郎
日
日
本
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
 
ヒ
 上
 、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
、
三
一
 ｜
 四
八
ぺ
１
 %
 
 佐
 々
水
先
 幹
 
「
シ
ヤ
ー
マ
ニ
 

(153) 

以
上
は
、
特
定
の
講
社
の
行
者
を
事
例
対
象
と
し
て
、
 限
 ら
れ
た
視
点
か
ら
そ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
側
面
を
と
 ら
え
て
き
た
。
御
嶽
 

行
者
の
全
て
が
同
様
の
修
行
や
儀
礼
を
行
っ
て
い
る
わ
 げ
で
は
な
い
。
御
嶽
を
共
通
の
信
仰
と
し
な
が
ら
も
、
 行
 者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
 

に
 応
じ
た
宗
教
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
げ
に
多
く
 の
 バ
リ
ュ
ー
シ
ョ
 ソ
 を
も
ち
つ
つ
御
嶽
に
関
っ
て
い
る
 現
状
か
ら
す
れ
ば
、
 限
 

ら
れ
た
事
例
で
も
っ
て
全
体
を
と
ら
え
る
こ
と
は
困
難
 な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
 テ
 ノ
ッ
ク
な
儀
礼
を
通
し
 

た
 信
仰
が
今
も
小
集
団
を
通
じ
て
繰
返
し
行
わ
れ
て
お
り
 、
 人
々
が
こ
の
よ
う
な
儀
礼
と
関
る
こ
と
に
よ
っ
て
 、
 御
嶽
信
仰
と
い
う
全
体
 

が
 構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
か
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
 

人
 、
御
嶽
大
神
も
併
 
祀
 す
る
教
団
は
一
三
、
信
者
数
約
百
万
人
 

る
 。
 

と
な
っ
て
い
る
。
 

残
さ
れ
た
問
題
は
多
い
。
特
に
、
神
道
糸
の
伝
統
を
継
 承
 す
る
講
社
の
信
仰
形
態
や
都
市
に
お
け
る
御
嶽
信
仰
の
 実
態
な
ど
に
つ
い
て
 

は
 Ⅲ
刑
の
機
 
ム
 下
に
報
土
ロ
し
て
い
き
た
い
。
 

主
 
;
 

（
 
1
 ）
文
化
庁
 編
 円
宗
教
年
鑑
 
ヒ
 昭
和
五
七
年
版
、
七
六
 
｜
七
 セ
 ペ
ー
ジ
、
に
 ょ
 れ
ば
御
嶽
大
神
を
祭
神
と
す
る
教
団
は
六
、
 

信
者
数
の
合
計
は
約
百
万
 

（
 
2
 ）
宮
家
宰
 ョ
 
修
験
道
儀
礼
の
研
究
 
ヒ
 春
秋
社
、
一
九
七
 
0
 年
 、
三
四
三
ー
三
七
二
ぺ
ー
ジ
。
鈴
木
昭
 

英
 「
山
顛
信
仰
・
 
修
 験
道
と
ン
マ
 マ
ニ
ズ
ム
 
と
 

の
 関
係
 ｜
 護
法
飛
び
の
考
察
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
昌
大
谷
史
学
」
 

第
八
号
、
一
九
六
一
年
）
二
七
 

｜
 四
三
ぺ
ー
ジ
。
 
同
 「
修
験
道
 
と
 神
が
か
り
」
（
 
桜
 

坤
徳
太
郎
 編
 円
山
岳
宗
教
と
民
間
信
仰
の
研
究
 

ヒ
 山
岳
宗
教
史
 
研
究
 叢
軍
ハ
 、
名
著
出
版
、
一
九
七
六
年
）
、
一
八
二
ー
 

二
 0
 二
 天
｜
ジ
 。
宮
田
 登
 

「
近
世
御
嶽
信
仰
の
実
態
」
（
鈴
木
昭
奥
編
 

コ
 
富
士
・
御
嶽
 と
中
 部
 霊
山
口
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
 

九
 、
名
著
出
版
、
一
九
七
八
 
乍
 ・
）
一
エ
ハ
 

%
 Ⅰ
 
｜
一
 

八
六
ぺ
ー
ジ
。
 
同
 「
木
曽
の
シ
ャ
マ
ン
 

｜
 御
嶽
行
者
と
御
嶽
 
講
 ｜
 」
（
桜
井
徳
太
郎
編
戸
シ
ヤ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
世
界
し
春
秋
社
 

、
一
九
七
八
年
）
 
二
 



放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
四
年
）
五
三
１
人
 セ
 ペ
ー
ジ
。
 

 
 

 
 

恩
依
 現
象
に
つ
い
て
の
分
析
は
 、
 佐
々
木
 宏
幹
 「
シ
ャ
ー
マ
ニ
 
ズ
ム
 の
人
類
学
」
弘
文
室
、
一
九
八
四
年
、
五
七
 ｜
 六
九
 ぺ
｜
 シ
 参
照
。
 

（
 5
 ）
こ
の
小
論
は
、
拙
稿
「
木
曾
御
嶽
信
仰
し
第
九
 
｜
 一
七
 号
 、
未
発
表
、
一
九
七
七
 ｜
 八
二
年
、
お
よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
 ノ
 ｜
ト
 、
一
九
八
三
 ｜
 八
五
 

%
 

年
 に
基
づ
く
報
告
で
あ
る
。
 

（
 6
 ）
霊
神
信
仰
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
木
曾
御
嶽
に
お
け
る
 
霊
神
信
仰
」
 
宍
 宗
教
学
論
集
」
第
一
一
 

輯
 、
駒
沢
大
学
宗
教
学
 研
究
会
、
一
九
八
二
年
）
 

四
五
 ｜
 六
三
ぺ
ー
ジ
、
ま
た
御
嶽
の
空
間
構
造
に
つ
い
て
は
、
 拙
稿
「
御
嶽
行
者
の
宇
宙
観
」
（
佐
々
木
 宏
幹
 ・
宮
田
 登
 
・
 山
 折
 哲
雄
編
戸
現
代
 宗
 

教
｜
 特
集
宇
宙
論
 ｜
 b
5
 

、
春
秋
社
、
一
九
八
二
年
）
、
七
九
 

｜
 九
四
ぺ
ー
ジ
、
さ
ら
に
御
嶽
発
揮
 は
 つ
い
て
は
、
拙
稿
「
木
曽
 御
嶽
信
仰
に
お
け
 

る
 宗
教
的
世
界
観
」
 
盆
 麗
沢
大
学
紀
要
」
第
三
二
巻
、
 

鹿
 沢
 大
 学
 、
一
九
八
一
年
、
一
山
八
九
 ｜
 三
一
 0
 。
 
へ
｜
ジ
 参
照
。
 

（
 7
 ）
池
上
 底
正
 
「
木
曽
の
御
嶽
 講
 」
（
桜
井
徳
太
郎
 編
 三
山
岳
 宗
教
と
民
間
信
仰
の
研
究
し
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
 六
 、
名
著
 出
版
、
一
九
七
六
年
）
 

一
一
一
 

0
 工
 
ハ
ー
三
一
一
エ
 

ハ
 。
 
へ
 1
 バ
ソ
 
。
 

（
 8
 ）
生
駒
 勘
セ
 「
御
嶽
の
歴
史
ヒ
木
曾
御
嶽
 
本
 教
、
一
九
六
 六
年
、
一
八
六
 ｜
 一
九
 0
 ぺ
ー
ジ
。
 

（
 9
 ）
行
者
の
修
行
に
つ
い
て
の
一
九
七
九
年
の
様
子
は
 
、
拙
 稿
 
「
木
曾
御
嶽
行
者
の
シ
ヤ
ー
マ
ニ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ュ
ー
 シ
 "
 ン
 に
つ
い
て
」
 
宙
 宗
教
学
 

論
集
 ヒ
 第
十
 輯
 、
駒
沢
大
学
宗
教
学
研
究
会
、
一
九
八
 0
 年
 ）
 、
 口
元
 ｜
 六
二
ぺ
ー
ジ
参
照
。
 

（
Ⅳ
）
佐
々
木
 宏
幹
 、
前
掲
 書
 、
一
九
八
 0
 年
 、
一
一
四
 ｜
一
 
二
七
 ぺ
一
ジ
 。
 

（
Ⅱ
）
 同
 、
前
掲
 書
 、
一
九
八
四
年
、
 
セ
 0
 ｜
一
 0
 
一
 。
 
へ
｜
ジ
  
 

（
は
）
 回
 、
前
掲
 書
 、
一
九
八
四
年
、
五
七
 ｜
 六
九
お
よ
び
 
一
 0
 ニ
ー
一
 三
二
ぺ
 
一
ジ
 。
 

（
㍑
）
鈴
木
昭
 英
 、
前
掲
論
文
、
一
九
七
六
年
。
宮
家
 準
 、
前
 掲
 論
文
、
一
九
八
四
年
。
筆
者
が
観
察
し
た
石
槌
行
者
の
愚
 ぎ
 も
の
落
し
の
儀
礼
は
 、
次
 

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
行
者
は
依
頼
者
（
女
性
）
の
病
気
 の
 原
因
を
半
紙
を
燃
し
、
そ
の
炎
を
見
て
占
 う
 。
 慰
休
 し
た
 神
 霊
が
 
"
 犬
神
 "
 の
 逮
 

伏
に
 よ
 る
も
の
と
判
断
す
る
と
、
祓
 い
の
 儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
 

祭
壇
の
前
に
座
っ
た
依
頼
者
は
行
者
の
経
文
と
九
字
に
よ
り
、
 ト
ラ
ソ
ス
 
状
態
と
な
 

り
 、
や
が
て
犬
に
変
身
す
る
。
 

犬
 と
な
っ
た
依
頼
者
は
四
道
と
 な
っ
て
部
屋
中
を
駆
け
回
る
。
行
者
は
、
犬
を
自
在
に
操
り
、
 食
を
与
え
、
慰
め
て
 

犬
神
の
霊
を
祓
 ぅ
 。
依
頼
者
は
正
気
に
戻
っ
て
も
こ
の
間
の
出
 来
 事
は
全
く
覚
え
て
い
な
い
。
こ
の
一
連
の
儀
礼
で
は
、
行
者
 は
霊
感
に
よ
っ
て
 神
 

霊
の
種
類
を
見
分
け
、
神
霊
を
自
在
に
統
御
す
る
役
割
を
果
た
 し
て
い
る
。
他
方
依
頼
者
は
 ト
ラ
ソ
ス
 
状
態
と
な
っ
て
神
霊
の
 患
依
を
 受
け
る
が
 宗
 

教
 的
な
役
割
は
果
た
し
て
い
な
い
。
こ
の
儀
礼
で
は
、
む
し
ろ
 前
座
に
相
当
す
る
行
者
の
方
に
霊
感
型
・
統
御
型
の
シ
ャ
ー
 プ
 二
，
ク
 な
要
素
を
み
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 



は
じ
め
に
 

 
 

「
今
昔
物
語
集
 ヒ
巻
 十
四
の
第
セ
に
「
修
行
僧
、
越
中
 ノ
 立
山
二
至
リ
テ
 小
 キ
女
二
会
ヘ
ル
 
語
 」
と
題
し
て
載
せ
 ら
れ
る
説
話
は
 、
立
 

山
地
獄
の
信
仰
を
伝
え
る
話
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
「
 日
本
国
 ノ
人
 、
罪
 ヲ
造
 リ
テ
多
ク
 此
ノ
 立
山
 ノ
 地
獄
 
二
堕
 ツ
ト
云
 
ヘ
 リ
 し
と
記
さ
 

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
 う
 に
、
こ
の
北
陸
 の
 霊
山
は
、
お
そ
ら
く
平
安
朝
の
半
ば
ご
ろ
ま
で
に
は
、
 原
始
よ
り
の
山
岳
信
仰
 

と
 仏
教
の
他
界
観
を
習
合
さ
せ
た
冥
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
 確
 乎
 と
し
て
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
 0
 と
こ
ろ
で
こ
の
 ぬ
獄
 説
話
は
。
さ
ま
ざ
 

ま
な
経
典
の
霊
異
霊
験
譚
を
集
成
し
て
構
成
さ
れ
て
い
 る
 
目
今
昔
物
語
集
し
 巻
 十
四
の
う
ち
に
位
置
し
て
い
る
。
 

そ
し
て
そ
の
 
春
 十
四
の
 

前
半
部
分
に
は
法
華
経
典
の
霊
異
 譚
が
 
一
括
し
て
収
め
 
ら
れ
て
お
り
、
本
説
話
も
そ
の
一
 つ
 な
の
で
あ
る
が
、
 
し
 か
し
 木
 話
の
説
話
構
成
 

上
の
要
は
、
一
般
的
な
法
華
経
の
読
話
も
し
く
は
書
写
 の
 功
徳
で
は
な
い
 0
 も
ち
ろ
ん
、
法
華
経
の
書
写
の
功
徳
 を
 述
べ
る
部
分
を
当
然
 

ふ
く
ん
で
は
い
る
が
、
内
容
の
中
心
は
明
ら
か
に
観
音
信
 仰
に
 よ
 る
利
生
譚
な
の
で
あ
る
 0
 概
略
は
以
下
の
 よ
う
 な
も
の
だ
。
 

越
中
の
国
、
立
山
に
は
昔
か
ら
地
獄
が
あ
る
と
言
い
伝
、
 
え
ら
れ
て
い
る
 0
 そ
こ
に
 は
 百
千
の
出
湯
が
あ
っ
て
深
い
 穴
か
ら
涌
 き
 出
 

し
 、
そ
の
勢
い
で
大
き
な
巌
も
動
く
ほ
ど
で
あ
る
 0
 ま
た
 こ
の
山
に
は
常
に
燃
え
て
い
る
 人
 ぎ
な
柱
が
あ
り
、
 
地
 獄
 の
谷
や
大
き
な
 
滝
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中
村
里
 
雄
 

観
 土
日
信
仰
と
日
本
の
 力
，
、
へ
 

｜
 とく
に
「
自
然
」
と
「
身
体
し
 
の
 視
点
か
ら
 



機
 を
形
づ
く
っ
た
修
行
僧
に
も
配
当
し
た
と
こ
ろ
に
、
今
 菅
編
者
が
観
音
の
救
済
の
事
実
を
唱
導
す
る
さ
い
の
用
 意
 周
到
さ
を
見
て
と
る
 

（
 
l
l
 

）
 

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
 

近
江
 国
 で
存
命
中
で
あ
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
親
が
 木
仏
師
ゆ
え
に
、
仏
を
売
っ
て
衣
食
に
あ
て
る
と
い
う
 罪
 を
 犯
す
こ
と
を
ま
 ね
 

が
れ
ず
、
そ
の
た
め
に
自
分
は
今
こ
の
地
獄
に
堕
ち
て
 苦
し
ん
で
い
る
 0
 ど
う
か
こ
の
実
情
を
父
母
に
伝
え
、
 法
 華
 経
を
書
写
供
養
し
 

て
 自
分
の
苦
し
み
を
救
っ
て
ほ
し
い
、
女
は
僧
に
こ
う
 う
つ
 た
え
る
。
ま
た
女
は
生
前
た
っ
た
一
度
観
音
を
念
じ
 た
 功
徳
に
よ
っ
て
 、
 

観
音
の
縁
日
に
あ
た
る
こ
の
十
八
日
の
一
日
だ
け
、
鏡
立
 日
 が
自
分
に
か
わ
っ
て
苦
を
受
け
て
く
れ
、
自
分
は
休
息
 す
る
こ
と
が
で
き
る
 

の
だ
と
言
 う
 。
 

僧
か
ら
こ
の
由
を
伝
え
聞
い
た
近
江
の
父
母
が
娘
の
依
 頼
 ど
お
り
法
華
経
の
書
写
供
養
を
と
り
お
こ
な
っ
た
と
こ
 ろ
、
 父
の
夢
に
娘
 

が
あ
ら
わ
れ
て
、
観
音
の
加
護
に
よ
っ
て
今
は
切
利
夫
 に
 生
れ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
た
 0
 く
だ
ん
の
僧
も
ま
た
ま
 っ
 た
く
同
じ
夢
を
見
 

た
と
い
う
こ
と
だ
。
 

こ
の
説
話
は
円
本
朝
法
華
験
記
 ヒ
巻
 下
の
第
百
二
十
四
 「
越
中
国
立
山
 ノ
 女
人
」
を
典
拠
と
し
て
お
り
、
 ほ
ば
そ
 の
 忠
実
な
再
録
で
あ
 

る
 。
今
昔
編
者
独
自
の
脚
色
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
 最
 天
部
分
の
 、
 僧
も
同
じ
く
娘
が
切
利
夫
に
生
れ
た
夢
を
 見
て
父
母
の
も
と
に
 告
 

げ
に
行
 き
 、
両
者
の
見
た
夢
が
思
 じ
 内
容
で
あ
っ
た
こ
 と
を
喜
び
か
っ
驚
い
た
と
い
う
く
だ
り
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
 0
 観
音
の
利
生
を
こ
 う
 

か
っ
て
初
刊
 天
 に
転
生
し
た
娘
の
 メ
 "
 セ
ー
ジ
の
受
容
者
 を
 、
た
ん
に
近
親
者
だ
げ
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
 こ
 の
 観
音
霊
異
事
件
の
契
 

地 が 
あ 獄 あ 
る ほ ろ 
と 堕   
き ち そ 
三 る こ 
井 。 で 
寺 やま 

の 天 
僧 
が ) 

帝 

仏 
釈、 

道修 

宣 /. 
官 

，一 行 が、 

の 。 集 
途 ま 

沃 、 
  
て 

立 衆 
山 
の 

生 
の 

地 
  豊口 亜   
原 の 

で   業 
を 

人 平リ 

の 定 
女 す 

に田 

る 
の 

ム % 去 。 し - 
  と   

ナ - Ⅰ   
りノ @ 

女 
の 日 

話 本 
ケ @ - 国 
よ の 

れ 罪 
サま 人 

の 

女 多 

の父 

@ 
ほ 

母     
サま の 

ま Ⅰ ム 
ナ， し 山 
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観
ぅ
と
 発
願
し
て
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
と
き
 

徳
道
が
 
見
た
夢
に
神
が
あ
ら
わ
れ
て
、
 

一
 
・
 
北
ノ
峯
ヲ
指
 
シ
テ
 
、
彼
 ノ
所
ノ
丈
 
（
Ⅱ
 
嶽
 ）
 ノ
 不
二
 

力
 

そ
の
神
話
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
山
、
水
、
岩
な
ど
を
と
 も
な
い
な
が
ら
、
す
べ
て
大
地
の
豊
穣
性
に
結
び
つ
き
 、
結
局
は
「
母
胎
」
の
 イ
メ
 

の
 

（
 
0
6
-
 

本
｜
ジ
に
 帰
着
す
る
の
だ
と
い
う
。
 

 
 

氏 ろ ナ ・ Ⅰ ・ 

は と う ま 四 三 二 一 が さ 

  て 
長こ 谷ろ 。 ず " 観法故上 " " " " そ         
の観 
土 音 田 らの は 救済 信仰 あず 獄を 図に 

地 膚 ぅ が の か 構 そ 本 卯 集 4 ち 夢 一 る 成 っ に 

件 の 最 を 部 当 す て お 
な も 初 通 と 車 る こ げ 
" つ に し し 者 谷 の る 

万 古 記 て て が   説 観 

薬 代 
で、 精 音信 した 告知 観音 な で 岩穴 話の 

観 さ 信 あ な 問 仰   昔 れ 仰 づ ど 題 の 
も 上 と る が た の 点 独 

  谷 こ 受 こ 自 を 特 
  と げ と 熱 望 な 

れ と す り   と ら 
の 

観 れ 方 
れ 

と を 親 て 
い 
な 昔と と 次 ば 

歌 鮮 近 の の く 

わ や 性 る 親 よ に 
れ か を     
た に 

近 う 自 

め と 性 に 然 
古 取 @ 

  
。 な 観 

代 り ろ   
の だ て ぅ 身 
葬 し 想 か 体 
場 て 起 。 観 
的 見 さ の 

地 せ れ 
る 

視 
形 て い 占 
ヮ "  - く の か 
も れ @% ら 

と た 
め の 大 
ろ は 和 

分析 

し 

の 西 長 て 
み 

あ 信   
立 

よ 

る 綱   ）ハ ツ 

が 氏 の 
  で、 

と 

縁 す 
た る 起 る 
だ る 

であ 

も し の 



に
 坐
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
ま
た
そ
の
本
尊
の
形
姿
を
推
 量
 さ
せ
る
に
足
る
前
立
の
如
意
輪
観
音
 半
伽
像
は
、
岩
 座
に
 坐
し
た
姿
で
知
ら
 

 
 

ぅ
か
 。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
石
山
寺
本
尊
は
現
 在
 秘
仏
と
な
っ
て
い
る
た
め
見
ら
れ
な
い
が
、
自
然
石
の
 上
に
設
げ
ら
れ
た
蓮
台
 

大
 キ
ナ
ル
 巌
 ア
リ
 0
 早
ク
 掘
り
 顕
 ハ
シ
 テ
、
此
ノ
 観
音
 ノ
像
ヲ
立
テ
奉
レ
 」
と
告
げ
ら
れ
た
の
に
し
た
が
っ
て
 そ
 こ
を
掘
り
出
し
て
み
る
 

 
 

と
 、
八
尺
四
方
の
碁
盤
の
面
の
よ
う
な
巌
が
あ
ら
わ
れ
、
 そ
こ
に
こ
の
十
一
面
観
音
像
を
安
置
し
た
の
だ
と
い
 5
 。
近
江
国
か
ら
大
和
の
 

処
々
を
も
ろ
も
ろ
の
 崇
 り
を
あ
ら
わ
し
つ
つ
百
年
余
に
 わ
た
っ
て
 経
 め
ぐ
っ
た
霊
木
が
、
山
岳
修
行
 憎
 ら
し
く
 思
 わ
れ
る
 徳
道
 に
よ
っ
て
 

そ
の
 荒
ら
 ぶ
る
神
性
を
馴
致
さ
れ
、
金
輪
際
に
ま
で
 達
 す
る
と
信
じ
ら
れ
た
大
盤
石
の
上
に
二
丈
六
尺
の
観
音
 と
 し
て
示
現
す
る
経
緯
は
 

壮
大
で
あ
る
。
こ
と
に
こ
の
十
一
面
観
音
像
は
右
手
に
 錫
杖
を
持
つ
い
わ
か
る
長
谷
 式
 観
音
で
あ
り
、
地
蔵
菩
薩
 の
 持
ち
物
で
あ
る
錫
杖
 

（
 
4
 
廿
 
）
 

を
も
つ
こ
と
で
い
っ
そ
 う
 大
地
と
の
親
縁
性
を
き
わ
だ
 た
せ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
 

ま
た
長
谷
寺
と
な
ら
ん
で
都
の
貴
顕
の
参
籠
で
に
ぎ
わ
 っ
た
 石
山
寺
如
意
輪
観
音
の
場
合
に
も
、
 m
 
石
盤
と
の
た
だ
 な
ら
ぬ
暗
合
が
指
摘
 

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
東
大
寺
尾
盧
舎
那
仏
道
像
の
事
 業
 に
さ
い
し
、
金
の
入
手
に
困
窮
し
た
聖
武
天
皇
は
東
 大
寺
別
当
良
弁
僧
正
に
 

仝
ロ
釘
金
峰
山
よ
り
の
金
の
調
達
を
命
ず
る
が
、
吉
野
の
 
黄
金
は
弥
勒
菩
薩
か
ら
の
 頽
 り
も
の
で
、
弥
勒
下
生
の
時
 ま
で
は
譲
れ
ぬ
と
の
こ
 

と
で
あ
っ
た
。
次
に
良
弁
は
夢
 告
 に
し
た
が
っ
て
 、
近
 江
 国
の
湖
の
南
岸
の
あ
る
岩
上
で
釣
糸
を
垂
れ
る
老
翁
を
 た
ず
ね
、
そ
の
岩
盤
上
 

（
 
二
リ
 

）
 

に
 観
音
像
を
安
置
し
て
祈
請
し
た
と
こ
ろ
、
例
の
陸
奥
国
 で
の
 会
 産
出
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

「
石
山
寺
縁
起
 
ヒ
 に
ょ
れ
ば
こ
の
岩
上
で
釣
を
す
る
老
翁
 は
 「
当
山
の
地
主
 比
 良
明
神
」
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
 
は
、
 先
の
、
長
谷
寺
 

観
音
 造
 縁
由
来
 譚
が
 泊
瀬
の
地
主
神
で
あ
る
 滝
蔵
社
と
 の
 共
存
を
前
提
に
語
ら
れ
て
い
る
の
と
合
わ
せ
考
え
て
み
 る
と
、
と
も
に
観
音
信
 

仰
が
仏
教
以
前
の
在
来
の
自
然
神
も
し
く
は
山
岳
神
の
 棲
 処
の
上
に
重
層
し
て
い
っ
た
事
情
を
暗
示
し
て
い
る
。
 つ
ま
り
、
異
能
の
舶
来
 

神
 た
る
仏
菩
薩
が
古
代
日
本
の
自
然
風
土
の
中
に
定
着
 し
て
い
く
方
式
に
は
、
あ
る
定
め
ら
れ
た
規
則
性
が
あ
っ
 た
と
推
測
さ
れ
る
わ
 け
 

で
、
そ
の
一
つ
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
 よ
う
 に
、
岩
盤
を
媒
 介
 に
し
た
 カ
ミ
 か
ら
 ホ
ト
ケ
 へ
の
聖
域
委
譲
と
い
つ
た
 も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
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れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
い
ず
れ
も
が
、
岩
盤
 上
で
 釣
糸
を
垂
れ
る
老
翁
の
伝
承
と
の
 暗
 嚥
を
色
濃
く
も
 っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
 

確
か
で
あ
ろ
う
。
 

-
6
@
 

こ
の
よ
う
に
、
観
音
菩
薩
 と
岩
 と
の
親
縁
性
を
推
測
さ
せ
 る
の
は
、
長
谷
・
石
山
の
ご
と
ぎ
古
代
の
聖
 所
 だ
け
で
 は
な
 い
 0
 ち
な
み
に
 

後
代
の
観
音
示
現
の
地
で
あ
る
坂
東
観
音
札
所
の
由
来
 を
 見
て
も
、
た
と
え
ば
坂
東
札
所
十
五
番
の
白
岩
山
長
谷
 寺
の
草
創
縁
起
で
は
 役
 

優
婆
塞
が
利
根
川
の
水
底
よ
り
取
り
だ
し
た
 一
 丈
余
の
 奇
岩
の
上
に
立
っ
て
先
頭
 し
 、
本
尊
十
一
面
観
音
を
現
出
 さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
 

 
 

ば
 、
坂
東
札
所
十
番
若
殿
 山
 正
法
寺
、
十
九
番
太
開
山
 大
谷
 寺
 、
三
十
一
番
大
 

蒜
山
笠
 森
手
 を
は
じ
め
と
し
、
さ
ら
に
は
秩
父
札
所
の
 一
 一
十
八
番
万
能
山
橋
上
 
手
 、
三
十
一
番
鷲
尾
山
観
音
 院
 な
 ど
 、
巨
大
な
岩
盤
に
寄
 

り
 添
う
 よ
う
 に
位
置
す
る
観
音
寺
院
は
決
し
て
少
な
く
な
 い
 
a
 ）
 
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
も
、
観
音
の
属
性
を
考
え
る
 と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
 岩
 

ハ
 
0
U
-
 

と
 観
音
と
の
深
遠
な
っ
た
が
り
を
想
定
せ
 ぎ
 る
を
え
な
 い
の
で
あ
る
。
 

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
観
音
菩
薩
崇
拝
の
心
意
が
古
代
社
 会
の
深
部
に
着
床
し
て
い
く
経
過
に
つ
い
て
、
次
の
 よ
う
 な
 推
論
を
加
え
て
み
 

て
も
さ
し
て
不
当
で
は
な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
観
音
信
仰
は
 、
 数
あ
る
諸
仏
諸
菩
薩
信
仰
の
う
ち
の
有
力
な
そ
れ
と
 し
て
の
 観
 土
日
信
仰
一
般
 

が
 、
時
間
の
経
過
の
な
か
で
徐
々
に
そ
の
信
仰
 闇
 を
拡
 

ず
の
岩
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
古
代
日
本
の
自
然
神
崇
拝
の
 大

し
て
い
っ
た
と
い
う
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
 

一
 形
態
と
し
て
の
磐
座
・
磐
境
信
仰
 と
秘
 か
に
共
鳴
し
あ
 そ

う
で
は
な
く
て
、
 そ
 

っ
 た
と
こ
ろ
で
、
は
じ
 

こ
に
は
一
つ
の
信
仰
心
意
が
一
定
の
「
か
た
ち
し
を
獲
得
 す
る
に
至
る
ま
で
の
、
厳
密
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
作
動
し
 て
い
た
は
ず
だ
と
い
う
 

こ
と
で
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
当
面
す
る
観
音
信
仰
の
日
本
 的
 受
容
に
さ
い
し
て
は
、
イ
ン
ド
伝
来
の
固
有
の
神
格
 と
し
て
の
観
音
の
属
性
 

に
し
た
が
っ
て
、
在
来
の
古
代
日
本
的
自
然
崇
拝
の
さ
ま
 ざ
ま
な
現
象
の
中
か
ら
、
そ
の
属
性
に
適
合
す
る
も
の
 が
 選
択
さ
れ
、
そ
の
 日
 

然
 神
の
像
の
 う
え
 に
あ
ら
た
め
て
観
音
の
形
象
が
重
層
 さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

あ
だ
し
く
 

ヒ
 の
か
み
 

上
に
見
て
ぎ
た
 岩
と
 観
音
と
の
イ
メ
ー
ジ
複
合
に
即
し
 て
 言
 う
 な
ら
ば
、
新
来
の
蕃
神
で
あ
る
観
音
の
う
ち
 に
 内
在
し
て
い
た
は
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た
る
死
者
が
女
性
で
あ
っ
て
、
法
華
経
の
書
写
供
養
に
 よ
っ
て
初
夫
 利
へ
 

し
か
し
、
こ
の
類
話
は
た
だ
法
華
経
書
写
の
功
徳
を
説
 く
だ
け
で
あ
っ
 

た
 、
 巻
 十
四
所
収
の
法
華
経
霊
験
説
話
が
ほ
と
ん
ど
日
本
 朝
 法
華
験
記
 ヒ
 

の
話
で
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
前
述
の
よ
う
に
 第
セ
 話
 と
の
共
通
点
 と

 転
生
し
て
い
る
点
で
も
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
。
 

て
 、
観
音
菩
薩
の
利
益
 譚
 の
か
た
ち
は
と
っ
て
い
な
い
 
o
 ま
 

に
 典
拠
を
と
っ
て
い
る
な
か
で
、
 本
 話
は
数
少
な
い
典
拠
 不
詳
 

を
 多
く
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
観
音
信
仰
と
の
類
縁
を
感
 じ
さ
せ
 

し
 、
そ
の
む
ね
を
夢
で
息
子
に
告
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
 る
 。
例
に
よ
っ
て
目
今
昔
物
語
集
ヒ
 の
 一
一
話
一
類
の
連
 
鎖
約
 説
話
接
続
形
式
に
 

（
・
・
 

1
 
，
 
-
 

し
た
が
い
、
 本
 話
は
立
山
地
獄
と
い
う
舞
台
背
景
を
前
 話
 と
共
有
し
て
こ
こ
に
排
列
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
 に
も
、
と
も
に
主
人
公
 

て 亡 し イ 山 い 昔 め 
と の づ で て 

し 「 た は 観 
て 玉 の な 音 

  の 殿 で く 信 
    仰が 役割 岩屋 ある て、 

を 」 。 大 聖 
岩 に そ 古 池 

  
て   

崇拝と が 担 至り、 であ ぅ から 続 
て そ っ く い 

い こ て そ う 

る で み れ 内 
こ 本 れ ぞ 実   と 弛 ば れ を 
に 仏 、 固 獲 
思、 の 初 有 得 
い 阿 め の し 
あ 弥 に 聖 え   
と 不 た 具 で 
ぃ 動 雲 集 る 

ぅ を 山 化 ろ   
で し の 神 す 
あ た 開 性 な 
る と 創 ・と ね ち 縁起いう して 、 

話 ㊤に の 時 
か ） お 観 閲 

空間の もち、いて、 音こそ 

立 体 が 限 
山 伯 、 定   地 有 吉 を 
猿 頬 代 越 
と が 社 え 
額 白 金 た 

普遍 昔と 鷹と の深 

を 熊 部 神 
  媒 を に と 

分 遣 定 し 

す っ 着 て   る て し の 
生 げ が と キ 立 て 観 

(160)  50 



ぬ
 
原
名
ナ
セ
 a
 ）
 
o
 エ
 （
の
 

め
セ
ド
 

（
 
ひ
は
 男
性
単
数
名
詞
で
あ
 
っ
て
、
経
典
で
観
音
に
対
し
て
呼
び
か
け
 

ろ
 と
き
の
 用
旺
 帥
 
も
つ
ね
に
「
善
男
子
」
と
 51 
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複
数
の
登
場
人
物
が
あ
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
菩
薩
・
 経
 典
を
信
仰
す
る
人
物
と
、
そ
の
利
益
を
づ
け
る
人
物
と
 が
 性
別
を
異
に
す
る
 

側
 も
あ
っ
て
、
厳
密
な
数
値
は
出
し
が
た
い
が
、
大
勢
 は
 動
く
ま
い
。
各
説
話
 群
 中
に
女
性
の
占
め
る
割
合
は
 、
 観
音
説
話
が
三
三
 %
 、
 

地
蔵
説
話
が
一
六
 %
 、
法
華
経
説
話
が
一
四
 %
 と
な
る
。
 一
般
の
諸
菩
薩
諸
経
典
に
た
い
す
る
信
仰
に
比
べ
、
 観
 音
信
仰
が
い
か
に
深
く
 

女
性
と
か
が
わ
る
も
の
で
あ
る
か
の
一
端
が
、
こ
の
 頻
 度
数
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
 

と
こ
ろ
で
観
音
菩
薩
じ
し
ん
の
性
別
が
男
で
あ
る
か
、
 そ
 れ
と
も
女
で
あ
る
か
の
議
論
 は
 さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
 て
き
た
 0
 た
だ
し
 仏
 

教
の
教
義
の
 う
 え
で
文
献
を
ふ
ま
え
て
論
ず
る
か
ぎ
り
、
 こ
れ
は
決
着
ず
み
の
事
柄
に
属
す
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 観
 昔
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
 
(161) 

観
音
霊
験
説
話
地
蔵
霊
験
説
話
法
華
経
霊
験
 説
話
 

男
 

一
一
一
一
 

二
 O
 

二
五
 

女
 

四
 

三
一
 

五
 

四
 

そ
の
他
 

一
 

五
 

三
八
 

"
 
十
 
@
 
-
 
-
 
ヰ
 

一
一
一
一
一
 

二
九
 

る
 。
と
も
あ
れ
、
観
音
と
女
性
と
の
深
い
 

そ
こ
で
観
音
 ど
 女
性
と
の
つ
な
が
り
を
 

益
を
こ
う
れ
 ろ
 主
人
公
の
性
別
を
比
較
し
 

薩
 信
仰
の
集
成
で
あ
る
地
蔵
説
話
（
 巻
十
 

%
 話
 ）
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 主
 つ

な
が
り
を
想
定
さ
せ
る
材
料
で
は
あ
ろ
う
。
 

確
認
す
る
た
め
に
、
試
み
に
「
今
昔
物
語
集
」
に
掲
載
 さ
れ
て
い
る
霊
験
説
話
中
で
、
そ
の
 利
 

て
み
る
こ
と
に
す
る
。
観
音
説
話
（
 巻
 十
六
の
計
㏄
 話
 ）
 と
 対
照
さ
せ
る
た
め
に
、
同
じ
く
 菩
 

セ
の
 前
半
部
の
㏄
 話
 ）
と
経
典
信
仰
の
代
表
で
あ
る
 法
 華
経
 霊
験
説
話
（
 巻
 十
四
の
前
半
部
の
 

（
向
に
）
 

太
公
の
性
別
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 



ぬ
 に
ひ
そ
む
揺
る
ぎ
な
い
稔
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
 る
 田
文
敬
の
心
意
が
、
こ
の
信
仰
の
基
に
な
っ
て
い
る
で
あ
 
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
 

い
 。
岩
本
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
来
歴
を
も
つ
豊
穣
の
女
神
 が
 仏
教
信
仰
に
採
用
さ
れ
る
さ
い
に
、
仏
教
の
「
変
成
 男
子
」
の
 教
説
 に
影
響
 

さ
れ
て
、
男
性
の
神
格
を
付
与
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
る
。
 

発
生
史
的
視
点
か
ら
右
の
よ
う
な
観
音
の
地
母
神
的
特
 性
を
検
出
す
る
こ
と
と
は
別
に
、
個
別
の
神
格
と
し
て
の
 観
音
の
伝
承
に
よ
っ
 

て
 、
そ
の
女
神
性
を
推
測
し
て
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
 。
そ
れ
は
「
長
谷
寺
霊
験
記
 L
 番
上
が
伝
え
る
も
の
で
 あ
る
。
そ
れ
に
 
よ
 れ
 

ば
 、
天
平
勝
宝
五
年
、
す
で
に
太
上
天
皇
と
な
っ
て
 い
 

屈
請
し
て
 御
 経
供
養
を
行
な
い
、
そ
の
経
を
内
陣
に
安
 宣
 し
た
夜
、
夢
を
見
た
。
 

た
聖
武
が
 最
勝
・
法
華
の
二
部
を
み
ず
か
ら
書
写
し
て
 長
 俗
手
に
臨
幸
、
千
僧
を
 

「
法
皇
（
 聖
武
 ）
 ノ
 御
菱
 二
 、
観
音
九
％
十
方
 二
 政
チ
 、
 六
大
 龍
 王
八
大
童
子
等
 ノ
 無
量
 ノ
春
属
 二
列
卒
シ
テ
 、
 浅
古
 王
 ニ
 %
 ロ
テ
手
ハ
 

ク
 。
 

濁
世
 ノ
 猛
キ
衆
生
 ヲ
和
 ル
車
 ハ
 、
 只
 女
人
ナ
リ
。
 我
レ
此
 九
％
 和
テ
 婦
女
 ノ
身
ヲ
現
 シ
テ
 、
久
シ
ノ
 末
代
二
瓦
 テ
 国
家
 ヲ
護
シ
 、
衆
生
 

ヲ
利
 ン
ト
 思
フ
 。
露
顕
二
布
 テ
 ハ
具
 悼
 有
り
。
 防
テ
久
ク
 住
ス
可
 ラ
ス
 0
 速
 二
教
 力
身
ヲ
覆
隠
ス
ヘ
シ
ト
云
 。
 夢
 覚
テ
則
 大
納
言
 真
楯
 

（
 
@
 
り
 
）
 

ニ
勅
 シ
テ
、
御
帳
 ヲ
懸
ク
 0
 
」
 

観
音
が
み
ず
か
ら
の
性
別
を
夢
 苦
 め
か
た
ち
に
も
せ
ょ
上
 
口
げ
 知
ら
せ
る
と
い
う
の
は
、
ま
こ
と
に
異
例
の
出
来
事
 で
あ
る
 0
 も
ち
ろ
ん
 

あ
る
い
は
ア
ル
ド
フ
シ
ョ
ー
女
神
が
想
定
さ
れ
る
と
い
 

ア
ナ
ー
ヒ
タ
ー
女
神
は
水
の
神
で
あ
る
と
同
時
に
豊
 

穣
の
神
で
あ
っ
て
 

、
大
 

（
Ⅱ
㏄
）
 

 
 

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

た
だ
し
現
実
の
観
音
信
仰
を
領
導
し
た
観
音
の
造
 像
側
 か
 ら
し
て
、
そ
の
容
姿
に
女
性
的
な
色
彩
が
強
い
こ
と
も
 ま
た
、
あ
ら
た
め
て
め
 

 
 
 
 

言
 う
に
 及
ば
な
い
。
本
来
は
生
理
的
な
性
を
超
越
し
て
 い
る
は
ず
の
仏
菩
薩
の
な
か
に
あ
っ
て
、
観
音
の
姿
形
が
 -
@
 

し
と
の
ほ
か
に
出
不
一
口
同
な
 

女
性
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
ど
の
よ
 う
 な
 宗
教
史
的
意
味
が
存
在
す
る
の
か
。
岩
本
裕
氏
に
 よ
 れ
 ば
 、
観
音
の
神
格
の
原
 

型
 と
し
て
、
イ
ラ
ン
の
女
神
ア
ナ
ー
ヒ
タ
ー
が
ガ
ン
ダ
 ｜
ラ
 地
方
に
受
容
さ
れ
て
ク
シ
ャ
ン
王
朝
下
で
信
仰
を
集
 め
た
 ナ
ナ
イ
ア
女
神
、
 



と
こ
ろ
で
観
音
の
も
つ
複
雑
な
神
格
の
う
ち
に
あ
っ
て
 、
 と
り
わ
げ
そ
の
多
様
な
変
現
自
在
性
を
保
証
し
た
の
は
 
シ
ヴ
ァ
 神
 ，
ヴ
ィ
 

シ
ュ
ヌ
神
を
始
め
と
し
た
イ
ソ
 ド
 諸
神
の
属
性
を
深
々
 と
 呼
吸
し
て
成
長
し
た
密
教
系
観
音
で
あ
る
。
こ
と
に
 十
 二
回
観
音
や
千
手
観
音
 

が
 
の
ご
と
き
多
面
 多
 弩
の
観
音
 像
が
 、
そ
の
現
世
利
益
 の
 効
能
に
お
い
て
他
の
も
ろ
も
ろ
の
仏
菩
薩
信
仰
を
は
 る
か
に
し
の
い
だ
の
も
、
 そ
 

 
 

た
 、
男
女
の
性
別
を
越
え
て
自
在
に
現
わ
れ
る
観
音
の
 

  

 
 

吐
 
化
す
る
神
格
」
と
し
て
の
観
音
の
本
性
に
由
来
す
 る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

と
き
に
、
と
り
あ
え
ず
前
提
的
に
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
 い
 も
の
が
「
法
華
経
口
観
世
 

観
音
菩
薩
普
門
品
に
説
か
れ
る
観
音
の
三
十
三
身
で
 

あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
 う
 に
、
観
音
信
仰
の
原
典
 と
な
る
こ
の
経
典
に
お
い
て
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一   一 

こ
の
伝
承
の
背
景
に
、
神
仏
 習
 ム
ロ
 
的
 思
考
の
常
套
で
あ
 る
 「
和
光
同
塵
」
思
想
を
指
摘
す
る
の
は
た
や
す
い
ひ
た
 だ
そ
の
 ょ
う
 な
形
式
の
 

も
と
で
語
り
伝
え
ら
れ
た
伝
承
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
形
 式
を
越
え
て
ほ
の
見
え
て
く
る
観
音
の
神
格
の
秘
密
性
、
 す
な
わ
ち
御
帳
を
懸
 け
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
あ
ら
わ
な
女
神
性
を
秘
匿
 し
ょ
う
と
す
る
特
性
を
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
 。
た
だ
し
、
こ
の
観
音
 

の
 秘
儀
的
特
性
が
 、
 「
こ
も
り
く
の
泊
瀬
」
と
し
て
の
 
古
 代
の
 
「
は
 ふ
り
 」
と
「
こ
も
り
」
の
 聖
処
に
 根
づ
い
た
 長
谷
観
音
固
有
の
も
の
 

（
 
騰
 
@
 ）
 

で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
古
代
の
観
音
霊
地
に
あ
ま
ね
く
 こ
の
秘
儀
的
特
性
が
見
て
と
れ
る
の
か
、
に
わ
か
に
は
 決
し
が
た
い
 0
 た
だ
、
 

前
節
で
見
て
き
た
観
音
と
岩
盤
と
の
浅
か
ら
ぬ
 っ
な
 が
 り
を
考
え
る
と
 き
 、
も
の
を
包
み
こ
み
、
そ
の
な
か
で
 成
 長
さ
せ
る
母
胎
Ⅱ
子
宮
 

の
 イ
メ
ー
ジ
が
こ
れ
ら
の
岩
盤
に
ほ
強
く
暗
示
さ
れ
て
お
 り
 、
そ
の
こ
と
が
観
音
の
女
神
性
を
も
強
く
示
唆
し
て
 い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
 

付
言
し
て
お
ぎ
た
い
。
 



説
か
れ
る
観
音
菩
薩
の
功
徳
は
、
あ
く
ま
で
具
体
的
か
 つ
 即
効
的
な
現
世
利
益
の
集
成
を
な
し
て
い
る
 0
 仏
は
無
 尽
意
 菩
薩
の
問
い
か
け
 

に
 答
え
て
観
音
菩
薩
の
も
ろ
も
ろ
の
働
き
を
例
示
す
る
。
 

「
善
男
子
 ょ
、
 若
し
、
無
量
百
千
万
億
の
衆
生
あ
り
て
、
 

諸
の
苦
悩
を
受
げ
ん
に
、
こ
の
観
世
音
菩
薩
を
聞
き
て
 
一
心
に
名
を
称
え
 

ま
ぬ
が
 

た
 ち
 

ば
 、
観
世
音
菩
薩
は
、
即
時
に
そ
の
音
声
を
観
じ
て
 皆
、
 解

脱
る
る
こ
と
を
得
せ
し
め
 ん
 0
 若
し
こ
の
観
世
音
 圭
 ロ
 薩
の
名
を
持
つ
も
の
 

た
と
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

有
ら
ば
、
設
 い
 大
火
に
入
る
と
も
、
火
も
焼
く
こ
と
 能
 わ
ず
 。
こ
の
菩
薩
の
威
神
力
に
由
る
が
故
な
り
。
」
 

こ
の
大
火
の
難
を
第
一
と
し
て
、
観
音
が
救
済
の
効
能
を
 発
揮
す
る
災
厄
は
、
以
下
、
大
水
に
漂
流
す
る
難
、
羅
 刹
の
国
に
漂
流
す
る
 

難
 、
刀
杖
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
難
、
夜
叉
、
羅
刹
の
難
 、
 机
械
 ・
 伽
 鎖
に
繋
が
れ
る
難
、
 
怨
賊
に
 襲
わ
れ
る
難
、
 
婬
欲
 に
さ
ど
う
難
、
 
唄
 

志
 に
悩
ま
さ
れ
る
難
、
愚
痴
に
苦
し
む
難
で
あ
り
（
七
難
 ・
三
毒
）
、
さ
ら
に
は
智
慧
に
あ
ふ
れ
た
男
児
と
姿
形
 

端
 正
 な
女
児
を
望
む
と
 ぎ
 

に
 得
ら
れ
る
と
い
う
利
益
ま
で
も
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。
 こ
れ
ら
は
長
行
の
部
分
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
読
話
さ
れ
 る
こ
と
の
多
い
 
褐
頚
の
 

部
分
に
は
、
「
念
彼
観
音
 
力
 」
の
句
の
繰
り
返
し
に
続
 け
 て
、
 ょ
り
具
体
的
な
災
厄
か
ら
の
救
抜
が
天
災
・
人
災
 す
べ
て
に
わ
た
っ
て
 
説
 

か
れ
て
い
る
の
も
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
 ょ
う
 な
観
音
の
救
済
力
の
多
面
性
を
 保
証
し
て
い
る
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
観
音
の
三
十
三
身
の
 変
化
作
用
で
あ
る
。
 

煩
 な
い
と
わ
ず
列
挙
す
る
な
ら
、
 

仏
 ・
 辞
 支
 払
 
・
声
聞
 の
 三
聖
 身
 、
梵
王
・
帝
釈
・
自
在
天
・
大
自
在
天
・
天
犬
 将
軍
・
毘
沙
門
の
六
天
 

身
 、
小
 玉
 ・
長
者
・
居
士
・
 
宰
官
 ・
娑
羅
門
の
五
人
身
、
 
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
，
優
婆
夷
の
四
部
衆
 身
 、
長
 老
婦
女
・
居
モ
婦
女
 

軍
官
婦
女
・
娑
羅
門
婦
女
の
四
婦
女
 身
 、
童
男
・
童
女
 の
 二
重
 身
 、
天
・
 龍
 
・
夜
叉
・
 乾
闘
婆
 ・
阿
修
羅
・
迎
接
 羅
 
・
緊
那
羅
・
 摩
喉
羅
 

伽
の
八
部
 身
 、
さ
ら
に
執
金
剛
身
を
加
え
た
三
十
三
の
 変
化
身
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
仏
教
が
考
え
る
 仏
 

天
 
・
 神
 ・
人
の
あ
ら
 

ゆ
る
存
在
階
層
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 観
 昔
 菩
薩
の
も
た
ら
す
 抜
 苦
の
技
が
あ
ら
ゆ
 6
 種
類
の
災
厄
 に
 対
し
て
発
動
さ
れ
る
 

の
に
応
じ
て
、
そ
の
 抜
 苦
を
実
現
す
る
さ
い
の
観
音
の
現
 わ
れ
方
そ
の
も
の
も
、
お
の
お
の
の
災
厄
に
即
し
た
か
 た
ち
を
と
る
と
い
う
わ
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け
で
あ
る
。
 

一
般
に
神
の
救
済
力
が
も
ろ
も
ろ
の
制
約
を
越
え
て
普
遍
 

化
し
て
い
く
場
合
に
は
、
そ
の
神
の
神
格
そ
の
も
の
が
 

次
第
に
固
有
の
属
性
 

を
 失
っ
て
抽
象
化
し
て
い
く
。
そ
れ
を
仮
に
自
然
神
か
ら
 

普
遍
神
へ
の
上
昇
過
程
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
、
そ
こ
 

で
は
 時
間
・
空
間
に
 
規
 

産
 さ
れ
た
個
別
の
具
体
性
は
無
視
さ
れ
る
と
い
う
し
か
 

た
で
越
え
ら
れ
る
ほ
か
は
な
い
 
0
 少
な
く
と
も
ユ
ダ
ヤ
 キ
リ
ス
ト
教
の
神
統
 
の
 

展
開
に
は
、
そ
の
 
ょ
う
 な
上
昇
過
程
が
一
貫
し
て
見
ら
 

れ
る
だ
ろ
う
。
「
隠
れ
た
る
 

神
 」
や
「
無
か
ら
の
創
造
」
 
な
ど
の
観
念
に
、
そ
れ
 

は
 明
ら
か
で
あ
る
。
神
の
救
済
力
は
、
「
万
能
」
で
あ
る
 

た
め
に
個
々
の
具
体
か
ら
脱
し
、
ま
た
神
の
存
在
は
そ
 

の
 「
遍
在
」
を
示
す
た
 

め
に
形
象
を
拒
否
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
上
昇
 

過
程
の
帰
結
が
「
呪
術
か
ら
の
解
放
」
と
い
う
近
代
的
 

思
惟
方
式
で
あ
っ
た
。
 

そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
 
ょ
う
 な
近
代
の
思
惟
の
な
か
に
あ
っ
 
て
は
、
自
然
神
が
保
持
す
る
具
体
性
 

即
 物
性
そ
の
も
の
が
 「
呪
術
の
園
」
の
徴
表
 

で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
少
し
先
ま
わ
り
し
て
言
う
と
す
 

れ
ば
、
す
べ
て
の
神
格
が
、
こ
の
 
ょ
う
 な
上
昇
過
程
に
 よ
っ
て
の
み
自
然
神
 
か
 

ら
 普
遍
神
へ
の
回
路
を
進
む
こ
と
が
可
能
な
の
か
ど
う
 

か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
す
こ
し
結
論
を
留
保
し
て
お
く
 

必
 要
 が
あ
り
そ
う
だ
と
 
ぃ
 

ぅ
 こ
と
で
あ
る
。
言
 
う
 ま
で
も
な
く
そ
の
わ
け
は
、
 
上
 に
 述
べ
た
観
音
の
変
化
身
を
め
ぐ
っ
て
の
救
済
力
の
拡
大
 

と
い
う
事
態
を
念
頭
に
 

お
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
 
0
 地
楡
的
に
い
え
ば
、
遍
在
と
 
万
能
の
神
が
そ
の
上
昇
の
プ
ロ
セ
ス
 

に
 お
い
て
み
ず
か
 
ら
の
肉
体
を
殺
ぎ
落
と
 

し
 、
具
象
か
ら
抽
象
へ
の
減
量
作
戦
を
は
か
る
の
に
 

対
 し
て
、
多
彩
な
変
身
機
能
を
通
じ
て
救
済
力
の
普
遍
性
を
 

目
指
す
神
は
、
み
ず
か
 

 
 

顕
示
し
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
増
殖
し
て
い
く
こ
と
を
 

企
 図
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

刺
 

観
音
の
三
十
三
身
に
つ
い
て
蛇
足
な
が
ら
付
け
加
 

え
て
お
け
ば
、
こ
の
三
十
三
と
い
分
数
字
じ
た
い
も
 

古
 代
 イ
ン
ド
に
お
い
て
「
全
体
」
 

 
 

 
 
 
 

は
な
シ
ソ
 ボ
ラ
イ
ズ
す
る
数
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
仏
教
 

の
 宇
宙
論
に
お
い
て
、
須
弥
山
上
に
拡
が
る
天
界
は
三
 

十
三
天
を
数
え
、
そ
の
そ
れ
 

ょ
観
 

4
W
 
 

さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
観
音
札
所
の
 
ぞ
れ
が
諸
天
の
占
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
 

一
 セ
ッ
ト
 

 
 

 
 



頭 し か と は 三 る 
十
一
面
観
音
 は
 変
化
観
音
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
起
源
 の
 古
い
も
の
で
、
 
造
像
例
 乏
し
て
は
ボ
ン
ベ
イ
近
郊
 ヵ
｜
 ン
ヘ
｜
リ
 石
窟
に
あ
 

四
 費
の
観
音
 像
 に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
 て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
石
像
が
頭
上
に
保
つ
 土
 面
の
配
置
 に
は
特
色
が
あ
り
、
 

面
 ず
っ
が
前
と
左
右
に
縦
に
積
み
重
ね
ら
れ
、
最
上
部
 に
さ
ら
に
一
面
が
載
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
 ぞ
れ
の
面
の
表
情
に
 

、
 後
に
 威
怒
 相
や
寂
静
 相
 、
利
床
上
田
相
な
ど
に
定
型
 化
さ
れ
る
よ
う
な
差
異
も
認
め
ら
れ
な
い
。
 

と
こ
ろ
で
十
一
面
観
音
の
「
十
一
」
と
い
分
数
の
起
源
 ほ
 つ
い
て
は
い
ま
だ
定
説
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
岩
本
 裕
 氏
は
先
の
「
音
問
」
 

同
趣
旨
の
考
え
か
た
に
し
た
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
角
、
 す
な
わ
ち
東
西
南
北
の
四
方
、
東
北
・
東
南
・
西
南
 
西
北
の
四
維
、
そ
れ
 

@
 
㏄
）
 

ら
 上
方
・
下
方
を
合
せ
た
「
十
方
」
と
い
う
呼
称
に
 淵
 瀕
 す
る
と
し
て
い
る
。
「
十
方
の
世
界
」
「
十
方
の
諸
仏
」
 

等
の
用
法
が
よ
く
 示
 

て
い
る
 よ
う
 に
、
「
十
方
」
で
す
べ
て
の
方
向
・
空
間
を
 

あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
列
挙
し
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
 ち
 、
十
一
面
観
音
が
 

上
に
 い
 た
だ
く
土
面
の
意
味
が
十
方
の
そ
れ
に
対
応
す
 る
と
い
う
わ
げ
で
あ
る
。
こ
の
 ょ
う
 に
考
え
ら
れ
る
と
す
 れ
ば
、
先
ほ
ど
観
音
 

と
こ
ろ
で
、
観
音
の
多
様
な
変
身
機
能
を
造
像
の
形
象
 性
 の
な
か
に
明
示
す
る
密
教
系
変
化
観
音
の
う
ち
か
ら
、
 造
形
上
の
具
体
性
を
 

も
ち
、
か
っ
広
範
な
信
仰
者
を
吸
引
し
た
代
表
的
な
事
 何
 と
し
て
、
十
一
面
観
音
と
千
手
観
音
を
挙
げ
る
こ
と
に
 

 
 

観
 土
日
の
こ
の
よ
う
な
救
い
の
広
大
さ
は
、
 
日
 
梁
塵
秘
抄
 口
 養
二
に
収
め
ら
れ
る
法
華
経
二
十
八
品
歌
の
観
音
品
の
 次
の
歌
が
伝
え
る
 

5
%
 、
「
音
問
」
の
全
体
性
と
三
十
三
の
変
身
に
即
し
 て
 理
解
さ
れ
て
い
た
。
 

観
音
書
ひ
し
広
げ
れ
ば
、
普
 き
門
 ょ
り
出
で
た
ま
ひ
、
 一
 
ニ
 ・
十
三
身
に
現
じ
て
 
ぞ
 、
十
九
の
品
に
ぞ
法
を
説
く
 

普
 き
 門
の
嬉
し
き
は
、
教
ふ
る
人
だ
に
無
げ
れ
ど
も
、
 観
 音
大
悲
に
導
か
れ
、
入
ら
ぬ
者
こ
そ
無
か
り
げ
 れ
 

よ
 

-
 
ぬ
 @
 

と
の
意
で
あ
っ
て
、
観
音
の
救
抜
の
技
が
普
遍
的
で
あ
 る
こ
と
を
文
字
通
り
占
星
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

(16 

薩 の 

普門品 と 三十三観 

音信 称さ 

れ 仰 
る が も 

「 派 
普 生 
ドコ し 

し %, Ⅰ   

ぽョ曲 のも、 
耳 と 
か ， も 
日 に   
宕 Ⅰ 字 ） ゴが 0 
の 宙 
原 的 
義 聖 

も、数に 
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」
れ
ま
で
見
て
 
き
 た
よ
う
な
「
変
化
身
」
的
身
体
感
覚
 と
 ほ
お
ょ
そ
 対
照
的
な
も
の
で
）
 

 
 
 
 

柿
 
あ
る
こ
と
は
、
多
言
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
。
死
せ
 る
 「
も
の
」
を
モ
デ
ル
と
す
る
身
体
は
、
そ
も
そ
も
「
 変
 化
」
や
「
増
殖
」
を
許
容
 し
 

 
 

観
な
い
。
そ
の
 ょ
う
 に
近
代
的
な
身
心
関
係
の
も
と
で
 は
 、
一
定
の
「
延
長
」
を
持
ち
、
他
の
「
も
の
」
か
ら
 侵
入
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
 空
 
5
 

 
 

淋
 
い
し
て
い
つ
も
劣
位
に
置
か
れ
て
ぎ
た
と
い
う
の
 

 
 

) カ 

を
 属
性
と
す
る
身
体
に
た
い
し
て
つ
ね
に
優
位
性
を
た
 も
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
身
体
は
そ
の
 よ
う
な
精
神
や
神
に
た
 

よ の た 
う 全 こ 総 「 
と 体 と じ の三 十三身ともまンボラ 界を包 、三 ち 

、 に は て ィ た が 台 十 千 

そ生 れ合い近 、 「 
は な ま 代 

四 ズ明 す自存 全し三三 て 身身 
る で 在 活 が 」 

こ 注 さ 」   
0 さす青芽 人らの の う し る の ぃ 
い る う 体 
あ の ま 観 て述 蓮華 。青 十 観音 る拝 

ま は で が ; や ぅ 一 の 在 べ 

り 、 も デ 、 ま 面 救 階 て 
間 男， な ヵ 多 で が 済 層 お 
題 体 い か 様 も 全 力 に い 

で、 と 。 ト な な 世 の し た 
は は そ 的 焚 く 界 指 た こ 
な 別 こ な 厄 そ を 標 が と 
い の で 身 か の 表 で っ が 

。 原 は 心 ら わ わ あ た そ 
要 理 身 二 人 げ す る 観 の 
は で 体 元 

、 あ は 論   
教 子 る え 出 こ 

抜 手 と ら 現 の 規制 「延長」っこ。 原理的 に 甘 

され を その Vt こ ま 様式を するた 「十一 観音 像 千 き、 れる。 
め の 手 そ 総 面 
の 参 観 し 称 」 

武宥昔 器のの てしに 、 た っ 

な そ 千 い も い 
ど れ 手 さ の て 
さ ぞ が さ で も 

持 れ 観 か あ 妥   物 が 音 図 る 当 
と 、 抜 式 と す 
し 大 昔 約 す る 

て 持の全 地のにれこ 整 ばと   っ 豊 穣 理   り @ し 

て 穣 能 し 十 な 
い と を て 一 る として 神 」 「 」 神 「 集合体   
ら の し ら す ぅ 

で 慈 て な べ 。 
あ 恋 い り て す   る な る 、 の た 

」 れ そ ぎ 。 シ こ 三 世 わ 



あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
上
に
見
て
ぎ
た
わ
れ
わ
れ
の
視
点
か
ら
す
る
 と
き
 、
こ
こ
で
特
に
注
意
を
払
っ
て
お
ぎ
た
い
の
は
、
「
 な
る
」
論
理
が
植
物
 

ぬ
 生
の
発
芽
・
生
長
・
増
殖
を
イ
メ
ー
ジ
的
な
原
基
 と
 し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
 、
 「
な
る
」
に
は
 「
 づ
 く
る
」
が
内
包
 
し
 

て
い
る
創
造
の
「
目
的
意
識
」
が
徹
底
的
に
欠
如
し
て
い
 る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
代
か
ら
継
承
さ
れ
た
日
本
 の
カ
ミ
マ
ツ
リ
 の
中
核
 

を
な
す
「
 ミ
 ア
レ
」
の
神
事
但
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
 ヵ
ミ
 の
新
た
な
る
誕
生
が
演
じ
ら
れ
る
祝
祭
の
儀
礼
は
 、
「
生
む
」
「
生
ま
れ
る
」
 

間
を
占
有
す
る
も
の
と
し
て
の
み
、
身
体
は
存
在
し
え
 

た
の
で
あ
る
。
 

か
つ
て
丸
山
真
男
氏
は
日
本
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
特
性
 

を
 
論
ず
る
さ
い
に
、
世
界
の
諸
神
話
群
の
創
成
説
に
底
 

流
す
る
三
つ
の
基
本
 

-
 
り
 
@
 
）
 

動
詞
「
つ
く
る
」
「
 

う
ち
 

」
「
な
る
し
を
抽
出
し
た
。
「
 

つ
 
く
る
」
と
い
う
こ
と
は
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
る
コ
ス
モ
 

コ
ニ
ー
が
ユ
ダ
ヤ
・
 

キ
 

リ
ス
ト
 

教
 
的
な
世
界
創
造
神
話
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
 

あ
る
の
は
言
 

う
 
ま
で
も
な
く
、
そ
こ
で
は
「
つ
く
る
」
 

論
理
が
純
粋
化
さ
れ
れ
 

 
 

 
 

 
 

う
に
い
た
る
。
い
っ
ぱ
 

う
 
記
紀
神
話
を
中
心
と
す
る
日
本
 

神
話
の
 

コ
ス
ゴ
 

モ
ニ
カ
 

ケ
 
な
発
想
の
型
は
、
ウ
マ
 

シ
ア
 

シ
カ
 

ビ
ヒ
コ
ジ
 

の
草
莱
 

が
 
萌
え
あ
が
る
姿
に
よ
っ
て
典
型
化
さ
れ
る
 

ょ
 
り
に
、
 

有
 
機
物
の
お
の
ず
か
ら
な
る
発
芽
・
生
長
・
増
殖
の
 

ィ
メ
 

l
 
ジ
を
 

墓
に
し
た
「
 

な
 

る
 
」
「
な
り
ゆ
く
」
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
生
長
 

生
成
の
霊
力
で
あ
る
「
ム
ス
 

ヒ
 
」
を
背
景
に
し
て
不
断
 

の
 
連
続
 

牲
が
 

前
面
に
出
 

 
 

 
 

 
 

る
 
」
「
生
る
」
に
読
み
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
う
ち
 

に
 
、
日
本
に
お
け
る
「
な
る
」
発
想
の
絶
対
的
な
優
位
 

性
 
が
見
て
と
れ
る
の
で
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観音信仰 と目 

ス ラ 長   
白 州 殖 
然 で す 
） あ る 
が る も 

、 う の 

とし 非定 と、 
型 す て 
で べ の 

無 て 自 

限 こ 然 
定 の で   

な よ る 

る、 生長うに 

・ し と 
増 て い 

殖 「 ぅ 

な くりと なこ 
り の も 

か く で 
え 白 き 
す 然 る 

の 」 。 

み な そ 
で の の 

あ で と 

る あ き 

。 6 世 
せ 。 界 
ん そ と 
じ こ 万 
つ に 物 
め お の 
ね い い 

ば て っ 

" は さ 
日 " い 

本 変 は 
  に 転   

お き そ 
け わ れ 
る ま が 
「 0 人 
お な 間 
  の い で 
ず 力 あ 
か オ ろ 
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分
節
化
さ
れ
た
自
然
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
後
者
は
 

、
な
ん
の
意
味
も
法
則
 
牲
も
 

木
内
在
す
る
こ
と
の
な
い
、
所
与
と
し
て
の
自
然
で
 

あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
何
も
の
か
ら
も
限
定
さ
れ
る
こ
と
 

な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
 
生
 

と
い
う
能
動
・
受
動
の
関
係
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
も
 の
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
お
の
ず
か
ら
な
る
「
 ミ
 ア
 ン
 」
を
め
ぐ
っ
て
お
こ
 た
 

 
 

は
い
っ
さ
い
の
「
作
為
」
「
目
的
意
識
」
の
対
極
に
 位
 宣
 し
た
も
の
で
あ
っ
た
 

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

こ
の
よ
う
に
「
つ
く
る
」
「
つ
く
ら
れ
る
 
円
 「
生
む
」
「
 
生
 ま
れ
る
」
の
よ
う
な
二
元
的
な
 範
 型
か
ら
も
っ
と
も
 遠
 く
 離
れ
た
「
な
る
」
 

の
場
合
に
お
い
て
は
、
例
の
「
精
神
」
と
「
身
体
」
の
 乖
 離
な
ど
原
理
的
に
生
じ
よ
う
が
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
 こ
と
も
明
ら
か
で
あ
 

る
 。
む
し
ろ
そ
こ
で
支
配
的
な
も
の
は
、
「
作
為
」
と
も
 「
目
的
」
と
も
無
縁
な
、
「
無
限
定
の
生
長
・
増
殖
」
の
 
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
 

穀
物
に
し
て
も
、
と
も
に
こ
の
「
無
限
定
の
生
長
・
 増
 

黄
泉
国
で
の
イ
ザ
ナ
 ミ
 の
屍
体
の
各
 処
に
 生
る
雷
の
数
 殖

 」
の
所
産
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、
神
話
学
上
ハ
ィ
 

々
も
、
ま
た
 ス
サ
 ノ
 ブ
 に
殺
さ
れ
た
 オ
ホ
ゲ
ッ
ヒ
メ
 の
 身
 体
 に
化
生
す
る
各
種
の
 

ヌ
ヴ
ヱ
レ
型
 と
総
称
さ
 

れ
る
こ
の
穀
物
起
源
神
話
 や
 、
巨
人
の
屍
体
か
ら
世
界
 が
 発
生
し
た
と
説
く
中
国
の
盤
古
神
話
の
ご
と
 ぎ
 も
の
が
 、
と
も
に
、
こ
の
世
界
 

と
 万
物
の
「
意
味
」
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
沈
黙
し
て
 い
る
と
い
う
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
こ
う
。
つ
ま
り
、
「
 づ
 く
る
」
主
体
が
不
在
 

な
ま
ま
に
生
成
も
し
く
は
増
殖
し
た
だ
け
の
こ
の
世
界
 と
 万
物
は
、
特
定
の
「
意
味
」
を
持
た
な
い
も
の
、
も
し
 く
は
「
意
味
」
以
前
の
 

な
に
も
の
か
で
あ
る
。
 

こ
こ
に
、
「
つ
く
ら
れ
た
自
然
」
と
「
な
っ
た
自
然
」
と
 の
 決
定
的
な
対
照
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 前
者
が
、
な
に
も
 



在
す
る
摂
食
可
能
な
 身
 ・
 実
 
（
 ミ
 ）
と
の
あ
い
だ
に
 同
 質
 性
を
感
じ
と
る
ア
ン
テ
ナ
が
 秘
 か
に
埋
め
こ
ま
れ
て
い
 た
ら
し
い
と
い
 

で
あ
る
。
食
べ
た
も
の
が
身
に
な
り
、
ま
た
身
に
な
る
も
 の
を
選
ん
で
食
べ
る
と
い
う
自
然
な
感
覚
は
、
現
在
の
 人
為
的
で
劣
悪
 

事
情
に
慣
ら
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
少
な
か
ら
 ず
 異
質
な
感
覚
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
 つ
 い
 先
 ご
ろ
ま
で
わ
れ
 

祖
先
た
ち
が
確
か
に
保
持
し
て
い
た
食
物
に
た
い
す
る
 敬
虔
な
る
感
情
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

こ
の
 ょ
う
 に
考
え
て
み
る
と
き
に
は
、
「
身
体
」
が
「
 
延
 長
 」
を
属
性
と
す
る
一
つ
の
空
間
占
有
物
で
あ
る
と
の
 近
 代
的
 認
識
 

ち
ど
こ
ろ
に
そ
の
有
効
性
を
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
 身
 体
 と
は
ま
さ
に
、
そ
の
場
そ
の
場
に
お
け
る
摂
食
行
為
 の
 つ
み
か
さ
ね
 

て
 維
持
さ
れ
て
い
る
「
生
成
・
増
殖
」
の
作
用
で
あ
り
、
 そ
れ
は
く
だ
も
の
や
草
木
の
ご
と
き
植
物
的
生
命
の
生
 長
 ，
増
殖
、
 ま
 

獣
 の
ご
と
ぎ
動
物
的
生
命
の
生
長
・
増
殖
と
密
接
に
連
 勤
 し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

ぅ
 こ
と
 

は
食
品
 

わ
れ
の
 

は
、
た
 

に
よ
っ
 

た
 魚
や
 

(170) 60 

こ い 人 は れ ろ 
と @ 間 と 居 、 た 」 
に 魚 が こ 

な の 会 ろ 
る 鼻 用 で、 

い の神 「 にし 

ほ 性 て 

五 
つ 。 （に , 供田 益 か 広のあ 」「 
ま ） す 勝 範 響 り 

た き の 実氏 り、 や 猪 るも 部 で   ま 
古 や の の 分 あ ま 

吠 鹿 、 卓 は っ 」 
以 の つ 抜 ま た な 
来 身 ま な て ・ 0 る 

影 こ 自、 着眼 の日 （ 、、、 り、 響 れ 然、 
本 ） く に な な と 

大 で だ ょ お 日 は 
め る も れ よ 木   
身 ろ の ば宛 ひ き 的 こ 

体 う の ト し 自 の 
て 然 よ   い 観 ぅ 

る の な 
の ア 無 日本の の深部 それら （ ） 、、、 で ・ ニ @ 

に す で ァ 

は べ あ か 
あ ミ 定 
る ズ で・ 

、 て る ヵ 。 ム 愛 

み の う ィ 約 転 
ず 「 と ス た き 
か ミ ホ ム 形 わ 

態 ま にあ らの 」（ 身 実 の て， り 身 イ n 入 '" あ な 

体実 な ））は ，て る い 

と カ 

し オ 
て ス   差 そ 
し の 

文 も 

え の   
は の 

な う 

か ち 
ろ は 
ぅ 嗅 
が ;  ぎ 

" つ 
そ げ   ね ら   



観音信仰と日本の 力ミ 

のの こ 

で、   
@5 化の葬物によ活の思復活しの転生 物のな のよう を自然 である 体感覚 になる 大 っこ 。 ） 「 

願 う 想 る 法 な の       
聖 る と 防 を 努 腐 本 身 

久、 し 

で と 深 腐 兵 力 敗 稿 体 
あ い く 処 型 を 過 の 観   
も " 念し臓 でて 器 まて " しらかく 防 らか 
ま あ い 摘 た 自 謹 み か 
た る る 出 力 然 し る わ 
最     な ト の て と る   
審 が 今 よ ク   ぎ 葬 と 

判 古 さ る の 解 る 法 し て 注意 言うの日に 代ェジち 遺体保 聖者た 体過程 だけ長 にあら 

判 プ ま 序 ち に 期 わ さ 

定 ト で の の ま 間 れ れ 
さ に も 市 道 か 、 た る 
れ お な 法 体 す 完 骨 の 
る け い で に か 全 体 は 

、人 ある肉体るよ 死 - あ @ たし の 、 ァカ ょ、 観念 

の う 者 。 し 相 た を 間 
ま に は こ て 達 ち 整 の 
ま 、 生 の し で で 理 死     
括 り 値 な ば 。 の う 身 
神 ス 性 葬 ほ 前 姿 え 体 
話 の と 法 ど 音 形 で   の   
ぅ 神 を 後 れ 法 と と 方 

と っ 持 れ     
っ て し る 煮 フ   る 点、 ち も も 
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こ
れ
は
実
に
生
態
学
的
志
向
に
み
ち
た
身
体
感
覚
で
あ
る
 。
み
ず
か
ら
の
身
体
と
、
外
界
 

す
る
こ
と
で
成
り
た
っ
て
い
る
こ
の
身
体
感
覚
は
 、
そ
 れ
ら
相
互
を
循
環
す
る
「
ち
か
ら
」
 

す
が
 ね
ち
、
く
だ
も
の
の
実
は
や
が
て
獣
の
身
と
な
り
、
 そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
人
間
の
身
体
を
 

も
 朽
ち
果
て
て
上
に
帰
る
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
の
身
体
 は
か
た
ち
を
か
え
て
再
び
草
や
木
の
 

し
た
生
命
 ヱ
 ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
構
造
そ
の
も
の
が
、
「
 な
 っ
た
 自
然
」
「
な
り
ゆ
く
自
然
」
の
 

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
 0
 そ
し
て
こ
の
よ
う
な
循
環
構
造
 そ
の
も
の
を
支
え
て
い
る
の
が
、
 0

 具
体
的
生
命
と
の
始
源
の
連
続
性
を
直
感
 

へ
の
信
頼
を
も
含
み
も
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
 

か
た
ち
づ
く
る
、
し
か
し
、
い
つ
し
か
そ
れ
 

実
 へ
と
変
容
，
転
生
す
る
の
だ
。
こ
う
 

具
体
的
な
あ
り
よ
う
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
 

 
 

な
り
、
な
り
ゆ
く
自
然
の
根
元
に
ほ
た
ら
く
 



り
が
な
い
。
 

そ
れ
に
た
い
し
て
一
方
の
、
遺
体
の
腐
敗
・
解
体
を
人
 為
 的
に
阻
止
す
る
こ
と
な
く
、
身
体
を
「
自
然
」
に
還
元
 し
ょ
う
と
す
る
葬
法
 

が
 、
風
葬
や
遺
棄
 葬
 、
あ
る
い
は
水
葬
・
土
葬
だ
と
 ぃ
 

体
か
ら
種
々
の
穀
物
が
化
生
し
、
あ
る
い
は
 ス
サ
ノ
ヲ
 ぅ

 こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
葬
法
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
 

の
 身
体
の
一
部
で
あ
る
 髪
髭
 、
胸
毛
、
尻
毛
、
眉
毛
の
そ
 身

体
は
 、
 徐
々
に
腐
敗
 

れ
ぞ
れ
が
か
た
ち
を
 変
 

し
 解
体
し
て
い
く
過
程
で
生
前
の
個
性
を
稀
薄
に
し
、
 や
 が
て
は
大
気
や
水
や
土
と
同
化
す
る
こ
と
で
完
全
な
形
 態
的
 変
容
を
と
げ
る
こ
 

と
に
な
る
 0
 火
葬
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
こ
の
 ょ
ぅ
 な
 四
大
と
し
て
の
自
然
（
 地
 
，
 水 
・
 火
 ・
 風
 ）
へ
の
 変
 容
の
 プ
ロ
セ
ス
を
焼
却
 

と
い
う
人
為
的
手
段
に
よ
っ
て
時
間
的
に
短
縮
さ
せ
よ
 ぅ
 と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
個
体
と
し
て
の
身
体
を
自
然
 物
 へ
と
還
元
す
る
葬
法
 

で
あ
る
点
で
他
の
も
の
と
い
さ
さ
か
も
ち
が
い
は
な
い
。
 生
前
の
お
の
お
の
の
個
人
は
、
こ
れ
ら
の
葬
法
を
通
じ
 て
 各
自
の
外
形
的
な
 身
 

体
 の
諸
特
徴
を
失
 う
 だ
け
で
な
く
、
個
別
の
性
格
・
 人
 格
 を
も
失
っ
て
自
然
物
一
般
へ
と
変
貌
す
る
こ
と
に
な
る
 0
 こ
の
よ
う
に
、
み
ず
 

か
ら
の
身
体
を
保
存
し
、
固
定
化
し
よ
う
と
す
る
欲
求
を
 ほ
と
ん
ど
持
た
ず
、
逆
に
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
速
や
か
 に
 自
然
の
な
か
へ
解
体
 

・
放
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
感
覚
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
 よ
り
な
じ
み
や
す
Ⅱ
 
リ
も
か
り
 
で
あ
る
 @
 
Ⅰ
と
は
舌
口
 
ぅ
 ま
で
も
 な
い
 0
 そ
れ
に
た
い
し
 

て
 、
み
ず
か
ら
の
身
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
物
理
的
処
置
を
ほ
 ど
こ
し
て
外
形
的
固
定
化
を
め
ざ
す
志
向
は
 、
 「
・
無
常
」
 
で
あ
る
べ
き
生
命
と
 

し
て
の
世
界
が
相
互
に
融
合
し
あ
い
循
環
し
あ
っ
て
一
つ
 

 
 

の
 生
命
サ
イ
ク
ル
を
形
成
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
感
 

抑
 -
 

寛
 が
強
力
に
存
在
し
て
 

身
体
に
た
い
す
る
 徒
 ら
な
「
 報
 わ
れ
」
「
迷
 い
 」
で
あ
る
 と
 映
る
よ
 う
 で
あ
る
。
 

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
 き
 、
古
代
以
来
の
日
本
的
思
惟
の
 な
か
に
、
い
わ
ば
「
内
な
る
自
然
」
と
し
て
の
身
体
と
 
「
 
外
 な
る
自
然
」
と
 

い
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
驚
か
さ
れ
る
 0
 た
と
え
ば
死
者
 の
 霊
を
山
の
頂
き
に
か
か
る
雲
の
な
か
に
見
、
あ
る
い
 は
 天
空
遥
か
を
飛
び
 去
 

る
 白
鳥
の
な
か
に
見
る
心
性
が
 、
 「
た
ま
」
（
Ⅱ
た
ま
し
 ひ
 ）
の
変
容
の
視
覚
的
表
現
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
っ
ぽ
 ラ
オ
 ホ
ゲ
ッ
ヒ
メ
 
の
 花
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て
も
、
期
待
さ
れ
る
死
後
の
再
生
の
あ
り
さ
ま
が
現
世
で
 

0
 個
体
的
生
命
と
直
線
的
に
連
続
す
る
も
の
と
さ
れ
て
 

い
た
と
い
う
点
で
は
 

変
 
2
6
 



観
な
い
に
し
て
も
、
観
音
信
仰
の
日
本
に
お
け
る
 

独
佗
 

離
 的
で
両
性
具
有
的
な
身
体
表
現
に
よ
っ
て
こ
そ
 
し
て
一
神
教
的
昇
華
に
よ
る
「
呪
術
か
ら
の
解
放
 

成
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

日本の 力ミ 

存 
先   
に 共 
も 生 
述 関 
べ 係 
た へ 

よ の 
ラ ア 
は か 
  
@ 」 イ 
の ッ 

よ ク 

直 た な う 

情 感 
神 が 
史 夫 
的 き 

沈 く 

れ 件 
の 用 
な し 
か て 
に い 

あ た 

はずだ って は と 
白 い 
然 う 

神 こ 

か と 

ら で， 
普 あ （ 

逼 る⑥ 神 
へ 
の 

上 
昇 

純 
ィヒ 

の 

過 
程 
サま 

決 

 
 

じ
て
 杉
 、
 檜
 、
破
、
 椴
 樟
な
ど
の
樹
木
に
な
っ
た
と
い
う
 伝
承
（
「
日
本
書
紀
 L
 一
書
の
五
）
が
 、
 「
か
ら
」
（
Ⅱ
 
か
ら
だ
）
と
外
的
自
然
 

（
 
盤
 u
 
）
 

と
の
同
質
牲
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
 、
古
代
日
本
に
お
け
る
原
初
的
身
心
二
元
論
で
あ
る
か
 の
よ
う
に
見
な
さ
れ
が
 

ち
な
「
た
ま
し
と
「
か
ら
」
と
の
関
係
は
、
た
し
か
に
 一
 方
で
は
「
遊
離
魂
」
思
想
を
導
ぎ
だ
す
よ
う
な
、
霊
魂
 を
そ
の
中
に
入
れ
る
だ
 

げ
の
虚
ろ
な
容
器
と
し
て
の
身
体
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
 身
体
観
を
帰
結
さ
せ
は
す
る
が
、
さ
ら
に
一
面
で
は
、
 「
た
ま
」
と
「
か
ら
」
 

と
が
等
し
く
そ
の
構
成
原
理
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
な
り
 ゆ
く
自
然
」
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
も
あ
っ
て
、
単
純
 な
 身
心
二
元
論
で
理
解
 

す
る
わ
げ
に
は
 い
 か
な
く
な
る
。
す
な
 ね
 ち
、
生
成
・
 変
 容
 す
る
自
然
の
原
理
 は
 「
た
ま
」
と
「
か
ら
」
双
方
を
 つ
ら
ぬ
い
て
作
動
し
て
 

い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
「
た
ま
」
と
「
か
ら
」
と
の
あ
 い
 た
 で
と
り
結
ば
れ
る
複
雑
玄
妙
な
関
係
に
よ
っ
て
 、
 自
然
の
生
成
・
増
殖
 作
 

用
も
初
め
て
顕
現
し
・
て
く
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
 

本
稿
の
主
題
で
あ
る
観
音
信
仰
の
日
本
的
受
容
に
つ
い
 て
も
、
と
く
に
こ
の
よ
う
な
自
然
 観
 ・
身
体
観
の
奥
深
い
 作
用
の
な
か
で
展
開
 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
た
と
え
ば
 長
谷
寺
の
十
一
面
観
音
信
仰
が
、
古
代
泊
瀬
を
め
ぐ
る
 自
然
神
崇
拝
、
大
地
と
 

岩
 に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
豊
穣
の
女
神
信
仰
と
い
う
 久
 し
い
来
歴
の
う
え
に
積
み
重
な
る
よ
う
に
し
て
、
新
た
な
 形
象
性
 と
呪
 的
な
力
 能
 

を
 そ
な
え
て
登
場
し
て
き
た
背
景
に
は
、
右
に
見
て
き
 た
よ
う
な
自
然
の
無
限
定
な
生
成
 力
 ・
増
殖
力
へ
の
信
仰
 が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
 

と
く
に
そ
れ
が
十
一
面
観
音
と
い
う
変
化
身
的
多
様
性
 を
 特
質
と
し
た
事
情
の
う
ち
に
は
、
身
体
（
 丁
 二
）
が
 持
 っ
て
い
る
自
然
と
の
 共
 



註
 

（
 1
 ）
夢
は
他
界
か
ら
こ
の
世
に
送
ら
れ
て
く
る
「
信
号
」
で
 
あ
っ
て
、
そ
の
「
信
号
」
の
情
感
性
は
、
一
人
が
見
た
夢
よ
り
 も
 、
複
数
の
人
間
が
同
一
 

の
 内
容
の
夢
を
見
た
場
合
の
ほ
う
が
、
は
る
か
に
高
い
と
さ
れ
 た
 
（
西
郷
信
 綱
 「
夢
を
信
じ
た
人
々
」
 
門
 古
代
人
と
夢
 ヒ
 所
収
）
  
 

（
 2
 ）
西
郷
信
 綱
 「
長
谷
寺
の
夢
」
 尖
 古
代
人
と
夢
 ヒ
 所
収
）
 

参
照
。
 

（
 3
 ）
「
三
宝
絵
詞
」
の
叙
述
は
以
下
の
 ょ
ぅ
 で
あ
る
。
 

「
 徳
道
 が
ゆ
め
に
 
神
 あ
り
て
、
北
の
み
ね
を
さ
し
て
い
は
 く
、
か
 し
こ
の
土
の
し
た
に
大
な
る
い
は
ほ
あ
り
。
あ
ら
は
し
て
此
の
 観
音
を
立
た
て
 

ま
つ
 れ
 と
ぃ
 ふ
と
み
る
。
さ
め
て
後
に
掘
れ
ば
有
り
。
弘
さ
 長
 さ
ひ
と
し
く
八
尺
な
り
。
面
 平
 か
な
る
事
た
な
心
の
ご
と
し
。
 

そ
れ
に
立
た
て
ま
 つ
 

れ
り
ピ
 

（
 4
 ）
一
般
的
に
は
観
音
 像
で
 錫
杖
を
持
物
と
す
る
の
は
千
手
 観
音
で
あ
る
。
な
お
長
谷
寺
十
一
面
観
音
は
、
天
慶
七
年
（
 九
 口
四
）
の
長
谷
寺
焼
失
 以
 

来
、
数
次
に
わ
た
る
火
災
、
洪
水
の
た
び
ご
と
に
 造
像
 さ
れ
、
 現
存
の
も
の
は
天
文
七
年
二
五
三
八
）
製
作
と
さ
れ
て
い
る
 
。
ち
な
み
に
大
和
 長
 

谷
 寺
本
尊
 と
同
 木
の
十
一
面
観
音
と
称
す
る
鎌
倉
長
谷
寺
の
本
 尊
も
 、
 同
じ
く
右
手
に
錫
杖
を
も
っ
て
い
る
。
 

ま
た
こ
の
長
谷
寺
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て
は
、
鶴
岡
静
夫
氏
が
 、
 護
国
寺
本
「
諸
手
縁
起
案
二
所
載
の
縁
起
文
か
ら
「
 水
 長
谷
寺
 」
の
存
在
を
推
定
 

し
 、
そ
の
始
源
の
形
態
を
「
洞
窟
寺
院
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
 る
 
（
「
古
代
寺
院
の
成
立
と
展
開
口
）
。
 

（
 5
 ）
良
弁
僧
正
に
よ
る
開
創
縁
起
は
「
東
大
寺
要
録
 
ヒ
 「
三
宝
 絵
詞
 レ
 「
 ム
 「
昔
物
語
集
」
「
石
山
寺
縁
起
し
な
ど
多
く
に
伝
え
 

も
 ね
 、
 ほ
ば
 内
容
を
等
し
 

く
し
て
い
る
。
 

ま
た
日
石
山
寺
縁
起
 ヒ
は
 次
の
よ
う
な
別
伝
を
伝
え
て
い
る
。
 

「
古
老
の
伝
 云
 。
天
智
天
皇
の
御
宇
、
此
の
山
に
あ
た
り
て
 紫
垂
 君
 常
に
か
か
れ
 り
 。
天
皇
あ
や
し
み
て
勅
使
を
つ
か
は
し
て
み
せ
 ら
れ
げ
る
所
、
 

山
の
半
腹
に
八
葉
の
巌
 

@
 、
 @
@
 石
 
、
 あ
り
。
吾
妻
 そ
ひ
 ぎ
く
た
り
て
帯
を
 な
せ
り
。
誠
に
大
聖
 垂
 跡
の
勝
地
な
り
と
い
へ
り
。
（
後
略
）
」
 

（
傍
点
引
用
者
）
 

（
 6
 ）
石
山
寺
本
堂
が
、
本
堂
内
陣
を
自
然
石
の
上
に
位
置
さ
 
せ
る
よ
 う
 に
建
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
 懸
 造
り
と
な
 っ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
 知
 

  
ぅ 信 仰 を こと 

だ 吸 
げ 収 
は し 
確 て 
か い 
で、 っ 

あ た 
る 事 

。 情 
の 

重 
要 
な 

側面 

が 

本 
稿 
で   
述 
べ 
ナ - Ⅰ 

よ 

ハ ケ ツ 

な 
自 

総観 

身 
体 
観 
  
な 
か 
か 
ら 

探 

りあ 

て 

ら 

れ 
そ 

ヘノ @ 
だ し 

と 
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を
 中
心
に
各
地
の
聖
処
を
席
捲
し
て
い
き
、
さ
ら
に
そ
 0
 
具
象
的
イ
メ
ー
ジ
が
豊
満
で
変
現
自
在
な
身
体
性
を
前
 面
 に
お
し
た
て
て
幅
広
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高
め
る
の
で
あ
る
。
」
（
丸
山
、
前
掲
 
稿
 ）
 

ョ
 
日
本
書
紀
し
に
お
い
て
「
天
皇
 之
徳
 」
が
「
す
め
ら
み
こ
と
の
 い
き
 ほ
ひ
 」
と
訓
じ
ら
れ
る
と
き
、
そ
こ
で
意
識
さ
れ
て
い
た
 も
の
は
、
お
そ
 

ら
く
そ
の
よ
う
な
「
生
長
・
増
殖
，
活
動
」
の
う
ち
に
秘
め
ら
 れ
て
い
る
「
お
の
ず
か
ら
」
に
し
て
「
あ
り
の
ま
ま
」
な
る
「
 自
然
の
神
性
」
で
も
 

に
 、
生
長
・
増
殖
・
活
動
の
 
タ
 で
あ
る
い
は
 
ヒ
 （
圭
一
正
力
）
へ
の
 

信
仰
を
媒
介
と
し
て
 ョ
 
な
る
 ヒ
 の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
連
動
し
 
、
一
 層
 そ
の
価
値
序
列
を
 

基
礎
と
し
て
い
る
と
言
 う
 。
 

「
こ
の
よ
う
な
日
い
 き
ほ
ひ
ロ
 の
観
念
は
呵
み
た
 さ
 の
 ふ
ゆ
ヒ
 （
 
神
霊
・
霊
威
・
恩
頼
）
と
い
う
あ
の
き
わ
め
て
象
徴
的
な
表
現
 に
 示
さ
れ
る
よ
 う
 

（ 銭レ （ 一め ） 2 （ ） 4 （㌍） 

（㎎） （ れ ） （㏄） （ ） ば 

秘 て 

  " 巨 

正時 場 @ 
の 
本 
尊 
の 

類 
  
ま @ ） 

千 

と 
手 
十   
/ ヘ 

十   
面 
と 

攻口 

意輸 

が @ 

冬山 / Ⅹ 

聖 

観立     
  

おい 校目 に し ） 不 
空 
絹 

「 
索、 

准 

提、 

馬頭 

が 

各   
と 

な     
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観音信仰 と 日
 
本の 

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
 

（
。
 

0
 ）
深
作
光
貞
で
、
イ
ラ
文
化
き
ぬ
 
J
 、
 鯖
 日
豊
 之
 
ヨ
生
と
死
の
 思
想
 b
 参
照
。
 

（
 幻
 ）
現
代
の
先
進
社
会
の
な
か
で
日
本
人
だ
け
が
、
内
臓
移
 
植
な
ど
の
た
め
の
臓
器
提
供
に
か
ん
し
て
根
強
い
心
理
的
抵
抗
 を
 持
つ
と
言
わ
れ
、
そ
の
 

理
由
が
死
体
に
た
い
す
る
稔
れ
の
観
念
や
、
死
者
の
霊
へ
の
 恐
 怖
 に
帰
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
私
見
に
よ
れ
ば
、
多
く
 の
 日
本
人
は
、
日
本
 

人
 に
固
有
の
生
命
感
覚
か
ら
見
て
、
他
人
の
臓
器
を
切
り
と
っ
 て
ま
で
み
ず
か
ら
の
「
無
常
」
な
る
生
を
延
長
さ
せ
よ
う
と
す
 る
の
は
心
の
「
迷
い
」
 

や
 
「
お
ろ
か
し
さ
し
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
「
迷
い
」
を
解
消
 す
る
こ
と
な
く
、
臓
器
移
植
に
よ
っ
て
安
易
に
生
命
を
延
長
さ
 せ
る
の
は
、
か
え
っ
 

て
そ
の
「
迷
い
」
に
 よ
 り
深
く
と
ら
わ
れ
さ
せ
て
し
ま
う
と
 考
 え
る
か
ら
で
あ
る
。
 

（
 0
0
 
）
自
己
の
身
体
の
大
き
さ
が
、
み
ず
か
ら
の
前
世
で
の
 
善
 業
の
量
を
そ
の
ま
ま
正
確
に
反
映
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
興
味
 あ
る
見
方
を
、
「
日
本
 霊
 

異
記
ヒ
 
0
 編
者
貴
戚
 が
 表
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
多
分
に
仏
教
 的
な
教
義
に
影
響
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
わ
れ
 わ
れ
の
身
体
が
何
も
 

の
か
外
在
す
る
も
の
の
対
応
物
で
あ
る
と
い
う
感
覚
は
 、
 言
い
 換
え
れ
ば
、
 、
 
、
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
Ⅱ
身
体
と
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
の
 対
 応
 関
係
に
つ
い
て
の
 

感
覚
は
、
仏
教
以
前
の
日
本
人
に
通
有
の
身
体
感
覚
で
あ
っ
た
 ら
し
い
。
な
お
 景
 戒
の
右
の
考
え
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
貴
戚
 0
 回
心
と
日
日
本
書
 

異
 -
 
記
ヒ
 （
日
文
学
 
b
 四
八
巻
一
号
）
参
照
。
 

（
㏄
）
こ
の
よ
う
な
身
体
感
覚
を
背
景
に
し
て
考
え
る
と
き
、
 伝
統
的
に
日
本
の
 力
、
、
、
は
 

形
象
化
を
拒
否
す
る
「
見
え
な
い
」
 神
 で
あ
り
、
そ
れ
が
仏
教
 

と
 仏
像
の
伝
来
に
よ
っ
て
外
在
的
な
刺
激
を
こ
 う
 な
り
、
神
祇
 

祭
祀
者
の
側
が
仏
教
と
の
対
抗
上
、
神
像
の
製
作
を
認
容
し
た
 

の
だ
と
す
る
一
般
的
 

理
解
は
、
若
干
修
正
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
 つ
 ま
 り
 、
日
本
の
カ
ミ
の
身
体
的
表
象
は
、
た
と
え
ば
ユ
ダ
ヤ
・
 キ
 リ
ス
ト
教
の
神
の
場
 

合
 の
よ
う
に
決
し
て
原
理
的
・
神
学
的
に
拒
否
さ
れ
て
い
た
わ
 げ
で
は
な
く
、
た
だ
固
定
し
た
姿
形
や
特
定
の
儀
軌
に
よ
っ
て
 は
 形
象
化
き
れ
に
く
 

い
、
変
容
・
増
殖
の
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
た
め
に
 
一
見
「
見
え
な
い
 
枠
 」
と
い
う
様
相
を
呈
し
た
に
す
ぎ
な
い
 の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
 

う
 。
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鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
た
ち
の
な
か
に
お
い
て
、
影
響
力
 の
 大
き
さ
か
ら
い
っ
て
法
然
は
特
別
な
位
置
を
占
め
て
い
 る
 よ
 う
 に
み
え
る
。
 

そ
れ
は
彼
の
影
響
が
親
鸞
、
一
遍
と
い
っ
た
浄
土
教
 糸
 の
 系
譜
に
つ
ら
な
る
祖
師
た
ち
に
及
ん
だ
だ
け
で
は
な
く
 、
法
然
を
誹
議
し
た
 道
 

（
 
l
l
 
）
 

元
 、
日
蓮
と
い
っ
た
祖
師
た
ち
の
思
想
の
基
本
的
部
分
 に
も
及
ん
で
 
い
 た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
を
考
慮
に
 い
れ
る
と
、
法
然
は
浄
 

土
 宗
と
い
う
一
宗
派
の
開
祖
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
 鎌
 倉
 新
仏
教
全
体
の
開
祖
と
呼
ん
で
も
お
か
し
く
は
な
い
。
 こ
う
し
た
法
然
の
特
別
 

な
 位
置
は
、
法
然
を
対
象
に
し
た
研
究
 更
 に
も
反
映
し
 
て
き
た
よ
 う
 に
思
わ
れ
る
。
 

法
然
の
信
仰
の
起
源
に
関
し
て
は
、
法
然
上
人
伝
の
多
 く
が
承
安
 五
 
（
一
一
七
五
）
年
に
起
っ
た
突
発
的
な
回
心
 

体
験
を
記
憶
し
て
い
 

る
 。
そ
れ
に
 
ょ
 れ
ば
、
承
安
五
年
法
然
四
十
三
歳
の
時
 に
 、
た
ち
ど
こ
ろ
に
 天
 ム
ロ
宗
を
捨
て
専
修
念
仏
に
帰
依
 
し
 た
と
い
わ
れ
る
。
宗
門
 

（
 
り
乙
 
）
 

の
 内
で
は
こ
の
時
を
も
っ
て
浄
土
宗
の
開
宗
と
呼
ん
で
い
 る
 。
 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
こ
ろ
が
宗
門
の
定
説
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
然
四
土
 二
歳
以
降
の
行
実
の
な
か
に
は
、
天
台
宗
か
ら
の
離
脱
を
 疑
わ
せ
る
よ
う
な
 振
 
（
 

 
 

舞
が
 所
々
に
窺
わ
れ
る
。
授
戒
、
三
昧
 発
 得
、
観
想
念
 仏
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
わ
け
だ
が
、
戦
後
の
研
究
 史
の
 も
 
は
か
に
お
い
て
工
人
ム
ロ
 宗
 

6
 

は
じ
め
に
 

林
 

淳 

法
然
と
回
心
物
語
 

捨
聖
 帰
 浄
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
 



い 像 宗 い の の 

る を つ の 歴 書 法 回 
。 し ぎ 定 定 積 怒 l 亡 ¥ Ⅹ 

つ り に 説 的 も の れ @ L 
ま ぞ 掲 を な 豊 国   つ 
り げ げ 文 法 喜 心 い 

四 て る 持 然 に お 
回 

て 
の 

@ ひ 仮 よび 開 十三歳求道 のま も 、 するも 像の追 ある。 を 説 

め を   提     
説   

と   を 
心 を 著 う 土 門 研 目 

に 迫 田 か に の 究 標 
ょ 米 村 ら 歴 外 史 v@ し 

つ し 円 宗 史 か 上 
て た 澄 説 学 ら に 

す 
る 

津 田 氏 を 者 の お 
十 村 の く に 研 い 
宗 民 国 つ よ 完 て 
の で 心 が る が 最 

開 あ に え 成 鳥、 も 

宗 る っ す 果 増 関 
が が い 異 が し ら 

も " て 説 そ " を 
た 回 の も れ 宗 ひ 
ら 必 見 提 に 門 い 
さ に 解 由 あ の た 
れ っ で さ た 円 領 
た い あ れ る で 域 
こ て る る わ 伝 の 
と むま 。 ほ げ え 一 
が 、 伝 い だ ら っ 

確 定 統 た が れ で 
め 説 的 っ 、 て る   
て 護 人 な 祖 そ 
い す 間 か 師 れ 

に 像 だ   は に げ 
は 神 伝 こ に 

ま 秘 統 だ 研   
て 然 開 な 果 

@
3
-
 

本
稿
 は
 法
然
の
回
心
に
関
す
る
学
説
を
今
一
度
ふ
り
か
，
 
え
り
、
そ
こ
か
ら
問
題
点
を
抽
出
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
 、
筆
者
な
り
の
法
然
 

ぅ
 。
し
か
し
法
然
以
外
の
鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
た
ち
 

も
 、
あ
ら
た
め
て
問
い
な
お
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
 

駆
 者
と
い
う
法
然
の
特
別
な
歴
史
的
位
置
を
窺
う
こ
 の

 研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ほ
ど
 旧
 仏
教
の
関
係
に
過
 剰
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
 

た
 。
 旧
 仏
教
と
の
関
係
に
関
心
が
集
中
す
る
こ
と
自
体
 に
 、
鎌
倉
新
仏
教
全
体
の
先
 

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
 

か
ら
の
離
脱
の
徹
底
性
や
専
修
念
仏
へ
の
信
仰
の
純
粋
 性
 が
あ
ら
た
め
て
問
い
な
お
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 そ
 の
 結
果
法
然
と
月
仏
教
 

と
の
関
係
は
決
し
て
一
筋
縄
で
は
と
げ
な
い
、
複
雑
な
 も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
や
や
誇
張
し
た
言
い
 方
 を
す
る
と
、
戦
後
の
 

法
然
研
究
は
旧
仏
教
と
の
複
雑
な
関
係
を
中
核
と
し
て
、
 そ
の
周
囲
に
形
づ
く
ら
れ
豊
か
な
成
果
を
結
実
さ
せ
た
 と
い
え
る
の
で
あ
ろ
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こ
こ
で
は
法
然
の
伝
記
 

類
 以
外
に
も
史
料
が
求
め
ら
れ
、
 

法
然
自
身
の
撰
述
の
「
選
択
本
願
念
仏
集
ヒ
（
以
下
ヨ
 

選
択
集
 
ロ
と
 略
す
）
 

「
 
七
 箇
条
起
請
文
ヒ
と
い
う
良
質
の
史
料
に
も
と
づ
き
、
 

定
説
の
正
統
性
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
 

し
 か
し
他
の
歴
史
学
者
も
 

田
村
氏
と
同
一
の
結
論
に
い
た
っ
た
と
い
う
わ
げ
で
は
 

な
か
っ
た
。
な
か
に
は
宗
門
の
定
説
を
く
つ
が
え
す
異
説
 

も
 提
出
さ
れ
、
宗
門
の
 

内
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
祖
師
 

像
 に
大
租
に
眺
 
戦
 す
る
 試
 み
が
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
試
み
は
、
鎌
倉
新
仏
教
の
祖
 

師
 た
ち
を
宗
派
、
教
団
 

の
 拘
束
か
ら
解
き
放
ち
、
自
由
に
論
じ
よ
う
と
す
る
 

戦
 後
の
仏
教
研
究
い
っ
ぱ
ん
の
動
向
を
背
景
に
し
て
い
る
と
 

思
わ
れ
る
。
つ
ぎ
に
 

回
 

恥
 
兄
心
・
開
票
 

ま
ず
最
初
に
異
説
を
唱
え
た
の
は
、
宗
門
に
席
（
 

5
 ）
 
は
 つ
い
て
の
異
説
の
概
略
を
紹
介
す
る
 

 
 

で
あ
っ
た
 
D
 開
 宗
は
教
団
や
 

（
 
二
 
u
 
）
 

ね
 
布
教
と
の
関
連
か
ら
考
察
す
べ
ぎ
で
あ
り
、
四
土
 

二
歳
の
時
の
回
心
が
た
だ
ち
に
 

開
 宗
を
意
味
す
る
も
の
で
 

は
な
い
と
い
う
。
四
十
三
歳
 

法
 
以
降
も
法
然
は
天
台
僧
の
行
持
で
あ
る
授
戒
や
法
 

華
経
 読
話
を
行
な
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
 

開
 宗
は
定
説
の
 
年
次
よ
り
も
下
り
、
教
団
・
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「
主
教
開
示
の
年
次
、
す
な
わ
ち
法
然
が
 

、
い
 っ
浄
土
宗
 
の
 開
示
を
決
意
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
 

多
 

の
ほ
か
に
、
大
原
問
答
以
前
説
、
法
然
晩
年
説
な
ど
が
 

あ
る
が
、
私
見
に
 
よ
 れ
ば
、
法
然
の
回
心
は
 

疏
 、
筆
者
 註
 ）を
披
閲
し
て
、
ほ
ぼ
素
意
を
識
 
り
、
た
 ち
ど
こ
ろ
に
金
打
を
す
て
て
、
こ
こ
に
念
仏
 

り
 、
釈
迦
の
正
覚
、
あ
る
い
は
、
道
元
の
身
心
脱
落
に
見
 

ら
れ
る
よ
う
な
、
一
瞬
の
決
断
で
あ
っ
た
 

0
 四
年
（
元
久
元
）
の
「
 

七
 箇
条
制
戒
」
の
後
立
に
お
い
 
て
 、
「
年
来
の
間
、
念
仏
を
修
す
と
い
 

へ
ど
 

逆
は
ず
 、
 世
 聴
を
驚
か
す
な
し
、
こ
こ
に
 
よ
 り
今
に
三
 
土
管
 年
 、
無
為
に
て
日
を
渉
る
」
と
記
し
て
 

元
年
の
三
十
年
前
、
す
な
は
ち
一
一
 

セ
 五
年
（
承
安
五
）
 
に
 、
法
然
の
専
修
念
仏
帰
天
が
決
せ
ら
れ
 

専
修
念
仏
偏
人
の
時
期
は
、
自
己
の
立
場
を
、
聖
道
門
 

の
 念
仏
か
ら
峻
別
し
て
「
浄
土
宗
と
 
号
 」
 し
 

台
の
教
義
を
批
判
的
に
克
服
し
た
法
然
は
、
比
叡
山
に
 

別
れ
を
告
げ
て
、
東
山
大
谷
に
居
を
移
し
た
 

く
の
法
然
 像
 が
記
す
承
安
五
年
 

、
「
貧
道
、
昔
、
こ
の
 典
 
（
観
経
 

に
帰
す
」
と
み
ず
か
ら
語
る
通
 

と
思
わ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
一
二
 

も
聖
教
に
随
順
 し
 、
散
て
人
心
に
 

い
る
こ
と
か
ら
逆
算
し
て
、
元
久
 

た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
 

た
 時
期
で
も
あ
り
、
か
く
し
て
 天
 

（
 
4
 
Ⅰ
）
 

の
で
あ
る
 0
 
」
 



  
ナ - @ 

和
 三
十
年
前
後
に
あ
い
つ
い
で
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
 十
八
 

-
 
Ⅰ
。
 

重
松
明
大
氏
は
九
条
兼
実
の
日
記
「
玉
葉
」
を
史
料
と
 し
て
、
法
然
と
兼
 実
 と
の
交
渉
を
綿
密
に
論
証
し
、
四
十
 三
歳
以
降
も
兼
実
の
 

う
 
Ⅰ
 
1
 
）
 

家
族
に
対
し
て
、
法
然
が
治
 癒
 の
た
め
の
授
戒
を
行
な
 っ
 た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
授
戒
を
行
な
 う
 以
上
は
 、
 原
則
上
は
専
修
念
仏
 へ
 

の
 婦
人
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
推
論
さ
れ
、
ま
た
閉
塞
 に
 は
 法
然
自
身
に
 よ
 る
上
京
由
里
 日
 が
必
要
に
な
る
と
い
う
 。
以
上
の
よ
う
な
観
点
 

に
た
ち
、
建
久
光
（
一
一
九
八
）
 

年
 法
然
六
十
六
歳
の
時
 に
口
選
択
集
 ヒ
 に
よ
っ
て
上
ゐ
本
山
星
目
が
行
な
わ
れ
、
 そ
 の
時
に
文
字
通
り
開
 宗
 

さ
れ
た
と
い
う
。
 

（
 
0
0
 

）
 

同
じ
く
 ョ
 選
択
集
し
と
の
関
連
を
重
視
し
た
の
は
、
 

井
 正
光
貞
 氏
 で
あ
っ
た
。
井
上
氏
は
「
選
択
集
 ヒ
 に
ま
と
ま
 
る
 以
前
の
選
択
本
願
 

念
仏
説
の
成
立
を
も
っ
て
、
法
然
の
宗
教
的
回
心
と
す
 べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
四
十
三
歳
の
時
に
大
き
な
心
的
 転
回
が
あ
っ
た
と
し
て
 

も
、
 同
じ
時
に
観
相
念
仏
も
行
な
わ
れ
て
い
た
以
上
、
四
 十
三
歳
の
時
に
は
選
択
本
願
念
仏
説
は
成
立
し
て
い
な
 か
っ
た
。
東
大
寺
講
説
 

の
 
「
三
部
経
 釈
 し
に
初
め
て
選
択
本
願
念
仏
説
が
出
て
い
 る
の
で
、
そ
れ
が
成
立
し
た
建
久
充
（
一
一
九
 0
 ）
 年
 以
前
に
回
心
は
お
こ
っ
 

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
突
発
的
な
も
の
で
は
な
く
、
長
い
時
 間
 を
か
け
て
樹
立
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
い
う
  
 

こ
れ
ま
で
も
法
然
の
天
ム
ロ
 僧
 と
し
て
の
側
面
が
指
摘
さ
 れ
て
 ぎ
た
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
強
調
し
た
の
は
、
福
井
康
 順
 氏
の
説
で
あ
っ
 

た
 
（
 
9
 。
そ
れ
に
 

）
 

よ
 る
と
、
法
然
は
内
面
で
は
浄
土
宗
に
 帰
 入

し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
外
面
的
に
は
 天
 ム
ロ
 
僧
 と
し
て
 
一
 生
を
貫
い
た
 0
 そ
こ
 

に
こ
そ
法
然
の
特
徴
が
あ
る
と
し
、
福
井
氏
は
「
内
事
 修
外
 天
台
」
と
い
う
用
語
で
そ
れ
を
表
現
し
た
。
浄
土
宗
 の
開
宗
は
 
つ
い
て
は
、
 

「
選
択
集
」
 
日
七
 箇
条
起
請
文
目
「
 送
 山
門
起
請
状
 ヒ
の
 成
立
を
め
や
す
に
元
久
元
（
一
二
 0
 四
）
 年
 以
後
の
晩
 年
に
求
め
る
べ
き
だ
と
 

い
う
。
福
井
氏
の
新
説
は
、
「
 内
 専
修
 外
天
 ム
ロ
」
と
い
う
 言
葉
と
と
も
に
、
あ
る
時
期
の
学
界
の
な
か
に
波
紋
を
 投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
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教
義
の
整
備
さ
れ
た
法
然
六
十
三
り
七
十
二
歳
の
頃
に
 

あ
た
る
と
い
う
 
0
 こ
の
 
椎
尾
説
 を
皮
ぎ
り
に
、
回
心
・
 

開
 宗
 に
関
す
る
新
説
が
 

昭
 
2
 



批
判
を
し
り
 

ぞ
 げ
て
い
る
。
 

第
二
点
は
四
十
三
歳
の
回
心
と
選
択
本
願
念
仏
説
の
関
 

係
 に
対
す
る
疑
問
点
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
「
 

選
 沢
本
願
念
仏
説
は
 

、
 

日
 十
三
歳
の
時
に
得
ら
れ
た
専
修
念
仏
の
確
信
に
胚
胎
 

す
る
も
の
」
 

@
5
 

@
 
 

）
 と
い
う
見
方
が
宗
学
者
か
ら
出
さ
れ
る
。
 

同
 じ
 趣
旨
を
言
葉
を
か
え
 

恥
導
 

嫡
て
 、
「
法
然
が
四
十
三
歳
の
と
き
に
回
心
・
自
証
 

・
 
渉
信
 
そ
の
他
の
諸
 

師
 の
親
書
に
よ
っ
て
説
明
 

 
 

 
 

鮭
 で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ど
ち
ら
の
引
用
も
、
四
土
 

二
歳
の
時
に
選
択
本
願
念
仏
説
の
原
型
が
獲
得
さ
れ
、
 

時
 を
 経
て
理
論
化
さ
れ
、
組
織
 

油
 化
さ
れ
、
 
ョ
 
選
択
集
ヒ
 

に
 実
を
結
ん
だ
と
い
う
 

趣
ヒ
 
目
で
七
の
る
。
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教
化
上
の
態
度
に
帰
す
べ
 

き
 も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
 

あ
っ
て
 
、
 内
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
専
修
念
仏
の
信
念
に
 

 
 

手
に
よ
っ
て
授
戒
を
も
行
っ
た
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
し
」
 

@
3
-
@
1
 
 

と
反
論
さ
れ
、
「
単
な
る
「
 

内
 専
修
 外
 天
台
」
 で
は
決
し
て
な
い
」
と
 

以
上
四
人
の
学
者
の
異
説
の
概
略
を
な
が
め
て
き
た
が
、
 開
 宗
の
年
次
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
見
解
を
異
に
し
て
 い
る
と
は
い
え
、
 定
 

説
 に
対
す
る
疑
問
点
の
出
し
方
に
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
 が
 少
な
く
な
い
。
そ
の
共
通
点
を
要
約
す
る
と
、
 け
 四
十
 三
歳
以
降
に
も
授
戒
 や
 

観
想
念
仏
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
と
四
十
三
歳
開
票
 説
は
、
 矛
盾
し
な
い
か
、
㈲
選
択
本
願
念
仏
説
は
四
十
三
歳
の
 時
に
た
ち
ど
こ
ろ
に
 樹
 

立
し
た
の
で
は
な
く
、
 後
 次
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
 な
い
か
、
と
二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
 

-
 
は
 @
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

 
 

異
説
に
対
し
て
の
宗
学
の
側
か
ら
の
反
論
は
、
当
然
の
 @
 
」
と
な
が
ら
予
想
さ
れ
た
。
事
実
香
月
泰
光
氏
、
千
賀
真
 順
良
、
坪
井
俊
 映
氏
 

ら
が
、
定
説
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
反
論
を
展
開
さ
せ
 た
 。
彼
ら
の
反
論
は
、
異
説
の
提
起
し
た
論
点
を
あ
る
 種
 度
 ま
で
取
り
込
む
か
 た
 

ち
で
展
開
さ
れ
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
定
説
に
変
更
の
必
 要
 は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
宗
学
者
の
 反
論
を
 、
 先
に
あ
げ
た
 

二
点
の
疑
間
点
に
答
え
る
か
た
ち
で
紹
介
し
て
み
た
い
。
 

ま
ず
第
一
点
の
授
戒
や
観
想
念
仏
に
み
ら
れ
る
 よ
う
 に
 、
 口
 十
三
歳
以
降
も
天
台
僧
の
行
持
が
保
た
れ
た
点
に
関
 し
て
は
、
「
法
然
の
 



い 

井
上
氏
は
旧
説
を
撤
回
さ
せ
、
宗
門
の
定
説
を
認
め
る
 よ
う
 に
な
っ
た
。
旧
説
を
ふ
り
か
え
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
 反
省
が
加
え
ら
れ
て
 

る
 。
 

「
回
心
と
い
う
主
観
的
一
回
 的
 体
験
の
時
期
と
、
客
観
的
 に
み
て
新
し
い
学
説
の
樹
立
さ
れ
た
時
期
と
は
必
ず
し
 も
 一
致
し
な
い
も
の
 

（
 
円
）
 

@
 

と
 考
え
ら
れ
る
 0
 旧
説
は
こ
の
点
を
混
同
し
て
い
た
 0
 
」
 

井
上
氏
の
旧
説
の
撤
回
は
、
研
究
史
上
重
要
な
意
味
を
 も
っ
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
井
上
氏
以
外
の
他
の
異
説
の
論
 者
の
な
か
に
、
井
上
 

（
 
W
 
リ
 
）
 

て
 、
回
心
の
時
を
安
元
元
年
と
す
る
こ
と
に
特
別
の
支
 障
 は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
」
 

河
内
民
の
指
摘
は
、
異
説
に
対
す
る
誰
で
も
が
抱
く
 素
 朴
 な
疑
念
を
表
明
し
た
も
 

の
開
 宗
の
実
年
代
を
繰
下
げ
て
考
え
る
研
究
も
あ
る
が
、
 
「
明
確
な
根
拠
を
も
っ
て
 

先
に
異
説
の
論
者
の
一
人
に
名
を
挙
げ
た
井
上
光
貞
 氏
 が
 、
旧
説
を
し
り
ぞ
け
る
 際
 

「
法
然
と
そ
の
門
弟
が
安
元
万
年
報
 頑
ぬ
酪
庇
は
皿
沖
芭
を
 特
に
強
調
し
、
そ
の
他
 の

と
い
。
え
る
だ
ろ
う
。
河
内
氏
に
 
ょ
 れ
ば
、
浄
土
宗
 

い
な
い
」
と
批
判
さ
れ
る
。
同
じ
よ
う
な
指
摘
は
 、
 

に
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
 

0
 年
次
を
 -
 
記
憶
し
て
い
な
い
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
 

「
も
し
、
浄
土
間
塞
が
本
当
に
法
然
の
晩
年
で
あ
る
な
ら
 
、
 彼
の
有
力
門
弟
に
も
強
い
印
象
を
与
え
、
資
料
上
に
 も
そ
の
感
激
が
残
さ
 

（
 
リ
 
Ⅱ
 
@
 

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
」
 

宗
学
者
か
ら
の
反
論
を
以
上
二
点
に
わ
た
っ
て
な
が
め
 て
 ぎ
た
が
、
異
説
の
疑
問
を
厳
し
く
拒
絶
す
る
と
い
う
 態
 度
 は
そ
こ
に
は
み
ら
 

れ
な
い
。
む
し
ろ
異
説
の
論
点
を
取
り
込
ん
で
、
そ
れ
 を
 視
点
を
か
え
て
言
い
な
お
し
っ
 っ
 、
し
か
し
定
説
の
大
 筋
は
訂
正
の
必
要
は
な
 

い
こ
と
を
結
論
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
 は
 、
宗
学
者
の
異
説
へ
の
譲
歩
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
 い
 。
法
然
上
人
伝
の
み
 

な
ら
ず
、
 ョ
 選
択
集
ロ
ョ
 セ
 箇
条
起
請
文
」
な
ど
に
も
、
 四
十
三
歳
 開
 完
調
を
裏
づ
け
る
法
然
の
言
葉
が
残
こ
さ
 れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

異
説
の
論
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定
説
に
代
わ
る
新
説
を
提
 実
 し
た
が
、
伝
記
 類
 を
み
る
か
ぎ
り
法
然
や
門
弟
は
新
説
 の
開
宗
 に
あ
た
る
 年
 

時
 を
特
 に
 -
 
記
憶
に
残
し
て
は
い
な
い
。
そ
こ
に
異
説
の
 

最
大
の
弱
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
河
内
洋
輔
 氏
 で
あ
っ
た
。
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違 ぅ が 氏 

  
  

  

し 正   観 測 は 意 た   
， 点 、 こ 

  の い " 

で な 。 説 相 要 な の だ き 成 心 

ま 上 

  
致 指 

そ   食 摘 
れ ム 法 に れ な れ れ る の 約 し 

か で、 で た 
ら ｜ズ 然し 論か る。 こと あ ょ 

    
降 と な 
をま す 弱 
新 
説 い か 
の     

な相 

え ら 
提 背 な っ ら い は え ろ に が ナ 述 

75  (185) 



 
 

聖
光
 上
人
伝
 

 
 

聖
 
光
則
 閣 二
所
学
法
門
 

-
 
偏
 修
二
往
生
得
 

姜
 
云
々
 

教
行
信
証
 

②
親
鸞
し
か
る
を
愚
禿
 釈
 の
 鸞
 、
建
仁
 
辛
 の
酉
の
暦
、
雑
行
 

引
 ず
て
て
本
願
に
帰
す
 

0 回 体 こ ち 調言 が三下情 
回 心 験 初 と 、 し ぅ 訪 歳 げ は 
，む を し 期 は は 、 と れ 以 て み 
を 見 た 浄 
体 な と 土       
験 お い 宗 
し す わ に 

さ 一 者 し 
れ っ は た 回 
る の 少 法 @ ひ 
も ヒ な 熱   
の ン く の 
の ト な 門 出 筆 は 弟がしなの 問が では @ ま、 なく 

記 を か 下 者 何 か 再 な ま な る 

事 あ っ の 
で た た な 
あ え 。 か べき 、四なりの 見 故 ったの び投げ く、そ ったく り、伐 

仮 十 か か れ 説 わ 解 
る 。 宛て従で @  く来 " " 

れ こ す 
る の べ 

の よ て   
で う の す 心 稿 か と な が し 

は な 者 る の は も だ っ 信 た 
な 門 がも こ み 、 し っ て 頼 と 

か 弟 そ と を 法 れ た し を い 
ろ の う 

ぅ 回 で   
か 心 あ うこと 然は晩記憶にになる % し ょ 0 、 と再度 まった 回復し 

o に っ 

っ 関 た   
ぎ 心 わ 
に が け 
損 害 で 
げ せ は   
た ら な 問 な 弟 は 法 る 日 

め れ か ラ 変 は で 然 る 法 
は る づ 
"  @  し ナ @ Ⅰ 

法 と が 然の開 もので 化を体 四十姉 きない にとっ が 異 、 
然 は   あ 験 歳 だ て 説 宗   
の な @ る し の ら の が を 
閃 か 然 。 た 時 う 本 い 四 

下 っ と 

で た 同 そとのかき の ぃ回 。 当ぅ にと 十 三 
法 が 種 問 う 心 こ 大 こ 歳 
然 " の に 仮 の の き ろ 以   

と 法 回 
同 然 ら   
種 の を る た 強 に 化 土 繰 

(186)  76 



右
の
表
か
ら
二
つ
の
点
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
 

ぅ
 。
一
つ
は
、
法
然
と
同
種
の
回
心
を
と
げ
た
と
い
わ
れ
 

る
の
は
い
ず
れ
も
 

出
 

回
 
㍾
来
者
で
あ
る
こ
と
。
法
然
の
門
下
に
は
、
熊
谷
沢
 
た
が
、
彼
ら
の
間
に
は
、
法
然
と
同
種
の
回
心
の
じ
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

鯉
な
ど
を
捨
て
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
ら
 

の
事
柄
に
深
く
関
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
す
る
 

な
ら
ば
、
法
然
と
同
種
の
回
 

ひ
 

法
 、
七
の
体
験
 

者
が
 
出
家
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
は
 

 
 

7
7
 

  
⑲   
隆 
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現 
世 
  
名 
Ⅱ 秦 

  
ナ 

  
  
ス 
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往 
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竹葉 

  

⑨ 

静 

遍 

位高 
      ィ上 上 

  
出 

木理 

  
ス 
ア 

，む 

聞 
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ナ 
  
キ 

ア 

ムコ 

  
  

向     

念仏 

  

行 
ス 

ノン 
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明義 

推 進 

行業 
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顧 念 妙 明 永 湛 
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真 房 貫 通 排 空   
顕 た 忽 ぞ忽 打 上 げっ   調諫 名地牢 ち 余荷 られ 密の なり 聖道 

大 刹 を け 諸 給を 目 『・ 

  、 の す る行 に得 を 
偏 学 て を げ給 捨 

さ れて て 
し ばの     ちは を ぎ 上 を 一ト 、ョ 仏 て て専 ヰハ し - Ⅹ 

人 
の 

    念仏 行ず葉ニ喜 修 - ふかく １ 

ちど 弟子 

  と に 門 ろ の 
な 

@ プ く " 余 
り、   い 行 ， - ひ 

味 り、 を と 

を さ 廿 
    そ し ぢ 
ひ ケ @ - 
ね 
が 浄土 の名を をぎて 
@ ま 

れ 空阿 、一 
ヨ 日・ 

ヤ @ ヒ 

  ぞ 
@ 弥陀 同事 い 

仏 修 @ 
と の 給   

玉 四 法 四 四 四 
十 然 十 十 十 

八巻上人 葉 八巻 八巻 八巻 

広 広 伝 伝 伝 
一己 店 - - 



つ
い
て
、
事
実
と
し
て
そ
う
い
っ
た
回
心
が
あ
っ
た
か
ど
 

ぅ
 か
を
確
証
す
る
こ
と
ほ
難
し
い
。
し
か
し
当
時
の
人
 

び
と
が
そ
う
い
う
回
心
 

は
お
こ
り
う
る
と
信
じ
て
い
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
 

事
実
で
あ
ろ
う
。
定
型
化
し
た
言
い
方
が
、
法
然
の
門
下
 

の
間
で
流
行
し
、
そ
れ
 

に
 則
っ
て
回
心
が
語
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
 

カ
，
、
、
 

力
 ろ
う
 

。
（
 

5
@
2
 

法
然
の
回
心
に
つ
い
て
同
種
の
表
現
を
あ
げ
る
と
つ
ぎ
 

の
よ
う
に
な
る
。
 

，
生
年
四
十
三
た
ち
ど
こ
ろ
に
奈
行
を
す
て
て
、
一
向
に
 

念
仏
に
帰
し
給
ひ
に
 

け
 り
（
「
四
十
八
巻
 

広
 き
 

，
 
齢
 四
十
三
の
時
た
ち
ど
こ
ろ
に
奈
行
を
す
て
ふ
一
向
 

専
 修
 念
仏
門
に
入
 
て
始
て
 
六
万
遍
を
唱
。
ミ
十
六
門
 

記
ヒ
 
¥
w
 

，
承
安
五
年
の
春
生
年
四
十
三
、
立
ろ
に
 

奈
 行
を
捨
て
一
 
向
 に
念
仏
に
帰
し
給
に
げ
 

り
 （
「
黒
谷
上
人
絵
詞
 

抜
書
ヒ
 
 
 

，
聖
道
門
を
す
 
て
ム
 浄
土
門
に
入
、
難
行
道
を
す
 

て
ム
易
 
行
道
に
お
も
む
き
…
…
（
「
法
然
聖
人
給
 

し
 

*
 年
来
研
修
の
余
宗
を
な
げ
す
 

て
 L
 、
ひ
と
へ
に
一
向
 

専
 修
 に
帰
し
て
…
…
（
「
法
然
上
人
伝
絵
詞
（
 

琳
 河
本
）
 
き
 

，
研
修
会
符
全
書
棚
、
 

偏
 一
向
 
修
販
 （
「
十
拳
 

伝
き
 

*
 つ
ぶ
さ
に
太
宗
の
 

執
 情
を
捨
て
一
心
 
許
 蕨
の
時
 、
 ふ
か
 く
 浄
土
の
字
義
を
得
た
り
（
「
拾
遺
古
徳
 

伝
絵
き
 

初
期
浄
土
宗
の
ま
わ
り
で
は
法
然
自
身
の
回
心
の
表
現
 

も
 含
め
、
「
た
ち
ま
ち
に
ち
を
捨
て
ち
に
帰
す
」
と
い
う
 

舌
 
ロ
い
 
方
が
定
型
化
し
た
 

 
 

 
 

 
 

ぅ
 。
法
然
が
突
発
的
な
回
心
体
験
を
経
た
か
ら
と
い
っ
 

て
 、
門
弟
も
同
じ
回
心
を
体
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

理
 由
 は
な
 い
 0
 で
は
、
 
ど
 

の
よ
う
に
し
て
門
弟
の
間
に
「
た
ち
ま
ち
に
 

9
 を
捨
て
 
5
 に
 帰
す
」
と
表
現
さ
れ
る
回
心
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
 

あ
ろ
う
か
。
法
然
の
講
 

述
 を
み
る
と
、
 
口
 を
す
っ
ぽ
く
し
て
念
仏
信
仰
に
帰
依
 

す
る
 よ
う
 に
と
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
掲
げ
る
の
は
、
 

そ
う
し
た
法
然
に
よ
る
 

 
  

 

 
  

 

第
二
の
点
は
、
門
弟
の
回
心
が
叙
述
さ
れ
る
際
に
 、
あ
 る
 程
度
共
通
の
表
現
上
の
型
が
み
ら
れ
る
ひ
表
に
あ
げ
た
 門
弟
の
一
人
一
人
に
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此
等
猪
本
家
 意
不
 。沙
汰
 二
 往
生
 
皆
捨
 ：
 
本
 宗
 -
 
人
二
 浄
土
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顕
二
西
方
往
生
 -
 括
 二
 雑
行
 -
 
回
。
修
二
正
行
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也
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選
入
 

。
大
ニ
浄
土
門
、
正
雄
二
行
テ
レ
 

二
 
浄
土
門
 

@
 
@
 
 

づ
欲
 

，
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諸 
行   

可 

ヨ市一 ノ Ⅱ   

念仏 - 

逆 
修 
説 

法 

阿 
弥 
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経 
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観
無
量
寿
経
 釈
 

 
 

 
 

若
欲
ド
ニ
 三
生
死
 -
 者
、
必
 可
 。
 帰
 浄
土
門
 -
 

西
方
行
者
、
須
。
浩
二
雑
行
 -
 條
。
正
行
上
地
 

ス
 ・
 
@
 

ツ
 

捨
 。
雑
修
 "
 
専
 。
定
先
徳
 意
 。
 
不
 。
何
 %
 辮
慢
弍
 
努
力
男
 力
 。
 

虹 " @ 
且 且 

詩 経 
釈 

 
 

念
仏
大
意
 

タ
ニ
善
導
 

ノ
釈
 
ニ
ツ
キ
 

テ
 一
向
専
修
 

ノ
 
念
仏
門
 
二
イ
 
ル
ヘ
キ
ナ
 

リ
 

疑
テ
是
ヲ
信
 セ
ス
 ハ
 、
弥
陀
 ノ
 誓
願
 モ
、
 

ノ
カ
 0
 唯
仰
テ
 倍
ス
 ヘ
シ
 。
 

釈尊 

  
所 
説 

モ 
  

  
ナ 
  
  
ア 

其 
験 
  
/ レ 

へ 
  
  
サ 
八， ・ 

モ 

三
部
経
大
意
 

恭
二
往
生
 
-
 
者
雄
二
本
京
人
 

-
 学
：
此
土
 

疑
 文
 -
 
町
 "
 
学
 二
念
仏
 
法
門
 
-
 
也
 

 
 

浄
土
初
学
 
抄
 

 
 

-
 
㌘
）
 

（
 
あ
 
）
 

勧
誘
の
言
葉
を
、
史
料
の
成
立
 

順
 に
並
べ
た
も
の
で
あ
 

る
 。
 

往
生
要
集
料
簡
 

 
 

然
副
用
：
忌
中
立
 

哉
。
。
 

"
 
,
 
@
 
 
輩
 、
必
 
ズ
 
可
 。
 
帰
三
 
善
導
 -
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（
 
W
 
句
 
@
 

右
の
表
か
ら
、
法
然
の
勧
誘
の
ス
タ
イ
ル
に
時
期
に
よ
 っ
て
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 大
 ぎ
く
分
け
て
前
半
 

で
は
「
必
ず
善
導
に
帰
す
べ
し
」
「
念
仏
の
法
門
を
学
ぶ
 べ
し
」
と
い
う
表
現
で
あ
っ
た
の
が
、
「
無
量
寿
経
 
秋
 口
 「
観
無
量
寿
経
 釈
 」
「
 阿
 

弥
陀
 経
 秋
口
（
三
善
を
あ
わ
せ
て
「
三
部
経
 釈
ヒ
と
い
 ぅ
 ）
以
降
は
定
型
化
し
た
表
現
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
に
 気
づ
か
さ
れ
る
。
後
半
 

の
 定
型
化
し
た
表
現
と
は
、
先
ほ
ど
か
ら
検
討
し
て
 き
 た
 「
た
ち
ま
ち
に
 ｜
を
 捨
て
 @
 に
帰
す
」
と
い
う
舌
口
回
し
 
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
 

何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
法
然
に
 よ
 る
専
修
念
仏
 へ
の
勧
誘
の
言
葉
が
、
門
弟
の
回
心
と
同
一
の
表
現
を
共
 有
し
て
い
る
の
は
何
故
 

な
の
か
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
法
然
が
門
弟
に
 む
か
い
説
法
 し
 、
専
修
念
仏
へ
の
帰
依
を
勧
め
た
の
を
う
 げ
て
、
門
弟
の
な
か
に
 

同
一
の
表
現
を
使
い
自
ら
の
入
信
体
験
を
語
っ
た
者
が
 い
 た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
然
に
 よ
 る
勧
誘
が
ま
ず
 先
 に
あ
り
、
後
に
門
弟
の
 

回
心
が
語
ら
れ
始
め
た
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。
 

先
に
述
べ
た
よ
 う
 に
、
法
然
の
勧
誘
の
ス
タ
イ
ル
に
は
 時
期
に
よ
っ
て
変
化
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
変
化
を
も
 た
ら
し
た
の
は
、
 法
 

然
の
思
想
的
成
熟
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
三
部
経
 釈
ヒ
 以
降
に
使
わ
れ
る
「
須
く
雑
行
を
捨
て
、
正
行
を
修
 す
也
 」
「
 且
く
 聖
道
門
 

を
閣
て
、
選
て
 浄
土
門
に
入
れ
」
と
い
う
回
心
を
勧
め
る
 表
現
に
は
、
雑
行
と
正
行
、
聖
道
門
と
浄
土
門
が
鋭
く
 対
立
す
る
と
い
う
自
覚
 

が
 前
提
と
し
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 0
 か
り
に
そ
れ
を
 一
 一
分
法
の
自
覚
と
 
よ
 ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
 二
分
法
の
自
覚
が
生
じ
 

て
 初
め
て
、
「
り
を
捨
て
 5
 に
帰
す
べ
し
」
と
い
う
勧
誘
 が
 可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
二
分
法
の
自
覚
を
産
み
 だ
し
た
思
想
的
背
景
を
 

  

  
  
行 ， 中 ， 主 
且闇 テ ，。 行正也 

聖 - 
道 
『 ヨ， 

選， 
入 。 
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欲     
  

入， 

浄土門 
- 正 
雄一 

  
，一 行， 

中 。 

選 
択 
集 

  

な
 
さ
れ
ば
こ
の
こ
ろ
（
比
比
）
生
死
を
は
な
（
 

）
１
１
・
１
１
１
１
 

す
て
 

ふ
 （ 
捨
 
）
 
、
 
ゆ
 
き
 
や
す
（
住
房
）
 

ぎ
 浄
土
 

離
 

  

宗
略
抄
 
  



法然と目 心 物語 

こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
第
二
期
か
ら
第
三
期
へ
の
 移
行
の
必
然
性
で
あ
る
。
そ
れ
を
問
 う
 こ
と
は
、
選
択
 本
願
念
仏
説
の
特
性
 

を
 理
解
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
 
「
本
願
念
仏
 期
 」
に
は
、
仏
願
に
順
 う
 ゆ
え
に
称
名
念
仏
 だ
け
で
往
生
が
可
能
で
 

あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
、
 

旧
 仏
教
の
世
 界
 で
は
下
位
に
お
と
し
め
ら
れ
て
い
た
称
名
念
仏
に
独
立
 の
 価
値
が
内
在
す
る
こ
 

と
を
主
張
す
る
も
の
と
言
い
か
え
ら
れ
よ
 う
 。
だ
が
 法
 然
の
究
極
的
立
場
が
こ
こ
に
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
 。
な
ぜ
な
ら
ば
第
三
 

の
 
「
選
択
念
仏
 期
 」
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
 。
で
は
ど
こ
に
「
本
願
念
仏
朝
」
の
思
想
の
不
備
な
点
 が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
 

ノ
 
カ
 。
 

称
名
念
仏
の
み
で
往
生
が
可
能
だ
と
説
い
た
第
二
期
の
 法
然
に
対
し
て
、
 
旧
 仏
教
の
側
か
ら
は
、
称
名
念
仏
の
上
 に
さ
ら
に
善
行
を
加
 

え
た
な
ら
ば
ま
す
ま
す
往
生
の
確
実
さ
は
増
す
だ
 る
ぅ
 と
い
う
批
判
が
出
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
 

旧
 仏
教
的
な
見
 方
か
ら
す
れ
ば
、
兼
修
 

の
方
が
当
然
の
所
作
で
あ
っ
た
。
兼
修
が
何
故
い
げ
な
い
 の
か
と
い
う
疑
念
が
、
消
息
類
や
問
答
 類
 を
み
る
と
、
 
繰
り
か
え
し
法
然
の
も
 

と
に
出
さ
れ
て
い
る
。
 

 
  

 

 
 
 
 

「
マ
タ
 オ
ノ
ツ
カ
ラ
 

（
文
目
）
聴
聞
ナ
ト
ニ
ウ
 
ケ
タ
マ
ハ
 ル
 
（
 承
 ）
ニ
モ
、
法
華
 ト
 念
仏
ヒ
ト
 
ツ
 モ
ノ
（
 物
レ
ト
 釈
 セ
ラ
レ
 候
 。
ナ
ラ
 

（
 
綴
 ）
 

8
1
 

（
 
井
 ）
 
ヘ
テ
修
 セ
ム
 
ニ
 、
ナ
ニ
 
カ
 ク
ル
シ
（
 苦
 ）
 ク
 候
へ
 
キ
 。
 し
 

つ
ぎ
に
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

法
然
の
思
想
形
成
の
過
程
は
、
石
井
 教
道
 氏
の
研
究
 以
 来
 三
段
階
に
分
 け
 

 
 

の
 思
想
形
成
を
救
済
の
根
拠
を
基
準
に
し
て
三
つ
の
時
期
 に
 分
け
た
。
第
一
 

至
要
 集
 」
の
影
響
の
も
と
に
称
名
念
仏
を
劣
 行
 に
位
置
 づ
 げ
て
い
る
 0
 第
二
 

に
 、
善
導
の
「
観
経
 疏
 二
の
一
文
に
出
会
い
、
往
生
法
と
 し
て
念
仏
に
独
立
 

り
 、
念
仏
に
万
行
の
及
ば
ぬ
価
値
が
付
与
さ
れ
た
と
い
う
  
 

る
こ
と
が
最
も
一
般
的
な
 よ
う
 で
あ
る
。
石
井
氏
は
、
法
然
 
然
 

は
 
「
茂
男
念
仏
朝
」
「
 要
集
 浄
土
教
時
代
」
と
い
わ
れ
、
 

「
 往
 

は
「
本
願
念
仏
朝
」
「
善
導
念
仏
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
 よ
 う
 
ヘ
ノ
 

@
 @
 

の
価
値
を
認
め
た
。
そ
し
て
第
三
は
「
選
択
念
仏
朝
」
で
あ
 
あ
 



と
 
聞
か
れ
た
時
に
、
法
然
は
「
 

ム
ケ
 
ニ
ケ
 
キ
タ
ナ
 

ク
オ
 

  

念
仏
の
外
に
ま
た
奈
行
 

を
 
加
へ
 
ば
、
 
即
ち
 
一
 
向
に
あ
ら
ず
」
 

ぃ
 
5
 
3
 
 

）
 
と
い
う
こ
と
に
な
 

る
 
。
兼
修
の
否
定
の
理
論
的
根
拠
は
、
選
択
本
願
念
仏
説
 

に
 
求
め
ら
れ
た
。
「
 

本
 

  

  

 
 

，
余
宗
 

ノ
人
 
、
浄
土
宗
 

ニ
ソ
ノ
 

コ
コ
ロ
 

サ
シ
 
ア
ラ
ム
モ
ノ
 

カ
 
テ
ラ
ス
本
家
 

ノ
意
ヲ
棄
ヘ
 

キ
抱
、
ソ
ノ
 

ユ
ヘ
ハ
 

、
聖
道
浄
土
 

ノ
 
宗
義
 

 
 

（
㏄
 

@
 

先
に
筆
者
が
二
分
法
の
自
覚
と
呼
ん
だ
こ
と
は
、
つ
ま
 

る
と
こ
ろ
兼
修
の
否
定
、
「
諸
宗
浄
土
教
」
の
否
定
と
い
 

5
 
具
体
的
な
態
度
に
 

結
実
し
て
い
る
 

0
 
法
然
の
勧
誘
の
舌
口
薬
が
時
期
に
よ
っ
 

て
 
変
化
し
、
特
に
後
半
に
「
穣
を
捨
て
）
に
帰
す
べ
し
」
 

と
い
う
表
現
を
獲
得
し
 

「
念
仏
と
法
華
経
 読
 謂
を
兼
修
し
て
何
故
い
げ
な
い
の
か
 」
と
い
う
間
に
対
し
て
、
法
然
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
答
を
 与
え
て
い
る
。
 

「
法
華
念
仏
ヒ
ト
（
 
一
り
 ツ
ナ
 リ
ト
イ
ヒ
 
（
 元
 ）
 テ
、
ナ
 ラ
 
（
 
井
 ）
 
ヘ
テ
修
セ
ョ
ト
イ
ハ
ハ
 
、
善
導
和
尚
 ハ
、
法
 華
 維
摩
等
 ヲ
 読
話
 シ
 

（
㏄
 
@
 

キ
 、
浄
土
 ノ
 一
門
 二
イ
り
 
（
 入
 ）
 二
 シ
ョ
リ
コ
 ソ
カ
タ
 
（
以
来
Ⅹ
一
向
二
念
仏
シ
テ
 、
ア
ェ
テ
余
ノ
行
ヲ
マ
シ
 フ
ル
 事
ナ
 カ
リ
キ
 0
 」
 

善
導
の
例
を
出
し
て
、
善
導
は
浄
土
門
に
入
信
し
て
 以
 来
、
兼
修
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
法
然
の
答
 で
あ
る
 0
 ま
た
同
じ
 

よ
う
な
問
い
と
し
て
 

「
一
向
専
修
 テ
 ル
 ヘ
シ
ト
 イ
 ブ
ト
モ
 、
ト
キ
ト
キ
ハ
 
、
法
 革
籠
 オ
コ
 ミ
タ
テ
マ
 ツ
リ
 、
マ
タ
念
仏
宇
 サ
 ム
モ
 、
ナ
 
二
 カ
ハ
ル
 ヵ
 
ア
シ
カ
 ラ
 

（
㏄
）
 

ム
 O
 」
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②
 

O
   

ワ
カ
 
シ
ル
ト
コ
ロ
サ
ワ
ル
ト
コ
 

p
 、
ナ
ム
ソ
オ
ホ
 ト
ス
 
ル
 二
 タ
ラ
ム
 ヤ
ト
オ
 モ
ヒ
 
ト
リ
テ
 、
淫
薬
 
ノ
 

講
説
 フ
 ス
テ
テ
、
ヒ
ト
 
ヘ
昌
 往
生
 ノ
業
ヲ
修
 シ
テ
 

カ
ク
ノ
コ
 
ト
キ
 道
悼
 ハ
講
説
 ヲ
サ
 
メ
 テ
 念
仏
 

 
 ヲ

修
シ
 、
善
導
 ハ
 雑
修
 ヲ
 キ
ラ
イ
テ
専
修
ブ
ッ
ト
メ
タ
 マ
 ヒ
キ
 0
 
％
え
追
絹
 禅
師
 メ
 ス
 ス
メ
ョ
リ
、
 

ガ
州
 ノ
 三
県
 ノ
人
 、
七
歳
以
後
二
旬
二
念
仏
 ヲ
修
 ス
ト
 
ヘ
 リ
 0
 シ
 ャ
レ
ハ
ワ
カ
朝
ノ
 
末
法
 ノ
 衆
生
、
 

ナ
ム
ソ
 ア
ナ
カ
チ
 
ニ
 雑
修
 ヲ
 コ
 ソ
マ
ム
ヤ
 。
 

 
 

先
達
タ
チ
オ
モ
ヒ
 ハ
カ
ラ
ヒ
テ
 
コ
ソ
 
ハ
 、
 道
縛
 聖
道
 プ
 ス
テ
テ
浄
土
門
ニ
イ
 り
 、
善
導
 ハ
 雑
行
 ヲ
ト
 

ト
メ
テ
 、
一
向
二
念
仏
シ
テ
三
昧
 ヲ
ヱ
タ
マ
ヒ
キ
 
。
 浄
 上
士
ホ
ノ
祖
師
、
次
第
二
ア
ヒ
 ツ
 ケ
リ
 、
ワ
ツ
 

念
仏
大
意
 

要
義
問
答
 

83 て 193) 
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右
の
表
 は
 、
法
然
に
 よ
 る
浄
土
五
祖
の
回
心
 

を
 仕
入
れ
た
の
は
 岳
 往
生
西
方
浄
土
瑞
応
仁
 目
 ほ

 つ
い
て
の
言
及
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
法
然
が
 浄
土
五
祖
の
生
涯
に
関
す
る
知
識
 

の ③ 

即
為
 
二
 
@
 
 

弥
陀
本
願
 

，
 
-
 
之
土
方
量
釈
尊
付
属
 

。
 

ス
 仁
 
ル
ン
バ
 

ゾ
ナ
 

也
 。
 

選
択
集
 

代， 
愚 
魯 
容ざ 

丁 不 。 ， 

遵， 
レ之 

哉 

  

捨 一 ， 、 設 。 。 
四 難・ 

モ 「セル 先学，二 諦講説 下 

こ 聖 

同席 道門 - 
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哲 如 " 
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択 
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沙
 
入
 
二
次
往
生
Ⅱ
 
浄
土
門
、
智
光
造
二
往
生
論
 

@
 
@
 

，
 
皆
浩
 

，
、
，
 

二
本
カ
変
人
二
浄
土
宗
 

。
 
@
 
@
 
,
 

疏
 
（
遊
太
観
入
二
念
仏
 

-
-
@
 

也
 
。
 一
 逆
修
説
法
 

一
テ
テ
 
、
一
向
二
モ
ハ
ラ
念
仏
 

ヲ
修
 シ
テ
 
、
相
 続
 シ
テ
 ヒ
 マ
ナ
 
シ
 。
 

  

  

道
紳
 
禅
師
 
ハ
、
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ハ
 

担
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ノ
 
学
生
ナ
リ
。
井
川
 

ノ
 
文
恵
 
洋
二
シ
テ
、
曇
鸞
 

ノ
 
碑
文
 
ヲ
ミ
テ
 

、
発
心
 

シ
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語
の
勧
誘
の
言
葉
も
 
ヨ
 二
部
 経
 秋
口
を
境
に
変
化
し
 た
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
勧
誘
の
言
葉
と
浄
土
五
祖
 0
 回
心
の
間
に
 、
 何
ら
か
の
 

 
 

恥
 

関
連
が
あ
る
と
の
予
想
は
っ
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
 を
確
 め
る
た
め
に
、
先
に
あ
げ
た
浄
土
五
祖
の
回
心
が
ど
 の
よ
う
な
文
脈
の
な
か
で
 語
 

 
 
 
 

鮭
 

ら
れ
て
い
る
の
か
を
つ
ぎ
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
 よ
 う
 。
引
用
し
た
箇
所
の
前
後
関
係
か
ら
判
断
し
 、
 四
つ
 機
能
に
分
類
、
整
理
す
る
こ
 

u
 

 
 

 
 

 
 

み
て
は
、
的
は
ず
れ
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
 中
国
の
往
生
伝
の
記
載
か
ら
高
僧
の
回
心
体
験
を
読
み
 と
 

努
力
の
産
物
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
語
ら
れ
て
 い
る
の
は
、
中
国
の
往
生
伝
か
ら
の
あ
り
の
ま
ま
の
引
用
 と
 

（
 
5
-
 

d
 

の
眼
を
通
し
て
み
た
高
僧
の
回
心
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
 法
然
は
浄
土
五
祖
の
高
僧
の
生
涯
を
語
る
に
際
し
、
 あ
 る
 

た
 。
い
い
か
え
る
と
、
理
想
的
な
念
仏
願
生
者
の
イ
メ
ー
 ジ
を
 浄
土
五
祖
の
高
僧
に
投
影
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
 浄
 

す
べ
て
捨
聖
 帰
 浄
の
回
心
の
体
験
者
の
ご
と
く
に
述
べ
 ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
に
 は
 、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
  
 

そ
も
そ
も
何
故
、
中
国
の
浄
土
五
祖
の
回
心
が
語
ら
れ
 た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
の
往
生
伝
に
記
載
さ
れ
て
い
 力
 
・
 Ⅰ
 

語
っ
た
と
い
う
説
明
は
、
十
分
で
は
な
い
 0
 そ
れ
で
は
 法
然
の
読
み
か
え
、
言
 い
か
 え
の
意
味
が
見
お
と
さ
れ
て
 し
 

の
 高
僧
の
回
心
に
舌
口
 及
 し
は
じ
め
た
の
は
、
先
の
表
か
ら
 わ
か
る
よ
う
に
、
「
三
部
経
秋
ロ
以
降
の
史
料
か
ら
で
 あ
 ろ

う
と
し
た
法
然
の
 

い
う
よ
り
も
、
法
然
 

べ
 き
 高
僧
像
を
語
っ
 

土
五
 祖
の
高
僧
が
 、
 

た
の
だ
ろ
う
。
 

か
ら
法
然
が
そ
れ
を
 

ま
う
 。
法
然
が
中
国
 

っ
た
 。
前
節
の
法
然
 

高
僧
は
、
法
然
が
言
 う
 ほ
ど
明
確
に
回
心
を
し
た
と
は
 記
録
さ
れ
て
は
い
な
い
。
た
と
え
ば
善
導
に
つ
い
て
、
 法
 然
 に
よ
る
 

廃
シ
偏
 二
念
仏
 ヲ
修
 」
（
「
選
択
集
し
し
、
い
わ
か
る
 
捨
 聖
帰
 浄
の
回
心
を
と
げ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
中
国
 の
 往
生
伝
 

（
 
㏄
）
 

@
 

心
 に
対
応
す
る
記
事
は
見
当
ら
な
い
。
近
い
表
現
と
し
 て
は
、
「
修
二
会
行
業
 
づ
迂
僻
難
 。
 
成
 。
性
比
叡
間
遮
 超
ニ
 生
死
 一
 
」
と
 

る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
他
の
高
僧
の
場
合
も
五
十
歩
百
歩
 で
あ
り
、
中
国
の
往
生
伝
か
ら
あ
り
の
ま
ま
に
引
用
さ
れ
 語
ら
れ
る
 

 
 

窺
わ
れ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
を
中
国
の
往
生
 伝
を
無
視
 と

「
諸
行
 ヲ
 

に
 善
導
の
回
 

い
 う
 文
が
あ
 

こ
と
は
少
な
 

し
た
歪
曲
と
 

っ
た
 
0
 こ
れ
ら
の
往
生
伝
を
法
然
が
参
照
し
て
い
た
こ
と
 

 
 

み
る
と
、
浄
土
五
祖
の
 



最
後
に
こ
れ
ま
で
の
論
点
を
整
理
し
、
法
然
の
回
心
に
 つ
い
て
の
仮
説
を
提
示
し
た
い
 0
 本
稿
の
こ
れ
ま
で
の
 叙
 述
 を
ま
と
め
る
と
、
 

四
法
然
の
回
心
 

の
 捨
聖
 帰
 浄
の
回
心
が
案
出
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
 。
法
然
の
説
教
が
聴
衆
を
説
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
 て
い
た
と
捉
え
る
 時
 

に
 、
以
上
の
よ
う
な
類
推
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

  

一
法
然
に
し
た
が
 ぅ
と
、
 

を
 含
め
た
末
代
の
衆
生
の
捨
聖
 帰
 浄
を
促
す
根
拠
に
な
 っ
て
い
る
 

た
ち
を
回
心
さ
せ
る
こ
と
が
、
最
大
の
課
題
と
し
て
 法
 然
 に
課
せ
 浄

土
五
祖
の
捨
聖
 帰
 浄
の
回
心
体
験
が
ま
ず
先
に
あ
り
、
 そ
れ
が
聴
衆
 

。
だ
が
実
際
に
は
、
逆
の
順
序
を
た
ど
っ
た
も
の
と
 思
 わ
れ
る
。
聴
衆
 

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
中
国
の
往
生
伝
を
読
み
か
，
 
ぇ
 、
浄
土
五
祖
 

回心を勧める 事例 

血脈相承 

念仏を弘通した 奉公人 

の事例 

念仏のみが時期にかな 

うことの証拠 

と が つ だ た 

探 る 同 ろ     
連 と 期 浅 も 

し い か 熱 か 
て え ら に れ 
い る 語 よ ら 
ナ -  し   り る に 

。 繰 は 勧 な 
り じ 誘 ら 
か め の い 

え ら 青 金 
す れ 薬 行 
と た と を 
" こ 薄 摺 

中 と 土 て 
国 の 五 て 
の 背 祖 念 
浮 具 の 仏 
上 に 回 に 
五 は 心 帰 

祖 の ニ " が依 " せ 
国 つ ほ よ 

，し の ば 」 

は 事 同 と 

、 美 一 い 

聴 を の う 

衆 緒 言 勧 
を び 回 議 

勧 つ し の 
誘 げ を 内 
す る 使 容 
る 払 い に 

こ 然 " な 
と 性 か る 

  ④
 

③
 
の
 

の
 

⑧
③
⑤
⑧
 

 
 

右
の
表
に
あ
げ
た
例
の
半
数
は
、
末
代
の
衆
生
を
回
心
 に
 導
く
勧
誘
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。
 

末
代
の
衆
生
と
は
具
体
的
に
は
、
法
然
の
講
説
を
聴
聞
 し
て
い
る
聴
衆
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
 

「
上
古
 ノ
 賢
哲
雄
 ヲ
以
如
 。
 此
 、
末
代
 ノ
愚
 督
軍
ロ
 不
 。
 遵
 。
左
武
」
 宍
 選
択
集
 ヒ
 ）
と
い
う
言
葉
 

は
、
 舌
ロ
い
か
え
る
と
「
 
道
紳
 、
善
導
の
よ
う
な
上
古
の
賢
 苦
も
、
 奈
 行
を
捨
て
て
念
仏
に
帰
依
 し
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法然と回心物語 

然 教 た 過 て 表 の い ら に の ㈱ ㈱ ㈲ 
の 葉 法 の 主 い 現 一 回 。 は ョ 法 三 洗 浄 さ 選 
思 、 田 無 で の ろ は っ 心 四 二 選 無 点 無 上 れ 択 本願 的成 念 想 が形成 の生涯 あろう 回心を 、コ一史料が 考えろ につい 十三歳 十年以 扱葉 ヒ の回心 に整理 の勧誘 五組の 、法然 

、 部 れ て に 上 に す に 高 は 仏 

  
が に も   
た 自 重 ，裏 口 に 無 人 著 っ 文 仁 き ド 目 し し と 

ま 末 大 し よ 創 の 十 述 た ヒ 記 る 弟 た て も 

た す な た り 作 画 歳 と も が 類 で の と Ⅱ @- - 
ま る 変 
重 。 イヒ 

な選が っ択 ; " 
た 本 法     
と 顕 然 る の に る に 土 回 て げ 諸 念 帰 心 
い 念 の 。 で 使 場 限 初 心 の ら ら 仏 人 を 
ぅ 仏 五 れ 宗 を あ 
の 謀 士 
で が 代 

る へ 観 ろ れては しかし あるこ われる 合、定 られて 学 抄 」 の直後 確実な 場 の め れ 
は 樹 か 何 と よ 型 い 『 に 史 い 合 駒 た す 
な 立 ち 故 は う 仕 る 三 生 料 る に 誘 。 定 

くさ六 、 れ十 晩 も に し が 部 ま と が ミ も を 型 
年 っ た た " 経 生 さ   定 日   

内 る 代 型 的 し 
的 の に   ィヒ と 

  
な も か な な そ が は 口 い い 以 し し 

速 了 げ た た 
に表 

関 度 て っ てとか用 これ清一に体 体は験 る外 。 の 
現 

衰 も   
が 同 起 " で   も さ 何 " を 二 典 現 の 「 

見 じ っ が で ナ， @ 

い 持 て 法 然 る るる すれを回記 て意 心しのに っ料 
だ 期 い は ぅ と い 味 に た 史 は 便る わっ 運 
せ は ろ 過   、 る す っ と 料 る ね た 

ち 

る る 。 表 六 法 こ る い い と ま る に - 

は た そ       

ず る れ 記 十歳の回 り 然の とで のだ ての ぅ性 も 、 と 
キ一 

で ・ 0  は 心 を 捨 あ ろ 青 椿 四 さ が 捨   
あ 宗 法 な す 聖 る ぅ 及 の 十 れ 刀ダ 

る 毅 然 居 、 ぎ 帰 。 か は 史 三 て な   
。 集 を い て 浄 こ 。 全 科 歳 ぃ { 

  
宗 田 中 お か の の く は の た な 
教 の む か 帰す 」 
套き 発 @ と 

    
回 生 す 公 然 を 化 尤 - Ⅰ か   
の 発 とる 法案 し っ た 然 な か か 創作 

87@ (197) 



す
 」
と
い
う
法
然
の
述
懐
の
言
葉
が
あ
る
 0
 先
に
引
い
 た
よ
う
に
、
田
村
岡
 澄
氏
 は
こ
れ
を
も
っ
て
、
四
十
三
歳
 の
 突
発
的
回
心
の
証
拠
 

「
選
択
集
 ヒ
 に
は
「
貧
道
、
昔
、
こ
の
典
を
披
閲
し
て
、
 

ほ
ば
 素
意
を
識
 り
 、
た
ち
ど
こ
ろ
に
余
荷
を
す
て
て
、
 

，
 
-
 こ
に
念
仏
に
帰
 

主
 基
盤
に
は
、
隆
寛
、
証
空
、
幸
西
、
弁
長
、
長
 西
 、
静
 遍
 、
 良
遅
 、
親
鸞
な
ど
の
有
力
門
弟
の
活
動
が
あ
っ
た
 。
彼
ら
が
法
然
門
下
に
 

@
 
偲
 @
 

参
加
し
た
の
は
、
全
て
法
然
五
十
八
歳
以
降
の
こ
と
で
 あ
っ
た
。
有
力
門
弟
は
法
然
の
弟
子
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
 、
 彼
ら
自
身
も
念
仏
聖
 

0
 集
団
を
率
い
る
指
導
者
 格
 で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
ほ
 な
ら
な
い
。
初
期
浄
土
宗
と
呼
ば
れ
る
宗
教
集
団
が
急
 速
 に
膨
張
し
た
の
も
、
 

念
仏
聖
の
指
導
者
が
多
く
参
加
し
た
た
め
で
あ
る
。
 伊
 藤
唯
真
 氏
の
 い
う
 と
こ
ろ
に
 
ょ
 れ
ば
、
初
期
浄
土
宗
は
「
 法
然
お
よ
び
直
弟
を
申
 

 
 

核
 に
し
、
そ
の
周
辺
部
に
余
党
を
擁
し
た
念
仏
上
人
が
多
 く
 存
在
す
る
と
い
う
、
拡
散
的
な
構
造
を
も
つ
同
法
 案
 団
 」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
 

有
力
門
弟
が
法
然
門
下
に
参
加
し
た
法
然
五
十
八
歳
以
 降
 と
は
、
法
然
が
口
を
す
っ
ぱ
く
し
て
専
修
念
仏
へ
の
 帰
 依
を
説
い
た
時
期
に
 

重
な
る
。
法
然
の
勧
誘
の
言
葉
は
、
現
実
の
宗
教
集
団
 0
 発
生
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
多
く
は
 天
 ム
ロ
僧
で
 
占
め
ら
れ
て
い
た
聴
衆
 

（
 
守
 
@
@
 

を
 前
に
し
て
、
法
然
は
中
国
の
浄
土
五
祖
の
例
を
だ
し
、
 
「
諸
君
も
回
心
せ
よ
」
と
呼
び
か
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
 う 。
法
然
が
自
ら
の
 国
 

（
 
訊
 @
 

心
体
験
を
語
っ
た
の
も
、
そ
う
し
た
場
面
で
あ
っ
た
は
 ず
で
あ
る
。
法
然
が
自
ら
の
突
発
的
な
回
心
を
公
に
し
た
 時
に
、
そ
れ
は
浄
土
 五
 

祖
の
回
心
と
同
一
の
勧
誘
の
役
割
を
に
な
っ
て
い
た
の
 で
は
な
か
っ
た
か
。
つ
ま
り
「
か
つ
て
私
も
た
ち
ま
ち
に
 奈
 行
を
捨
て
、
念
仏
に
 

婦
人
し
た
。
諸
君
も
私
の
よ
う
に
回
心
せ
よ
。
」
と
い
う
 
呼
び
か
け
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
筆
者
の
回
心
論
は
仮
説
の
域
を
出
る
も
 の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
 0
 し
か
し
第
一
節
の
末
尾
で
提
示
 し
た
問
、
法
然
は
晩
 

年
 近
く
に
大
き
な
思
想
的
変
化
を
体
験
し
た
の
な
ら
ば
、
 何
故
法
然
や
門
弟
の
記
憶
に
は
そ
れ
が
残
さ
れ
て
い
な
 い
の
か
と
い
う
間
に
 

は
、
 答
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
法
然
が
自
ら
の
回
心
を
 語
っ
た
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
晩
年
近
く
の
大
き
な
 思
 想
 的
変
化
の
あ
ら
わ
れ
 

の
 一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
法
然
が
四
十
三
歳
の
 時
の
こ
と
を
思
い
お
こ
し
た
と
し
て
も
、
重
要
な
こ
と
 は
、
 思
い
お
こ
し
た
こ
 

と
 自
体
に
あ
る
。
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法然と回心物語       
9 8 7 6   5  4   3  ） 2  ） 1 ） 注 ' 

す 回が行 

日椎尾 研 の 程 の 

即世 楽五   
一所 九五 四 八頁。 ｜ 

物 る い 語 同 頁 
  
  語次とが 
選 0 元忠 使 
  沈で ぅ わ 
集 元あ 。 れ 
新   
考 」 

に お るとて 。 こき 
ぃ前み た 

  
  
度 敢 て回心 で回心 が、 者を回 

  を 心に密 
千仏 理体はな 
教 

解験二 し 、 つ念 概 
学研 

  
究     と を元が 雄 @  空 で 

89@ (199) 

理 ん わ 
化 法 れ 
し 然 る 
た は 。 
表 こ こ 

現 の こ 

が 時 か 
で、 点、 ら 

き で 導 
ろ は ぎ 

以前 
に ち こ 

は ど と 

、 ， 」 が 、 

そ ら で 
う に き 
い 余 る 

のま 行をすう突発 6 、 
白勺 、 て @ ヨ 

選択 
@ む こ 集 

は こ 』 

誰 に 撰 
に 念 述 

と 仏 当 
っ に 時 
て 帰 の 

も す 法 
存 」 然 
在 と の 
し 自 走 
な ら 型 
か 信 化 
っ じ し 

た て た 
の い 言 

で た 葉 
あ で 使 
る ③あ い 
0@  ろ な 

ぅ の 
  で ・ 

だ あ 
げ ろ 
れ   

ど も 

も ち 
走 ろ 

の
 一
つ
と
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
述
懐
の
言
葉
か
ら
、
 

法
然
が
突
発
的
回
心
を
と
げ
た
と
結
論
づ
け
る
の
は
、
 

や
や
早
急
な
 よ
う
 に
 思
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                                                    一日 法 

家実 

  
教 ロ歴 （ 
（ 史 
岩学 

  
研究 波書   
店、 

  
一五 」（ 所編 題 究 法然上 の体系 九八二 ず 」（ 九 『人的 ） 印     
七一 
一九 
） セ 低 仏 法然 度学 研究会 理解の 三 OO 学仏 度 

O ） 教 偏心 @ 教 教 

四姉 九 @ 
  0 日 要 光学 学 研 

日工 説 究 頁 。 

一 O 
一七 ｜ 六｜ 

    
頁 。     

九 九 
五 五     八） 八）     

同 

ョ法 

然浄   土 
広類 教 助 ) １ １ の 

奏案 居、 
敏説 想 

  と 
暦 

然究   教が @ 
史   
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62 （ 

    
82 （ 27       225 ） ） 4 

七一毅 照 てし 表る 念 帳 下 総 

ヒ の の一） = 

い " 一 要も   か い 

つる て 。 

  天 

教 がんへ 「然 の 

るさは これな Ⅱ 八 一 』」 ぬ   

っな衆 』）       
91@ (201) 

谷
 源
空
上
人
伝
 口
宍
 十
六
門
 記
 三
）
に
も
、
 
静
遍
は
 つ
い
て
「
 彼
 宗
を
捨
て
 ム
 念
仏
門
に
帰
し
給
へ
り
」
と
あ
る
。
⑩
 ｜
 同
上
 。
 円
 九
巻
本
レ
 に
 も
・
 

隆
寛
が
「
国
宗
を
す
 て
 専
修
を
た
て
る
」
こ
と
を
、
延
暦
寺
の
 衆
徒
か
ら
批
難
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
編
纂
 さ
れ
た
 ョ
 
浄
土
伝
灯
 



ハ （ （ （ （ （ ハ （ （ （ （ ハ ） ） ノ凸 0u ） Jo0 ハコ ） り 8 0000 ） Ⅰ l ） 6 ミリ） クリ ） ハ 0 ず ノ ） 00 00 コリ ） り 乙 Ⅰ） う う l 。 り u （ 92   
ほ ろ 類 に 式近 の 腕徳る 勧部 
いにを 示藤末 『『団円 同 「 同 ㍉ ョ化 撰文のを 各捨 読経   
つ 龍一則 は 期ヒ 昭 法 秀 

= 四目 』 

れ教 修士 導 と 四一 
ば 体にずの忠七頁   
承験 ょ 」 伝想二   

知な でたていに っ と記 」頁 五 。 
向昭 

関心を きなかしかめ 九頁。 往生し 善導 ぅ 

法 

金口 つ る 得 の持 
た こ る こ つ 五 
の と と と に   
で を 断 ばい 四 
あ 怠 定 をた 

頁 。   
る ら を 弟烏る 
ビ な く 呑経 

か だ み 過 
つ し に が 
た たす 次 
の 著 る の     ヒ 行末， 現 （ 伝こ相誘 に る 推し こ 。 の人に なく、 

聖で 」 ' と ふ さ @ 

ばれだか の、 から 
底 か なれ 
に か 託 て 

  
あ る 拠ぃ 

っ て定あ 断を る 。   
、 を げ 「   

こ は 5 法 

然は ばかとば れな ことは たらな を教学 ）と、 た る 。 ように を捨て 。平安 も可能 

な り い 専 い的法だ漠て 後で事 

  実であ 然の表に裏 づ し十二 然 と現 、こと 期に成 ある。 
す す の 文   
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法然と回心物語 

（
 伯
 ）
引
用
は
す
べ
て
「
 
略
 法
会
」
に
依
拠
し
た
。
そ
の
負
数
 は
、
注
 （
 蝸
 ）
に
ま
と
め
て
注
記
し
た
。
⑥
は
日
本
の
高
僧
の
回
 心
 で
あ
る
が
、
浄
土
五
祖
 

0
 回
心
と
同
一
の
機
能
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
掲
出
し
た
。
 

（
 蛇
 ）
法
然
の
作
と
い
わ
れ
る
同
類
聚
元
祖
 
伝
 」
は
、
浄
土
工
 祖
の
行
実
に
関
し
て
の
中
国
の
往
生
伝
か
ら
の
抜
粋
を
編
集
し
 た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
 占
 

か
ら
、
法
然
が
中
国
の
往
生
伝
を
熟
読
玩
味
し
て
い
た
こ
と
が
 わ
か
る
。
 

（
 悶
 ）
 
日
 往
生
西
方
浄
土
瑞
応
仁
 ヒ
 日
新
修
往
生
伝
」
 尖
 浮
上
 完
全
書
 b
 続
 十
六
、
五
頁
、
九
一
頁
）
 

（
 何
 ）
例
外
的
に
中
国
の
往
生
伝
に
も
、
捨
聖
 
帰
 浄
の
回
心
を
 と
げ
た
と
あ
る
の
は
曇
鸞
の
場
合
で
あ
る
。
「
新
修
往
生
伝
 ヒ
 に
曇
駕
が
 「
 即
 浩
二
講
説
 -
 

修
二
浄
土
竹
二
と
あ
る
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
そ
れ
政
法
 然
の
読
み
か
え
、
言
 い
か
 え
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
は
で
 き
 な
い
。
中
国
の
文
献
 

に
お
い
て
捨
聖
 帰
 浄
の
表
現
と
思
想
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
 っ
 た
か
の
吟
味
は
、
本
稿
の
守
備
範
囲
を
は
る
か
に
越
え
る
こ
 と
で
あ
る
。
 

（
 あ
 ）
法
然
の
経
典
の
読
み
方
い
っ
ぱ
ん
に
つ
い
て
、
渡
辺
 
照
 先
民
 の
 コ
メ
ン
ト
が
正
鵠
を
射
て
い
る
。
「
一
切
経
そ
の
も
の
 を
 偏
見
な
く
研
究
し
た
の
 

で
は
な
く
て
、
す
で
に
彼
の
固
定
観
念
と
な
っ
て
い
た
念
仏
 信
 仰
の
根
拠
な
り
、
反
駁
な
り
だ
げ
に
注
意
し
な
が
ら
通
覧
し
た
 も
の
で
あ
ろ
う
。
 し
 

た
が
っ
て
彼
の
専
修
念
仏
は
仏
教
大
系
全
体
に
対
す
る
批
判
的
 研
究
の
所
産
で
は
な
く
し
て
、
す
で
に
予
定
さ
れ
て
い
た
結
論
 な
の
で
あ
ろ
う
 ピ
 

（
渡
辺
 照
 宏
ョ
日
本
の
仏
教
 ヒ
 岩
波
書
店
、
一
九
五
八
、
五
九
 @
 -
 
ハ
 
0
 頁
 ）
。
同
じ
こ
と
は
浄
土
五
祖
の
回
心
に
つ
い
て
も
あ
て
 は
ま
る
だ
ろ
う
。
 か
 

れ
ら
が
捨
聖
 帰
 浄
の
回
心
を
と
げ
た
と
い
う
の
は
、
す
で
に
 予
 定
 さ
れ
て
い
た
結
論
で
あ
っ
た
。
 

（
 弼
 ）
引
用
は
す
べ
て
コ
照
 
法
伝
ヒ
に
 依
拠
し
て
い
る
。
①
 ｜
 口
一
 0
 頁
 。
表
の
傍
線
部
参
照
。
②
 ｜
 六
一
九
頁
。
法
然
が
 兼
 修
の
否
定
を
説
い
て
い
る
 

箇
所
か
ら
の
引
用
。
後
の
方
に
「
浄
土
 ノ
 祖
師
ア
ヒ
 ッ
キ
テ
、
 ミ
ナ
一
向
二
名
号
 プ
棒
 シ
テ
、
金
打
 ヲ
マ
シ
ヘ
 サ
ン
ト
ス
 ス
ム
 。
コ
レ
ラ
 ヲ
按
 シ
テ
 

専
修
 ノ
 一
行
ニ
イ
 ラ
セ
タ
マ
ヘ
ト
 ハ
白
女
 チ
リ
 」
と
あ
る
。
③
 １
 %
 
一
 三
頁
。
血
脈
相
承
を
説
く
た
め
に
、
中
国
の
往
生
伝
を
 忠
実
に
引
用
し
て
い
 

る
 。
④
 ｜
 八
七
頁
。
引
用
の
し
ば
ら
く
前
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
 る
 。
「
無
バ
刷
チ
決
定
シ
テ
 彼
 極
楽
国
土
工
 生
ズ
ル
コ
ト
ヲ
得
 ョ
 ウ
ト
 欲
セ
バ
、
此
 

ノ
答
ノ
意
 ニ
白
、
雑
 ヲ
捨
テ
専
ヲ
修
 ス
ベ
 シ
 。
 是
レ
 先
徳
 ノ
意
 ナ
リ
。
 僻
慢
 ス
ル
 可
 カ
ラ
 ズ
 。
 努
 カ
メ
 ョ
努
 カ
ノ
 ヨ
 」
（
原
文
は
 

漢
文
）
。
⑤
 

｜
 一
四
 

三
頁
。
二
五
五
頁
。
念
仏
を
引
通
し
た
代
表
的
人
物
と
し
て
 挙
 げ
ら
れ
て
い
る
。
⑥
 ｜
 ニ
セ
一
頁
。
日
本
の
高
僧
の
例
で
あ
る
 が
 、
浄
土
五
祖
の
回
 

心
と
同
一
の
機
能
を
は
た
し
て
い
る
た
め
引
用
し
た
。
し
ば
ら
 く
 後
で
「
 然
バ
此
 竜
二
 依
テ
 、
今
聖
道
 ヲ
捨
テ
 念
仏
二
人
ル
地
 」
と
説
か
れ
て
い
 

る
 。
⑧
 ｜
 三
四
三
頁
。
念
仏
の
み
が
時
代
に
あ
 ぅ
 こ
と
の
 例
と
 し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

（
 n
7
.
 

）
「
「
上
古
賢
哲
」
で
す
ら
 帰
 浄
し
た
。
泥
や
「
末
代
 愚
魯
 」
の
 帰
 浄
は
当
然
で
あ
る
と
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
道
門
 難
 証
を
強
調
し
、
捨
聖
帰
陣
㎝
 

 
 

の
 歴
史
的
位
置
」
、
日
本
史
研
究
一
九
八
、
一
九
七
九
、
一
 
0
 頁
 ）

。
本
稿
の
第
二
節
 
3
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周
知
の
よ
う
に
、
 

P
.
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
（
一
八
八
六
 

5
 一
九
 
六
五
）
の
生
涯
は
 

、
 大
き
く
別
け
て
、
祖
国
ド
イ
ッ
 

時
 代
 と
一
九
二
三
年
秋
 

に
ア
 メ
リ
カ
に
移
住
し
て
没
す
る
ま
で
の
時
代
と
に
な
る
（
 

l
@
 
。
彼
の
生
涯
は
彼
独
自
の
学
問
形
成
と
宗
教
思
想
活
動
 

に
 於
て
積
極
的
に
「
 

境
 

 
 

て
貫
 ぬ
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
常
に
ド
イ
ツ
時
代
の
 

問
題
意
識
が
醸
成
さ
れ
 

 
 

耶
 
P
 
 
代
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
な
か
ん
ず
く
組
織
神
学
者
と
し
 

と
こ
ろ
で
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
哲
学
博
士
、
神
学
 

観
念
論
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
基
本
 

て
い
く
姿
で
も
あ
る
と
み
な
さ
れ
よ
 

。
（
 

3
 ）
し
か
し
、
 

う
 

 
 

的
に
踏
ま
え
て
、
彼
の
課
題
は
学
問
体
系
の
問
題
へ
と
 

展
 

日
本
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
研
究
に
関
し
て
み
れ
ば
、
一
九
五
 

 
 

シ
ェ
リ
ン
グ
な
ど
の
ド
イ
ツ
 

一
年
以
後
に
発
表
さ
れ
た
 

 
 

㍉
「
組
織
神
学
 
ヒ
 全
三
巻
 や
 一
九
六
 
0
 年
の
来
日
で
の
 
交
流
な
ど
を
通
し
て
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
 

り
 、
一
般
に
、
ア
メ
リ
カ
 
時
 

-
4
 

Ⅰ
）
 

（
 
5
 ）
 

 
 

時
に
一
方
で
、
彼
は
大
学
時
代
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
学
生
 

信
仰
 団
 で
活
動
し
、
さ
ら
に
宗
教
社
会
主
義
思
想
に
も
と
 

つ
く
活
動
へ
と
向
く
。
 
95  (205) 

  

藤
本
陣
 彦
 

ド
 イ
ツ
時
代
の
 P
 
.
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 

と
く
に
学
の
体
系
的
展
開
に
関
し
て
 



（
 
9
 ）
 

ケ
 年
間
に
発
表
さ
れ
た
こ
れ
ら
を
、
こ
こ
で
は
最
初
 塑
一
 
蔀
 著
作
と
呼
ん
で
お
く
こ
と
に
す
る
。
 

出ブ きレテ 
ミ ス ィ   

    

  
憶た壌 

哲 は 
シ 学   

I 博ど 士こ 

  
なら し - ツの イ 

観念論 びにその・）   、ハ 
  レ お 

  
よう。 してい の・） しざ 

る 0  そ彼 
し の 

一 て 処 

  

（
 
8
 ）
 

限
定
し
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
学
の
体
系
的
 展
開
と
宗
教
思
想
活
動
と
を
積
極
的
 

学
問
と
行
動
と
は
不
可
分
離
に
相
互
的
で
あ
る
と
言
え
 る
よ
う
な
性
格
が
あ
る
。
し
か
し
、
と
り
 

握
 し
ょ
う
と
す
る
場
合
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
 い
 わ
ゆ
る
 観
念
論
に
関
わ
る
研
究
に
発
端
を
持
っ
 学
 

で
 宗
教
社
会
主
義
の
活
動
と
い
う
、
 二
 側
面
を
如
実
に
看
 取
し
ぅ
る
 。
 

こ
の
拙
稿
 は
、
 右
の
よ
う
な
な
精
神
的
そ
し
て
歴
史
的
状
 況
に
 於
て
在
る
ド
イ
ツ
時
代
の
テ
ィ
 

関
性
 に
注
目
し
な
が
ら
、
彼
の
発
表
し
た
諸
論
文
を
中
 心
 資
料
に
大
き
く
四
段
階
を
仮
設
し
て
、
 に

行
な
う
の
で
あ
る
が
、
彼
に
お
け
る
 

わ
 け
 ド
イ
ツ
時
代
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
を
把
 

の
体
系
的
展
開
と
い
う
こ
と
と
、
一
方
 

リ
ッ
ヒ
に
つ
い
て
、
こ
の
一
一
側
面
の
相
 

と
く
に
学
の
体
系
的
展
開
へ
の
側
面
に
 

（
Ⅰ
 
1
 
）
 

は
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
想
に
と
っ
て
大
地
的
な
役
割
り
を
 果
 し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
 

の チ 彼 
よ ス の 

う 政 こ 

な 権 の 
ド 成 よ 

イ 土 う 

ッ （ な 

居 、 一 学 

問 悪 と行 界の 九三三 

精 ） 動 
神 ま と 

状 で は 
況 の   

と ド @   
と イ イ 
も ツ ・ ツ 

に 居、 帝 
と 想 国 
ら 界 建 
え の 設 

ら 揺 （ 
れ 藍 一 

な 期 八   
ば 景 ） 
な に の 

ら し あ 
ほ て と   
と る イ 

@@@, マーレ て る 舌口え と ノ 

の る 共 
で ・ 0  木口 

あ そ 体   
、 ゆ め 

そ え 発 
の に 足     
で   の 九 
" ， 甲 u 、 "- 

ド 恋 人 
イ 形 ） 
ッ 成 か 

時 は ら 

代 こ 々 
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ド 々 ツ 時代の P . ティリッヒ 

の
 影
響
を
重
視
す
る
。
「
と
こ
ろ
で
、
観
念
論
 は
 単
に
学
 的
な
運
動
ば
か
り
で
は
な
く
し
て
、
と
り
わ
け
宗
教
的
 な
 運
動
で
あ
る
 
公
ョ
 

け
ヴ
 
二
幅
 0
 ロ
 ト
 
の
 ヰ
隼
 
e
 Ⅱ
）
ら
の
の
 

コ
 の
 日
帝
 の
 臣
 i
c
 
す
田
コ
仁
 
Ⅰ
 e
 ）
臣
の
臣
 
ト
 
の
の
の
 

コ
 の
の
 
ぽ
簿
片
 
（
二
の
 
オ
 の
。
の
 
0
 コ
宙
 
。
Ⅱ
 
コ
セ
 0
 Ⅱ
の
 甘
 e
 ヨ
 
0
 ）
 
コ
の
 Ⅱ
の
）
 

  

か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
観
念
論
の
有
す
る
体
系
的
な
本
 質
 哲
学
へ
の
疑
わ
し
さ
を
意
識
し
て
い
た
シ
ェ
リ
ン
グ
 の
中
期
以
後
の
哲
学
が
 

（
Ⅱ
Ⅱ
 

-
 

注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
 ょ
う
 な
透
視
点
は
 
、
，
 し
れ
に
続
く
後
の
二
部
著
作
を
も
 
貫
 ぬ
い
て
い
る
。
 

す
な
わ
ち
第
二
著
作
で
、
体
系
的
な
思
想
家
と
し
て
の
 シ
ェ
リ
ン
グ
の
特
色
を
、
カ
ン
ト
お
よ
び
そ
の
前
後
に
注
 目
す
る
こ
と
に
 ょ
っ
 

て
 歴
史
的
 ｜
 弁
証
法
的
な
基
礎
づ
 け
 と
し
て
と
ら
え
、
 
そ
 の
後
期
に
み
ら
れ
る
「
神
秘
主
義
と
 罪
 意
識
と
の
 総
 4
 ロ
（
 し
ぴ
 
の
 ぺ
 コ
田
す
の
の
の
 

（
印
 

@
 
）
 

せ
 0
 コ
旨
セ
の
由
オ
 亡
臣
 
宙
 ㏄
。
 
オ
け
 
～
 
ら
ヴ
 
の
 毛
由
 め
由
の
臼
 

コ
 ）
」
を
 解
 明
し
よ
う
と
す
る
 0
 そ
こ
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
 教
 説
の
神
 私
約
・
 
p
 ゴ
ス
的
な
構
 

（
 
口
 
u
-
 

成
の
解
明
が
あ
り
、
「
宗
教
は
、
先
験
的
な
過
程
と
い
う
 特
定
の
点
で
、
必
然
的
な
精
神
機
能
と
し
て
 演
維
 さ
れ
 る
 」
と
い
う
視
座
が
あ
 

る
 。
さ
ら
に
第
三
著
作
で
は
、
神
学
の
問
題
と
し
て
 超
 自
然
的
な
る
も
の
（
守
の
 

C
 汗
ヨ
 監
守
 F
p
n
 

オ
の
 
）
の
概
念
 を
 性
格
づ
け
る
と
と
も
 

に
 同
一
性
の
原
理
（
守
の
下
 ぎ
ぃ
ぢ
 &
 の
 q
 
 
ま
の
コ
侍
 
～
（
 
出
 （
）
 を
 論
じ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
よ
る
と
、
「
私
は
、
同
一
性
 の
 原
理
を
、
カ
ン
ト
 か
 

ら
 第
二
期
シ
ェ
リ
ン
グ
ま
で
の
批
判
的
・
観
念
論
的
哲
 学
の
内
で
掌
握
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
主
体
と
客
体
、
概
念
 と
 表
象
、
絶
対
と
相
対
 

（
 
り
 
M
 
）
 

と
の
生
々
し
た
統
一
の
認
識
論
的
な
基
本
原
理
で
あ
る
と
 理
解
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
も
と
づ
い
て
 シ
ェ
リ
ン
グ
に
お
け
る
 

キ
リ
ス
ト
教
的
実
存
論
哲
学
の
構
想
を
見
通
し
指
摘
す
る
  
 

 
 

 
 

そ
し
て
最
終
的
に
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
 「
超
自
然
的
な
る
も
の
は
超
の
弁
証
法
に
よ
っ
て
純
粋
 に
超
｜
 主
体
的
な
も
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ま
ず
第
一
著
作
で
は
、
歴
史
的
研
究
の
持
ヨ
一
重
の
課
題
 、
す
な
 ね
 ち
、
体
系
の
 

過
程
の
追
跡
と
い
う
こ
と
を
提
起
す
る
。
後
者
は
諸
種
 の
 前
提
お
よ
び
紛
糾
を
伴
っ
 

哲
学
の
統
一
が
原
則
的
に
予
想
さ
れ
、
体
系
的
な
作
業
 に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ェ
リ
ン
グ
 

宗
教
史
の
構
造
を
シ
ェ
リ
ン
グ
の
積
極
哲
学
の
前
提
と
 原
理
の
中
に
追
求
す
る
の
で
 確

た
る
基
本
線
の
構
成
と
い
う
こ
と
と
独
自
の
思
考
 

て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
神
学
と
 

研
究
の
価
値
を
、
こ
の
後
者
に
置
く
。
す
な
 ね
 ち
、
 

あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
、
 1
.
 

カ
ン
ト
の
宗
教
思
想
 



与
え
た
の
で
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
自
身
の
「
内
面
的
 親
 近
性
 」
に
お
い
て
、
こ
こ
に
言
う
三
部
著
作
を
と
ら
え
る
 こ
と
が
で
き
る
と
し
て
 

も
 良
か
ろ
う
。
 

 
 

さ
ら
に
「
シ
ェ
リ
 ソ
グ
 
の
自
然
哲
学
と
の
出
会
い
は
、
 

私
 の
そ
の
後
の
発
展
を
強
く
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
 ほ
ど
の
影
響
力
を
彼
に
 

す
は
 ね
ち
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 

内
面
的
親
近
性
に
よ
っ
て
 シ
 の

 自
伝
的
回
想
に
よ
る
と
、
「
私
自
身
は
、
一
面
た
ま
た
 ま
 本
を
買
っ
た
と
い
う
偶
然
に
も
よ
る
が
、
他
面
、
 

ェ
リ
ソ
グ
 に
導
か
れ
た
。
私
は
彼
の
全
集
を
、
感
激
し
な
 が
ら
何
回
も
読
破
し
た
」
と
 述
 壊
さ
れ
て
お
り
、
 

（
 
リ
り
 
）
 

わ
ゆ
る
最
初
期
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
が
と
ら
え
ら
れ
 ぅ
 る
の
で
あ
る
。
 

の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
主
体
は
、
そ
の
題
目
 然
 的
な
る
も
の
を
伴
っ
て
、
確
信
が
生
じ
る
と
い
う
よ
 う
な
同
一
性
の
中
に
来
 

 
 

た
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
で
あ
り
、
超
自
然
主
義
の
方
 法
の
最
も
深
い
根
源
は
、
「
超
は
、
そ
の
方
法
を
強
制
 し
て
客
観
的
啓
示
 と
問
 

ズ
 ノ
 ラ
 

（
 
巧
 @
 

ぅ
 主
体
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
者
へ
と
定
立
す
る
こ
と
 に
 反
対
さ
せ
る
に
至
ら
し
む
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 す
な
ね
 
ち
、
「
超
の
弁
 

証
 法
に
よ
っ
て
（
 せ
銭
ヨ
ぴ
笘
隼
 9
 
 し
ご
 鯨
 峯
ぎ
Ⅰ
の
の
の
 u
p
 （
 簿
 ）
」
、
自
然
と
主
体
の
概
念
な
ど
が
神
学
の
問
題
と
 

し
て
新
た
に
照
射
さ
れ
 

と
ら
え
直
さ
れ
て
い
く
と
言
え
よ
う
。
 

（
 
6
-
 

l
l
 

第
二
お
よ
び
第
三
著
作
の
序
言
で
語
ら
れ
て
い
る
 よ
う
 に
、
 各
々
は
相
互
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
 ま
 ず
 シ
ェ
リ
 ソ
グ
 の
 積
 

極
 哲
学
の
内
に
宗
教
史
の
構
造
の
前
提
と
原
理
を
求
め
、
 次
に
そ
の
哲
学
の
展
開
の
内
に
神
秘
主
義
と
 罪
 意
識
と
 を
 明
ら
か
に
し
、
第
三
 

の
 著
作
で
は
画
一
者
の
到
達
 点
 に
立
っ
て
神
学
の
問
題
と
 し
て
超
自
然
的
な
る
も
の
の
性
格
と
原
理
と
を
論
じ
る
 0
 こ
こ
に
は
一
貫
し
て
 

弁
証
法
的
素
地
に
基
づ
く
体
系
的
な
学
の
追
求
が
み
ら
 れ
る
。
そ
の
出
発
点
な
ら
び
に
問
題
と
を
ド
イ
ツ
観
念
論
 と
り
わ
け
カ
ン
ト
、
 
フ
 

ィ
ヒ
テ
 の
系
列
を
踏
ま
え
て
シ
ェ
リ
ン
グ
後
期
哲
学
に
注
 目
し
、
自
然
概
念
を
め
ぐ
る
神
学
的
考
察
へ
と
展
開
し
 て
い
く
。
そ
こ
に
、
 
い
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と
こ
ろ
で
一
方
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
学
生
時
代
に
学
生
結
 社
 
「
ヴ
ィ
ン
ゴ
ル
フ
」
に
終
始
積
極
的
に
加
わ
っ
て
い
た
 し 、
す
で
に
、
キ
リ
 

（
円
）
 

ス
 卜
者
と
し
て
の
自
ら
の
生
の
指
針
を
形
成
す
る
こ
と
を
 学
ぶ
た
め
の
確
信
、
懐
疑
そ
し
て
批
判
の
力
を
培
っ
て
 い
た
と
い
え
 
よ
う
 。
 主
 

体
 的
な
課
題
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
神
学
へ
の
関
わ
り
が
 注
目
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

一
九
 0
 七
年
か
ら
一
一
年
に
か
け
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
 二
 一
つ
の
キ
リ
ス
ト
教
論
述
と
呼
び
う
る
論
文
を
発
表
し
て
 い
ろ
。
ま
ず
「
 弁
神
 

-
 
初
 @
 

 
 

｜
メ
 、
後
期
シ
ェ
リ
ン
グ
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ク
ア
ー
の
 現
実
的
世
界
観
お
よ
び
 

悲
観
的
人
生
観
 と
 一
元
論
の
系
列
に
あ
る
ス
ピ
ノ
ザ
 

、
 -
 
ブ
 イ
 ブ
 
ニ
ッ
ツ
 と
へ
｜
 
ゲ
ル
の
観
念
論
的
お
よ
び
楽
観
的
 人
生
観
と
に
別
け
る
。
 

-
@
 

付
）
 

そ
し
て
、
一
神
論
の
基
本
と
し
て
の
一
元
論
原
理
と
神
 の
 里
佳
と
三
位
一
体
性
と
を
論
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
論
へ
と
 閲
読
し
て
い
く
。
次
に
 

（
㌶
）
 

彼
は
 、
 「
キ
リ
ス
ト
教
宗
教
に
と
っ
て
一
元
的
世
界
観
 
と
 二
元
的
世
界
観
と
の
対
立
は
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
か
 」
を
論
じ
る
。
イ
ェ
ス
 

0
 人
格
に
ふ
さ
わ
し
く
ま
た
キ
リ
ス
ト
の
救
済
に
と
っ
て
 完
全
に
正
し
く
な
る
哲
学
的
世
界
像
が
到
来
す
る
ま
で
 ず
っ
と
、
一
元
論
の
立
 

 
 

場
は
二
元
論
的
な
批
判
に
よ
っ
て
一
層
高
い
段
階
へ
と
 追
い
や
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
二
元
論
的
批
判
の
現
 案
 が
有
す
る
意
味
を
認
 

め
つ
つ
、
そ
の
奥
底
に
一
元
論
原
理
の
も
と
で
の
キ
 リ
ス
 ト
教
 救
済
論
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
 一
九
一
一
年
に
は
「
 
キ
 

（
 
れ
 @
 
）
 

リ
ス
ト
の
確
か
さ
と
歴
史
的
イ
ェ
ス
に
つ
い
て
一
二
八
 
の
 命
題
」
を
 提
 し
て
い
る
 0
 そ
の
根
木
に
は
、
「
 イ
ェ
 ス
は
 キ
リ
ス
ト
で
あ
る
 

（
帝
の
仁
の
 
ぢ
 円
仁
 の
 Ⅰ
の
 ゴ
 臣
の
円
 
岸
の
 
）
」
 L
 し
い
う
キ
リ
ス
ト
教
 
信
条
は
「
イ
ェ
ス
、
キ
リ
ス
ト
は
現
存
し
て
い
た
（
 お
 の
 年
少
年
 e
 Ⅱ
の
す
Ⅱ
 
ぢ
 片
岸
 
3
 

小
 
5
-
 

2
 

牙
 笘
の
准
の
（
 @
 
の
 Ⅰ
（
）
」
と
い
う
歴
史
的
意
見
と
ほ
区
別
さ
 れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
提
起
が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
 論
 へ
と
展
開
さ
れ
る
。
 

そ
こ
に
は
、
信
仰
と
歴
史
の
相
剋
の
中
で
課
題
と
さ
れ
 る
 キ
 リ
う
 
ハ
ト
論
が
あ
る
と
舌
口
え
よ
う
。
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右
の
 

ム
ロ
 
、
す
 

根
底
に
 

基
礎
 づ
 一

連
の
論
述
を
通
し
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
一
貫
し
て
論
じ
 る
の
は
、
神
学
の
問
題
の
学
的
な
体
系
と
い
う
こ
と
で
 あ
る
。
そ
の
場
 

で
に
ふ
れ
た
 よ
う
 に
 、
 彼
は
、
哲
学
宗
教
思
想
の
歴
史
 を
 一
元
論
と
二
元
論
と
い
う
系
列
で
と
ら
え
、
二
元
論
的
 批
判
の
現
実
の
 

お
 げ
る
一
元
論
の
意
味
を
さ
ぐ
り
、
そ
の
点
で
信
仰
 と
歴
 史
の
相
剋
の
只
中
に
自
ら
の
思
考
を
置
く
。
そ
れ
ゆ
え
 に
 神
学
原
理
の
 

け
が
学
の
体
系
一
般
の
中
か
ら
掘
り
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
 ず
 、
ま
さ
に
そ
の
地
平
に
お
い
て
宗
教
哲
学
的
な
原
理
 へ
 の
 関
心
が
強
く
 

（
四
）
 

に
エ
倒
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
方
で
い
さ
さ
か
生
硬
な
神
 学
的
問
題
の
提
起
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
 

い
 。
と
り
わ
け
神
学
原
理
の
基
礎
 づ
 げ
で
は
、
思
惟
の
体
 糸
 的
な
始
源
と
展
開
、
そ
し
て
宗
教
哲
学
が
と
り
あ
げ
 ら
れ
る
 0
 そ
こ
で
 は
、
 

（
 
却
 ）
 

「
神
の
思
考
の
学
的
な
基
礎
 
づ
 げ
は
、
学
的
な
原
理
一
般
 か
ら
生
じ
た
宗
教
哲
学
的
原
理
の
素
姓
 と
 一
致
す
る
」
 と
と
ら
え
ら
れ
、
学
的
 

な
 原
理
一
般
と
宗
教
的
原
理
と
神
の
思
考
の
学
的
な
基
 礎
づ
 げ
と
い
う
三
者
が
重
な
り
合
 う
 一
面
を
有
し
て
い
る
 
こ
と
に
な
る
。
神
学
 

が
 、
い
わ
ば
、
宗
教
哲
学
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
 学
 の
 体
系
に
於
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

C
.
H
.
 

ラ
ッ
チ
ョ
ウ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
一
九
一
一
 

二
年
の
彼
の
教
義
的
構
想
（
「
組
織
神
学
七
二
テ
ー
ゼ
 b
 の
こ
と
・
筆
者
 注
 ）
 

は
 、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
い
わ
ゆ
る
 
"
 積
極
的
な
 "
 神
学
者
 達
 に
属
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
 0
 こ
の
構
想
は
し
 
か
し
ま
た
、
著
者
が
一
 

方
で
極
め
て
厳
密
な
思
考
訓
練
を
な
し
遂
げ
た
そ
 の
 思
考
訓
練
は
こ
の
頃
に
は
ま
だ
教
義
的
な
材
料
と
充
分
 に
 結
び
つ
け
ら
れ
て
 ぃ
 

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
 0
 そ
し
て
他
方
 で
こ
の
構
想
は
、
教
義
的
思
考
の
た
め
に
は
倫
理
的
目
的
 な
し
で
、
ま
た
国
家
や
 

（
 
銘
 @
 

技
術
や
芸
術
そ
し
て
学
問
な
し
で
ほ
思
考
さ
れ
え
な
か
 っ
た
 一
人
の
神
学
者
を
表
し
示
し
て
い
る
」
と
舌
ロ
え
る
。
 

先
に
あ
げ
た
三
つ
の
 キ
 

リ
ス
ト
数
論
述
を
背
景
に
し
つ
つ
「
組
織
神
学
七
二
 
-
 
ァ
 ー
 ゼ
 b
 を
読
む
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
 
「
厳
密
な
思
考
訓
練
」
 

聞 さ 

題 せ 
に て 

す 広 
る く ヒ 酸 

神 聖 
学 し 

原 て 
理 い 発 の る宛 ・ O ） 

展 す 
は な 
神 わ 
と ち 
イ 彼 
ユ ・ も 支 

ス   
の 神 
開 学 
題 原 
で ] 里 
あ の 
り 基 
教 礎 
義 づ 

の げ 

  
を 木 
保 神 
ち学 、 ） 

ネ中 と 

単 発 
原 展 

  

  
ち と 

な な 
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こ
れ
ら
三
論
述
に
み
ら
れ
る
問
題
を
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
 、
一
 
九
二
二
年
の
日
組
織
神
学
七
二
テ
 
l
 ゼ
ロ
に
お
い
て
 
、
よ
り
一
層
体
系
化
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つ
 
0
 
）
 

全
哲
学
史
を
そ
の
 
"
 宗
教
的
意
味
内
容
 "
 
へ
 向
け
て
あ
 ぶ
り
出
し
た
。
そ
こ
か
ら
最
後
に
彼
は
、
宗
教
哲
学
を
講
 じ
る
」
と
強
調
す
る
 視
 

Ⅰ 0 

内 
し 容 
か 豊 
し か 
な ケこ 

が 鋭 
ち い 多 
わ く 

ね め 
わ 論 
れ 文 
は が 

、 発 
前 表 
言己 さ 
め れ 
引 て 
用 い 
文 る 

v@ し @ し 

続 と 

い も 

て 自 
ラ 明 
ッ で， 

チ あ 
ョ る ⑭ 

ウ 0- 
が 

「 
ア 
  
  
  
  

も よ 

    
の 

約 
十 
学 
期 
自同 

で、 

次 
第 
し 
泊， ヒ 

Ⅰ 

Ⅴ @ 目 
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一
九
一
八
年
の
ド
イ
ツ
革
命
の
体
験
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
 思
惟
に
対
し
て
あ
る
新
し
い
決
定
的
な
方
向
を
与
え
、
 ゐ
 示
教
社
会
主
義
的
組
 

織
の
形
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
機
会
を
与
え
た
。
 具
体
的
に
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
 ヵ
 イ
ロ
ス
・
グ
ル
ー
プ
 

 
 

よ
り
の
 べ
 ル
リ
ン
大
学
私
講
師
時
代
の
活
動
の
場
で
あ
 っ
た
 。
こ
の
頃
か
ら
彼
は
宗
教
社
会
主
義
の
活
動
と
論
述
 と
を
積
極
的
に
行
な
っ
 

て
お
り
、
少
く
と
も
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
移
住
す
る
ま
で
 の
 彼
を
一
貫
し
て
情
熱
的
に
動
か
し
続
け
た
課
題
で
も
 あ
る
。
 

パ
ゥ
ク
 の
よ
う
に
「
国
家
社
会
主
義
の
運
動
が
 、
ド
ィ
 ッ
 全
土
で
気
づ
か
れ
ず
に
拡
が
っ
て
い
た
一
九
二
 0
 年
代
 に
、
彼
は
 宗
教
社
会
 

主
義
の
原
則
を
理
論
的
、
哲
学
的
に
磨
ぎ
あ
げ
る
こ
と
 に
か
か
り
 ぎ
っ
 て
し
た
」
 

@
@
 

（
 
3
 
 

l
 ）
 と
も
言
え
よ
う
か
。
ま
た
、
 ラ
 ソ
 チ
ョ
ウ
は
次
の
よ
う
 

に
 指
摘
す
る
 0
 「
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
 べ
 ル
リ
ン
で
こ
の
時
代
 に
 行
な
っ
た
講
義
は
 、
 彼
が
神
学
の
周
辺
分
野
の
仕
事
 な
し
て
い
る
と
い
う
 

こ
と
を
示
し
て
い
る
 0
 彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
政
治
党
派
 の
 関
係
、
宗
教
と
文
化
の
関
係
、
哲
学
の
宗
教
的
意
味
 内
容
そ
し
て
宗
教
 哲
 

学
の
諸
問
題
を
論
究
し
た
。
彼
の
関
心
は
 、
 全
く
明
白
 に
 社
会
的
 生
 と
文
化
的
生
へ
の
宗
教
哲
学
的
な
橋
渡
し
 
八
ハ
 
隼
曲
の
 
Ⅱ
の
）
と
岨
～
 

0
 口
の
 

o
F
 

い
 
・
 

～
 
0
 の
 
0
 Ⅰ
田
の
 
c
 甘
の
已
（
 
む
り
ヰ
 

の
 コ
 の
の
 
オ
 ～
が
鍍
の
 

コ
 V
 と
い
う
こ
と
に
 あ
っ
た
。
と
く
に
神
学
的
関
心
は
明
確
に
な
っ
 

」
と
。
確
か
に
、
一
九
 

一
一
 
0
 年
 以
後
の
ド
イ
ツ
時
代
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
を
宗
教
 社
 会
主
義
と
い
う
点
で
特
徴
づ
け
る
論
点
も
一
面
的
に
ほ
 妥
 当
 す
る
し
、
こ
の
間
に
 

出
て
来
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
 

I
I
 

I
 



前
者
（
日
文
化
の
神
学
の
理
念
に
つ
い
て
 L
 
）
で
は
、
 積
 極
 的
に
文
化
と
神
学
と
の
理
念
が
論
じ
ら
れ
る
べ
き
揚
が
 追
求
さ
れ
る
が
、
 そ
 

こ
で
は
当
然
、
神
学
の
学
的
理
念
が
問
題
と
な
る
。
「
 
神
 学
は
具
体
的
・
規
範
的
宗
教
学
で
あ
る
。
神
学
の
概
念
 は
わ
れ
わ
れ
の
連
関
 

ハ
 
品
 
@
 ）
 

の
 内
で
は
こ
の
意
味
で
考
え
ら
れ
て
い
る
し
、
こ
の
 意
 味
 で
の
み
、
神
学
の
概
念
は
学
問
的
有
効
性
を
主
張
で
 
ぎ
る
」
と
言
わ
れ
る
。
 

す
な
ね
 ち
、
「
理
性
批
判
は
神
学
を
天
か
ら
地
に
引
 
き
下
 し
た
。
神
学
は
宗
教
学
の
一
部
門
、
体
系
的
・
規
範
的
 部
門
で
あ
る
」
と
同
時
 

（
㏄
）
 

に
 「
概
念
的
超
自
然
主
義
へ
の
論
理
的
・
宗
教
的
批
判
に
 
よ
っ
て
す
で
に
克
服
さ
れ
た
」
神
学
が
 、
 学
の
歴
史
的
 展
開
 相
 に
立
ち
つ
つ
 主
 

張
 さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
「
神
学
の
課
題
と
ほ
、
具
体
的
 
立
場
か
ら
出
発
し
て
宗
教
哲
学
的
 範
跨
に
 根
拠
を
置
き
 つ
つ
、
し
か
も
個
々
の
 

的
 展
開
を
推
進
し
て
い
く
根
本
的
 

力
 の
一
つ
で
あ
る
と
 

思
わ
れ
れ
る
。
，
（
 

6
 
3
 
 

）
 す
な
 ね
 ち
、
彼
が
一
九
一
九
年
と
二
一
年
 

に
 神
学
の
理
念
お
よ
び
 

 
 

点
 を
こ
そ
重
要
な
追
求
課
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 す
た
 ね
ち
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
想
展
開
を
宗
教
哲
学
の
 学

的
体
系
へ
と
向
か
う
 
2
 

道
程
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
 

 
 
 
 
 
 

一
九
一
七
年
十
二
月
村
 
の
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
か
ら
 
E
.
 

ヒ
ル
 

シ
 ュ
 へ
の
重
日
蘭
で
、
彼
は
こ
の
年
に
「
 
カ
ソ
ト
 か
ら
現
代
 に
 至
る
宗
教
哲
学
の
㏄
 

歴
史
」
や
「
神
学
及
び
宗
教
学
入
門
」
な
ど
を
講
じ
て
 
る
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
自
ら
の
考
え
の
中
心
問
題
の
 作
成
を
次
の
よ
う
に
 書
 

き
 綴
っ
て
い
る
。
「
つ
ま
り
、
信
仰
の
本
質
を
取
り
出
す
 こ
の
確
実
性
が
、
い
か
に
し
て
理
論
上
の
疑
問
と
一
致
 し
ぅ
 る
の
か
ま
た
、
 

思
 

考
 す
る
こ
と
に
由
来
し
て
ぎ
た
宗
教
機
能
の
諸
妨
害
は
 い
か
に
し
て
克
服
さ
れ
 ぅ
 る
の
か
 ヮ
 ・
（
略
）
も
し
宗
教
 機
 能
 が
理
論
上
の
神
概
念
 

の
 完
成
に
基
礎
 づ
 げ
ら
れ
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
さ
れ
る
 な
ら
ば
、
そ
の
時
に
は
す
な
わ
ち
、
 

"
 絶
対
的
な
る
も
 の
は
 偽
神
 で
あ
る
 "
 と
 

い
 う
 ケ
ー
ラ
ー
の
文
を
私
は
受
け
入
れ
ま
す
」
 へ
 
5
-
@
 
 

と
 0
 つ
ま
 り
 、
「
理
論
的
な
も
の
」
お
よ
び
「
思
考
に
よ
る
も
 
の
 」
（
理
論
・
思
考
）
 
と
 

「
信
仰
」
お
よ
び
「
宗
教
機
能
」
（
実
践
，
機
能
）
 

と
が
 い
か
に
し
て
一
致
な
い
し
は
克
服
さ
れ
 ぅ
 る
か
と
い
う
 鋭
 い
問
 い
が
問
わ
れ
る
こ
 

と
に
な
る
が
、
あ
る
意
味
で
、
こ
の
理
論
・
思
考
 と
実
 践
 
・
機
能
と
の
相
剋
か
ら
 
超
 剋
へ
の
問
題
こ
そ
が
テ
ィ
 リ
 ッ
ヒ
 自
身
の
学
の
体
系
 



ドイ ツ 時代の P . テ 

立
場
を
、
信
仰
告
白
の
立
場
、
さ
ら
に
、
一
般
宗
教
史
 

お
よ
び
精
神
史
一
般
の
立
場
に
関
連
，
つ
げ
つ
つ
、
規
範
的
 

宗
教
体
系
を
構
築
す
る
 

 
 

れ
た
よ
う
な
、
理
論
・
思
考
と
実
践
，
機
能
の
相
剋
 

か
 
ら
超
 

剋
へ
の
場
と
し
て
 

リ
 
が
 
ソ
 
・
 仕
し
れ
心
根
 
学
 

ま
る
に
 

一
 

 
 

 
 

 
 

 
 テ

ィ
リ
ッ
ヒ
は
 

、
 
最
も
現
実
的
な
状
況
と
し
て
我
々
に
 

迫
っ
て
く
る
文
化
機
能
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
、
文
化
の
 

神
学
の
理
念
を
神
学
 

の
 
学
的
体
系
の
構
築
と
と
も
に
問
題
と
す
る
。
そ
の
場
ム
 

口
、
 

"
 
無
 
制
約
的
な
も
の
 

"
 
の
経
験
と
い
う
こ
と
と
、
 

そ
 
の
 
根
本
的
経
験
の
意
味
 

と
し
て
の
 

"
 
神
津
 

"
 
と
い
う
こ
と
と
が
重
視
さ
れ
、
一
方
 

で
 
神
学
の
課
題
と
し
て
は
宗
教
哲
学
的
規
範
が
根
拠
と
 

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

っ
 

ま
り
、
「
神
学
が
宗
教
哲
学
に
方
向
を
示
さ
れ
る
の
み
で
 

な
く
、
そ
の
逆
も
ま
た
事
実
で
あ
る
」
 

-
 
 
。
 
@
3
-
4
 
 

の
で
あ
る
。
 

そ
 
こ
か
ら
実
の
と
こ
ろ
、
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I
V
 

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
い
か
に
し
て
学
と
し
て
の
神
 学
 が
可
能
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
 い
て
、
学
と
し
て
の
 

神
学
の
体
系
的
展
開
は
宗
教
哲
学
、
す
な
 ね
 ち
、
す
で
 
に
 指
摘
し
た
 ょ
 り
に
「
逆
説
的
・
根
本
的
な
宗
教
的
経
験
 の
 
「
 神
 佳
日
の
も
と
に
 

お
か
れ
る
 口
 学
の
樹
立
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
意
味
 で
 一
九
二
二
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
の
三
つ
の
論
述
 は
、
 極
め
て
特
徴
的
 

に
し
て
学
的
な
展
開
相
の
内
に
位
置
づ
げ
さ
れ
 ぅ
る
 。
 す
 た
 ね
ち
、
宗
教
哲
学
に
お
け
る
宗
教
概
念
の
克
服
と
い
 う
 観
点
か
ら
の
問
題
提
 

起
 
（
一
九
二
二
年
）
か
ら
、
一
方
で
、
対
象
と
方
法
へ
の
 

講
学
の
体
系
（
一
九
二
三
年
）
を
考
察
し
、
彼
自
身
の
 宗
教
哲
学
の
構
築
（
 一
 

（
 
何
 ）
 

九
二
五
年
）
に
あ
た
る
。
 

 
 

「
 "
 宗
教
 "
 は
あ
る
現
実
を
表
現
す
る
概
念
で
あ
る
が
、
 

と
 こ
ろ
が
そ
の
現
実
は
ま
さ
に
こ
の
概
念
に
よ
っ
て
破
壊
 さ
れ
る
よ
う
な
 現
 

実
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
概
念
を
 回
避
す
る
こ
と
ほ
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
概
念
 を
 用
い
る
に
際
し
て
 

は
 、
そ
れ
を
よ
り
高
い
概
念
に
服
従
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
 て
 、
そ
の
破
壊
力
を
排
除
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
 よ
り
高
次
の
概
念
と
は
 

（
 
巧
 @
 

「
 無
 制
約
的
な
も
の
 L
 に
つ
い
て
の
概
念
で
あ
る
」
と
い
 う
 論
点
か
ら
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
宗
教
哲
学
に
お
け
る
 宗
 教
 概
念
の
克
服
を
課
題
 

に
す
る
。
言
う
と
こ
ろ
の
「
 無
 制
約
的
な
も
の
」
と
は
、
 

主
観
で
も
客
観
で
も
な
く
、
主
観
と
客
観
の
対
立
の
あ
 ら
ゆ
る
可
能
性
の
前
提
 

で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
理
論
的
判
断
を
支
え
る
根
底
に
ほ
か
 な
ら
ず
、
理
論
の
絶
対
的
な
前
提
で
あ
り
え
て
も
理
論
 0
 対
象
で
は
あ
り
え
な
 

根 芋 
本 と 

に し 

お て 

いの て神 
宗 学 
教 が 
哲 考 
学 寮 
て ・ さ 

あ れ 
る な 
と け 
さ れ 
ね ば 
る な ら 
こ な 
こ い 
に が   
  
ぅ 彼 
と に 
， 」 よ 

る る 
の と 
宗 組 
教 繊 
哲 神 
学 学 
と もま 

むま " そ 
神 れ 
律 の 
に 持 
よ つ 

る 関 
綜 心 
ム目 
へ 作 
0 周 
道   
で ・ 進 

あ 歩 
る 力、 

ら     
  
つ 

て   
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  ッ 時代の P , ティリッヒ 

い
 。
し
た
が
っ
て
 、
 神
の
確
実
性
と
は
自
我
の
自
己
確
実
 性
の
中
に
含
ま
れ
そ
れ
を
根
底
 づ
 げ
て
い
る
「
 無
 制
約
 的
な
も
の
」
の
確
実
性
 

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
神
の
確
実
性
が
 ど
れ
ほ
ど
明
白
に
含
ま
れ
て
い
る
か
が
、
諸
宗
教
の
相
 違
を
決
定
的
に
す
る
 試
 

@
 
㏄
 -
 

金
石
で
あ
る
」
と
さ
え
言
わ
れ
る
。
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
三
つ
の
時
期
を
経
て
形
成
展
開
さ
れ
て
き
（
 

7
 
4
 

）
 

た
 宗
教
哲
学
を
概
観
す
る
。
し
か
し
、
宗
教
を
「
 無
制
 釣
的
な
も
の
」
へ
の
 

注
目
に
お
い
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
 わ
ら
ず
、
自
律
の
時
代
の
象
徴
で
あ
る
 
"
 
概
念
 "
 と
し
て
 の
 「
制
約
的
な
も
の
」
 

に
 目
を
向
け
る
思
考
方
法
を
と
る
傾
向
に
あ
っ
た
点
を
反
 省
 指
摘
し
、
「
そ
れ
ら
は
今
ま
で
、
宗
教
概
念
の
破
壊
 的
 精
神
を
排
除
で
ぎ
 な
 

 
 

「
 
無
 制
約
的
な
も
の
」
は
「
制
約
的
な
も
の
」
の
上
 に
 基
礎
 づ
 げ
ら
れ
る
こ
 

と
に
な
り
、
「
 無
 制
約
的
な
も
の
」
自
体
が
「
制
約
的
 な
も
の
し
に
な
り
、
こ
う
し
て
や
が
て
破
壊
さ
れ
て
し
ま
 っ
て
い
る
と
い
う
重
大
 

な
 問
題
が
見
逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
 

従
来
の
宗
教
哲
学
は
「
 無
 制
約
的
な
も
の
」
を
「
制
約
 的
な
も
の
」
の
上
に
基
 

礎
 づ
け
る
が
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 は
 「
「
制
約
的
な
も
の
 
ヒ
か
 ら
よ
り
は
 
円
無
 制
約
的
な
も
の
し
か
ら
出
発
し
、
宗
教
 か
ら
 よ
 り
は
神
か
ら
 出
 

（
㏄
）
 

発
す
る
宗
教
哲
学
し
の
確
立
を
課
題
と
す
る
。
 

そ
こ
で
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
「
制
約
的
な
も
の
」
の
自
己
 確
実
性
、
す
な
わ
ち
自
律
的
・
批
判
的
形
態
が
「
 無
 制
約
 的
な
も
の
」
の
確
実
 

性
を
前
に
し
て
打
ち
壊
さ
れ
る
精
神
の
状
況
を
重
視
す
 る
 。
そ
の
精
神
状
況
の
緊
張
の
極
に
あ
る
生
の
在
り
ょ
 ぅ
 は
 、
「
 無
 制
約
的
な
も
 

の
し
の
表
出
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
端
的
に
言
え
ば
、
 神
 か
ら
の
生
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
こ
そ
「
神
津
」
と
名
づ
 げ
ぅ
 る
の
で
あ
る
 0
 こ
 

こ
に
至
っ
て
、
宗
教
哲
学
は
自
律
と
他
律
と
の
闘
争
が
最
 も
 明
白
に
と
ら
え
ら
れ
う
る
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 そ
し
て
、
 神
律
が
 哲
学
 

に
 内
容
を
、
す
な
わ
ち
「
 無
 制
約
的
な
も
の
」
の
中
に
根
 を
 付
与
す
る
と
き
に
、
は
じ
め
て
、
そ
れ
ほ
言
 う
 と
こ
 ろ
の
宗
教
哲
学
と
な
り
 

ぅ
る
 。
換
言
す
れ
ば
、
神
学
と
哲
学
と
の
境
界
が
問
題
 と
し
て
浮
上
し
、
さ
ら
に
具
体
的
に
神
学
と
宗
教
 ｜
 哲
学
 と
の
不
一
に
し
て
不
二
 

性
 が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
「
始
め
に
 し
て
終
り
で
あ
る
も
の
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
中
心
で
あ
る
 も
の
は
神
で
あ
っ
て
 宗
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す
る
こ
と
、
そ
し
て
自
律
的
な
哲
学
と
の
統
一
を
現
 わ
 し
 出
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
う
ま
く
い
く
こ
と
が
 少
な
け
れ
ば
 
少
ぃ
は
 

と
 自
律
・
 神
律
 と
い
う
精
神
態
度
の
二
重
性
と
い
 

づ
い
て
い
る
。
言
わ
ば
、
「
 神
 律
は
純
粋
な
内
容
 

約
 的
な
も
の
へ
の
転
回
で
あ
る
」
の
で
あ
る
。
 

荷
 な
い
 手
 そ
し
て
そ
れ
の
妥
当
性
と
し
て
思
惟
へ
 

（
㏄
）
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
神
津
に
も
と
づ
く
学
を
最
後
 

@
 
お
 @
 

ぅ
 二
つ
で
あ
る
。
自
律
 と
神
律
 と
は
、
弁
証
法
的
な
対
Ⅰ
 工
 関
係
、
思
惟
と
存
在
と
に
 基
 

と
し
て
、
各
々
の
思
惟
形
態
の
深
淵
と
し
て
存
在
へ
の
 方
向
で
あ
る
。
自
律
は
形
態
の
 

の
方
向
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
「
 神
律
は
 無
制
 釣
的
な
も
の
の
た
め
に
無
制
 

に
 論
じ
る
。
「
精
神
的
哲
学
の
最
高
の
課
題
は
、
そ
の
 独
 立
の
内
に
自
己
自
身
を
止
揚
 

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
学
問
と
行
 動
 、
す
な
 ね
 ち
、
学
問
と
し
て
の
神
学
と
実
践
と
し
て
 の
 宗
教
社
会
主
義
活
動
 

と
を
改
め
て
明
確
に
照
 し
 出
す
。
 彼
は
 語
学
の
体
系
を
 広
汎
な
視
座
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
が
、
 そ
 れ
は
、
「
私
自
身
に
と
 

っ
て
、
学
的
営
み
の
混
乱
し
た
多
様
さ
の
内
で
最
初
の
方
 向
づ
 げ
で
あ
り
、
そ
し
て
、
神
学
の
仕
事
の
位
置
決
定
 を
見
出
す
方
法
で
し
 

-
 
㏄
）
 

た
 」
と
の
ち
に
述
懐
さ
れ
て
い
る
 0
 言
 う
 ま
で
も
な
く
、
 
講
学
の
体
系
は
、
そ
れ
の
有
す
る
対
象
と
方
法
と
に
 ょ
 っ
て
特
色
 づ
 
げ
ら
れ
 

る
 。
 そ
，
 」
に
広
汎
な
学
的
地
平
の
広
が
り
を
見
る
こ
と
に
 な
る
。
こ
の
地
平
の
広
が
り
を
課
題
と
し
て
具
体
的
に
 考
え
る
と
き
、
す
で
に
 

順
次
し
て
論
じ
来
た
と
こ
ろ
の
、
彼
に
よ
っ
て
学
の
体
 系
 と
さ
れ
る
神
学
お
よ
び
宗
教
哲
学
の
位
置
決
定
と
い
う
 こ
と
が
確
認
さ
れ
る
こ
 

（
 
0
0
 

ニ
 
Ⅰ
 
）
 

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
語
学
の
体
系
を
三
区
分
す
る
。
す
な
わ
ち
 、
思
惟
な
い
し
は
観
念
講
学
、
存
在
な
い
し
は
実
際
 諸
 学
 、
そ
し
て
精
神
な
 

@
 
出
 ）
 

い
し
は
規
範
講
学
で
あ
る
 0
 精
神
の
学
の
構
造
に
と
っ
て
 の
 二
つ
の
原
理
、
す
な
わ
ち
精
神
の
学
の
要
素
は
 、
哲
 学
 
・
精
神
史
・
体
系
 学
 

さ 
て 

学 
の b 
体 
系 
と 

  
@% ノ 

地 
平 
で ・ 

考 
察 
さ 

れ 
る 
べ 

き 

当 
面 
の 
課 

題 
が 3 

    
    

て ・ 

提 
起 
さ 

れ 
ね 
もま 

な 
ら 

な 
  
  

諸 

学 
の 

体 
系 
を 
考 

察す 

る 
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で ・ 

も よ 

な 
  

と 

  
（ @ ノ     

と 

を 
理 
解 
す 
る 

場 
合 
に 目 

  
ら 

れ 
るま 
」） 

の 

であ 

る 
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に
あ
る
も
の
に
つ
い
 

て
 語
る
し
 

-
3
@
6
 
 

の
で
あ
る
 
0
 敢
え
て
い
，
 
ぇ
ば
 
、
こ
の
両
者
を
内
的
に
す
な
わ
ち
本
質
的
に
克
服
す
 

る
 道
が
開
示
さ
れ
る
 
地
 

 
 

 
 

叩
る
 」
の
で
あ
り
、
「
 "
 宗
教
 "
 は
文
化
に
つ
い
て
語
る
が
 

"
 啓
示
 "
 は
文
化
の
彼
岸
 

き
 
示
の
概
念
の
よ
う
に
一
回
 
起
 的
に
生
起
し
超
越
に
 
根
を
持
ち
つ
つ
現
状
変
革
の
行
為
を
可
能
と
す
る
。
い
わ
 

 
 
ま
、
 

も
 

代
 

「 
啓一 

小 
は 
神 
の 

，一 行 

為 
ワ @ Ⅰ 

コ P . 

る
 。
例
え
ば
、
前
者
は
一
連
の
霊
的
な
行
為
を
相
対
的
な
 

諸
事
象
と
し
て
言
及
し
常
に
反
復
可
能
で
何
ら
排
他
的
 

で
な
い
が
、
後
者
は
啓
 

ティリッヒ 

 
 

す
で
に
 a
 節
で
と
ら
え
た
 よ
う
 に
積
極
的
な
学
的
厳
粛
 さ
と
 b
 節
で
看
取
し
た
観
点
か
ら
の
学
的
厳
密
さ
と
を
 前
 提
 に
し
て
お
い
て
、
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
一
九
二
五
年
に
「
宗
教
哲
学
口
を
発
表
し
 *
 
に
と
言
え
 ソ
つ
 

（
 
0
 
@
 
 

㌣
 彼
の
回
想
に
 ょ
 れ
ば
、
こ
の
著
書
は
「
 も
し
哲
学
と
神
学
と
の
 

統
一
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
な
ら
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
 の
 実
存
に
ひ
そ
む
深
淵
の
体
験
を
正
当
に
ふ
ま
え
て
の
み
 な
さ
れ
 ぅ
る
 べ
 き
 も
の
 

 
 

さ
れ
る
。
 

「
宗
教
哲
学
の
主
題
は
宗
教
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
 一
 見
 単
純
な
定
義
が
そ
も
そ
も
宗
教
哲
学
の
基
本
問
題
と
 も
言
 う
 べ
き
問
題
を
 

（
㏄
 
-
 

内
包
し
て
い
る
。
哲
学
は
ま
さ
に
宗
教
に
お
い
て
、
 哲
 学
の
対
象
と
な
る
こ
と
に
抵
抗
す
る
一
対
象
に
出
会
う
」
 と
 書
き
出
し
さ
れ
る
 ょ
 

う
 に
、
宗
教
と
哲
学
と
の
学
的
相
剋
が
ま
ず
提
示
さ
れ
 る
 。
そ
し
て
一
方
で
、
宗
教
一
般
と
具
体
的
宗
教
と
の
 間
 に
 横
た
わ
る
問
題
が
あ
 

ど
 、
 神
律
 的
な
哲
学
が
文
化
闘
争
の
中
で
多
く
作
用
す
 れ
ば
す
る
ほ
ど
、
い
っ
そ
う
多
く
神
 律
 的
哲
学
は
特
別
な
 機
能
に
、
す
な
 ね
 ち
、
 

文
化
哲
学
と
対
立
す
る
 
"
 
宗
教
哲
学
 "
 に
な
る
。
な
る
 ほ
ど
、
宗
教
哲
学
と
い
う
名
称
は
、
自
律
 と
神
律
 と
の
 間
 の
 闘
争
状
態
を
象
徴
し
 

（
㏄
 
-
 

て
い
る
」
 

-
7
 

5
 
 

）
 と
。
と
り
わ
け
 神
律
 的
な
体
系
 学
は
 神
学
で
あ
 る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

こ
の
よ
う
な
学
の
体
系
的
区
分
は
 、
 等
し
く
講
学
を
そ
の
 対
象
と
方
法
に
関
し
て
曝
し
出
し
明
確
化
す
る
。
語
学
 全
般
に
そ
れ
ら
を
 概
 

親
 し
な
が
ら
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
宗
教
哲
学
を
「
自
律
 と
梓
 律
 と
の
間
の
闘
争
状
態
」
と
し
て
と
ら
え
、
神
学
を
 「
 神
 律
の
体
系
 学
 」
と
 

 
 

し
て
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
無
制
約
的
な
も
の
の
意
味
は
、
「
聖
な
る
も
の
 」
の
現
象
と
し
て
決
定
的
で
あ
る
 0
 つ
ま
り
、
聖
な
る
 存
在
ほ
、
そ
れ
自
身
 

で
 聖
な
る
の
で
は
な
く
て
、
対
象
と
し
て
の
直
接
的
な
形
 体
を
突
破
し
腕
白
的
な
資
質
を
発
揮
す
る
と
き
に
、
 真
 な
る
意
味
で
 "
 聖
 "
 な
 

平
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
者
の
一
致
す
る
 点
 

「
こ
の
点
を
見
出
す
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
綜
合
に
 よ
る
解
決
を
創
造
し
て
 

（
㏄
 
@
 

い
く
こ
と
、
こ
れ
が
宗
教
哲
学
の
決
定
的
な
任
務
で
あ
る
 」
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
「
個
々
の
経
験
 的
 宗
教
を
越
え
て
 い
 な
 

が
ら
な
お
そ
の
内
容
で
も
あ
る
よ
う
な
宗
教
の
入
木
質
 Ⅴ
を
定
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、
つ
ま
り
、
 宗
 教
の
八
本
質
Ⅴ
に
つ
い
 

@
 
㏄
 @
 

て
の
定
義
に
関
わ
る
問
題
を
通
し
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
 、
 神
学
と
宗
教
哲
学
と
の
関
係
を
明
確
に
し
ょ
う
と
す
る
  
 

宗
教
の
本
質
の
普
遍
的
な
定
義
は
 、
 先
に
Ⅵ
の
 
a
 節
で
 論
じ
た
「
 無
 制
約
的
な
も
の
」
を
め
ぐ
っ
て
定
立
さ
れ
 ぅ
 る
が
、
具
体
的
に
は
 

宗
教
と
文
化
の
そ
れ
へ
と
絞
ら
れ
つ
り
、
宗
教
と
は
「
 あ
ら
ゆ
る
個
別
的
設
定
と
そ
の
統
一
の
根
底
ま
た
は
深
淵
 と
し
て
の
 
日
無
 制
約
的
 

（
㏄
 
@
 

に
 存
在
す
る
も
の
 ヒ
 に
 向
う
 方
向
」
な
の
で
あ
る
。
 
そ
，
 」
に
は
、
前
の
Ⅲ
で
と
ら
え
た
よ
う
な
文
化
の
神
学
の
理
 念
 に
も
と
づ
く
考
察
の
 

道
筋
が
み
ら
れ
、
「
文
化
は
宗
教
の
表
現
形
態
で
あ
り
、
 宗
教
は
文
化
の
内
容
で
あ
る
」
と
透
視
さ
れ
、
言
わ
ば
 

「
文
化
と
宗
教
と
の
 

@
 
㎝
）
 

木
質
関
係
は
、
 
神
律
 に
ほ
か
な
ら
な
い
し
と
言
え
る
の
 で
あ
る
。
 

Ⅰ
 
・
 
8
 
6
 ）
 

と
こ
ろ
で
、
言
う
と
こ
ろ
の
「
「
 
無
 制
約
的
な
も
の
 ヒ
 に
 向
ぅ
 方
向
を
、
わ
れ
れ
わ
れ
は
信
仰
と
呼
ぶ
」
の
で
あ
 る
が
、
そ
の
「
 無
制
 

約
 的
な
も
の
」
 
ほ
 精
神
の
す
べ
て
の
機
能
が
志
向
す
る
 と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
て
 、
 決
し
て
対
象
と
な
ら
ず
に
、
 

た
だ
象
徴
と
な
り
 ぅ
る
 

の
み
で
あ
る
 0
 信
仰
の
実
践
的
行
為
は
、
し
た
が
っ
て
 、
 直
接
的
に
聖
な
る
対
象
に
向
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
 対
 象
の
内
に
象
徴
と
し
て
 

力
勒
 す
る
「
 無
 制
約
的
な
も
の
」
を
志
向
す
る
と
い
う
 立
 
思
味
と
、
 個
々
の
事
物
の
直
接
性
を
越
え
て
そ
れ
の
 根
ざ
 し
て
い
る
根
底
と
深
淵
 

 
 

へ
と
進
ん
で
い
く
と
い
う
意
味
と
の
二
重
性
を
示
し
て
い
 る
 。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
信
仰
の
対
象
は
、
必
然
的
に
象
 徴
 的
な
性
格
を
有
し
て
 

い
ろ
。
そ
れ
は
、
そ
れ
が
表
現
す
る
以
上
の
も
の
を
指
向
 し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
「
八
神
Ⅴ
と
は
「
 無
 制
約
的
 な
る
も
の
 
L
 の
象
徴
で
 

-
 
Ⅱ
 
7
7
 

U
 
）
 

あ
る
し
と
さ
れ
る
。
 

(218) 108 



ドイツ 時代の P @ 

論
 著
の
中
で
も
、
彼
の
宗
教
社
会
主
義
思
想
に
関
す
る
 も
の
に
比
し
て
、
当
面
の
課
題
に
関
す
る
論
考
は
末
公
刊
 の
も
の
も
多
く
あ
る
こ
 

 
 

 
 

 
 

と
か
ら
、
必
ず
し
も
充
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
て
は
い
 な
い
 0
 
し
か
し
、
こ
の
拙
稿
で
は
、
そ
の
天
公
刊
の
も
 の
を
も
資
料
と
し
つ
 

し す す も 

    
の 

拙   
稿 
で、 結   
6% 

  リッヒ をそれ 哲学 こ ドィ も おり、 祭儀 そ 示教 ゐ の 示教の 士 彼 る O もの」 

イ 

  にそッそし 繋 " 時 れてと 」規はとは 範 " 要 " 
時 ぐ 神 代 は 祭 い 的 こ 式 神 
代 こ 学 の 一 儀 ぅ 性 の さ 律 
の と と テ 万 夫 規 格 よ れ % こ 

P が 宗 ィ が 同 点 と う る お 
で 教 り 他 体 は い に 「 い 

ア ぎ 哲 ッ 方 な 、 う 突 聖 て 
  
  」）と は 内 が ロ 恵 、 
  と の 、 「逆理 8% 学ヒ のに 豊 ど プテ 観 か 破 （楽 なるも 

  
を   

  め る れ さ 再 ソ れ と と も 

学 、 克 わ れ 解 ト を し が の 
の 宗 服 れ て 釈 神 と て 「 」 

体 教 す は し さ 学 り 体 た と 

系的 

哲 る こ ま れ を わ 験 だ し 

学 も れ ぅ る 具 げ さ 突 て 
展 の の ま の こ 体 重 れ 破 の 
開 聖 
と   
  
（ @ ノ   
視 を と の 
座   恩 、 し の 
Ⅴ @ し け は 裁 い そ す 恵 て 現 
お て そ 苦 る緒の   の 体 象 
  い の 学 六） 態 そ 宗 験 を 
て 教 さ 重 
考 な れ 視 
察 い る す 
し し だ る 
ナ， Ⅰ は け 。 

と   
@ め るゐ理 
わ 

宗 」）」 

げ   
初 とし 成就 ぎた いる 界に 

期 と 0 。 煮 て   
の し こ つ 識 " 林 床 存 

:219) 

 
 

把
握
す
る
方
法
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
聖
な
る
も
の
」
 は
 、
他
律
か
ら
み
れ
ば
 

-
 
㍗
）
 

「
超
自
然
的
な
も
の
」
・
自
律
か
ら
み
れ
ば
「
観
念
的
な
 
も
の
」
，
 神
 律
か
ら
み
れ
ば
「
逆
理
的
な
も
の
」
で
あ
る
 と
さ
れ
る
。
言
 う
 ま
で
 



つ
 、
そ
こ
か
ら
学
の
体
系
的
展
開
を
四
区
分
し
て
自
由
に
 私
考
を
重
ね
た
。
こ
の
四
区
分
に
み
ら
れ
る
論
述
は
 、
 各
々
が
そ
れ
自
身
で
積
 

極
 的
な
問
題
提
起
を
遂
行
し
つ
つ
、
全
体
と
し
て
テ
ィ
 

ヒ
 独
自
の
学
的
体
系
を
構
成
す
る
諸
要
素
た
り
う
る
  
 

す
る
と
こ
ろ
の
、
宗
教
哲
学
の
創
造
を
求
め
る
 0
 こ
の
 @
 

ド
イ
ツ
時
代
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
み
ら
れ
る
学
の
体
系
的
 

」
と
に
成
功
し
た
か
否
か
は
、
先
に
論
じ
た
 よ
う
 に
 、
一
 

展
開
は
 、
 常
に
彼
の
宗
教
社
会
主
義
の
運
動
が
相
い
関
わ
 

九
二
五
年
著
作
の
「
 宗
 

っ
て
い
る
。
そ
の
点
 

で
 両
者
は
不
可
分
離
な
間
柄
に
あ
る
が
、
宗
教
者
テ
ィ
 リ
 ッ
ヒ
 と
し
て
の
思
想
に
と
っ
て
は
、
宗
教
社
会
主
義
の
 運
動
か
ら
醸
成
さ
れ
て
 

リ
ア
ル
に
展
開
し
て
ゆ
く
学
問
観
が
脈
打
っ
て
い
る
。
 そ
 れ
ゆ
え
に
、
 
彼
 独
自
の
問
題
意
識
と
え
ぐ
り
出
し
に
 立
 っ
て
透
視
さ
れ
る
思
考
 

方
法
に
貫
ぬ
か
れ
る
学
の
組
成
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
 と
が
、
と
く
に
ド
イ
ツ
時
代
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
を
浮
 き
 彫
り
 

に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
 

る
 0
 そ
の
 ょ
う
 な
学
的
意
識
お
よ
び
態
度
は
、
す
で
に
 木
 論
 で
詳
説
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
後
期
 シ
ヱ
リ
ソ
グ
 
を
 通
 し
て
観
念
論
と
実
存
 

論
 、
哲
学
と
神
学
と
の
弁
証
法
的
構
成
で
と
ら
え
ら
れ
 る
と
こ
ろ
に
着
想
を
置
き
、
次
に
キ
リ
ス
ト
教
論
と
し
て
 0
 組
織
だ
て
を
試
み
、
 

そ
こ
か
ら
文
化
の
神
学
な
い
し
 学
 と
し
て
の
神
学
を
論
 考
課
題
と
す
る
中
で
、
宗
教
哲
学
が
根
本
的
に
提
起
さ
れ
 る
と
い
う
道
筋
を
通
し
 

（
 
@
 
田
）
 

て
 理
解
さ
れ
 ぅ
る
 。
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
ど
こ
ま
で
も
「
 神
律
 的
な
宗
教
哲
学
」
 、
す
な
 ね
 ち
、
既
成
の
意
味
で
の
「
神
学
と
宗
教
哲
学
 と
の
闘
争
」
を
克
服
 

教
 哲
学
 ヒ
、
，
 

力
 物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
 

@
 
 7
 
@
 
 

。
 
）
 こ
の
著
書
に
つ
 

い
て
、
の
ち
に
一
九
五
九
年
に
全
集
第
一
巻
に
収
め
る
に
 あ
た
っ
て
、
彼
自
身
が
 

「
そ
れ
は
、
以
後
、
多
く
の
方
面
で
さ
ら
に
展
開
し
て
き
 
た
 。
こ
の
著
書
は
私
の
後
半
生
の
展
開
を
通
し
て
伴
っ
 て
 ぎ
た
根
本
思
想
を
す
 

で
に
表
明
し
て
い
る
 0
 こ
の
思
考
の
結
論
は
、
そ
の
こ
と
 を
 今
日
に
至
る
ま
で
多
く
の
講
義
や
論
文
で
私
が
討
議
 し
て
き
た
よ
う
に
、
 
宗
 

（
 
用
 ）
 

教
 と
文
化
の
関
係
に
つ
い
て
私
の
理
解
に
と
っ
て
基
礎
 で
あ
る
。
」
と
位
置
づ
 
け
 意
味
づ
け
る
 よ
う
 に
、
ド
イ
ツ
 
時
代
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
 

学
的
体
系
の
展
開
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
 に
 、
そ
れ
が
そ
れ
以
後
の
彼
の
根
本
思
想
で
あ
り
基
礎
で
 あ
る
と
さ
れ
る
の
 え
 

に
 、
ア
メ
リ
カ
で
の
神
学
活
動
に
も
根
本
的
に
大
き
な
 影
 響
を
与
え
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
 意
味
で
、
ド
イ
ツ
時
代
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  （ （   
    2 3 

） ） 
  
） 

一ト 

と 昭 次 

題 「 
し， 仝 ス ト 
て教 

  

ま （ 
た新 

0  l に 田い二   G て 

多巻 ヨ 
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の
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
想
と
行
動
の
奥
ゆ
き
を
め
ぐ
る
如
実
 な
る
解
明
を
通
し
て
、
彼
の
学
の
体
系
的
展
開
の
全
 プ
 ロ
セ
ス
も
 
と
 と
ら
ふ
ん
て
い
 

く
 必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
 

註
 



（
 
9
 ）
 
ト
ゆ
ト
 

0
@
 巴
円
の
 
Ⅱ
 
0
P
 
い
い
 
ト
ロ
コ
の
 

ぬ
 
0
 の
り
 
す
 @
 
り
牡
 
（
 
い
 
ざ
す
の
 木
 0
 臣
の
Ⅰ
円
仁
 

オ
侍
 
@
0
 
臣
 @
 
コ
 の
り
 
ゴ
 
文
二
口
㏄
の
Ⅰ
 
0
 の
 
@
 
甘
 Ⅱ
 
e
 Ⅱ
 づ
ゴ
臣
 
0
 の
 
0
 づ
ゴ
 
@
 
の
，
 ～
 
ゴ
 Ⅱ
 
e
 ぺ
 0
 Ⅱ
 
い
 由
の
の
の
 

侍
 
ド
ニ
 
臣
 ㎎
 
0
 局
 亡
臣
 年
 

㌧
「
ビ
コ
 

ミ
つ
 -
 
の
さ
・
 
ロ
ギ
 
の
 
緯
曲
仁
 @
 い
目
 り
ゴ
宙
 

Ⅱ
 
仁
い
ヰ
 

Ⅱ
の
 
-
 ヰ
 
Ⅰ
 -
e
-
 

の
り
 
す
 
ヨ
り
 コ
 

ヨ
 
Ⅰ
の
 
1
0
,
 
ヨ
ヰ
ト
ト
 い
の
生
宮
 コ
 ・
 巾
叫
目
 
）
・
円
 

い
 
H
P
i
n
 

ォ
 ・
 
オ
お
 ゴ
ミ
 
沐
 津

主
 o
m
 
。
 
之
 「
 

円
 
六
 %
 公
刊
 V
 。
以
下
で
は
、
回
の
「
の
 ト
癬
 
@
0
 
コ
の
ぬ
 

の
の
ひ
 

巨
り
ぽ
 
（
 
-
@
 
臼
 の

木
 0
 口
の
（
 

ぺ
 
u
k
t
@
0
 

口
，
 
と
 略
称
す
る
。
 

Ⅱ
の
 
ト
け
一
ヲ
由
ゼ
の
ヱ
ガ
仁
臣
 

ら
の
り
 す
仁
 
（
 
由
 す
り
 
毛
岸
汗
計
 

㏄
 
め
 @
 
コ
 @
 
さ
 い
ひ
ゴ
 

の
 
目
 @
 
コ
挿
 

の
ち
ゴ
目
 
0
 の
 
0
 で
 ゴ
 @s
 
ぃ
オ
 
の
Ⅰ
 
巴
コ
ヰ
チ
 

ふ
い
 
村
 -
 
仁
コ
幅
、
の
 
二
 
%
 侍
の
 
Ⅱ
の
）
 

0
 す
 @
 已
 
e
 （
（
）
 

く
 o
 巨
 p
 帆
の
・
暖
め
 
ユ
 の
 

元
日
り
戸
戸
ト
 
紐
 N
 、
 ヨ
ぎ
ト
 ㏄
 
ト
ぴ
 の
ぎ
の
 

コ
 ・
 H
 
コ
弔
曲
 Ⅰ
（
 
円
 @
-
-
 

ざ
ゴ
 の
 の

の
の
ヨ
ヨ
 
ゅ
 -
 
（
の
重
目
 ぎ
由
曲
已
 （
・
の
田
し
 寮
 ・
拙
稿
で
は
、
 
全
 集

版
を
用
 い
 

る
 。
以
下
で
は
、
，
 乙
せ
降
守
 ロ
コ
ロ
の
の
 
ゴ
 
け
ま
す
の
 
毛
臣
い
 
（
の
の
 

@
 
コ
 ・
 と
 略

称
す
る
。
 

ト
 
0
 円
 
り
 @
 円
レ
め
 

Ⅱ
 駿
め
帆
 

ヱ
曲
 巨
 
e
 の
ロ
 ブ
 
e
 Ⅱ
 
コ
麓
日
由
 

Ⅰ
 
コ
り
ゴ
 

0
 コ
・
㏄
 

e
@
 

コ
 Ⅰ
～
 
曲
 ）
 

り
 
ロ
ロ
 0
 Ⅱ
の
 仁
づ
 
Ⅰ
が
 
臣
曲
田
仁
 

Ⅱ
曲
目
㏄
 

ヱ
 の
り
 
オ
 
0
 コ
ド
ゴ
ひ
 
o
P
o
 

い
 -
 
の
せ
 0
 Ⅰ
の
 り
 ゴ
ー
 
e
 

の
方
（
 

@
 
い
 
い
 ゴ
 
の
Ⅱ
の
目
の
Ⅰ
の
 

ガ
侍
 
e
 Ⅱ
 仁
臣
 
年
年
 p
 の
 弓
 （
 
@
 
臣
 
z
@
 
つ
隼
め
ハ
 Ⅰ
 
巨
 
0
 コ
 

@
 
の
 
下
日
 
奉
 目
 ら
 「
・
㌧
 
曲
 @
@
@
-
 

。
 
づ
 目
 -
 
ざ
目
。
 

下
 「
 
0
 ～
）
 

p
d
.
 
ぎ
 @
 守
 （
 
ひ
ユ
ピ
 
下
の
本
曲
 円
 

（
 
い
 
丹
砂
田
 
年
 
P
 Ⅱ
 
幅
 0
 の
 
ド
 
の
 
臣
 （
 

主
 0
 ゆ
 ・
 
之
 Ⅰ
 
ヰ
 

入
朱
公
刊
 V
 以
下
で
は
、
、
 口
 0
 「
 ぎ
恩
 三
 
%
 の
の
 
C
r
n
 
「
 
2
 曲
（
 
由
 「
 ）

 
@
c
 
ォ
 
0
 ロ
 ，
 と
略
称
す
る
。
な
お
、
こ
の
著
書
は
、
前
半
分
が
本
 
o
p
@
 

隅
汀
お
 

之
ヨ
妥
簿
セ
 0 コ
ロ
・
 ミ
 a
d
r
a
 

の
の
 
す
 社
か
ら
五
八
頁
 本
で
 刊
行
 さ

れ
て
い
る
が
、
後
半
分
は
二
二
五
枚
ば
か
り
の
タ
イ
プ
版
で
 あ
る
。
 

（
 
騰
 ）
 
、
し
 
-
o
 Ⅰ
の
 
コ
帆
 
-
0
 
臣
 ㏄
の
 
0
 ㏄
 
0
 プ
ト
リ
コ
円
目
い
す
の
 

パ
 0
 コ
の
田
 

Ⅰ
二
村
 

d
@
o
 

コ
 。
 
，
 己
 @
 
臣
豆
ぎ
 亡
臣
 
帆
 、
の
・
 

い
 

（
Ⅱ
）
㌧
が
 仁
 
）
円
目
 -
 
～
 
り
す
 
・
の
 ひ
 の
が
 
日
 ヨ
色
（
の
毛
の
（
 
オ
の
暖
宙
 
・
メ
ノ
 、
 鰍

拍
お
コ
由
コ
隅
コ
，
の
 
・
 
お
 ・
前
掲
「
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
著
作
集
第
十
 

港
ロ
三
九
ぺ
ー
ジ
参
照
。
 

（
は
）
こ
の
書
が
出
版
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
、
 

ま
 （。
の
 

t
u
 
年
 @
 
の
コ
 
・
 田
 ・
 ま
 ・
 こ
馬
 誌
上
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 

（
 
穏
 ）
㌧
が
 目
ト
円
 二
）
 
@
n
 
ブ
 ・
の
の
の
が
日
日
出
（
の
 

壷
 「
の
（
 

オ
 
0
%
&
.
 ゲ
の
 ・
 
の
 
 
 

（
 5
 ）
ラ
ッ
チ
ョ
ウ
は
 
、
 
「
こ
の
時
期
の
三
つ
の
人
生
決
定
す
 

る
ほ
ど
の
影
響
」
と
し
て
、
「
第
一
に
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
、
第
 一

疋
観
念
論
、
 
筆
 一
己
深
切
 

 
 
 
 

淵
 」
を
あ
げ
る
（
前
掲
「
 ゴ
 三
斗
 下
 e
s
W
p
 
三
田
 巨
 二
の
・
 P
 ト
 ）
 0
 

（
 6
 ）
す
で
に
、
一
九
 0
 
七
年
二
月
二
 0
 
日
付
の
学
生
信
仰
 団
 発

行
「
ヴ
ィ
 
ソ
 コ
ル
フ
 誌
 」
で
、
「
小
市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
」
 

と
 題
し
て
意
見
を
発
表
し
 

て
い
る
（
了
三
・
 円
 @
 
）
キ
 
%
 
。
 
下
 「
 目
ぎ
ぎ
目
 a
r
 

ヴ
口
Ⅱ
四
木
注
目
 

o
m
 
。
 

之
 「
・
 
0
7
/
 
ー
・
，
 
毛
 @
n
g
O
P
 

ヰ
の
 
・
 
口
 -
 
ゆ
 （
（
。
。
 

，
き
 ・
 
q
 の
 ヴ
 （
 U
a
r
.
 
こ
 0
 べ
，
八
 末
 公
刊
 V
 ）
。
 

（
 7
 ）
時
代
区
分
に
つ
い
て
は
、
 
"
 甲
 P
 の
の
わ
目
口
 @
 
の
宙
の
完
お
 す
 e
@
 
の
の
の
 
目
ヰ
り
目
 

二
の
 
、
メ
 
@
0
 
（
）
 
宅
る
 0
 江
の
き
邑
の
り
 ぬ
 の
 ヰ
 毛
が
 ニ
 "
,
h
 

）
 
g
.
 
ロ
の
 

岸
吋
 
㏄
 り
ゴ
 
0
 Ⅱ
 い
こ
 二
ロ
 
0
 の
 
ド
 
が
㏄
 
，
 

ト
結
 Ⅰ
を
参
照
。
拙
稿
は
、
こ
の
 ょ
う
 な
歴
史
的
諸
状
況
を
も
 重
 祝
 し
て
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
思
想
を
理
解
し
よ
 5
 
と
す
る
も
の
で
あ
る
  
 

（
 8
 ）
筆
者
の
管
見
す
る
限
り
で
は
、
日
本
の
 
テ
 ，
リ
ッ
ヒ
 研
 究
 に
お
い
て
、
ド
イ
ッ
時
代
の
学
の
体
系
的
展
開
へ
の
側
面
を
 め

ぐ
る
研
究
は
少
い
と
 思
 

わ
れ
る
。
 

約
 論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」
の
中
で
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
 カ
イ
 p
 ス
 思

想
に
ふ
れ
て
い
る
（
西
田
幾
多
郎
全
集
第
十
一
巻
、
岩
波
 

書
店
、
昭
和
四
十
 
2
 

 
 

億
 。
、
四
二
五
、
四
上
八
三
ぺ
 

ー
 ジ
）
。
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（
四
）
こ
の
論
文
で
の
問
題
提
起
が
、
の
ち
に
一
九
五
一
年
以
 

後
の
円
組
織
神
学
」
へ
と
結
実
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
 

テ
ィ
 

リ
グ
ヒ
 

自
身
が
「
私
 

4
 

は
 
、
一
九
二
四
年
に
ド
イ
ツ
・
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で
、
プ
ロ
テ
ス
 

タ
ソ
ト
 

神
学
の
組
織
に
つ
い
て
の
仕
事
の
手
始
め
に
、
 

"
 
組
織
 

神
学
 

"
 
の
 
講
義
を
考
Ⅱ
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

（
㏄
）
㌧
が
 

仁
ト
 

円
目
 

-
T
 

す
 
・
の
・
 

ミ
 
・
・
 

し
 
&
.
 

Ⅹ
（
（
・
由
り
的
 

0
 
的
 
コ
仁
コ
 

㏄
 
0
 
口
 
、
の
 

・
お
前
掲
 

日
 
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
著
作
集
第
十
巻
」
二
六
、
四
 

一
ぺ
ー
ジ
参
照
。
ま
た
、
（
 

田
丸
 

徳
善
 

課
口
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 

1
 
生
涯
 

ヒ
 （
前
掲
）
 

一
五
五
ぺ
ー
ジ
参
照
。
カ
イ
ロ
ス
・
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
 

下
ヨ
 

笘
 
亡
臣
 

甲
 ③
 
一
 

Ⅰ
 
心
 
@
0
l
@
 

旧
 
0
 
目
の
の
り
 

n
i
a
@
l
@
-
 

ミ
コ
リ
 

の
が
由
江
 

0
O
e
O
 

ぬ
田
 

・
 
レ
の
 

日
田
 

ド
 
0
 
（
 
片
 
汗
，
ホ
の
ぃ
 

「
 
0
 
の
・
の
 

目
 
n
-
 

の
 
"
 
ぎ
の
耳
ヨ
目
せ
 

ヴ
 
の
（
名
宝
中
ト
 

目
 
㌣
 
お
 
㏄
 
w
.
 

ゴ
 
ア
 ロ
 
・
 
&
 
～
の
の
 

目
銭
 

毛
 
a
r
 

由
 
C
 
口
 
P
v
.
 

お
 
③
が
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
宗
教
社
会
主
義
に
関
す
る
論
文
集
と
し
て
、
 

勾
 
0
 
目
㏄
 

-
O
 

の
 
0
 
つ
め
 

Ⅰ
 
ま
目
ヘ
帝
 

-
 
レ
 
0
 
ゴ
 
目
口
 

N
.
 

Ⅱ
 
E
q
n
 

汀
 
・
せ
の
「
 

P
p
m
.
 

い
り
「
 

P
@
 

コ
ト
鰻
の
を
あ
げ
る
こ
 

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
拙
稿
「
 

P
.
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
 

ヨ
 
本
注
「
 

0
 
と
思
想
の
 

一
 

考
察
」
（
大
谷
大
学
哲
学
会
日
哲
学
論
集
日
一
七
号
・
昭
和
四
 

五
年
）
参
照
。
 

（
 
釦
 
）
田
丸
 

徳
 
書
記
 
日
 
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 

1
 
生
涯
 

三
 （
 
前
掲
）
一
五
四
ぺ
ー
ジ
。
 

（
 
諺
 
）
の
・
 

出
 
・
オ
ド
日
の
り
 

目
 
0
 
韻
 
，
 
，
 
㌧
 
曲
珪
 

Ⅰ
 
円
 
@
 
）
）
 

@
 
ぃ
ゴ
 

・
 
芭
 
@
 
い
 
す
円
 

0
 
強
 
Ⅱ
 
が
 
づ
す
ず
 

0
 
ゴ
の
の
㏄
二
ロ
の
の
 

@
 
廿
 
㏄
Ⅰ
 

G
 
の
年
の
 

ロ
ガ
 

の
 
コ
 
Ⅰ
（
 

-
 
明
 
拒
伺
 

）
の
・
 

ト
つ
 

（
㏄
）
例
え
ば
、
 

勾
臼
 

@
m
 

レ
ウ
の
の
 

せ
隈
 

名
ぢ
 

ガ
ト
や
い
ゴ
仁
お
 

・
 
P
 
の
い
つ
の
 

ほ
か
に
次
の
よ
う
な
論
著
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 

口
耳
の
 

O
Z
@
a
l
@
 

の
（
コ
ミ
の
 

斗
 
㏄
が
 

ぢ
の
 

す
の
 

ヰ
ヰ
 

「
 
び
 
㏄
の
・
㏄
の
「
 

ロ
 
@
 
目
 
@
 
の
 
（
 
a
C
 

下
 
圧
、
 

Ⅰ
の
 

ト
 
の
 

の
 
す
コ
 

の
 
侍
 
0
 
コ
 
圧
仁
ヨ
仁
 

コ
 
%
 
ぎ
ド
 

-
 
帥
 
二
の
ヨ
口
 

9
 
ロ
が
の
 

之
 
0
 
仁
の
 

0
0
 

口
占
の
り
 

す
 
-
p
 

コ
 
㌔
・
 

ゼ
 
（
（
（
・
 

Z
 
「
・
の
・
（
し
の
 

N
.
 

ト
の
、
 

P
 
の
 
ト
 
の
）
 

か
 
り
・
 

P
 
つ
ウ
 

@
 
）
 
P
O
 

、
 
P
 
の
Ⅰ
の
 

 
 

ト
目
 

（
 
0
s
.
 

し
 
方
円
 
き
 
、
Ⅹ
（
 

づ
 
。
 
之
 
「
・
の
（
 

下
年
 

何
）
の
・
 

器
つ
 

@
 
り
 
0
 
。
）
の
 

㏄
㏄
 

由
 
T
 
（
の
 

@
 
㏄
乙
の
の
Ⅰ
㏄
幅
の
年
の
Ⅰ
の
③
幅
の
コ
ミ
の
 

臣
 
・
 
い
 
0
%
 

ぎ
 
@
C
P
 

）
の
（
の
 

@
 
臣
 
・
 
ト
 
の
い
い
 

芯
が
ぢ
 

0
 
㏄
い
 

し
 
「
の
の
 

@
 
の
か
の
四
四
㎎
の
 

仁
 
戸
ロ
の
の
 

@
 
の
 
（
の
の
 

毛
 
0
 
コ
ロ
 

ロ
コ
や
甘
 

㏄
 
ロ
 
・
 
円
 
@
-
-
T
F
-
 

ロ
が
 

（
日
の
（
が
 

由
由
 

0
 
目
 
0
 
オ
 
0
T
 

ゴ
 
P
.
 

）
の
り
の
 

目
下
り
「
 

挿
 
-
 
由
江
 

ヴ
 
@
 
的
 
0
 
コ
勾
 

0
 
ロ
）
 

@
 
の
 
ヨ
目
 

9
 
円
 
ヰ
 
①
 
日
 
o
m
@
m
n
 

ゴ
 
の
し
弘
ヌ
 

0
5
 

ぺ
 
Ⅱ
Ⅰ
，
 

之
 
「
・
 

0
 
（
し
く
 

ク
 
a
@
 

）
・
 

泊
 
り
・
）
つ
つ
 

l
 
）
）
の
 

，
 
）
の
 

い
 
㏄
 

の
 
O
N
@
a
-
 

宙
 
S
 
ヨ
偉
 

S
,
N
 

の
仁
の
匹
伸
二
空
 

目
 
「
 
由
 
③
 
@
S
o
O
Z
 

ざ
コ
 

の
 
ヨ
 
偉
の
・
 

H
 
・
 
之
 
（
・
 

P
 
（
 
ヒ
が
円
ノ
 

・
）
 

巾
ツ
 

・
 
P
 
ー
Ⅰ
 

め
 
・
 
ト
の
 

㏄
。
 

オ
 
0
 
）
片
帆
 

@
 
ひ
ひ
 

0
 
Ⅱ
の
 

O
N
 

団
 
-
@
 

の
ハ
 

下
口
 

の
 
・
 
@
 
ヴ
 
@
&
.
 

、
 
H
,
Z
 

「
・
の
（
 

ぎ
 
b
.
 

）
の
・
の
り
 

ウ
 
｜
ト
 

0
 
㏄
・
Ⅰ
の
 

の
 
。
 

オ
の
岳
 

㏄
乙
の
の
（
の
 

0
Z
 

ド
 
-
 
デ
 
ヨ
廷
 

S
 
。
 
オ
 
・
の
・
の
・
 

0
,
 

㏄
 
P
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体
力
目
 で
 「
の
 
り
甘
 
（
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㏄
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（
・
 

ト
ゆ
 
Ⅱ
の
 
，
 ㌧
い
ロ
 
-
 円
円
）
 

-
@
n
 

す
 ・
 Q.
 毛
 、
め
痔
 Ⅰ
の
・
 

P
o
o
 

し
ま
、
拙
稿
で
は
全
集
版
を
用
い
る
。
 

目
 
の
い
 
収
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オ
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 由
の
 
@
o
 
コ
の
 
ロ
ゴ
 
目
 0
 の
 
0
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す
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e
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Ⅰ
の
す
Ⅱ
す
け
ぃ
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ロ
 
の
Ⅰ
㌧
す
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0
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づ
ゴ
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・
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い
Ⅹ
し
の
の
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O
T
.
 

口
口
・
 

N
 、
 （
二
方
 
8
@
 コ
 ・
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・
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㍉
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は
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集
版
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い
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巧
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の
己
 す
り
ハ
名
山
 

コ
宙
仁
 
二
拍
 宙
 
0
 の
 オ
 0
 二
幅
 

P
o
 

コ
 の
 
す
 の
㏄
 
ユ
 由
の
ぎ
 
宙
 
の
 「
 刃
 0
 笘
拍
 
@
0
 
コ
㏄
 
つ
オ
岸
 
0
 の
 
0
 で
 
す
鰍
 、
弔
ひ
 
廷
 Ⅰ
 円
ぎ
 Ⅰ
 
ぢ
ゴ
 ・
 Q.
 毛
 ：
 ロ
年
 ゲ
の
 ・
の
の
の
・
（
柳
生
 

望
訳
 

㍉
宗
教
哲
学
入
門
」
八
荒
地
出
版
社
，
一
九
七
一
 

V
 
一
四
二
ー
 二
 束
｜
ジ
 ）
。
な
お
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
 

弓
 文
化
の
神
学
の
理
念
に
 つ
い
て
レ
ヨ
 ゐ
 
示
教
 哲
 

学
 に
お
け
る
宗
教
概
念
の
克
服
白
な
ど
一
連
の
エ
ッ
セ
イ
は
 、
 私
の
思
惟
の
行
程
の
内
で
決
定
的
な
歩
み
で
あ
っ
た
」
と
述
懐
 し
て
い
る
（
㌧
の
 
日
 

円
 二
ロ
 0
 プ
 ・
の
・
 
ミ
 Ⅰ
㏄
 臼
ポ
 目
の
・
 べ
 
0
 ）
。
 

（
 
蝸
 ）
の
 す
隼
，
、
の
 

・
の
 
べ
 
㏄
（
同
キ
仁
一
丁
八
四
 へ
｜
ジ
 ）
 

（
 
仰
 ）
 す
た
 ね
ち
、
理
性
的
時
期
、
批
判
的
時
期
そ
し
て
直
観
 の
時
期
の
三
者
で
あ
る
。
（
の
口
ロ
：
の
・
の
 
q
P
 
占
八
 訳
本
岡
君
一
四
 九
 １
 %
 ハ
 
0
 。
 
へ
｜
い
ン
 
V
 ）
。
 

（
 
毬
 ）
の
 す
年
 
・
 
，
の
 ・
の
 
べ
 
Ⅱ
（
訳
本
岡
君
一
五
七
 
@
-
 ハ
 
0
 。
 
へ
｜
ジ
 ）
 

（
 
杓
 ）
こ
こ
で
は
、
 
S
.
 キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
強
調
す
る
よ
う
な
 、
「
概
念
の
生
れ
故
郷
」
と
い
う
点
か
ら
の
関
心
も
呼
び
起
す
で
 あ
ろ
う
 
小
 
S
 
.
 

キ
ル
 

片
 @
 

神
 律
の
内
容
を
さ
ら
に
具
体
化
し
位
置
づ
け
る
こ
と
へ
と
連
な
 

コ
ー
ル
 
日
 
イ
ロ
ニ
一
の
概
念
日
参
照
）
。
 

る
 。
 

（
㏄
）
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&
 ：
の
・
の
の
 

ト
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訳
本
岡
君
一
七
四
ぺ
 
ー
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）
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円
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の
す
㌢
の
も
 
寮
 
（
訳
本
岡
君
一
八
一
ぺ
 
ー
 ジ
）
な
お
、
 
こ
の
態
度
は
 
、
 先
に
ふ
れ
た
ョ
文
化
の
神
学
の
理
念
に
つ
い
 て
ヒ
 の
構
想
に
み
ら
れ
る
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駿
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㌧
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仁
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日
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戸
 -
 せ
 0
 「
 
憩
 O
 「
 
h
,
P
 
っ
 印
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・
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ィ
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ッ
ヒ
著
作
集
第
十
巻
ロ
四
二
ぺ
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参
照
  
 

（
 
鱗
 ）
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
思
惟
な
い
し
観
念
語
学
と
し
て
論
理
 
学
 ・
数
学
・
現
象
学
を
あ
げ
、
存
在
な
い
し
実
際
語
学
と
し
て
 法
律
学
・
化
学
・
地
学
 

地
理
学
・
心
理
学
・
社
会
学
・
技
術
系
譜
学
な
ど
を
あ
げ
、
 精
 神
 な
い
し
規
範
学
と
し
て
哲
学
・
精
神
史
・
形
而
上
学
・
 神
律
 的
 組
織
学
（
神
学
）
 

な
ど
を
あ
げ
て
い
る
（
了
三
Ⅰ
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-
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@
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ゴ
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の
・
 
ミ
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：
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二
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八
行
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し
ひ
 
田
の
 
0
 
け
 ・
㌧
 

p
E
 

）
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ゴ
 @
P
P
P
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オ
 ・
 
レ
お
 r
@
 
セ
 （
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
大
学
 マ
 f
 ル
ブ
ル
ク
 綜
 ム
ロ
図
書
館
内
）
で
資
料
閲
覧
を
快
く
許
可
さ
れ
 た
 、
ド
イ
ッ
・
 P
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
協
会
の
前
会
長
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
大
学
 マ
｜
 ル
ブ
ル
ク
組
織
神
学
科
 C
.
H
.
 

ラ
ッ
チ
 

，
ウ
 教
授
、
そ
し
て
 資
料
と
り
出
し
に
あ
 

た
り
親
切
に
指
導
協
力
し
て
下
さ
っ
た
大
学
綜
合
図
書
館
専
門
 官
の
 ブ
レ
ッ
ド
ホ
ル
ン
の
 雨
 博
士
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

さ
れ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
ま
た
一
万
、
 K
 

ト
が
 批
判
す
る
よ
う
に
、
「
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
ま
だ
神
学
者
に
は
 な
っ
て
い
な
い
の
 

だ
。
彼
は
哲
学
的
試
み
の
領
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」
（
古
屋
 安
雄
課
口
バ
ル
ト
と
の
対
話
日
新
教
出
版
社
、
一
九
六
五
年
、
 一
一
一
一
べ
 ｜
ジ
 ）
 と
皿
 

い
う
 見
方
を
す
れ
ば
、
む
し
ろ
神
学
が
哲
学
へ
と
吸
収
さ
れ
る
 か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
筆
者
の
理
解
と
し
て
は
、
 註
 （
 ㏄
）
で
ふ
れ
た
よ
 う
 

⑧
 

 
 
 
 

に
、
 学
の
体
系
的
展
開
の
奥
ゆ
き
か
ら
位
置
づ
け
る
べ
ぎ
で
あ
 り
 、
そ
の
意
味
で
、
こ
の
ヨ
宗
教
哲
学
 ヒ
 な
る
書
は
体
系
的
 か
 つ
 理
念
・
存
在
・
 
精
 

神
の
諸
学
の
綜
合
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
 

（
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㌧
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Ⅰ
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の
・
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Ⅰ
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ト
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ペ
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t
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儀
礼
用
図
形
円
卓
会
議
参
加
報
告
 

淳
 

高
島
 

本
年
六
月
二
一
 
@
 一
一
二
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
 

、
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ヒ
ン
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 ヴ
｜
教
 

に
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ン
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ラ
と
儀
礼
用
図
形
」
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d
q
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&
@
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す
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ぎ
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0
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）
を
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マ
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し
た
円
卓
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議
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、
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%
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コ
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Ⅰ
 
0
 コ
が
目
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 コ
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0
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0
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り
ゴ
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の
り
お
 

コ
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 め
 
4
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。
 

「
国
立
科
学
研
究
 
セ
ソ
 タ
ー
」
）
に
お
い
て
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
 
、
の
 三
局
 の
 

の
 第
二
四
九
研
究
班
（
 皆
 E
@
 
つ
の
 汁
 
～
お
す
の
 

l
n
 

ア
の
 N
A
 
㌣
 
弓
 由
円
コ
卸
 

0
 目
 @
 
。
 

㏄
 
ヨ
ひ
 @
 円
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由
り
の
・
 

曲
 。
 
O
 円
 
r
@
 
コ
 
e
 の
・
で
Ⅰ
が
ま
巧
ま
の
・
生
貝
 

仕
 者
中
ロ
Ⅰ
Ⅱ
 
ホ
 ㌧
 下
り
 
0
C
 ポ
 ）
 

の
 主
宰
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
の
国
際
会
議
と
 し
て
は
 最
 

初
 の
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

マ
ン
ト
ラ
及
び
て
 
ソ
ダ
ラ
や
 
ヤ
ン
ト
ラ
等
の
儀
礼
用
の
図
形
は
 
ヒ
ソ
 

ド
ヴ
｜
 教
の
儀
礼
に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
に
も
か
 

の
 一
 つ
は
 、
従
来
と
も
す
れ
ば
こ
う
し
た
も
の
が
呪
術
的
な
も
 の
と
し
て
 

か
わ
ら
 

ず
、
未
 だ
に
充
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
 そ
の
理
由
 

艇
 め
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
は
ま
さ
に
 
そ
の
た
め
 

に
 １
 
@
 儀
礼
の
伝
統
の
理
解
に
必
要
な
（
儀
礼
が
消
失
し
て
い
 る
 場
合
に
 

は
 不
可
欠
な
）
フ
ー
ガ
マ
（
 W
 偲
ョ
 c
 
等
の
儀
礼
文
献
の
研
究
 が
 進
ん
で
 

望
 

展
 

い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
近
年
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
文
献
の
 研
究
の
進
 

展
が
 、
よ
う
や
く
こ
の
分
野
に
つ
い
て
の
本
格
的
研
究
を
許
す
 よ
 う
 に
 な
 

っ
て
来
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
 

従
 つ
て
、
今
回
の
会
議
で
も
 個
々
の
 
文
 

敵
 に
従
う
も
の
が
中
心
で
、
 

総
 ム
ロ
的
な
問
題
提
起
は
一
発
表
の
 
み
に
留
ま
 

っ
た
 。
 

今
回
の
発
表
者
は
 一
 0
 
人
で
あ
っ
た
が
、
予
算
の
制
約
上
、
招
 持
 さ
れ
 

た
 外
国
人
研
究
者
は
三
人
、
し
か
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
限
ら
れ
る
 こ
と
と
な
 

り
、
 非
フ
ラ
ン
ス
人
参
加
者
の
大
部
分
は
（
筆
者
の
よ
う
に
）
 ハ
リ
 在
住
 

0
 者
で
あ
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
は
 
パ
 年
三
 @
 ガ
ひ
ヨ
目
欝
派
 の
 専
門
家
 

の
立
 0
 刃
円
 の
お
ま
下
名
筆
が
出
席
し
て
い
た
。
か
な
り
専
門
的
な
 も
の
と
な
 

っ
 た
の
で
、
参
加
者
の
総
数
は
七
 0
 名
 程
度
、
初
め
か
ら
終
り
 ま
で
皆
勤
 

し
て
い
た
の
は
二
五
名
程
度
と
い
う
小
規
模
な
会
議
で
あ
っ
た
 が
 、
わ
ず
 

か
に
昼
食
の
時
を
除
い
て
 殆
 ん
ど
休
み
な
く
九
時
か
ら
一
八
時
 ま
で
非
常
 

に
 密
度
高
く
充
実
し
た
会
議
で
あ
っ
た
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
 

六
月
二
一
日
 

開
会
 

九
時
 

九
時
二
 0
 

分
立
 密 ぎ
の
㏄
刃
ロ
 之
 区
内
力
（
の
 
之
オ
ぴ
 パ
リ
）
 ユ
寒
 Ⅰ
 さ
接
 
Ⅰ
 れ
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円
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Ⅹ
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e
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 e
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ぎ
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Ⅰ
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隼
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0
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0
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一
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蜂
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ヱ
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時
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 コ
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目
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の
 
z
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リ
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り
り
 -
 
、
 
の
 ま
 

一
四
時
 

c
i
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コ
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つ
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ぺ
 0
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の
 
幅
 0
 波
 ）
曲
目
の
年
の
の
ま
Ⅰ
Ⅹ
 

?
 俺
膝
 0
 白
ロ
 の
ひ
ヒ
 Ⅰ
 n
 ト
ド
 
ぬ
   

一
五
時
三
 0
 
分
の
篠
 3
%
 

の
 0
 Ⅰ
下
の
（
パ
リ
第
三
大
学
）
 -
"
 
厨
ヰ
 

年
 e
 ～
が
 年
 -
 
セ
 -
 
コ
 -
 
侍
 
小
江
の
 コ
 の
 l
e
 

の
色
目
が
㏄
Ⅱ
が
コ
 

ミ
コ
り
 
㏄
の
 e
 ）
 
o
 コ
 ）
の
 せ
 ）
 

-
 
ひ
 @
0
 
臣
 

 
 

㌧
 年
 -
 
の
 Ⅱ
 ヲ
の
セ
 
p
-
 
帝
ゴ
ゆ
コ
 

p
 の
の
Ⅰ
 

一
 -
 
八
時
五
 0
 分
の
の
（
の
「
 
@
 口
倖
目
白
 0
 
（
ピ
サ
及
び
ミ
ラ
ノ
 
大
 堂
，
 
）
 

ょ
 Ⅰ
 0
 の
 
年
 @
 
の
 軸
Ⅱ
が
 
日
 （
～
）
 

e
 の
り
 0
 の
Ⅰ
 

コ
 0
 ㎎
 0
 目
 -
 
つ
 Ⅰ
の
の
の
め
）
 

0
 コ
 
-
e
 め
 ぐ
い
 
も
  
 

0
 オ
Ⅰ
さ
 

%
Q
 

ヰ
 
さ
さ
ト
ド
も
 つ
 e
 Ⅰ
の
つ
の
 

C
 巨
セ
 
の
の
ロ
ア
 
目
 0
 の
 
0
 ㌧
 す
 -
 
由
 E
e
S
=
 

六
月
二
二
日
 

卸
ユ
 0
 コ
勾
 O
 の
 C （
の
 
Z
 由
が
パ
リ
）
 @
 ，
目
が
 
コ
 （
「
 
p
-
 
ヨ
か
 

九
時
 色

 め
い
 
-
 
目
 0
 の
こ
 ひ
日
リ
 

ア
ス
円
目
の
レ
コ
 

年
 "
O
 
臣
コ
 
の
の
Ⅰ
 

一
 0
 時
四
 0
 分
 

つ
曲
 「
が
日
お
 叫
 下
口
ヒ
（
の
 
Z
 由
ぴ
 
パ
リ
）
 @
,
 汀
 ㏄
Ⅱ
 
う
 

い
 さ
 浮
 Ⅰ
Ⅰ
 年
り
コ
 
の
 -
 
が
め
さ
ま
 
3
%
 
Ⅰ
 ミ
セ
さ
 
。
 
卜
年
キ
ぬ
 
Ⅰ
 め
 
Ⅰ
 

一
二
時
一
 0
 
分
 
つ
の
 
亡
臣
 の
 O
C
 り
 オ
 （
戸
戸
 
Z
 
（
ユ
ト
レ
ヒ
ト
 
大
 
堂
，
 
）
 

套
パ
缶
す
甘
オ
卸
 

"
 
の
わ
 Ⅰ
 ま
 Ⅰ
 セ
 Ⅰ
 ま
 さ
 ミ
 Ⅱ
 
ド
 心
の
コ
年
 -
 
円
 
㏄
Ⅰ
）
）
の
 

コ
 -
 
づ
 C
-
 
㏄
 づ
 
-
0
 
コ
の
 

@
 
コ
日
 ゴ
 0
 本
年
 す
 -
-
 
才
リ
 
ヨ
 ぃ
 俺
が
 
，
 

一
 三
時
四
五
分
昼
食
 

一
四
時
四
五
分
 

O
o
c
 り
オ
 H
p
 
下
 之
の
発
表
へ
の
質
疑
応
答
 

一
五
時
一
 0
 
丹
下
 厨
 Ⅹ
げ
の
 下
乏
 し
め
 オ
り
 
0
 ヱ
 
（
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
 
ド
大
 

浮
ナ
 
）
 @
 大
弓
 
ゴ
 。
 斥
 
Ⅰ
 -
 
休
 
ま
Ⅱ
 
訃
 き
め
 ミ
 も
 鱒
 Ⅱ
Ⅰ
 
@
 ひ
 -
 
ご
目
 Ⅱ
の
 
-
 
り
 臼
の
 コ
ロ
 の
Ⅹ
の
 
ぬ
  
 

目
 -
 
り
い
 
-
 良
の
く
 
-
 
い
 0
@
 

一
八
時
一
 0
 分
 

閉
会
 

こ
れ
は
実
際
の
も
の
で
、
 

刃
 0
 の
己
の
発
表
は
予
定
さ
れ
て
い
た
 
弓
 Ⅰ
 笛
 

 
 

口
上
の
 N
 （
 
呂
富
 円
刃
 目
や
之
 Z
 （
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
 
学
 研
究
所
、
   

シ
ェ
リ
ー
）
の
代
役
で
あ
り
、
 

ぺ
 凶
刃
 0
 下
円
 Ⅱ
の
発
表
は
直
前
に
 

行
わ
れ
る
⑬
 

 
 
 
 

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
各
発
表
の
概
要
を
報
告
 し
た
い
。
 

主
宰
者
戸
戸
 巨
 「
 臥
 ㌧
戸
ロ
 

o
C
 

Ⅹ
の
開
会
の
辞
は
、
マ
ン
ト
ラ
 研
 究
 の
 重
 

要
 性
を
強
調
し
つ
つ
も
、
そ
れ
以
上
に
マ
ン
ダ
ラ
等
の
研
究
が
 遅
れ
て
 
ぃ
 

た
こ
と
か
ら
発
表
中
に
マ
ン
ダ
ラ
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
の
 多
い
こ
と
 

を
 当
然
と
し
て
、
 
め
オ
ニ
 
二
ヱ
Ⅱ
 勾
 
女
史
に
言
葉
を
ゆ
ず
っ
た
。
 

ま
典
シ
ヴ
ァ
派
研
究
の
第
一
人
者
た
る
し
刃
ロ
 之 Z
 め
刃
女
史
は
 、
ま
ず
 

第
一
に
、
マ
ン
ダ
ラ
（
 ヨ
ぜ
 管
下
）
、
ヤ
ン
ト
ラ
（
 
ぺ
曲
且
ふ
 ）
 、
 
チ
ャ
ク
 ラ
 

（
 い
 す
の
 
ガ
 「
 曲
 ）
と
い
う
混
同
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
語
の
定
義
を
以
 下
 の
よ
う
 

に
 明
確
に
し
た
。
Ⅲ
マ
ン
ダ
ラ
は
、
儀
礼
の
際
に
一
時
的
に
色
 の
つ
い
た
 

粉
 等
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
も
の
で
、
①
 座
 と
し
て
の
マ
ン
ダ
ラ
 
（
水
瓶
や
 

像
 等
を
据
え
る
た
め
の
も
の
）
 
、
 ②
図
像
と
し
て
の
マ
ン
ダ
ラ
 
（
入
門
式
、
 

て
由
モ
 
セ
ミ
、
リ
ン
ガ
や
神
像
等
の
設
置
式
目
 お
 （
 
窩
皆
ど
 
等
の
 
コ
ジ
 
@
 
Ⅰ
～
）
 

-
 
侍
 
・
 

（
 
守
 p
n
 あ
る
種
の
機
会
に
義
務
的
に
行
わ
れ
る
べ
 き
 も
の
 U
 の
 儀
礼
の
際
 

に
 必
ず
描
か
れ
て
、
神
を
臨
在
さ
せ
る
も
の
）
 

、
 ③
格
子
状
に
 区
 介
 
さ
れ
 

た
 四
角
形
の
み
か
ら
な
る
下
位
の
神
々
を
配
置
し
た
り
す
る
た
 
め
の
も
 

の
、
の
 
三
種
に
区
分
さ
れ
る
。
㈲
ヤ
ン
ト
ラ
は
 
、
 ①
下
日
せ
 が
 （
「
 
@
 昔
ゆ
 

的
 」
、
除
災
 招
福
等
 の
た
め
の
も
の
）
の
儀
礼
に
主
に
用
い
ら
 
ね
 、
②
 布
 

や
 金
属
等
の
長
持
ち
す
る
物
の
上
に
描
か
れ
、
③
線
の
み
か
ら
 な
っ
て
 
い
 

て
、
 字
が
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
（
こ
れ
は
マ
ン
ダ
ラ
で
 は
あ
り
え
 

な
い
）
 、
 ④
秘
密
性
を
も
ち
、
し
ば
し
ば
護
符
等
と
し
て
用
い
 ら
 
れ
る
。
 

㈹
チ
ャ
ク
 ラ
 
（
本
来
的
に
は
「
神
々
の
集
り
」
）
は
 

、
殆
ん
ど
 用
い
ら
れ
 



展 望 

土中ム 美崇 、 た 0 ぅ用な にいい 

局 ト な マ 調 る ネ 
甘 精 ン査 ） "   

をも 宙 わ色 意 と う 

） 軸 リラ赤に ンれ   
0
 社
会
的
効
果
」
に
還
元
す
る
の
み
で
、
知
ら
れ
ざ
る
も
の
を
 知
ら
れ
ざ
 

る
も
の
に
よ
っ
て
説
明
す
る
以
上
の
も
の
で
な
い
と
し
て
、
③
 深
層
意
識
 

の
 創
造
的
な
力
動
の
乗
り
物
（
そ
こ
か
ら
表
題
中
の
 、
，
づ
の
せ
 

c
 
ゴ
リ
ゅ
 

0
 ㏄
 -
 
由
仁
の
 

Ⅹ
 

「
心
を
運
ぶ
・
導
く
 口
 と
い
う
造
語
が
あ
る
）
と
し
て
マ
ン
ト
 -
 
フ
等
を
把
 

え
 、
深
層
意
識
の
①
 力
 動
を
導
く
こ
と
に
よ
っ
て
意
識
の
再
 構
 造
化
を
生
 

じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
④
儀
礼
の
場
に
お
け
る
身
体
 的
 精
神
的
 

な
 諸
要
素
の
共
働
が
有
効
性
を
産
ん
で
 い
 く
と
し
た
。
 

次
の
の
 篠
 「
 
欝
 「
由
の
 
0
 Ⅰ
 オ
 の
は
、
 づ
ゅ
宍
ォ
ゆ
コ
 

が
の
が
派
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
 
教
の
 

専
門
家
で
、
 目
ゆ
 -
p
 

ゑ
 d
p
 
コ
ヰ
 
が
等
に
依
り
な
が
ら
、
そ
の
内
的
 
供
犠
 や
 

口
 「
 
欝
 （
 
@
 
れ
鼠
 
（
神
像
等
の
設
置
 式
 ）
に
お
け
る
図
形
の
用
法
を
紹
 介
し
た
。
 

第
一
日
目
の
最
後
の
の
沖
 つ
の
 
「
 
@
 
コ
い
 の
 OZ
H
O
 女
史
は
 、
い
 く
が
 
毬
 コ
ロ
コ
ロ
 

P
 

d
P
p
 

可
筏
に
 表
れ
る
 請
 マ
ン
ダ
ラ
を
、
と
り
わ
げ
そ
の
宝
字
 論
 的
 関
連
に
 

お
い
て
紹
介
し
た
。
 

第
二
日
目
の
最
初
は
 、
下
ユ
 0
 コ
勾
 0
 ゆ
 己
が
ぽ
 珪
 （
せ
の
 

守
 （
 イ
 ン
ド
 古
 

典
医
学
）
及
び
練
金
術
書
に
お
け
る
マ
ン
ト
ラ
等
の
使
用
の
例
 
を
 挙
げ
 

て
、
ゆ
ぜ
廷
 

Ⅱ
 
セ
の
ロ
 

の
の
場
合
は
そ
の
本
質
的
ム
ロ
理
性
に
よ
っ
て
 
て
 ン
ト
ラ
の
 

使
用
は
補
助
的
で
あ
っ
て
、
マ
ン
ト
ラ
の
形
式
も
ヴ
ェ
ー
ダ
 期
 と
 類
似
し
 

た
も
の
で
タ
ン
ト
ラ
的
で
は
な
い
こ
と
、
一
一
世
紀
頃
か
ら
 現
 れ
る
練
金
 

御
書
以
後
に
タ
ン
ト
ラ
的
マ
ン
ト
ラ
 や
 ヤ
ン
ト
ラ
が
記
述
さ
れ
 
始
め
る
 

が
 、
こ
の
練
金
徳
（
 r
a
 
の
 
卸
セ
由
コ
の
 

）
を
シ
ヴ
ァ
教
の
一
派
と
し
て
 の
み
見
る
 

か
 、
医
学
の
伝
統
の
中
で
見
る
の
か
検
討
が
重
要
で
あ
る
こ
と
 を
 強
調
し
 

 
 
 
 

 
 

ヰ
・
 

-
L
O
 

ハ
 

 
 

 
 

 
 



に
 加
え
ら
れ
る
種
々
の
神
秘
的
解
釈
の
紹
介
で
あ
っ
た
。
 

オ
ラ
ン
ダ
の
円
の
 
a
 コ
の
 O
C
 し
末
 （
戸
戸
 
之
は
、
閂
 ま
ら
お
か
 

驚
き
ミ
 Ⅰ
 ヰ
 
Q
 寸
 
0
 
ヰ
Ⅰ
 
@
 
Ⅰ
 

に
お
け
る
お
 ヨ
 の
 セ
 が
 日
斡
コ
 
（
（
 
P
 （
用
法
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
 

ぃ
が
、
戒
 

へ
の
違
犯
を
娼
 
ぅ
 儀
礼
の
た
め
の
も
の
か
）
に
つ
い
て
、
タ
ン
 ト
ラ
中
に
 

お
 げ
る
そ
の
暗
号
化
の
手
法
か
ら
、
そ
の
マ
ン
ト
ラ
が
 一
 般
 的
な
 肢
 

（
が
 
コ
 幅
が
）
マ
ン
ト
ラ
に
加
え
て
、
目
口
と
呼
ば
れ
る
種
々
の
 特
 殊
な
呪
 

術
 に
専
門
化
し
た
女
神
（
同
時
に
マ
ン
ト
ラ
で
も
あ
る
）
 
や
 人
体
の
 
6
 

チ
ャ
ク
ラ
等
と
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
 
示
 し
た
。
 

パ
 年
三
東
ゅ
派
に
つ
い
て
は
、
シ
ヴ
ァ
の
酉
の
顔
に
よ
る
相
承
 
（
で
曲
か
り
 

@
 

ヨ
ゅ
日
コ
ゅ
ゼ
 

が
）
に
つ
な
が
る
が
、
ト
リ
カ
派
の
要
素
を
取
り
入
 れ
た
り
、
 

6
 チ
ャ
ク
 ラ
 と
の
対
応
を
始
め
と
し
て
、
よ
り
新
し
い
伝
統
に
 属
す
る
で
 

あ
ろ
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
 

最
後
の
中
 汀
 Ⅹ
 ぢ
の
 下
名
け
め
由
の
 

0
2
 

の
発
表
は
、
今
会
議
の
末
 尾
 を
飾
 

る
 圧
巻
で
あ
っ
た
。
彼
の
説
に
よ
る
と
、
カ
シ
ミ
ー
ル
・
 シ
ヴ
 ァ
派
 最
大
 

0
 人
物
 ト
ヴ
下
 
@
 
コ
ミ
が
ぬ
 
仁
 里
曲
が
主
要
な
マ
ン
ダ
ラ
と
し
た
（
「
 

@
 
か
目
 
Ⅰ
 
斡
 （
一
一
一
 

叉
鉾
 ）
マ
ン
ダ
ラ
は
、
儀
礼
上
と
同
時
に
解
釈
学
上
の
道
具
で
 あ
っ
て
 、
 

そ
の
内
部
に
お
い
て
自
派
を
頂
点
と
し
て
そ
の
下
に
他
の
す
べ
 て
の
山
本
派
 

を
 含
む
構
造
を
し
て
お
り
、
儀
礼
に
お
い
て
そ
の
中
で
上
昇
す
 る
こ
と
が
 

他
の
宗
派
を
統
合
吸
収
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
具
体
的
な
 珪
肺
セ
ク
ト
Ⅱ
 

の
 状
況
と
し
て
は
、
Ⅰ
 
a
 セ
 Ⅰ
 曲
 Ⅱ
Ⅰ
～
 

ォ
ロ
セ
ゅ
 

ま
い
～
Ⅰ
に
見
ら
れ
る
所
か
 ら
 、
基
本
 

的
に
は
聖
典
シ
ヴ
ァ
派
が
強
く
 、
 続
い
て
め
 e
Q
 
（
 ぃ
キ
 
Q
x
Q
Q
 
等
 の
 
「
石
道
」
 

の
 強
い
状
況
の
中
で
、
「
左
道
」
の
タ
ン
ト
ラ
を
純
化
（
 戸休
め
 
儀
軌
等
 

の
血
 な
ま
ぐ
さ
い
儀
礼
は
否
定
し
つ
つ
も
性
的
な
儀
礼
を
残
す
 形
で
）
 
し
 

て
 取
り
込
む
形
で
ト
リ
カ
派
が
成
立
し
、
左
道
は
吸
収
さ
れ
て
 独
立
性
を
 

失
っ
て
い
く
。
ト
リ
カ
派
の
発
展
の
第
一
 
栢
は
 
㊦
。
日
色
の
ぺ
 
が
に
よ
る
 

 
 

の
 Ⅰ
 帥
コ
 
宙
が
派
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
実
体
的
な
語
彙
が
多
く
す
 べ
 て
の
派
 

1
 
2
 

を
 統
合
で
き
な
い
。
ト
リ
カ
派
の
完
成
は
、
二
 %
a
l
a
 
片
ぷ
が
 「
五
目
 

小
 
曲
 
Ⅲ
 W
 」
 

両
 
㍍
 

 
 

と
い
う
原
理
を
中
心
に
据
え
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
 、
 他
の
 シ
 

ヴ
ァ
派
は
も
ち
ろ
ん
、
唯
識
仏
教
か
ら
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
ま
で
 の
す
べ
て
 

の
 派
を
自
派
の
下
位
の
一
部
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
が
可
能
と
 
な
る
。
 

づ
 1
@
 
か
口
 
P
p
 マ
ン
ダ
ラ
の
内
部
構
造
は
こ
う
し
た
 統
 ム
ロ
の
様
子
を
 反
映
し
て
 

お
り
、
新
し
い
派
が
発
展
し
て
く
れ
ば
マ
ン
ダ
ラ
の
構
造
も
変
 化
す
る
こ
 

と
が
必
然
で
あ
り
、
そ
の
頃
発
展
し
て
き
た
が
 q
p
 

日
が
派
の
統
 

4
 ロ
の
た
め
 

に
 、
一
一
一
力
ー
リ
ー
 を
 中
央
の
蓮
華
に
配
置
す
る
と
い
う
変
化
が
認
め
ら
 

れ
る
。
社
会
学
的
な
点
に
つ
い
て
は
、
下
す
す
ぎ
申
せ
 
a
g
u
 
科
が
が
 対
象
と
し
 

た
の
は
、
解
脱
を
求
め
る
（
 ヨ
仁
 ヨ
ロ
才
名
）
在
家
（
 ゆ
吾
 %
 安
 簿
 ）
の
者
で
 

あ
る
と
す
る
。
 

多
く
の
写
本
で
し
か
存
在
し
な
い
資
料
と
長
い
現
地
体
験
に
裏
 づ
 げ
ら
 

れ
た
の
中
 之
し
 ③
 オ
り
 
0
 之
の
発
表
は
 、
 彼
が
そ
の
あ
ま
り
の
博
識
 の
た
め
か
 

殆
 ん
ど
論
文
等
を
発
表
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
参
加
者
 全
員
に
強
 

い
 印
象
を
与
え
た
。
 

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
が
、
一
般
的
な
問
題
に
つ
な
が
 る
も
の
 

と
し
て
、
押
の
ヱ
田
 
2
%
 円
 
と
 
%
.
 の
 下
 z
 口
内
力
の
 

0
Z
 

の
発
表
に
 

つ
い
て
の
 

筆
者
の
感
想
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

ま
ず
、
の
 目
 ⑧
 z
 巳
つ
め
 象
徴
的
効
果
に
つ
い
て
の
批
判
は
当
を
 得
た
も
 

の
で
あ
る
が
、
の
 ま
 S
 ゑ
額
づ
 の
せ
り
甘
が
 

拍
 0
%
 台
 0
 と
い
う
説
明
も
 、
深
層
 意
 

識
の
構
造
に
つ
い
て
明
確
に
し
え
な
い
以
上
、
「
知
ら
れ
ざ
る
も
 の
に
よ
 

っ
て
知
ら
れ
ざ
る
も
の
を
説
明
す
る
」
と
い
う
同
様
の
批
判
を
 ま
め
が
れ
 



え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
の
 ヱ
 Ⅱ
 z
 め
円
が
こ
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
 の
は
、
 解
 

脱
を
目
指
す
修
行
者
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
の
必
然
的
結
果
で
 あ
る
が
、
 

一
方
に
お
い
て
は
、
超
自
然
力
を
追
求
す
る
者
達
が
同
等
あ
る
 い
は
多
数
 

を
 占
め
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
た
と
え
不
充
分
で
あ
 っ
て
も
、
 

象
徴
的
効
果
に
 よ
 る
説
明
の
方
が
ょ
り
説
得
的
で
あ
る
と
言
え
 よ
，
つ
 
。
 

の
レ
 之
り
 Ⅱ
局
の
 
0
 之
の
 ト
リ
ヵ
 派
成
立
に
つ
い
て
の
仮
説
は
 、
以
 後
の
 タ
 

ン
ト
リ
ズ
ム
あ
る
い
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
発
展
に
お
け
る
左
道
 的
 要
素
の
 

取
り
込
み
の
過
程
に
関
し
て
一
つ
の
明
確
な
ヴ
ィ
ジ
。
 ン
を
与
 
て
て
く
れ
 

る
も
の
で
あ
り
、
左
道
の
タ
ン
ト
ラ
の
消
失
や
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
 の
 文
献
の
 

知
識
人
性
な
ど
を
説
明
し
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
 取
 り
込
み
の
 

動
 ぎ
が
、
正
統
派
に
よ
る
民
衆
的
「
価
値
逆
転
」
の
運
動
の
吸
 奴
 で
あ
る
 

の
か
、
あ
る
い
は
、
「
解
脱
志
向
の
在
家
」
の
よ
う
に
既
に
正
 統
派
ィ
デ
 

オ
ロ
ギ
ー
を
自
ら
の
も
の
と
し
た
人
々
が
在
家
で
も
可
能
な
行
 法
を
求
め
 

て
い
く
こ
と
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
の
本
質
 規
 定
 に
関
す
 

る
 疑
問
は
依
然
と
し
て
残
る
。
わ
ず
か
に
現
存
す
る
左
道
の
 タ
 ン
ト
ラ
の
 

研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
 

総
合
的
に
言
 う
と
 、
今
回
の
会
議
は
、
直
接
の
テ
ー
マ
で
あ
る
 マ
ン
 @
 

ぅ
や
 マ
ン
ダ
ラ
よ
り
も
、
 
可
 下
り
 
O
C
 

Ⅹ
（
彼
が
事
務
の
た
め
に
 

発
 表
し
な
か
 

っ
 た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
）
 
、
 ㏄
 力
己
之
之
巴
屋
 
、
の
 

O
C
 

口
 勾
 Ⅰ
下
下
名
・
 
の
下
乏
 
し
 

内
力
の
 
0
 之
 と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
 研
 究
の
第
一
 

聖
人
者
達
が
一
堂
に
会
し
て
自
由
に
意
見
を
交
換
し
た
こ
と
 

に
 最
も
大
き
な
 

意
味
が
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
 

マ
ソ
ト
ラ
 や
 っ
ソ
ダ
ラ
 に
関
し
て
は
、
未
だ
個
々
の
事
実
に
つ
 い
て
の
 

展
 

文
献
及
び
調
査
に
 よ
 る
研
究
が
進
め
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
が
、
 

仏
教
に
お
 

げ
 る
マ
ン
ダ
ラ
 
や
 マ
ン
ト
ラ
と
の
比
較
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
 期
待
さ
れ
 

る
。
 

発
表
後
の
討
論
に
つ
い
て
は
 殆
 ん
ど
紹
介
で
ぎ
な
か
っ
た
が
、
 

文
献
学
 

者
の
み
で
な
く
民
族
学
者
や
精
神
分
析
医
等
の
参
加
も
あ
っ
て
 興
味
深
い
 

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
の
記
録
は
一
九
八
五
年
末
頃
に
 出
 版
の
予
定
 

で
あ
る
。
 

閉
会
後
に
は
、
発
表
者
や
外
国
人
参
加
者
等
は
主
宰
者
 弔
 戸
ロ
。
 C
 パ
宅
 

に
 招
か
れ
て
、
な
ご
や
か
に
意
見
交
換
を
続
け
て
会
議
は
幕
を
 閉
じ
た
。
 

ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
実
り
の
多
い
二
日
間
で
あ
 つ
 @
 
ヰ
ハ
 
。
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阪
本
健
一
著
 

明
治
神
道
 史
 の
 

一
冊
の
書
物
か
ら
得
ら
れ
 

書
の
も
た
ら
す
刺
激
は
 、
や
 

評
価
を
与
え
る
か
も
し
れ
た
 

期
の
宗
教
史
を
研
究
す
る
者
 

は
疑
い
え
な
い
。
と
り
わ
け
 

人
々
を
細
か
く
拾
い
あ
げ
て
 

し
か
し
、
読
者
は
文
中
で
 

い
は
神
道
人
と
し
て
の
神
社
 

ぅ
 。
そ
の
こ
と
自
体
は
著
者
 

は
よ
 い
の
で
あ
ろ
う
が
、
 
歴
 

び
と
、
著
者
の
思
い
を
ぶ
つ
 

戸
惑
わ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
 

て
 、
評
価
は
大
き
く
揺
れ
 動
 研

究
 

国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
八
年
一
二
月
刊
、
 

六
七
 0
 頁
 、
 一
 
0
0
0
 
①
 円
 

井
上
順
孝
 

る
 刺
激
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
 

本
 

や
 複
雑
で
あ
り
、
人
に
よ
っ
て
は
正
反
対
の
 

い
 。
明
治
の
宗
教
行
政
、
お
よ
び
幕
末
維
新
 

に
と
っ
て
本
書
が
基
本
的
文
献
に
な
る
こ
と
 

維
新
前
後
の
宗
教
政
策
を
決
定
し
て
い
っ
た
 

い
る
作
業
は
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
 

、
た
び
た
び
明
治
天
皇
賛
美
の
言
葉
、
あ
る
 

神
道
へ
の
思
い
入
れ
の
言
葉
な
ど
に
出
合
 

の
 価
値
観
が
表
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
す
れ
 

史
的
事
実
を
再
構
成
し
ょ
う
と
す
る
筆
の
連
 

げ
た
筆
の
流
れ
と
が
交
錯
し
て
、
読
み
手
を
 

こ
の
こ
と
を
ど
 う
受
 げ
と
め
る
か
に
よ
っ
 

く
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 

書
評
と
紹
介
 

本
書
に
は
、
著
者
が
昭
和
 一
 0
 
年
か
ら
四
八
年
に
至
る
ま
で
に
 執
筆
し
 

2
4
 

た
一
四
篇
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
著
者
の
主
 要
 関
心
は
 

1
 

一
貫
し
て
い
た
 
よ
う
 で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
自
身
が
 l
 
・
 
あ
 と
が
ぎ
 」
 

幼
 

 
 

に
お
い
て
述
懐
し
て
い
る
よ
 う
 に
 、
 同
じ
よ
う
な
主
題
が
繰
り
 返
し
述
べ
 

ら
れ
る
結
果
と
も
な
っ
た
。
か
ち
ん
、
こ
れ
は
最
近
の
売
れ
っ
 予
研
究
者
 

が
よ
く
や
る
よ
 う
 に
 、
 同
じ
よ
う
な
内
容
の
こ
と
を
少
し
表
現
 を
 変
え
て
 

あ
ち
こ
ち
に
書
き
ち
ら
す
と
い
っ
た
不
誠
実
さ
の
ゆ
え
の
こ
と
 
で
は
な
 

く
、
 違
っ
た
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
も
、
絶
え
ず
著
者
を
と
ら
え
て
 離
さ
な
か
 

っ
た
 問
題
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
 う
な
い
。
 

た
だ
、
適
当
な
加
筆
削
除
が
あ
っ
た
な
ら
、
あ
る
い
は
全
体
が
 も
っ
と
 す
 

つ
 き
り
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
 

し
か
し
、
単
に
、
論
文
を
発
表
 順
 に
並
べ
た
と
い
う
構
成
で
は
 な
く
、
 

い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
ご
と
に
各
論
文
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
 ，
 
」
れ
に
 ょ
 

っ
て
著
者
の
主
要
関
心
を
大
体
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 以
 干
 に
各
部
 

の
 タ
イ
ト
ル
を
示
し
て
お
く
。
 

第
一
部
「
明
治
神
道
 史
 」
 

第
二
部
「
幕
末
維
新
潮
に
お
け
る
神
道
」
 

第
三
部
「
神
宮
と
明
治
維
新
」
 

第
四
部
「
明
治
神
道
史
上
に
お
け
る
洋
和
親
藩
主
従
の
役
割
」
 

第
五
部
「
明
治
神
道
史
上
の
諸
問
題
」
 

第
六
部
「
明
治
天
皇
の
神
祇
関
係
詔
勅
解
説
（
 抄
 ）
」
 

本
書
に
一
貫
と
し
て
流
れ
る
著
者
の
主
要
な
関
心
は
次
の
 よ
う
 な
 点
で
 

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
明
治
の
宗
教
行
政
一
般
と
く
に
は
神
祇
 行
 政
 が
ど
の
 

よ
う
に
変
遷
し
て
い
っ
た
か
。
そ
の
変
遷
は
ど
の
よ
う
な
理
念
 に
支
 、
え
ら
 



れ
て
い
た
か
。
そ
の
変
遷
に
関
わ
っ
た
人
物
は
ど
の
よ
う
な
人
 々
で
あ
っ
 

た
か
。
と
く
に
、
神
道
家
た
ち
は
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
 果
 た
し
 え
 

た
の
か
。
 

こ
の
よ
う
な
関
心
が
根
底
に
あ
っ
て
、
祭
政
一
致
の
理
念
を
め
 ぐ
る
 問
 

題
 、
教
学
分
離
・
楽
毅
分
離
の
問
題
、
神
宮
の
教
化
活
動
の
間
 題
 、
津
 和
 

野
蕗
出
身
の
人
物
が
果
た
し
た
役
割
、
大
教
院
・
神
道
事
務
局
 
教
導
職
 

を
め
ぐ
る
問
題
、
神
仏
分
離
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
が
具
体
的
に
 論
じ
ら
れ
 

て
い
る
。
 

第
一
部
「
明
治
神
道
 史
 」
は
、
昭
和
一
八
年
に
書
か
れ
た
論
文
 で
、
 神
 

砥
 官
の
再
興
か
ら
、
神
仏
分
離
、
教
部
省
の
設
置
、
禁
教
学
の
 分
離
と
い
 

う
 、
一
連
の
明
治
宗
教
史
の
展
開
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
著
者
の
明
治
前
半
の
宗
教
史
に
関
す
る
視
点
を
 大
体
 知
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
二
部
「
幕
末
維
新
潮
に
お
け
る
神
道
」
は
、
昭
和
四
 0
 年
代
 に
 書
か
 

れ
た
二
つ
の
論
文
か
ら
な
っ
て
い
る
。
一
つ
は
皇
室
の
祭
祀
を
 め
ぐ
る
 問
 

題
が
 扱
わ
れ
、
他
は
明
治
維
新
の
際
の
復
古
の
理
念
の
形
成
に
 か
か
わ
っ
 

た
 何
人
か
の
国
学
者
、
神
道
家
が
中
心
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
 

第
三
部
「
神
宮
と
明
治
維
新
」
は
、
や
は
り
二
つ
の
論
文
か
ら
 な
っ
て
 

お
り
、
い
ず
れ
も
明
治
初
期
に
お
け
る
神
宮
の
教
化
運
動
が
紹
 介
さ
れ
て
 

い
る
。
神
宮
教
 院
 と
大
教
宣
布
運
動
と
の
か
か
わ
り
な
ど
、
 

揺
 れ
 動
く
 宗
 

分
数
政
策
の
中
で
の
神
宮
の
対
応
 が
 焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
 

櫛
 

第
四
部
「
明
治
神
道
史
上
に
お
け
る
漢
和
 野
 藩
主
従
の
 
役
割
」
は
三
つ
 

摯
の
論
文
か
ら
な
り
、
明
治
維
新
に
お
い
て
漢
和
野
本
学
が
 

果
 た
し
た
役
割
 

に
つ
い
て
述
べ
て
あ
る
。
小
藩
で
あ
っ
た
た
め
、
と
か
く
看
過
 さ
れ
が
ち
 

著
者
は
神
道
家
で
あ
る
。
歴
史
的
な
観
点
か
ら
書
か
れ
た
論
文
 が
 多
く
 

収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
絶
え
ず
著
者
の
価
値
観
が
押
 し
 出
さ
れ
 

 
 

て
い
る
。
端
的
に
言
 う
 な
ら
、
神
道
神
学
者
か
ら
す
る
明
治
 宗
 
 
 

解
 と
で
も
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
著
者
の
意
図
か
ら
は
 外
 れ
る
か
も
お
 

 
 

し
れ
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
価
値
観
に
よ
っ
て
本
書
が
支
え
ら
 れ
て
い
る
 

な
 洋
和
好
藩
の
人
材
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。
 

第
五
部
「
明
治
神
道
史
上
の
諸
問
題
」
は
、
昭
和
 
一
 
0
 午
か
ら
 日
 三
年
 

に
わ
た
っ
て
書
か
れ
た
五
つ
の
論
文
か
ら
な
り
、
皇
室
に
お
 け
 る
 神
仏
 分
 

離
 の
問
題
、
神
官
教
導
職
の
分
離
、
神
道
事
務
局
勧
農
部
を
め
 
ぐ
る
 
問
 

題
 、
皇
典
講
究
所
の
創
立
を
め
ぐ
る
問
題
、
そ
れ
に
明
治
期
の
 神
道
と
 儒
 

教
の
思
想
的
か
わ
わ
り
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
 

最
後
の
第
六
部
の
「
明
治
天
皇
の
神
祇
関
係
詔
勅
解
説
」
は
 、
 明
治
元
 

年
三
月
一
四
日
の
「
天
神
地
祇
に
国
是
誓
約
の
御
祭
文
」
か
ら
 、
明
治
三
 

八
年
一
二
月
一
一
日
の
「
本
居
宣
長
に
贈
位
 追
 陸
の
策
命
」
に
 至
る
ま
で
 

の
 一
七
点
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

本
書
に
通
じ
て
見
ら
れ
る
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
か
か
わ
 る
 人
物
 

名
 が
細
か
く
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
 、
ど
 の
よ
う
な
 

人
々
が
今
後
の
研
究
対
象
と
さ
れ
る
べ
 き
か
、
 読
み
進
め
て
い
 く
と
お
お
 

ょ
 そ
の
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
つ
一
つ
の
事
件
に
 か
か
わ
る
 

参
考
史
料
が
あ
ち
こ
ち
に
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
意
味
で
も
 重
宝
な
書
 

で
あ
る
。
し
か
し
、
史
料
が
随
所
に
長
く
引
用
さ
れ
て
い
る
 ょ
 う
 な
場
 

ム
ロ
、
こ
の
こ
と
が
文
の
流
れ
を
阻
害
し
て
し
ま
い
、
論
旨
が
か
 
え
っ
て
 分
 

か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
ま
ま
あ
る
。
 



か
 、
そ
の
一
端
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
な
こ
と
に
思
わ
 れ
る
。
 

著
者
は
明
治
期
の
神
祇
行
政
、
宗
教
史
な
ど
の
あ
り
か
た
を
 評
 価
す
る
 

際
 、
あ
る
尺
度
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ね
に
神
社
神
道
の
本
質
論
 が
 傍
ら
に
 

備
わ
っ
て
い
る
。
神
社
は
宗
教
 か
 否
か
に
関
し
て
は
、
戦
前
に
 大
論
争
が
 

あ
っ
た
 ね
 げ
で
あ
る
が
、
著
者
の
立
場
は
、
「
神
社
は
別
格
 宗
 教
 」
と
 看
 

倣
 す
べ
ぎ
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
神
社
は
宗
教
で
は
な
 い
 、
と
す
 

る
 考
え
方
も
、
神
社
は
宗
教
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
も
 、
ど
ち
ら
 

も
 神
社
を
正
当
に
評
価
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
 

「
神
社
は
国
家
の
宗
祀
で
あ
る
」
こ
と
の
意
味
を
、
行
政
側
の
 視
座
か
 

ら
で
は
な
く
、
神
道
家
に
と
っ
て
の
自
己
認
識
と
い
う
視
座
か
 ら
 捉
え
て
 

い
こ
 う
 と
す
る
基
本
姿
勢
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
 り
 、
神
社
 

は
 国
家
の
宗
祀
で
あ
る
か
ら
一
般
宗
教
と
は
異
な
る
の
は
言
 う
 ま
で
も
な
 

ぃ
 。
し
か
し
祭
祀
が
単
な
る
形
式
と
化
し
、
道
も
教
え
も
な
 い
 と
い
 5
 駅
 

態
で
は
困
る
。
行
政
措
置
と
神
社
の
本
質
と
を
混
同
し
て
は
な
 う
な
い
、
 

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
神
道
界
の
人
間
の
中
に
、
神
社
が
国
 家
 の
白
下
 
祀
 

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
国
家
に
 よ
 る
神
道
の
保
護
と
考
え
 て
 、
そ
れ
 

に
安
住
し
ょ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
こ
れ
を
 情
 な
い
こ
と
 

と
 考
え
て
い
る
の
が
分
か
る
。
 

こ
の
点
に
関
す
る
著
者
の
基
本
姿
勢
は
旗
 職
 鮮
明
で
あ
り
、
 

一
 貫
 性
が
 

あ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
見
解
が
な
ぜ
正
当
な
の
か
、
そ
れ
に
 関
す
る
 議
 

論
を
聞
き
た
く
な
る
と
い
う
の
が
人
情
で
あ
る
。
著
者
に
と
っ
 て
は
余
り
 

に
 当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
議
論
の
余
地
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
 た
の
か
も
 

し
れ
な
い
が
、
神
社
神
道
と
総
称
さ
れ
る
も
の
の
中
に
も
さ
ま
 ざ
ま
な
形
 

態
 の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
議
論
が
ほ
と
ん
ど
 な
さ
れ
て
 

い
な
い
こ
と
へ
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
 

 
 

「
祭
政
一
致
は
我
が
国
体
の
精
華
で
あ
る
」
（
五
八
四
頁
）
 

と
考
 え
て
い
は
 

る
 著
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
明
治
の
宗
教
史
の
展
開
は
好
ま
し
 い
も
の
で
⑥
 

 
 

は
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
見
れ
ば
、
明
治
の
神
社
神
道
は
あ
 る
 べ
 き
姿
 

に
 向
か
つ
て
進
む
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
 の
で
あ
ろ
 

う
 。
と
り
わ
け
西
洋
の
力
の
大
き
さ
に
対
処
し
 き
 れ
な
か
っ
た
 神
道
界
の
 

思
想
的
脆
弱
さ
を
鋭
く
感
じ
て
い
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
明
治
 の
士
 
示
教
界
 

あ
る
い
は
、
明
治
そ
の
も
の
が
欧
米
化
論
に
圧
倒
さ
れ
て
 
ぃ
 っ
た
 歴
史
 

を
 、
神
道
家
と
し
て
 悔
 渋
の
目
で
回
顧
し
て
い
る
の
で
は
な
い
 か
と
感
じ
 

ら
れ
る
。
 

明
治
初
期
の
宗
教
政
策
そ
の
も
の
に
は
、
し
か
し
、
肯
定
的
な
 評
価
が
 

見
ら
れ
る
。
祭
政
一
致
の
理
念
で
ス
タ
ー
ト
し
た
宗
教
行
政
が
 、
や
が
て
 

禁
教
学
の
分
離
に
ま
で
至
る
機
能
分
化
の
過
程
は
、
必
然
的
な
 も
の
と
 考
 

え
ら
れ
て
い
る
 
よ
う
 で
あ
る
。
政
治
と
宗
教
の
分
離
と
い
う
 国
 式
 で
は
な
 

く
 、
「
 祭
 」
す
な
わ
ち
国
家
の
宗
祀
と
し
て
の
神
社
神
道
が
政
 
治
 と
ゆ
 る
 

や
か
に
つ
な
が
り
、
「
 
教
 」
す
な
わ
ち
教
化
面
は
、
教
派
神
道
が
 分
担
し
 、
 

「
 学
 」
す
な
わ
ち
学
問
面
は
、
皇
典
講
究
所
に
代
表
さ
れ
る
 ょ
 う
 
に
 、
研
 

究
 ・
教
育
機
関
に
よ
っ
て
そ
の
実
施
が
担
当
さ
れ
る
と
い
う
 機
 純
分
化
で
 

あ
る
。
明
治
の
宗
教
政
策
を
支
え
た
人
々
へ
の
評
価
、
そ
れ
に
 対
応
し
て
 

具
体
的
方
策
を
練
っ
て
い
っ
た
神
道
家
た
ち
の
行
為
を
評
価
し
 よ
う
と
い
 

ぅ
 立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

そ
の
後
の
祭
教
学
の
分
離
の
結
果
を
見
る
と
、
学
問
は
確
か
に
 
独
立
 

し
 、
神
道
学
は
一
つ
の
研
究
分
野
と
し
て
確
立
し
て
い
っ
た
。
 教
派
神
道
 

は
、
 個
々
の
教
派
に
よ
り
か
な
り
の
差
は
あ
れ
、
宗
教
と
し
て
 社
会
的
に
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さ
て
、
神
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
宗
教
現
象
は
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
 
を
持
 

っ
 。
本
来
が
多
様
な
性
格
づ
け
を
許
容
す
る
対
象
で
あ
る
。
 そ
 れ
は
明
治
 

時
代
に
あ
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
本
書
で
の
著
者
の
神
 通
論
 は
、
 

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
神
道
行
政
 史
 が
専
ら
の
焦
点
と
な
っ
て
 い
 る
 。
そ
れ
 

も
 神
社
神
道
の
行
政
 史
 で
あ
る
。
こ
れ
は
著
者
の
基
本
的
関
心
 の
 反
映
で
 

あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
云
々
し
て
も
仕
様
が
な
い
の
で
あ
る
 が
 、
こ
こ
 

か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
明
治
神
道
史
は
何
で
あ
ろ
う
。
 

例
え
ば
、
維
新
後
、
民
衆
は
具
体
的
に
神
社
と
ど
の
よ
う
な
 関
 わ
り
を
 

築
い
た
の
か
、
こ
の
時
期
、
神
道
家
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
思
想
 的
 展
開
を
 

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
民
俗
神
道
的
な
も
 の
は
ど
の
 

よ
う
な
変
貌
を
遂
げ
た
の
か
、
な
ど
の
テ
ー
マ
が
直
ち
に
思
い
 浮
か
ぶ
。
 

近
年
は
、
新
宗
教
研
究
が
盛
ん
と
な
っ
て
、
民
衆
思
想
と
か
、
 民
衆
運
 

動
の
実
態
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
方
法
論
的
に
 も
 、
社
会
 

学
や
歴
史
学
を
始
め
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 こ
う
し
た
 

研
究
と
、
本
書
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
研
究
と
は
ど
こ
か
 で
 関
連
 づ
 

げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
が
あ
る
程
度
な
さ
れ
た
と
 き
、
本
書
 

の
よ
 り
適
切
な
評
価
が
生
ま
れ
る
よ
 う
 に
思
わ
れ
る
。
 

か
な
り
の
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
 、
神
 社
 神
道
は
 

ど
う
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
評
価
に
つ
い
て
の
著
者
の
間
接
的
な
 言
及
が
行
 

間
 に
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
明
治
維
新
を
支
え
た
 宗
教
的
理
 

念
へ
の
賛
美
と
、
そ
れ
が
適
切
に
実
を
む
す
げ
な
か
っ
た
こ
と
 へ
 め
か
す
 

か
な
無
念
さ
が
本
書
の
背
後
に
一
貫
と
し
て
あ
る
と
い
う
ふ
う
 に
 理
解
し
 

た
ら
、
評
者
の
読
み
込
み
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
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イ
ン
ド
亜
大
陸
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
く
歴
史
 的
な
研
 

究
 で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
本
流
を
離
れ
た
亜
流
で
し
か
な
い
と
 い
う
思
い
 

込
み
に
よ
る
の
か
、
そ
の
哲
学
的
、
思
想
的
な
研
究
は
余
り
さ
 れ
て
い
な
 

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
神
秘
主
義
（
の
 
仁
 め
の
 
ヨ
 ）
 ほ
 つ
い
て
 

い
え
ば
、
そ
れ
が
 
ヒ
 ン
ド
ク
ー
の
バ
ク
テ
ィ
運
動
と
関
連
す
る
 と
い
う
よ
 

う
 な
文
化
史
的
観
点
か
ら
の
論
述
は
あ
る
が
、
個
々
の
神
私
家
 ほ
 つ
い
て
 

そ
の
思
想
を
吟
味
す
る
研
究
は
ま
だ
少
な
く
、
そ
の
意
味
で
本
 書
を
紹
介
 

す
る
の
は
何
ら
か
の
意
義
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
 

ハ
ン
ダ
ナ
 ヮ
 ー
。
 
ス
 ・
 メ
千
｜
 
ス
ー
ミ
ノ
 ィ
 ラ
ー
ズ
（
 7
2
1
1
 

照
駆
 戸
ヱ
 Ⅰ
 ト
 ㏄
 い
 Ⅰ
 
｜
 

）
お
 い
 の
 已
 ）
は
イ
ン
ド
に
弘
ま
っ
て
い
る
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
（
 め
 
 
 

の
ひ
と
つ
で
あ
る
 チ
 シ
ュ
テ
ィ
ー
教
団
に
属
す
る
神
秘
家
で
あ
 り
、
 多
く
㈹
 

の
 著
作
を
残
し
、
後
世
ゴ
ル
バ
ル
ガ
（
の
 

仁
 -
 審
 お
の
）
の
聖
者
と
 
し
て
現
在
㌘
 

 
 

に
 至
る
ま
で
尊
敬
さ
れ
て
い
る
、
中
世
イ
ン
ド
の
イ
ス
ラ
ー
ム
 の
弘
珊
ヰ
 

迎
で
 

鎌 

田 

繁 

し
匹
ア
 
@
 （
Ⅰ
 
コ
ロ
 
@
 
簿
 ）
 @
 ト
ロ
が
Ⅱ
が
 

ず
 ヰ
下
 宙
 申
す
 
@
 
せ
斡
 
（
 
，
 
@
 り
 0
 
目
Ⅰ
 

ト
の
 
㏄
の
・
が
 

ぺ
 @
 
～
 +
N
 
の
 臣
で
で
 
：
濤
の
・
の
の
・
 

下
 Ⅰ
㎏
 
吏
薄
巾
コ
ヘ
ご
茎
 

ぬ
ま
ま
Ⅰ
 
荘
軋
 ，
 
曲
 浅
さ
 ヒ
ざ
 
w
.
 

～
 

Q
 む
薄
蓬
き
 N
 
 
（
Ⅱ
的
ド
Ⅰ
 

ト
 ㏄
㎏
 
ト
 1
.
 
㏄
 め
印
 
Ⅰ
 ド
笘
 
㏄
㎏
）
 
@
 

0
 ざ
勒
ミ
は
き
 ・
 H
 
戸
ロ
 オ
キ
笘
 0
.
 
弓
 す
目
 
0
 の
 
0
 ロ
オ
 ぜ
 

（
 
0
 ヱ
ゆ
ぎ
注
 
）
⑦
㏄
二
の
の
 

之
 0
.
 
の
 

の
 Ⅱ
 e
 隼
の
す
 
い
オ
 本
オ
 
ロ
 の
Ⅱ
。
 
コ
二
の
の
 

注
コ
ご
 



（
 
佳
 @
 

欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
人
物
で
あ
る
。
 

著
者
フ
サ
イ
ニ
ー
は
 ギ
 ー
ス
ー
デ
ィ
ラ
ー
ズ
の
後
 喬
に
 当
り
 、
 コ
ル
 

ル
ガ
の
聖
廟
（
年
が
お
 ゆ
ゴ
 
）
の
廟
宇
（
の
 豊
ひ
隼
燵
オ
 三
の
す
ぎ
）
の
家
 に
 生
れ
 、
 

そ
の
聖
者
の
風
光
の
中
に
育
ち
、
後
 ヵ
ナ
ダ
 に
留
学
し
西
欧
の
 
批
判
的
研
 

究
を
身
に
つ
け
た
少
壮
学
者
で
あ
る
。
 

本
書
の
中
心
は
短
い
結
論
の
章
の
他
に
三
章
か
ら
成
り
、
そ
の
 他
 ヘ
ル
 

マ
ン
・
ラ
ン
ド
ル
ト
（
叫
の
「
 ヨ
の
コ
コ
 Ⅰ
が
 臣
 0
 戸
）
教
授
の
序
文
、
 
付
録
 と
 

し
て
 チ
 シ
ュ
テ
ィ
ー
教
団
の
師
資
相
承
 表
 、
諸
概
念
の
対
照
表
 、
ギ
ー
 
ス
 

｜
 デ
ィ
ラ
ー
ズ
に
関
す
る
史
料
・
文
献
の
批
判
的
紹
介
、
詳
細
 な
 文
献
 表
 

と
 索
引
が
つ
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
序
論
と
し
て
 ギ
｜
 ス
ー
デ
ィ
 

ラ
ー
ズ
の
属
し
て
い
た
 チ
 シ
ュ
テ
ィ
ー
教
団
、
そ
し
て
彼
の
生
 涯
及
び
 著
 

作
が
 概
観
さ
れ
る
。
第
二
章
で
は
 預
 舌
口
者
性
（
巨
富
 毛
注
 ）
 と
 聖
者
性
 

（
老
生
 
ゆ
ゃ
曲
 
（
）
に
つ
い
て
、
第
二
三
早
で
は
サ
マ
ー
 
ゥ
 
（
お
日
せ
）
 
、
 す
な
わ
 

ち
 神
秘
家
が
忘
我
の
境
地
に
至
る
た
め
に
発
達
し
た
音
楽
を
聴
 く
 儀
礼
、
 

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
論
ず
る
。
著
者
は
伝
記
的
記
述
 ほ
 つ
い
て
 

は
 、
年
代
記
な
ど
の
二
次
資
料
の
参
照
に
と
ま
ら
ず
、
ギ
ー
 ス
 ｜
 デ
ィ
ラ
 

｜
ズ
の
 直
弟
子
の
著
作
に
遡
り
そ
れ
を
論
じ
、
ま
た
そ
の
思
想
 に
つ
い
て
 

は
 主
著
で
あ
る
ペ
ル
シ
ア
語
の
円
神
の
秘
密
に
つ
い
て
の
夜
 話
 
-
 L
 ト
 の
ま
 
鮨
ド
 

軋
 。
ら
め
「
 

ぬ
 「
に
主
に
依
拠
 し
 、
写
本
貸
料
も
用
い
つ
つ
論
究
す
る
  
 

以
下
、
中
心
と
な
る
第
二
章
と
第
三
章
の
議
論
を
要
約
す
る
。
 預
言
者
 

（
 旨
旺
 ）
は
啓
示
（
 ミ
呂
ミ
 ）
を
伝
え
る
者
と
し
て
神
と
人
と
の
 仲
介
者
で
 

あ
る
。
他
方
、
神
と
の
交
感
を
求
め
る
こ
と
か
ら
神
に
由
来
す
 る
 知
識
、
 

霊
感
を
体
現
す
る
聖
者
（
毛
の
）
 @
 
）
と
い
う
観
念
が
神
秘
 家
 の
 間
 に
 生
ま
れ
 

て
 来
る
。
と
も
に
何
ら
か
の
形
で
神
の
直
接
体
験
に
根
ざ
す
も
 
の
で
あ
   
  けう 

由 ; 心か   
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檬現 の 在ビ 体 （ 本 己窩を己そィ と 吉草 以 約ハ     
に
 位
置
づ
げ
て
い
る
。
 

神
 約
 属
性
の
十
全
な
顕
現
で
あ
る
「
完
全
人
間
」
は
内
的
な
 
ヨ
 ゆ
り
Ⅱ
 

0
 

n
o
m
 

ヨ
 
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
な
具
体
的
な
姿
は
外
的
な
 
ョ
 @
 り
 Ⅱ
。
の
。
の
ハ
 

イ
 

と
し
て
の
預
言
者
ム
ハ
 

ソ
マ
ド
 で
あ
る
。
こ
の
日
の
 0
 ～
 o
n
o
 
の
 ヨ
 
は
甜
別
吐
迫
め
 

過
程
の
「
本
体
」
に
当
り
、
「
覆
い
隠
す
本
体
」
と
「
覆
い
隠
さ
 れ
る
 本
 

体
 」
の
二
面
を
も
つ
。
前
者
は
神
秘
 

家
 の
 我
性
 
（
 曲
コ
コ
ぞ
曲
 

こ
 ）
 再
一
酔
ま
帽
 

（
 綜
ひ
ゎ
す
 
）
「
私
こ
そ
真
実
（
 神
 ）
で
あ
る
」
に
対
応
し
が
未
だ
 残
 
っ
て
い
る
 

段
階
に
、
後
者
は
神
の
不
可
把
捉
性
を
自
覚
し
 我
性
 が
消
え
た
 
最
終
段
階
 

目
彼
 こ
そ
真
実
で
あ
る
」
に
対
応
し
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
て
ら
れ
 る
 
（
Ⅰ
 ｜
 

し
 l
 い
 ）
。
 

第
三
章
で
は
サ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
先
ず
古
典
期
の
神
秘
 象
 の
そ
 の
 適
法
 

性
の
議
論
及
び
サ
マ
ー
ク
か
ら
生
れ
る
忘
我
（
 毛
 P
 ぢ
 ）
の
諸
相
 
ほ
 つ
い
て
 

の
 意
見
を
ま
と
め
る
（
 日
 @
 臣
 ）
。
ス
フ
ラ
フ
ル
デ
ィ
ー
教
団
で
 は
 重
視
さ
 

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
 

チ
 シ
ュ
テ
ィ
ー
教
団
で
は
サ
マ
ー
ク
は
 最
重
要
の
 

儀
礼
で
あ
っ
た
と
イ
ン
ド
に
お
け
る
状
況
を
次
に
論
ず
る
（
 申
 @
%
 

）
。
 

ギ
 

一
 ス
ー
デ
ィ
ラ
ー
ズ
自
身
の
議
論
を
ま
と
め
る
に
際
し
、
先
ず
 サ
マ
ー
ク
 

の
 外
的
な
諸
相
に
関
し
て
、
そ
の
適
法
性
、
そ
の
規
則
や
方
式
 、
そ
れ
を
 

行
な
 5
 時
・
場
所
・
仲
間
、
楽
器
の
使
用
、
詩
の
朗
話
、
そ
し
 て
 人
為
的
 

な
 忘
我
（
サ
マ
ー
ク
の
準
備
段
階
と
し
て
彼
は
肯
定
的
に
認
め
 る
 ）
や
白
 

制
 に
つ
い
て
の
彼
の
議
論
が
整
理
さ
れ
る
（
 目
 ん
 @
 ）
。
 

次
に
サ
マ
ー
ク
の
内
的
側
面
に
つ
い
て
論
ず
る
。
サ
マ
ー
ク
は
 精
神
の
 

 
 

世
界
へ
導
く
 力
 を
も
つ
も
の
で
、
「
不
可
視
界
の
訪
れ
」
（
色
目
 

@
 

 
 

舌
 ）
で
あ
る
と
そ
の
意
義
を
把
 え
 、
ま
た
伝
統
的
な
音
楽
蔑
視
  

 

音
楽
そ
の
も
の
を
評
価
 サ
る
 。
サ
マ
ー
ク
で
唱
え
聴
く
詩
句
の
 意
味
が
参
 



加
 者
の
心
の
状
態
に
転
移
す
る
働
き
（
 d
p
 

年
日
 

S
 、
忘
我
状
態
 で
の
踊
り
 

の
 様
々
な
仕
草
の
も
つ
象
徴
的
意
味
を
述
べ
る
。
サ
マ
ー
ク
の
 ね
ら
い
は
 

外
的
か
つ
内
的
な
統
一
で
あ
り
、
そ
の
た
め
人
間
を
構
成
す
 
る
 、
自
然
 

（
 
d
p
6
 
、
）
、
 

魂
 
（
 
ロ
 
p
h
 

の
）
、
理
性
（
、
 

p
o
 
）
）
、
 
心
 
（
 
&
 二
）
、
精
神
（
。
 口
廿
 
）
の
 丘
 

サ
ラ
 
l
@
 

が
 統
一
さ
れ
る
と
 静
 謹
と
慰
安
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
は
礼
拝
 や
 

ク
ル
 

で
は
な
く
、
サ
マ
ー
ク
で
の
み
実
現
す
る
と
高
く
評
価
す
る
。
 

最
後
の
節
で
は
ク
シ
ャ
イ
リ
ー
 
0
 仁
の
 
ぽ
笘
ぺ
ユ
 （
 
口
 ・
 
A
 の
り
 
廿
 Q
 Ⅱ
 
肚
 ）
 の
ス
｜
 

フ
ィ
ズ
ム
綱
要
害
 さ
 
～
。
お
洋
史
Ⅰ
 

キ
の
 数
 節
に
ギ
 
ー
ス
ー
デ
ィ
ラ
 
｜
ズ
が
敷
 

街
訳
 と
と
も
に
施
し
た
 ぺ
 ル
シ
ア
語
の
注
釈
か
ら
、
神
秘
家
が
 亡
心
教
の
 境
 

を
 進
み
行
く
階
梯
を
論
ず
る
。
忘
我
に
つ
い
て
の
三
段
階
、
 寸
  
 

毛
の
ぢ
 １
名
三
里
の
前
二
者
に
、
 
五
 支
か
ら
成
る
神
秘
階
梯
の
 始
め
の
一
一
 

つ
 
戸
口
 
ゅ
口
由
と
ミ
ロ
コ
 宙
が
対
応
し
、
忘
我
の
最
高
段
階
の
毛
 三
口
ロ
 に
 

細
目
 巳
 １
名
 仁
 
吉
住
 ｜
ガ
 ぎ
ョ
 民
と
 更
に
異
な
る
体
験
の
内
部
 
分
節
を
 

見
、
全
体
を
浅
深
五
層
の
体
系
と
し
て
 担
 え
て
い
る
（
白
ん
 ム
 ）
 

本
書
の
主
要
な
議
論
は
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
 う
 。
 著
 者
は
 ギ
 

｜
 ス
ー
デ
ィ
ラ
ー
ズ
の
思
想
を
解
釈
し
、
そ
こ
に
浸
透
し
て
い
 る
 調
和
し
 

た
 五
友
体
系
を
指
摘
し
、
更
に
井
筒
俊
彦
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ラ
ン
 ド
ル
ト
 ら
 

の
 イ
ブ
 ソ
 ・
ア
ラ
ビ
 L
 
ス
ィ
 ム
ナ
ー
ニ
ー
理
解
に
主
に
依
り
、
 

ギ
 ー
ス
ー
 

デ
ィ
ラ
ー
ズ
を
前
者
の
影
響
下
に
あ
り
な
が
ら
 ス
ィ
 ム
ナ
ー
ニ
 ｜
に
 近
い
 

思
想
を
も
ち
、
後
の
 ア
フ
 マ
ド
・
 ス
ィ
 ル
ヒ
ン
デ
ィ
ー
ナ
ゴ
 
日
曲
 年
の
 @
 
Ⅱ
 
下
 @
 
。
 

コ
日
（
 &
.
P
o
 

の
 ト
ト
 
P
o
o
A
 

）
に
 

つ
 た
が
る
者
で
は
な
い
か
と
思
想
史
 的
に
位
置
 

づ
け
る
。
本
書
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
の
ム
ス
リ
ム
思
想
家
が
い
か
 

る
 ア
ラ
ビ
ア
・
ペ
ル
シ
ア
語
の
遺
産
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
 し
 自
ら
の
 

に
 先
行
す
 

思
想
を
展
開
さ
せ
て
行
っ
た
の
か
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
 

（
注
）
 ギ
 ー
ス
ー
デ
ィ
ラ
 i
 ス
は
邦
語
の
著
作
で
も
、
黒
柳
 恒
 男
 
（
土
井
 

人
称
 と
 共
著
 ヱ
 ア
ジ
ア
仏
教
 史
 ・
イ
ン
ド
 編
 V
 
 イ
ン
ド
の
 諸
 宗
教
 

宗
教
の
る
つ
 ば
 １
１
し
、
 佼
成
 出
版
社
、
昭
和
四
八
年
、
一
二
 
0
 及
び
 一
 

本
書
の
価
値
は
、
従
来
余
り
学
問
的
関
心
が
払
わ
れ
ず
、
漠
然
 と
し
た
 

3
0
 

伝
統
的
理
解
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
神
秘
家
の
思
想
を
彼
自
身
の
 著
作
の
批
 
1
 

 
 

制
約
分
析
を
通
し
て
そ
の
思
想
の
実
相
を
浮
 び
 上
ら
せ
た
こ
と
 に
あ
る
。
 

祁
 

 
 

著
者
は
 ギ
 ー
ス
ー
デ
ィ
ラ
ー
ズ
の
思
想
の
す
べ
て
の
面
に
 亘
っ
 て
 包
括
的
 

な
 議
論
を
進
め
る
訳
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
局
面
か
ら
論
ず
る
 の
み
で
あ
 

る
が
、
彼
の
抱
く
世
界
観
は
そ
こ
か
ら
自
ず
と
窺
わ
れ
よ
 う
 。
 

最
後
に
そ
の
難
点
を
挙
げ
る
と
、
著
者
の
中
心
的
議
論
は
す
べ
 て
 テ
キ
 

ス
ト
の
厳
密
な
分
析
、
解
釈
に
 塞
 い
て
い
る
た
め
し
ば
し
ば
 テ
 キ
ス
ト
の
 

難
解
さ
に
引
き
ず
ら
れ
て
議
論
も
難
解
に
な
る
傾
向
が
あ
り
、
 ま
た
 ィ
ス
 

ラ
ー
ム
神
秘
思
想
独
得
の
専
門
用
語
（
主
に
ア
ラ
ビ
ア
語
）
に
 負
 ぶ
さ
 

り
 、
そ
れ
を
宗
教
思
想
の
一
般
的
な
脈
絡
か
ら
再
吟
味
す
る
と
 い
う
姿
勢
 

が
 薄
く
、
非
専
門
家
に
は
近
づ
き
難
 い
 か
も
し
れ
な
い
。
殊
に
 第
三
章
末
 

で
は
翻
訳
は
お
ろ
か
、
句
読
点
も
な
い
 ぺ
 ル
シ
三
話
の
テ
キ
ス
 
ト
を
 提
出
 

し
て
議
論
を
進
め
る
が
、
こ
れ
は
不
親
切
の
磯
り
は
免
れ
な
い
 
で
あ
ろ
 

う
 。
ま
た
テ
キ
ス
ト
解
釈
を
手
段
と
し
て
い
る
限
界
（
或
い
は
 節
度
）
で
 

あ
ろ
う
が
、
本
来
極
め
て
 カ
 動
的
な
宗
教
実
践
で
あ
る
サ
マ
ー
 ゥ
の
弘
祠
ヰ
胆
 

が
 余
り
に
形
式
的
、
概
念
分
析
的
で
、
サ
マ
ー
ク
の
生
き
生
き
 と
し
た
 姿
 

が
浮
び
 上
っ
て
来
な
い
憾
み
が
あ
る
。
著
者
が
そ
の
伝
統
を
継
 承
 す
る
 立
 

場
 に
あ
る
だ
げ
に
も
の
足
り
な
さ
を
覚
え
、
単
な
る
文
献
学
の
 枠
に
 留
ら
 

な
 い
 研
究
の
生
れ
る
こ
と
を
将
来
に
望
み
た
い
。
 



二
八
頁
、
ま
た
 荒
 松
雄
 
円
 イ
ン
ド
史
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
 
聖
 
朝
宗
 

教
権
威
と
支
配
権
カ
ロ
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
 セ
セ
年
 、
一
 九
及
び
 

六
 0
 頁
 、
な
ど
で
簡
単
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
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書評と紹介 

Ⅰ
 
0
 プ
コ
巾
 ・
 む
 0
 仁
 Ⅱ
）
の
 

せ
 

g
 
p
 
 
Ⅰ
ま
さ
 晦
 
n
S
 荘
も
Ⅰ
 ミ
 

お
 ～
～
～
も
 

か
 １
日
 ぎ Ⅰ
彊
の
か
 も
 

Ⅰ
 め
め
 Ⅰ
 亜
 Ⅰ
Ⅰ
 き
 も
ミ
 ヰ
 

円
 Ⅱ
 
0
 臣
 Ⅰ
Ⅰ
コ
ロ
の
Ⅱ
の
 

い
 
（
せ
 い
 の
の
村
の
 

，
 Ⅰ
の
㏄
 

P
.
 

ト
 
N
 ト
ロ
 づ
 ・
Ⅰ
 
0
 ㏄
 

河
東
 
仁
 

円
 一
し
 

著
者
の
い
 
ワ
し
 o
E
 

二
の
せ
は
一
九
三
六
年
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
、
 

一
九
七
 

一
年
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ユ
ン
グ
研
究
所
に
て
ユ
ン
グ
派
と
し
て
 の
 資
格
を
 

得
、
現
在
オ
タ
ワ
の
の
（
・
 つ
い
 
（
 
ユ
り
ォ
，
 

の
の
 0
-
 
の
が
「
）
の
（
 

0
 目
 大
学
 に
て
宗
教
 

学
の
教
鞭
を
取
り
つ
つ
 ヵ
ソ
 リ
ッ
ク
の
司
祭
と
し
て
も
活
躍
中
 0
 人
物
で
 

あ
る
。
彼
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
 、
 主
に
 テ
 ヤ
ー
ル
・
 ド
 ・
 シ
 ャ
 ル
ダ
ン
 

や
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
て
ぎ
た
。
 

本
書
に
お
い
て
比
較
考
察
の
対
象
と
さ
れ
る
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 と
ュ
 ン
グ
 に
 

つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
必
要
も
な
い
と
思
わ
れ
る
 が
、
ユ
ノ
 

グ
 に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
彼
の
紹
介
が
臨
床
 的
な
方
面
 

を
 中
心
に
な
さ
れ
て
き
た
た
め
、
彼
の
宗
教
観
に
つ
い
て
若
干
 の
 私
見
を
 
 
 

ト
 に
は
象
徴
 

 
 述

べ
て
お
き
た
い
。
 

ニ
ン
グ
の
宗
教
観
に
お
い
て
興
味
を
引
く
点
は
 、
 彼
は
 グ
 ノ

ー
シ
ス
 主
 

義
や
錬
金
術
等
の
シ
ン
ボ
ル
体
系
の
研
究
を
通
し
て
 カ
ソ
リ
 ッ
ク
 の
秘
跡
 

に
 対
す
る
感
受
性
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
た
一
方
で
、
 自
分
自
身
 

は
あ
 ノ
 入
 
*
 ム
 
で
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
 れ
ソ
続
片
 

り
る
 レ
し
 
本
ム
舌
口
し
た
 

点
で
あ
 

る
 。
こ
の
一
見
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
も
 言
，
 
え
る
立
場
に
は
、
次
の
 よ
う
な
 彼
 

の
 歴
史
（
心
的
発
達
 史
 ）
観
が
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
 す
な
わ
ち
 

彼
の
中
心
概
念
の
一
つ
で
あ
る
個
性
化
過
程
は
、
個
体
発
生
 レ
 ベ
ル
の
み
 

な
ら
ず
、
一
定
の
集
団
・
民
族
・
人
種
・
人
類
全
体
の
系
統
 発
 生
 レ
ベ
ル
 

で
の
個
性
化
を
も
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
 う
 し
た
観
点
 

か
ら
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
中
で
相
対
的
に
無
意
識
的
な
色
彩
 の
 濃
い
 ヵ
 

ソ
 リ
ッ
ク
か
ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
生
ま
れ
た
の
は
無
意
識
か
 ら
の
自
我
 

の
 分
化
・
自
立
と
い
う
点
に
お
い
て
、
歴
史
的
必
然
性
を
持
つ
 と
す
る
。
 

と
こ
ろ
が
こ
の
無
意
識
か
ら
の
自
我
の
分
化
・
自
立
は
、
と
も
 す
る
と
 生
 

の
 源
泉
と
の
つ
な
が
り
を
断
ち
切
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
こ
で
 
彼
は
次
 

に
 、
分
化
・
拡
大
し
た
自
我
が
無
意
識
と
新
た
な
形
で
つ
な
が
 り
を
持
つ
 

こ
と
、
す
な
わ
ち
自
我
の
分
化
・
拡
大
を
保
持
し
つ
つ
プ
ロ
テ
 ス
タ
ン
テ
 

ィ
 シ
ズ
ム
の
中
に
カ
ソ
リ
ッ
ク
的
な
要
素
を
導
入
す
る
こ
と
こ
 そ
 、
西
洋
 

人
 に
お
け
る
個
性
化
過
程
の
今
後
の
方
向
だ
、
と
主
張
す
る
こ
 と
に
な
る
 

の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

さ
て
本
書
は
 、
 カ
ソ
リ
ッ
ク
の
司
祭
兼
ュ
 ソ
 ギ
ヤ
 ソ
 と
し
て
の
 
著
者
②
 

が
 、
宣
教
神
学
と
と
も
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
二
大
潮
流
 を
な
す
 弁
紐
 

 
 

証
 神
学
の
重
鎮
で
あ
る
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
、
以
上
の
よ
う
な
ユ
 ノ
 グ
を
 比
較
 



考
察
し
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
神
学
と
心
理
学
 
と
い
っ
 

た
 諸
対
立
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
全
体
さ
 ら
に
は
 宗
 

教
 全
体
を
再
活
性
化
さ
せ
る
可
能
性
を
探
ろ
 う
 と
す
る
野
心
的
 な
 書
で
あ
 

る
 。
 

そ
れ
で
は
、
以
下
に
本
書
の
概
要
を
記
し
て
お
こ
う
。
 

二
 %
 

著
者
は
ま
ず
ユ
ン
グ
 と
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
宗
教
観
に
次
の
よ
う
な
 共
通
点
 

を
 見
出
す
。
す
な
 ね
 ち
、
人
間
の
心
の
深
奥
に
は
神
の
リ
ア
リ
 テ
ィ
ー
が
 

内
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
意
識
領
域
に
発
現
す
る
と
、
 自
我
を
は
 

ア
ソ
 
ヴ
 ィ
 

る
か
に
凌
駕
す
る
 カ
 と
な
っ
て
、
市
価
的
な
作
用
を
も
た
ら
す
 。
つ
ま
り
 

 
 

個
体
を
自
己
（
ユ
ン
グ
）
や
木
質
的
な
人
間
性
（
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 ）
へ
と
 誘
 

ぅ
 
一
方
で
、
彼
を
破
壊
し
 
ぅ
る
 性
質
も
有
し
て
い
る
と
い
う
の
 で
あ
る
。
 

そ
こ
で
彼
ら
は
、
こ
う
し
た
宗
教
の
破
壊
的
な
側
面
に
留
意
し
 つ
つ
彼
ら
 

の
 宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
を
再
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
訴
え
 る
 。
そ
し
 

て
そ
れ
に
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
心
の
深
奥
か
ら
発
現
し
て
く
る
 シ
ソ
ボ
ル
 

に
 対
す
る
感
受
性
を
人
々
が
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
だ
と
し
た
 。
言
い
換
 

え
る
と
、
信
仰
に
お
い
て
シ
ン
ボ
ル
等
を
通
し
た
体
験
を
重
視
 す
る
こ
と
 

が
 、
宗
教
を
再
び
意
味
の
あ
る
も
の
と
す
る
上
で
重
要
だ
と
 位
 置
 づ
け
た
 

の
で
あ
る
。
 

こ
う
し
た
宗
教
観
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
神
と
人
間
の
 あ
 い
だ
 

に
一
種
の
連
続
性
を
想
定
す
る
、
少
な
く
と
も
か
つ
て
神
と
人
 間
ド
は
 
4
 口
 一
 

し
て
お
り
現
在
で
も
そ
の
合
一
の
 度
 ム
ロ
い
は
弱
ま
っ
て
は
い
る
 が
 決
し
て
 

崩
壊
し
て
は
お
ら
ず
、
両
者
の
弁
証
法
的
な
合
一
が
可
能
で
あ
 り
ま
た
 必
 

要
 で
あ
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
著
者
は
神
と
 人
間
の
あ
 

い
だ
に
絶
対
的
な
断
絶
を
置
く
考
え
方
（
バ
ル
ト
 や
キ
ヱ
ル
ケ
 
コ
ー
ル
）
 

 
 

を
 対
置
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ン
グ
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
 宗
 教
観
の
意
㎎
 

義
を
探
ろ
 う
 と
す
る
。
す
な
わ
ち
バ
ル
ト
 や
 キ
 ェ
 ル
ケ
ゴ
ー
ル
 
の
 考
え
方
物
 

 
 
 
 

か
ら
す
る
と
、
神
が
啓
示
な
ど
の
形
で
人
間
に
近
づ
こ
 う
と
す
 る
と
き
 、
 

そ
れ
は
人
間
の
側
か
ら
す
る
と
ま
っ
た
く
自
己
と
は
異
質
な
も
 の
の
侵
略
 

と
 感
じ
ら
れ
、
し
い
て
は
人
間
の
主
体
性
さ
ら
に
は
尊
厳
に
対
 す
る
侮
辱
 

と
も
な
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
こ
と
へ
の
反
発
こ
そ
、
現
代
に
 お
い
て
 キ
 

リ
ス
ト
教
が
衰
退
し
た
一
大
要
因
で
あ
る
、
と
著
者
は
断
ず
る
 0
 つ
ま
り
 

は
、
 神
と
人
間
の
あ
い
だ
に
連
続
性
を
想
定
し
な
い
か
ぎ
り
、
 キ
リ
ス
ト
 

教
 の
 再
 活
性
化
は
困
難
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
 

以
上
を
ニ
ン
グ
 と
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
個
々
の
思
想
に
即
し
て
述
べ
る
 と
 次
の
 

よ
う
に
な
る
。
ま
ず
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
人
間
 は
そ
の
 木
 

質
か
ら
し
て
必
然
的
に
究
極
的
な
る
も
の
に
関
心
を
持
ち
、
 そ
 れ
と
弁
証
 

法
的
に
合
一
し
ょ
う
と
す
る
。
た
だ
し
こ
こ
に
お
い
て
、
権
力
 や
 名
声
 あ
 

る
い
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
っ
た
真
に
究
極
的
な
も
の
と
は
ほ
 ど
 遠
い
も
 

の
に
関
心
が
払
わ
れ
そ
れ
に
固
執
し
て
し
ま
う
と
、
こ
う
し
た
 も
の
に
は
 

ス
ピ
 @
 

人
間
の
精
神
・
霊
的
な
要
請
に
答
え
る
能
力
が
欠
如
し
て
い
る
 た
め
、
 人
 

格
の
崩
壊
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
を
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
 偶
 像
 崇
拝
 と
 

呼
ぶ
。
一
方
 ュ
ソ
グ
 の
立
場
か
ら
す
る
と
、
人
間
の
心
に
は
 元
 聖
 な
る
 存
 

在
 が
八
隠
さ
れ
た
 神
 Ⅴ
（
 驚
ま
 
a
 汀
 n
o
n
 

も
～
～
 

ま
め
 
）
と
し
て
内
在
 
し
て
お
 

り
 、
そ
の
 
力
 が
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
は
 ヌ
 ミ
ノ
ー
 ゼ
 体
験
や
神
 

体
験
を
得
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
過
程
を
通
し
て
自
我
と
無
意
 識
 が
次
第
 

 
 

に
 統
合
さ
れ
る
な
か
で
、
心
の
全
体
性
を
表
象
す
る
元
型
で
あ
 る
 自
己
の
 

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
体
験
す
る
。
た
だ
し
こ
の
過
程
に
は
、
古
く
 な
っ
て
 萎
 



  

紹
ク
 

と
 

 
 

縮
 し
た
自
我
上
思
議
体
系
の
死
と
、
よ
り
高
次
な
自
我
 
喜
ゅ
識
体
 糸
へ
の
 再
 

生
 が
繰
り
返
さ
れ
、
こ
の
と
ぎ
一
種
の
苦
痛
が
も
た
ら
さ
れ
る
 。
ま
た
こ
 

う
し
た
内
か
ら
の
力
を
感
受
し
ょ
う
と
し
な
い
も
の
、
あ
る
い
 は
そ
れ
を
 

何
ら
か
の
外
的
な
も
の
に
投
影
し
て
し
ま
う
も
の
は
、
個
性
化
 過
程
に
 歪
 

み
が
生
じ
人
格
の
発
達
が
阻
害
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
宗
教
 の
も
つ
 破
 

壊
 的
な
側
面
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る
。
 

た
だ
し
以
上
の
神
と
人
間
の
連
続
 性
 と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
 

著
者
は
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 
と
 ユ
ン
グ
の
あ
い
だ
に
相
違
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
 は
神
の
実
 

在
 を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
ニ
ン
グ
は
こ
の
問
題
に
対
し
て
 も
 理
学
者
と
 

し
て
の
立
場
か
ら
、
人
間
の
深
奥
に
は
神
の
イ
メ
ー
ジ
を
現
出
 さ
せ
る
 能
 

力
 が
あ
る
と
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、
神
の
実
在
と
い
う
形
而
 上
 的
な
問
 

題
 に
は
触
れ
な
い
、
少
な
く
と
も
公
的
な
場
で
は
言
及
し
な
い
 と
の
立
場
 

を
と
っ
た
。
一
方
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
神
学
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
 、
人
問
の
 

根
底
は
実
在
す
る
神
に
あ
り
、
実
存
状
況
で
は
人
間
は
神
か
ら
 遠
ざ
け
 り
 

れ
て
い
る
が
、
内
界
の
深
奥
に
お
い
て
神
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
 体
験
す
る
 

こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
。
 

次
に
著
者
は
生
に
内
在
す
る
対
極
の
 力
 動
的
な
相
互
作
用
の
間
 題
 を
考
 

え
る
。
す
な
わ
ち
信
仰
と
は
、
意
志
や
知
性
あ
る
い
は
感
情
と
 い
っ
た
も
 

の
の
ど
れ
か
一
つ
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
知
性
や
感
 情
 と
い
っ
た
 

互
い
に
対
立
す
る
も
の
（
ユ
ン
グ
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
こ
の
 対
立
の
最
 

「
人
の
も
の
は
意
識
と
無
意
識
で
あ
る
）
が
、
 
力
 動
的
な
形
 で
 相
互
に
作
用
 

 
 

の
中
心
 

ト
は
 、
や
は
り
こ
の
自
己
が
関
与
し
て
い
る
と
み
な
す
。
つ
ま
り
 こ
の
 日
 

し
 （
の
の
 

毘
 ）
な
る
概
念
は
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
信
仰
論
に
も
導
入
さ
れ
 て
い
る
 

が
 、
ユ
ン
グ
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
個
性
化
過
程
の
目
標
で
あ
 る
と
同
時
 

に
 、
こ
の
過
程
を
統
御
し
支
え
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。
 

さ
て
こ
う
し
て
み
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
宗
教
に
対
す
る
 普
 通
 性
 と
 

相
対
性
と
い
う
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
が
・
こ
れ
に
 関
 し
て
 ュ
ン
 

グ
と
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
両
者
と
も
、
自
ら
の
生
ま
れ
た
社
会
の
文
 化
 的
伝
統
 

に
 即
し
た
も
の
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
あ
く
ま
で
と
ど
ま
り
、
 d
 
本
数
体
験
 

を
 得
ら
れ
や
す
い
と
い
っ
た
理
由
で
、
安
易
に
他
の
宗
教
を
導
 入
す
る
こ
 

と
を
拒
絶
す
る
点
で
は
一
致
す
る
。
し
か
し
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
方
 は
 キ
リ
ス
 

ト
 教
の
普
遍
性
を
強
調
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
宗
教
一
般
の
最
高
 位
 に
置
こ
 

う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
ユ
ン
グ
は
キ
リ
ス
ト
教
を
相
対
化
し
 た
 上
で
そ
 

の
 特
質
や
欠
落
要
素
を
探
る
と
い
う
方
向
を
と
る
。
 

以
上
が
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 と
 ユ
ン
グ
の
比
較
を
通
し
て
著
者
が
展
開
 す
る
 宗
 

数
 論
の
概
観
で
あ
る
が
、
次
に
彼
は
こ
れ
に
沿
っ
て
、
シ
ン
ボ
 

三
位
 

一
体
、
悪
、
キ
リ
ス
ト
と
い
っ
た
問
題
を
考
察
す
る
。
 

ま
ず
シ
ン
ボ
ル
に
関
し
て
彼
は
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
を
引
用
し
て
、
 そ
 0
 話
 特
 

徴
を
次
の
よ
う
に
措
定
す
る
。
 

一
 、
記
号
（
㏄
 
ぃ
帆
口
 

）
 と
シ
 ン
ボ
ル
は
 

そ
れ
自
体
が
表
わ
し
て
い
る
以
上
の
こ
と
を
指
し
示
す
。
 ニ
、
 シ
ソ
ボ
ル
 

は
 単
に
何
か
を
指
し
示
す
だ
け
で
な
く
、
 被
 指
示
 物
 と
の
内
的
 連
関
性
を
 

有
し
て
い
る
点
で
記
号
と
は
異
な
る
。
 三
 、
シ
ン
ボ
ル
は
そ
れ
 以
外
の
手
 

段
 で
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
わ
れ
わ
れ
に
解
き
 明
か
し
て
 

く
れ
る
。
 四
 、
シ
ソ
 ボ
ル
ほ
 わ
れ
わ
れ
人
間
自
身
の
さ
ま
ざ
ま
 な
 次
元
を
）
 

解
き
明
か
し
て
く
れ
る
。
 五
 、
シ
ン
ボ
ル
は
無
意
識
か
ら
湧
 き
 出
て
く
る
㏄
 

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
意
図
的
に
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
 。
 六
 、
 シ
 
㏄
 

 
 

ン
ボ
ル
は
成
長
し
、
か
っ
死
ぬ
。
 



テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
こ
う
し
た
 ン
ソ
 ボ
ル
論
に
対
し
て
、
著
者
は
 ュ
 ン
グ
 の
 

シ
ン
ボ
ル
論
と
の
疎
通
性
を
見
出
し
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
直
 す
 。
す
な
 

ね
 ち
シ
ン
ボ
ル
は
夢
な
ど
を
通
し
て
顕
在
化
す
る
と
き
に
、
 そ
 れ
ま
で
 虹
 

意
識
的
で
あ
っ
た
も
の
を
意
識
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
 、
人
 間
の
意
識
 

を
 拡
大
さ
せ
る
。
そ
し
て
き
ら
に
人
間
を
取
り
巻
い
て
い
る
も
 の
の
り
 ア
 

リ
テ
ィ
ー
の
よ
り
深
い
次
元
を
開
示
し
て
く
れ
る
作
用
を
持
つ
 。
た
だ
し
 

シ
ン
ボ
ル
が
発
現
す
る
際
に
は
多
大
な
 ヌ
 ミ
ノ
ー
 ゼ
 を
伴
う
た
 
め
 、
自
我
 

な
 は
る
か
に
凌
駕
す
る
力
を
持
ち
、
一
種
の
愚
 依
 状
態
を
も
た
 ら
す
危
険
 

性
 も
も
つ
。
ま
た
シ
ン
ボ
ル
の
生
成
は
自
律
的
で
あ
り
、
意
識
 的
に
 シ
ン
 

ボ
ル
 を
作
り
出
し
た
り
、
そ
の
生
命
を
失
わ
せ
る
こ
と
は
不
可
 
能
 で
あ
 

る
 。
そ
れ
ゆ
え
本
来
シ
ン
ボ
ル
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
ョ
新
約
 聖
書
 ヒ
を
 

非
神
話
化
し
た
り
 直
解
 主
義
（
 -
 
ぃ
 
（
の
「
 

p
P
@
 

の
日
 ）
的
に
解
釈
す
る
 -
 
」
と
は
、
 

こ
う
し
た
シ
ン
ボ
ル
に
対
す
る
感
受
性
の
喪
失
に
つ
な
が
り
。
 さ
ら
に
ほ
 

自
律
的
な
も
の
で
あ
る
 シ
ソ
ボ
ル
 
が
「
 り
 主
義
」
と
い
っ
た
も
 の
に
姿
を
 

変
え
て
人
々
に
運
休
す
る
危
険
性
さ
え
あ
る
、
と
断
ず
る
。
 

キ
リ
ス
ト
教
の
 
シ
ソ
 ボ
ル
体
系
の
中
で
も
と
く
に
重
要
な
意
義
 を
 持
っ
 

て
い
る
の
が
三
位
一
体
の
 シ
ソ
ボ
ル
 
で
あ
る
。
通
常
の
キ
リ
ス
 ト
教
 神
学
 

に
お
い
て
は
、
三
位
一
体
の
 シ
ソ
ボ
か
 
は
超
絶
せ
る
神
よ
り
 下
 さ
れ
た
も
 

の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
ユ
ン
グ
 と
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
三
位
一
体
 の
 シ
ン
ボ
 

か
 は
人
間
に
内
在
す
る
対
立
物
の
 力
 動
的
な
相
互
関
係
に
由
来
 
す
る
の
 

え
 、
人
間
に
お
い
て
普
遍
性
を
持
つ
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
 ュ
ソ
グ
 の
 

 
 

言
葉
で
言
え
ば
、
無
意
識
と
意
識
の
対
立
は
精
神
・
霊
に
よ
っ
 十
 
Ⅰ
 統
 ム
ロ
 

*
e
 

ネ
ビ
 
@
 ソ
 @
 

ね
 、
さ
ら
に
こ
の
三
幅
対
の
関
係
が
父
と
息
子
を
結
合
さ
せ
る
 聖
霊
に
 
投
 

影
 さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
神
学
者
 と
し
て
の
 

立
場
か
ら
、
三
位
一
体
の
シ
ン
ボ
ル
の
普
遍
性
を
主
張
し
た
 上
 で
、
こ
の
 

 
 

シ
ン
ボ
ル
を
定
式
化
し
た
こ
と
を
キ
リ
ス
ト
教
の
功
績
に
帰
し
 て
い
る
。
 

稔
 

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
三
位
一
体
シ
ン
ボ
ル
の
起
源
論
と
は
別
に
 、
ユ
ン
の
 

 
 
 
 

グ
は
 キ
リ
ス
ト
教
の
三
位
一
体
に
は
 悪
 ・
女
性
・
物
質
等
が
欠
 

こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
聖
霊
を
父
と
子
の
 落

し
て
お
 

対
立
だ
け
 

 
 

り
 、
そ
の
た
め
人
間
の
物
質
的
・
性
的
・
本
能
的
な
側
面
に
語
 り
か
け
る
 

で
な
く
 光
と
闇
 ・
 霊
 と
府
・
キ
リ
ス
ト
 と
サ
タ
ソ
 
・
 善
 と
悪
 
と
い
っ
た
 

八
反
対
物
の
一
致
Ⅴ
（
 c
o
 
～
 
ぉ
 （
～
も
 

め
き
ぎ
 。
 悪
 9
s
 

～
～
 

0
 「
 ミ
 ま
）
を
 も
 た
ら
す
と
 

み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
位
一
体
は
悪
に
代
表
さ
れ
る
生
の
 影
 的
な
側
 

面
を
含
ん
だ
四
位
一
体
（
 毛
痒
の
 （
ロ
中
（
 

ぜ
 ）
へ
と
発
展
す
る
べ
 き
 だ
、
と
主
 

張
 す
る
。
た
だ
し
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
神
学
者
で
あ
る
か
ぎ
り
、
 こ
 の
よ
う
な
 

論
 に
与
す
る
こ
と
ほ
当
然
で
ぎ
ず
、
悪
の
間
 題
 に
関
し
て
は
、
 
悪
 と
は
神
 

か
ら
人
間
が
離
反
し
実
存
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
神
の
本
質
的
な
 善
 が
損
な
 

わ
れ
た
状
態
と
み
な
す
。
 

悪
 を
め
ぐ
る
ユ
ン
グ
 と
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
相
違
、
つ
ま
り
第
四
の
 も
の
の
 

欠
落
と
い
う
立
場
と
善
の
欠
如
と
い
う
立
場
の
相
違
に
関
し
て
 著
者
は
、
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
主
張
を
次
の
よ
う
に
読
み
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
 て
 ユ
ン
グ
 

に
 結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
。
人
間
は
実
存
状
況
に
あ
る
か
ぎ
り
 、
本
質
的
 

な
 自
己
の
要
請
に
駆
ら
れ
つ
っ
も
、
純
粋
な
 善
 と
し
て
の
そ
れ
 を
 完
全
に
 

実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
実
存
状
況
に
置
か
れ
 て
い
る
人
 

間
は
絶
え
ず
自
ら
の
不
完
全
さ
に
苦
し
め
ら
れ
、
そ
れ
を
悪
と
 感
ず
る
。
 

こ
う
読
み
変
え
る
と
、
こ
れ
は
 ュ
ソ
グ
 の
言
 う
 個
性
化
過
程
に
 伴
わ
れ
る
 

苦
悩
と
意
味
す
る
こ
と
は
同
じ
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
 る
 。
 

悪
 を
め
ぐ
る
問
題
は
、
キ
リ
ス
ト
・
シ
ン
ボ
ル
に
関
し
て
も
 多
 少
 の
 相
 



 
 

違
を
見
せ
る
。
ニ
ン
グ
は
キ
リ
ス
ト
を
原
人
と
み
な
し
、
キ
リ
 ス
ト
（
Ⅱ
 

息
子
Ⅱ
自
我
 @
 ぬ
識
 
）
が
 神
 
（
Ⅱ
 父
 Ⅱ
無
意
識
）
か
ら
離
反
し
再
 び
 同
一
 

化
す
る
過
程
こ
そ
、
ま
さ
に
人
間
の
個
性
化
過
程
に
お
け
る
 内
 的
な
体
験
 

を
 表
わ
す
も
の
だ
と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
キ
リ
ス
ト
の
受
難
を
 、
 個
性
化
 過
 

程
に
お
い
て
自
我
が
 よ
 り
高
次
の
も
の
と
な
る
た
め
に
は
、
 そ
 れ
ま
で
の
 

自
我
が
苦
し
み
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
と
み
 な
し
、
 身
 

代
わ
り
の
受
難
と
い
分
解
釈
は
こ
う
し
た
内
的
な
体
験
を
損
な
 う
も
の
と
 

し
て
斥
け
る
。
と
こ
ろ
が
ニ
ン
グ
は
キ
リ
ス
ト
・
シ
ソ
 ボ
ル
 に
 は
 影
の
属
 

桂
が
 欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で
も
問
題
視
す
る
。
す
な
わ
 ち
通
常
の
 

キ
リ
ス
ト
観
に
お
い
て
は
、
人
間
の
闇
の
部
分
は
全
き
の
 悪
と
 し
て
の
 サ
 

タ
ン
に
投
影
さ
れ
て
い
る
た
め
、
全
き
の
 善
 と
し
て
の
キ
リ
ス
 ト
の
 一
則
 
で
 

人
間
は
自
ら
の
闇
の
部
分
を
如
何
に
し
た
ら
 統
 ム
ロ
で
き
る
か
と
 
い
う
 ジ
レ
 

ソ
て
 に
陥
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
こ
こ
で
先
述
し
た
、
聖
霊
に
 よ
る
悪
の
 

統
合
、
さ
ら
に
は
四
位
一
体
へ
の
発
展
と
い
う
考
え
方
が
登
場
 す
る
こ
と
 

に
な
る
。
他
方
、
キ
リ
ス
ト
・
シ
ン
ボ
ル
に
対
す
る
テ
ィ
 リ
ッ
 ヒ
の
 考
え
 

方
は
 、
キ
リ
ス
ト
と
は
実
存
状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
 本
 質
的
な
人
 

間
性
を
実
現
し
た
存
在
、
す
な
わ
ち
「
新
し
き
存
在
」
（
 Z
 の
 
毛
 
め
の
戸
口
㎎
）
 

で
あ
る
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
・
シ
ン
ボ
ル
は
す
べ
て
の
人
間
が
 実
存
に
お
 

け
る
疎
外
状
況
を
克
服
し
「
新
し
き
存
在
し
と
な
る
可
能
性
を
 示
唆
し
て
 

い
る
、
と
み
な
す
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
の
受
難
に
関
し
て
も
 ユ
ノ
 グ
と
 同
様
 

介
の
論
理
を
展
開
す
る
。
と
こ
ろ
が
キ
リ
ス
ト
と
悪
の
問
題
 

に
 
卜
は
あ
ま
り
 @
=
 

Ⅰ
 

捕
及
 が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
著
者
に
よ
る
と
、
 両
 者
は
キ
リ
ス
ト
 

 
 

 
 

少
 不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
，
 

以
上
、
要
約
を
試
み
た
が
、
本
書
で
は
こ
の
他
に
 

ヵ
ソ
り
，
ク
と
 
プ
 ロ
 テ
 

ス
タ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
と
危
険
性
な
ら
び
に
両
者
の
統
合
 へ
の
可
能
 

ス
ビ
 @
 

 
 

性
 、
対
立
物
を
統
合
さ
せ
る
も
の
と
し
て
の
精
神
・
霊
の
諸
相
、
 

精
神
・
 
霊
 

の
 作
用
す
る
場
と
し
て
の
教
会
、
終
末
論
（
 e
s
c
 

甘
麓
 
（
 
o
-
o
 

い
せ
 
）
 な
 
ど
が
 論
 

じ
ら
れ
て
い
る
。
 

二
 二
口
 

さ
て
、
評
者
は
以
上
紹
介
し
た
宗
教
観
を
神
学
的
な
観
点
か
ら
 批
評
す
 

る
 能
力
は
な
い
。
し
か
し
一
言
批
判
め
い
た
も
の
を
試
み
て
み
 る
と
、
 
ュ
 

ン
グ
と
 
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
を
比
較
し
よ
う
と
す
る
、
な
い
し
両
者
を
 結
び
つ
け
 

よ
う
 と
す
る
本
書
の
試
み
は
、
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
る
と
は
 @
 
言
い
難
い
 

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
ユ
ン
グ
に
と
っ
て
 神
 な
ら
び
に
 
人
 間
 に
お
け
 

る
 悪
と
い
う
問
題
は
 、
 彼
の
宗
教
思
想
の
メ
イ
ン
，
テ
ー
マ
 と
一
 
言
っ
て
も
 

過
言
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
ユ
ン
グ
 と
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
悪
の
 
問
題
を
め
 

ぐ
る
相
違
は
、
両
者
の
比
較
に
お
い
て
最
大
の
問
題
点
と
も
な
 り
う
る
も
 

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
先
述
の
三
位
一
体
読
に
関
し
て
著
者
が
 試
み
た
 
テ
 

ヒ
の
 読
み
変
え
は
、
悪
を
め
ぐ
る
両
者
の
相
違
が
不
明
 
確
 な
ま
 

ま
 、
多
少
安
易
に
な
さ
れ
て
い
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
 め
 山
木
竹
生
主
日
 

の
 

一
部
に
、
両
者
を
対
等
に
比
較
し
よ
う
と
す
る
の
で
な
く
、
 

ュ
 ン
グ
へ
 の
 

牽
強
附
会
が
目
立
つ
と
の
印
象
が
免
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
 で
あ
る
。
 

こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
書
は
 ユ
ノ
ク
と
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 
の
 比
較
）
 

と
い
う
よ
り
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
神
学
体
系
に
託
し
て
ユ
ン
グ
 の
ら
示
教
観
②
 

を
 整
理
し
直
す
試
み
と
位
置
づ
げ
た
方
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ
 れ
る
。
 そ
 

㏄
 

 
 

れ
は
本
書
二
五
頁
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
次
の
文
に
表
わ
れ
て
 
い
よ
う
。
 



「
ユ
ン
グ
が
も
し
、
テ
ィ
 
リ
グ
ヒ
 
の
神
学
が
そ
う
な
っ
た
 よ
う
に
 神
 

学
の
世
界
で
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
た
ら
、
…
…
神
学
者
と
心
理
 学
者
の
敵
 

対
的
と
も
い
え
る
批
判
か
ら
自
己
弁
護
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
ら
、
 

ら
、
 

，
ピ
 @
 ，
 @
 

自
分
の
思
想
か
ら
精
神
・
霊
的
、
神
学
的
そ
し
て
形
而
上
的
な
 匂
い
 な
消
 

さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
矛
盾
に
陥
ら
ず
に
す
ん
だ
か
も
し
れ
 な
い
。
 し
 

し
た
が
っ
て
本
書
は
、
ユ
ン
グ
の
諸
論
文
の
背
後
に
隠
さ
 れ
た
断
片
 

的
な
宗
教
観
を
体
系
 づ
 げ
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
 ぎ
 性
格
の
 

書
 で
あ
り
、
ま
た
そ
の
意
味
で
非
常
に
興
味
深
い
書
で
あ
る
と
 
思
 わ
れ
る
。
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韓
国
に
は
正
堂
（
 ム
｜
 ダ
ン
）
と
呼
ば
れ
る
巫
の
存
在
が
全
国
 的
に
観
 

察
さ
れ
る
。
彼
ら
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
る
習
俗
を
巫
 俗
と
 呼
ぶ
が
、
 

そ
れ
は
韓
国
の
民
間
信
仰
の
一
つ
の
類
型
を
成
す
と
と
も
に
、
 そ
の
中
心
 

を
 占
め
韓
国
文
化
を
色
濃
く
特
徴
 づ
 げ
て
い
る
。
韓
国
立
 裕
 の
 本
格
的
研
 

究
は
 、
日
本
統
治
時
代
に
村
山
智
 順
 ・
秋
葉
隆
な
ど
の
日
本
人
 学
者
と
 李
 

能
相
・
 孫
晋
 泰
な
ど
の
韓
国
国
学
者
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
 彼
ら
の
 研
 

究
は
方
法
上
の
差
異
は
あ
っ
た
が
、
正
裕
 が
 韓
国
の
基
層
文
化
 を
 成
す
と
 

い
う
 認
識
と
、
そ
れ
を
総
体
的
に
把
握
し
ょ
う
と
す
る
点
で
一
 致
し
て
 

福 

留 

範 

昭 

%
 文
室
昭
和
五
九
年
四
月
刊
 

口
 0
 八
頁
 

五
 0
0
0
 円
 

韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
 

催
告
 城
著
 

 
 

 
 

と
り
わ
け
 
よ
っ
て
継
承
 

秋
 6
 

さ
れ
た
が
、
彼
ら
の
研
究
は
巫
歌
や
儀
礼
に
集
中
し
て
お
り
 

、
し
か
も
 

採
 M
 

 
 

 
 

 
 

 
 

果
の
総
集
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
正
裕
 

を
 一
つ
の
宗
教
的
立
 

化
 複
合
と
 

し
て
総
体
的
に
考
察
し
、
韓
国
の
社
会
 

｜
 文
化
の
構
造
の
中
に
 

位
置
づ
 
け
 

た
 秀
作
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
、
 

八
 l
 部
 V
 
 
第
一
章
、
 

序
 論
 （
正
裕
 

研
究
 
史
 ・
 
巫
 俗
の
概
観
・
巫
の
類
型
な
ど
）
、
第
二
章
、
東
海
 

厚
地
域
の
 

自
然
・
社
会
的
背
景
、
第
二
章
、
巫
の
集
団
、
第
四
章
、
ア
ク
 

シ
ョ
ン
 

グ
ル
ー
プ
の
分
析
、
第
五
章
、
巫
の
血
縁
と
婚
姻
関
係
、
第
六
 

章
 、
 祭
費
 

0
 分
配
原
理
、
第
 

セ
章
 
、
結
論
 
八
 Ⅲ
 部
 V
 
 
第
一
章
、
序
論
 

（
家
 

集
 ）
 
、
 

第
二
章
、
「
不
浄
」
の
意
味
、
第
三
章
、
 

巫
 俗
に
お
け
る
「
 

家
 」
と
「
 
内
 

外
 」
の
観
念
、
第
四
章
、
祖
先
崇
拝
の
観
念
と
構
造
、
第
五
章
 

、
死
霊
祭
 

と
 霊
魂
観
、
第
六
章
、
死
霊
祭
に
お
け
る
象
徴
、
第
七
章
、
 

捨
 姫
 公
主
神
 

話
の
構
造
分
析
、
と
な
っ
て
い
る
。
 

@
 部
は
東
海
岸
地
域
の
巫
 

堂
 集
団
の
 

社
会
人
類
学
的
論
考
を
中
心
と
し
た
論
集
で
あ
り
、
 

B
 部
は
巫
 
祭
 と
そ
こ
 

で
 顕
現
さ
れ
る
諸
観
念
に
関
す
る
独
立
し
た
研
究
の
論
集
で
あ
 

る
 。
紙
幅
 

の
 関
係
か
ら
、
 

l
 部
は
各
章
が
有
機
的
に
連
関
し
て
い
る
の
で
 

そ
の
全
体
 

を
 概
観
し
、
 

n
 部
は
社
会
構
造
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
 

第
一
三
車
 

と
 

第
四
章
の
み
を
紹
介
し
た
ひ
。
 



書評 
と 紹介 

八
 l
 部
 V
 正
堂
の
 行
 な
 う
 儀
礼
に
は
、
大
別
し
て
 家
 単
位
で
行
 な
わ
れ
 

る
 安
宅
ク
ッ
・
 財
数
 ク
ッ
・
 病
 ク
ッ
・
死
霊
ク
ッ
な
ど
の
家
集
 と
 、
村
落
 

単
位
で
行
な
わ
れ
る
部
落
 祭
 が
あ
る
。
現
在
多
く
の
農
漁
村
で
 催
さ
れ
て
 

い
る
部
落
 祭
は
 、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
儒
教
 式
 の
も
の
で
、
そ
れ
 と
 並
行
し
 

て
巫
堂
 に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
正
式
部
落
祭
は
全
国
的
に
 消
滅
し
て
 

ぎ
て
お
り
、
現
在
残
存
し
て
い
る
地
域
は
東
海
岸
 と
 溝
川
道
 の
 み
で
あ
 

る
 。
東
海
岸
地
域
の
そ
れ
は
別
枠
ク
ッ
 と
 呼
ば
れ
、
漁
村
部
で
 豊
漁
と
部
 

落
の
平
安
を
祈
願
し
て
、
 ニ
 @
 十
年
に
一
度
、
三
 @
 七
日
に
 亙
 っ
て
行
な
 

わ
れ
る
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
別
枠
ク
ッ
を
司
祭
す
る
 正
堂
（
 タ
 

ン
ゴ
ル
）
た
ち
は
、
釜
山
か
ら
江
原
道
の
束
 草
 に
い
た
る
海
岸
 線
 の
 話
都
 

市
 に
分
散
し
て
居
住
し
て
い
る
。
玉
堂
は
朝
鮮
 朝
 時
代
に
 賎
民
 層
 に
位
置
 

し
た
た
め
、
現
在
で
も
社
会
的
差
別
を
被
っ
て
お
り
、
と
り
わ
 げ
 結
婚
と
 

職
業
選
択
の
自
由
を
大
き
く
奪
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
彼
ら
 は
 階
層
向
 

婚
 を
行
な
い
、
在
職
を
世
襲
に
よ
っ
て
継
承
し
て
ぎ
た
。
彼
ら
 は
 世
襲
 巫
 

で
あ
る
と
と
も
に
学
習
 巫
 で
あ
り
、
父
母
や
夫
を
通
し
て
正
儀
 を
 習
 う
 。
 

女
巫
は
 ク
ッ
 に
お
い
て
、
正
敬
 や
巫
舞
を
 、
男
巫
は
伴
奏
や
 っ
 不
 ン
メ
ン
 

ト
を
 受
け
持
つ
。
彼
ら
は
い
 く
 つ
か
の
派
に
分
か
れ
、
東
海
岸
 に
 沿
っ
た
 

村
 々
を
 別
神
 ク
ッ
と
死
霊
供
養
 祭
 
（
 オ
グ
ク
ッ
 ）
を
行
な
い
な
 が
ら
旅
を
 

続
け
る
。
 

著
者
は
一
九
 セ
 0
 年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け
て
正
堂
の
 一
グ
 ル
ー
フ
 

と
 旅
を
共
に
し
な
が
ら
、
正
堂
社
会
の
深
部
に
至
る
参
与
観
察
 な
 行
な
っ
 

た
 。
そ
の
成
果
の
一
 つ
が
 、
正
堂
の
隠
語
の
採
集
と
分
析
で
あ
 る
 。
本
書
 

に
 採
録
さ
れ
た
隠
語
は
総
数
百
八
十
四
話
で
、
身
体
部
位
か
ら
 賭
博
に
 関
 

す
る
も
の
ま
で
多
岐
に
 亙
 っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
形
成
は
 、
一
 般
 五
皿
 
人
 
Ⅲ
 ら
 

の
 
転
用
あ
る
い
は
転
置
、
新
造
語
、
一
般
 

語
 と
新
造
語
の
組
み
 

ム
コ
わ
せ
の
 

三
種
に
分
類
さ
れ
る
が
、
体
言
が
多
く
用
言
は
少
数
で
あ
り
、
 

独
立
し
た
 

文
法
体
系
を
持
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
の
隠
語
は
全
 

罷
め
 
タ
ン
ゴ
 

ル
 
と
ほ
ぼ
 

一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
妓
生
社
会
で
用
い
ら
れ
る
隠
語
と
も
 

半
数
近
く
 

 
 

能
 
著
者
は
 
れ
て
 
そ
の
 
能
力
 
ち
の
 

る
 
い
る
。
 
の
の
（
）
 
と
し
 

。
 
中
 
間
 
ぃ
 
メ
 
メ
 

に
 
友
好
と
対
立
の
関
係
が
見
ら
れ
、
儀
礼
グ
ル
ー
プ
は
持
続
性
 

を
 
持
っ
と
 

と
も
に
流
動
性
も
示
し
て
い
る
。
儀
礼
グ
ル
ー
プ
の
安
定
性
は
 

、
そ
の
 

溝
 

成
 が
父
系
親
族
に
基
づ
く
も
の
が
最
も
強
く
 

、
 
次
に
姻
戚
関
係
 

に
よ
 
る
も
 

の
が
続
く
が
、
リ
ー
ダ
ー
の
個
人
的
能
力
に
も
 

大
 
ぎ
く
左
右
さ
 

れ
る
。
 

著
 

者
は
、
父
系
親
族
意
識
の
相
対
的
な
弱
さ
を
認
め
つ
つ
も
、
 

巫
 
堂
の
姻
族
 

を
 
含
む
血
縁
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
韓
国
社
会
の
構
造
の
反
映
を
 

見
出
し
て
 

 
 

い
る
。
 

 
 

 
 

、
そ
の
 

メ
ン
バ
ー
を
互
い
に
同
質
 

と
 
呼
び
外
部
（
一
般
社
会
）
と
区
別
 

 
 

一
体
感
を
有
し
て
い
る
。
そ
 

う
 い
っ
た
正
堂
社
会
は
、
結
婚
を
 

め
ぐ
る
 

社
 



会
 関
係
に
お
い
て
階
層
的
特
性
を
示
し
て
い
る
。
彼
ら
は
韓
国
 社
会
の
 一
 

員
 と
し
て
、
同
姓
同
本
の
婚
姻
（
族
内
婚
）
の
忌
避
を
理
念
的
 に
 共
有
し
 

て
い
る
が
、
そ
の
発
生
率
は
一
般
社
会
と
比
し
て
極
め
て
高
い
 。
一
般
人
 

の
 玉
堂
と
の
結
婚
は
 、
 親
の
性
別
に
関
係
な
く
子
が
全
て
正
堂
 身
分
に
な
 

る
た
め
に
社
会
的
に
強
く
忌
避
さ
れ
る
。
正
生
自
身
も
一
般
人
 と
の
結
婚
 

を
 忌
避
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
巫
女
と
一
般
男
子
と
の
結
婚
は
 か
な
り
 見
 

ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
正
式
な
も
の
で
は
な
く
内
縁
 関
係
に
留
 

さ
っ
て
い
る
。
男
巫
は
本
妻
以
外
に
巫
女
を
妾
と
し
て
持
つ
こ
 と
が
多
い
 

が
 、
そ
れ
は
単
に
性
的
対
象
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
私
案
 圏
 の
 拡
大
と
 

い
う
職
業
上
の
機
能
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 妾
 を
 通
し
て
 

他
の
 グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 と
 関
係
を
結
ぶ
機
会
を
得
る
 
と
 同
時
 

に
 、
居
住
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
に
妾
を
持
つ
場
合
に
は
、
 村
 落
か
ら
の
 

儀
礼
依
頼
の
範
囲
の
増
大
を
計
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
正
堂
社
会
 の
 結
婚
に
 

見
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
特
性
と
し
て
離
婚
率
の
高
さ
が
挙
げ
ら
 れ
る
。
 離
 

婚
は
 一
般
社
会
の
よ
う
に
 夫
 側
か
ら
の
み
で
な
く
、
 妻
 側
か
ら
 言
い
出
さ
 

れ
る
こ
と
も
多
く
、
 夫
 側
か
ら
の
離
婚
理
由
の
ト
ッ
プ
は
妻
の
 正
美
上
 の
 

能
力
不
足
だ
と
い
う
。
 

は
 上
の
よ
う
な
荘
重
社
会
の
結
婚
に
関
す
る
特
性
は
、
集
団
の
 
閉
鎖
 

性
 ・
父
系
親
族
結
ム
ロ
の
脆
弱
・
儒
教
倫
理
の
希
薄
・
能
力
中
心
 
主
義
な
ど
 

0
 集
団
構
造
や
生
活
意
識
の
特
殊
性
に
よ
っ
て
一
応
の
説
明
を
 試
み
る
こ
 

と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
両
班
層
の
社
会
構
造
 を
 理
念
型
 

と
し
て
前
提
に
し
た
説
明
で
あ
っ
て
、
常
民
層
を
視
野
に
入
れ
 て
 考
察
す
 

る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
が
必
ず
し
も
極
重
社
会
の
特
殊
性
の
み
に
 基
づ
く
も
 

の
で
は
な
く
、
韓
国
社
会
の
構
造
を
充
分
に
反
映
し
て
い
る
と
 指
摘
さ
れ
 

る
 。
父
系
親
族
性
の
希
薄
や
社
会
関
係
に
お
け
る
双
糸
 的
 特
性
 は
 、
 雑
姓
 

 
 

部
落
や
低
い
社
会
層
に
多
く
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
妾
の
 存
在
自
体
は
 

は
 両
班
層
を
含
を
含
め
た
伝
統
的
な
韓
国
社
会
に
広
く
見
ら
れ
 る

も
の
で
⑧
 

 
 

あ
る
。
ま
た
、
氏
族
内
婚
・
 ミ
 ・
離
婚
は
、
正
堂
社
会
で
も
 望
 ま
し
い
も
 

の
と
さ
れ
て
い
な
い
点
で
一
般
社
会
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
 0
 発
生
率
 

の
 高
さ
は
、
経
済
的
も
し
く
は
職
業
的
要
因
と
階
層
性
に
基
因
 す
る
も
の
 

で
あ
っ
て
、
社
会
構
造
の
本
質
的
相
違
に
因
る
も
の
で
は
な
い
 と
 結
論
づ
 

け
て
い
る
。
 

八
 Ⅱ
 部
 、
第
三
章
 V
 
で
は
、
 巫
 俗
信
仰
に
お
け
る
家
を
中
心
と
 し
た
 空
 

間
 観
念
と
地
縁
性
の
間
 題
 が
論
じ
ら
れ
る
。
家
集
（
 ク
ッ
 ）
 の
 祭
 次
は
家
 

（
 垣
 ）
の
内
で
す
る
も
の
と
外
で
す
る
も
の
に
二
分
さ
れ
る
が
、
 祀
ら
れ
 

る
 神
霊
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
前
者
で
は
祖
先
神
を
初
 め
 成
造
、
 

室
主
・
 竃
 王
な
ど
の
家
の
守
護
的
性
格
を
も
つ
聖
浄
な
る
神
が
 、
後
者
で
 

は
城
陛
 
・
不
浄
・
霊
山
・
死
霊
な
ど
村
に
存
在
す
る
 雑
神
 ・
 雑
 鬼
が
 祭
神
 

と
な
り
、
儀
礼
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
崇
拝
 と
祓
海
 で
あ
る
。
 
著
 者
は
、
 
こ
 

こ
に
韓
国
人
の
家
を
聖
浄
な
る
空
間
、
世
間
を
不
浄
で
畏
怖
 す
 べ
 き
 空
間
 

と
す
る
観
念
の
反
映
を
見
て
い
る
。
 

正
 式
の
部
落
 祭
で
 祀
ら
れ
 る
の
は
、
 

山
神
，
 別
 相
な
ど
の
部
落
神
や
不
幸
な
死
を
と
げ
た
霊
魂
（
 雑
 鬼
 ）
で
あ
 

り
 、
前
者
は
後
者
が
浄
化
し
守
護
神
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
 巫
 祭
は
、
こ
 

の
よ
う
に
家
や
村
の
外
に
い
る
邪
悪
な
存
在
に
対
処
す
る
こ
と
 
を
 通
し
 

て
 、
部
落
の
地
縁
結
合
を
強
化
す
る
機
能
を
果
し
て
い
る
。
 祭
 神
及
び
 儀
 

礼
参
加
者
な
ど
か
ら
見
て
、
儒
教
祭
祀
が
血
縁
中
心
で
あ
る
の
 
に
 対
し
 

て
 、
 巫
 俗
信
仰
に
は
地
縁
の
重
視
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
著
者
 は
 、
正
裕
 

信
仰
を
主
と
し
て
女
性
が
支
持
し
て
ぎ
た
こ
と
を
、
「
出
家
什
 人
 」
と
し
 



て
 地
縁
的
に
適
応
し
ょ
う
と
す
る
女
性
の
傾
向
性
と
結
び
つ
げ
 て
い
る
。
 

八
 t
n
n
 

蔀
 ・
第
四
章
 V
 は
、
従
来
儒
教
 式
 祭
祀
を
通
し
て
の
み
論
 じ
ら
れ
 

て
 ぎ
た
祖
先
崇
拝
を
巫
俗
信
仰
を
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
た
 論
考
で
あ
 

り
、
 主
と
し
て
韓
国
に
お
け
る
祖
先
 観
と
 孝
の
間
 題
 が
論
じ
ら
 
れ
て
ぃ
 

る
 。
著
者
は
、
 M
.
 

フ
ォ
ー
テ
ス
が
タ
 

ン
ソ
シ
 族
の
研
究
を
通
 し
 祖
先
の
 

中
に
父
性
（
 で
か
 
（
の
 

l
p
p
 

目
 ）
を
見
出
し
た
の
に
対
し
て
、
韓
国
に
 お
け
る
 

祖
先
の
イ
メ
ー
ジ
は
祖
父
の
そ
れ
で
あ
り
、
 祖
性
 （
の
「
が
 

コ
ニ
 
・
 
め
の
 
（
 
す
 ゆ
Ⅰ
 
コ
 @
 
億
ヰ
）
 

が
よ
 り
重
要
だ
と
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
祖
先
を
表
わ
す
 語
 と
し
て
 

ハ
 ラ
ボ
 ジ
 ・
ハ
ル
 モ
ニ
 （
祖
父
・
祖
母
）
が
用
い
ら
れ
る
、
 巫
 俗
の
人
格
 

神
 で
あ
る
山
神
の
像
は
老
人
で
あ
る
、
祖
父
は
世
代
系
列
に
お
 い
て
祖
先
 

に
よ
り
近
い
存
在
で
あ
る
、
祖
先
の
守
護
神
的
性
格
は
孫
に
と
 っ
て
の
 祖
 

父
の
性
格
と
一
致
す
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 巫
俗
で
 祀
ら
れ
 る
 祖
先
 神
 

の
 多
く
は
儒
教
 式
 祭
祀
で
祀
ら
れ
な
い
不
幸
な
死
を
と
げ
た
 死
 者
で
あ
る
 

の
で
、
フ
ォ
ー
テ
ス
の
概
念
規
定
で
は
祖
先
崇
拝
よ
り
死
者
 儀
 礼
 と
呼
ぶ
 

の
が
正
確
で
あ
る
。
こ
の
点
で
 巫
 俗
は
儒
教
と
明
白
な
対
照
 窒
 示
 し
て
い
 

る
が
、
孝
の
観
念
で
も
同
類
の
対
照
が
見
ら
れ
る
。
父
系
社
会
 の
 倫
理
的
 

基
礎
と
し
て
の
儒
教
は
、
息
子
の
親
に
対
す
る
そ
し
て
妻
の
夫
 に
 対
す
る
 

孝
道
を
評
価
す
る
が
、
結
婚
に
よ
っ
て
出
家
外
人
と
な
る
娘
の
 観
 に
対
す
 

る
 孝
は
重
視
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
硬
軟
 の
 「
パ
 
リ
 公
主
 」
，
「
 
@
 ぬ
 
ぼ
 
@
 

ク
ッ
」
な
ど
で
は
、
娘
の
実
父
に
対
す
る
孝
が
主
題
と
な
っ
て
 い
る
。
 こ
 

分
 

の
 よ
う
 に
正
裕
 が
 儒
教
と
単
に
対
立
し
て
存
在
す
る
の
で
 な
く
、
相
互
に
 

㍑
補
充
的
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
本
書
で
一
貫
し
て
論
 

証
し
て
い
る
。
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に
 地
縁
 ｜
 血
縁
性
の
考
察
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
第
四
章
 の
 論
文
は
 

祖
先
規
に
お
け
る
 祖
性
 の
問
題
 さ
 フ
ォ
ー
テ
ス
の
父
性
と
の
 対
 立
と
し
て
 

提
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
祖
先
崇
拝
の
本
質
を
め
ぐ
 る
 対
立
で
 

あ
る
の
か
、
文
化
に
 ょ
 6
 差
異
で
あ
る
か
は
検
討
を
要
す
る
。
 た
だ
し
、
 

タ
レ
ン
シ
に
お
け
る
神
格
と
し
て
の
祖
先
が
罰
を
与
え
る
畏
怖
 す
べ
 き
存
 

在
 と
し
て
強
調
さ
れ
、
韓
国
に
お
け
る
そ
れ
が
守
護
し
て
く
れ
 る
 親
愛
す
 

べ
 き
 存
在
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
差
異
は
考
慮
さ
れ
 ば
 げ
れ
 ば
な
ら
な
 

い
 。
ま
た
、
フ
ォ
ー
テ
ス
が
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
の
も
と
で
 

エ
テ
ィ
フ
 

ス
 ・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
よ
り
体
験
し
う
る
文
化
に
属
し
て
い
 る
の
に
 対
 

し
 、
著
者
が
そ
れ
と
異
な
る
文
化
に
属
し
て
い
る
と
い
う
 研
研
 者
 自
身
の
 

視
点
に
関
わ
る
問
題
も
調
査
地
の
文
化
と
と
も
に
考
察
す
る
 会
 地
 が
あ
 

る
 。
と
に
か
く
、
祖
先
崇
拝
に
お
け
る
父
性
と
 祖
 性
の
問
題
は
 、
日
本
を
 

対
象
と
し
た
研
究
に
も
新
し
い
視
点
と
比
較
の
材
料
を
提
供
し
 
て
く
れ
 

る
 。
 

本
書
は
、
日
本
の
民
間
信
仰
研
究
に
豊
富
な
比
較
資
料
を
与
 
，
 
え
て
い
 

る
 。
例
え
ば
、
 タ
ソ
ゴ
ル
 の
 巫
職
 と
身
分
の
継
承
の
法
則
は
 、
 出
雲
地
方
 

な
ど
の
 悉
 き
も
の
の
家
筋
の
継
承
と
一
致
し
て
お
り
、
宗
教
性
 や
 不
浄
性
 

の
 継
承
の
問
題
を
考
え
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
 木
き
申
を
 
@
 

し
て
日
本
の
巫
 俗
 研
究
者
は
も
と
よ
り
民
間
信
仰
研
究
者
は
多
 く
を
習
得
 

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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0
 選
挙
管
理
委
員
会
 

日
時
昭
和
五
九
年
六
月
三
 
0
 日
 （
土
）
午
後
一
時
半
ち
 

場
所
学
仝
会
館
本
郷
分
館
一
号
室
 

お
 店
者
 
井
門
富
 二
夫
、
植
田
重
雄
、
後
藤
光
一
郎
、
桜
井
秀
 

竹
中
信
博
、
田
九
徳
 善
 、
中
川
秀
 恭
 、
野
村
暢
 清
 、
 

藤
田
富
雄
、
脇
本
手
 也
 

雄
、
 

議
題
 

一
 、
会
長
選
挙
第
一
次
投
票
開
票
 

開
票
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
 

有
権
者
数
一
八
 0
 名
 

投
票
者
数
七
三
名
（
投
票
率
四
 0.
 六
 %
 ）
 

投
票
総
数
 
三
 一
九
票
 

有
効
投
票
 
三
 一
 0 票
 

白
票
三
票
 

無
効
 票
 

六
票
 

有
効
投
票
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

柳
川
啓
一
四
一
票
 

田
 九
徳
 善
 
三
五
票
 

小
口
佳
一
一
 セ
票
 

中
川
秀
恭
一
五
票
（
次
点
）
 

藤
田
富
雄
一
五
票
（
次
点
）
 

以
下
略
 

幸
艮
 

ム
ヌ
 

こ
の
結
果
、
小
口
佳
一
、
田
丸
 徳
善
 、
柳
川
啓
一
（
五
十
音
順
）
 

の
王
 氏
を
第
二
次
投
票
の
候
補
者
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
 

一
 、
会
長
選
挙
第
二
次
投
票
有
権
者
資
格
認
定
 

一
 、
三
五
二
名
が
有
権
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
 

0
 臨
時
選
挙
管
理
委
員
会
 

日
時
昭
和
五
九
年
七
月
一
 
0
 日
 （
火
）
午
後
六
時
 
@
 

場
所
学
士
会
館
本
郷
分
館
一
号
室
 

出
席
者
安
斉
 伸
 、
石
田
慶
和
、
植
田
重
雄
、
小
口
 佳
 一
、
 

後
藤
光
一
郎
、
田
丸
 徳
善
 、
藤
田
富
雄
、
脇
本
平
他
 

議
題
会
長
候
補
者
の
件
に
つ
い
て
 

会
長
候
補
者
の
一
人
、
柳
川
啓
一
氏
よ
り
、
病
気
静
養
の
た
め
 候
 

捕
者
を
辞
退
し
た
い
旨
の
申
し
出
が
、
医
師
の
診
断
書
を
そ
え
 て
当
 

委
員
会
 死
 に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
急
速
、
臨
時
選
挙
管
理
 委
員
 

会
を
招
集
し
、
こ
の
件
に
つ
ぎ
審
議
し
た
結
果
、
こ
の
申
し
出
 を
受
 

理
し
 、
伐
 っ
て
次
点
の
中
川
秀
 恭
 氏
を
会
長
候
補
者
に
繰
り
上
 げ
 ろ
 

こ
と
を
学
会
会
則
細
則
第
二
条
三
項
に
準
拠
し
て
決
定
し
た
。
 

0
 
 「
宗
教
研
究
」
編
集
委
員
会
 

日
時
昭
和
五
九
年
 セ
月
 十
一
日
（
水
）
午
後
六
時
 

場
所
学
士
会
館
本
郷
分
館
九
号
室
 

出
席
者
井
上
順
孝
、
江
島
忠
 教
 、
金
井
新
 三
 、
月
水
昭
男
、
 

中
村
恭
子
、
保
坂
 幸
博
 

議
題
 

一
 、
第
二
六
四
号
（
五
九
巻
一
号
）
編
集
方
針
 

一
 、
「
特
集
」
の
 件
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一
 、
「
展
望
」
の
 件
 

一
 、
そ
の
他
 

0
 九
 学
会
連
合
理
事
会
 

日
時
昭
和
五
九
年
 セ
月
 二
一
日
（
土
）
午
後
二
時
 @
 

場
所
東
京
大
学
出
版
会
会
議
室
 

本
学
会
か
ら
は
 林
 惇
氏
（
薗
田
倫
理
事
代
理
）
が
出
席
し
 、
昭
 和
 

五
八
年
度
決
算
報
告
を
行
な
っ
た
。
各
学
会
か
ら
の
分
担
金
の
 値
上
 

げ
が
審
議
さ
れ
、
現
在
の
五
万
円
の
と
こ
ろ
を
八
万
円
に
上
げ
 る
案
 

が
 一
応
採
択
さ
れ
、
本
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

ま
た
各
学
会
誌
を
通
し
、
「
人
類
科
学
」
誌
や
連
合
大
会
の
 ピ
 
 
 

ア
ー
ル
に
努
め
る
べ
ぎ
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
 

0
 理
 再
会
 

日
時
昭
和
五
九
年
八
月
四
日
（
土
）
午
時
一
時
半
 

場
所
学
士
会
館
本
郷
分
館
八
号
室
 

出
席
者
 
井
門
富
 二
夫
、
池
田
昭
、
石
田
慶
和
、
岡
田
重
晴
、
 

小
口
庸
一
、
小
野
泰
博
、
鎌
田
純
一
、
後
藤
光
一
郎
、
 

小
山
田
丸
、
佳
木
秋
夫
、
桜
井
徳
太
郎
、
田
丸
 徳
善
 、
 

橋
本
芳
契
、
藤
井
正
雄
、
藤
田
富
雄
、
堀
越
知
己
、
 

松
木
枯
 一
 、
柳
川
啓
一
、
脇
本
手
 也
 

議
題
 

一
 、
新
入
会
員
の
承
認
 

新
た
に
学
会
員
と
し
て
別
記
三
七
名
の
入
会
を
認
め
た
。
 

一
 、
第
四
三
回
学
術
大
会
発
表
者
の
承
認
 

二
六
一
名
の
発
表
者
が
承
認
さ
れ
、
 

プ
 p
 グ
ラ
ム
の
原
案
が
検
 

記
 さ
れ
た
。
そ
の
経
過
の
な
か
で
、
 

け
 オ
ー
バ
ー
ド
ク
タ
ー
の
 所
 

属
 欄
は
空
欄
の
ま
ま
で
 よ
 い
の
か
、
㈲
副
題
は
入
れ
る
こ
と
が
 で
、
 

き
な
い
の
か
、
㈱
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
積
極
的
に
開
催
し
た
ら
ど
 （
 
@
 ノ
 

か
が
、
議
論
の
対
象
と
さ
れ
た
。
 

0
 
学
会
賞
選
考
委
貝
金
 

日
時
昭
和
五
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Paul Tillich in der deutschen Zeit 
-besonders iiber die systematische Entwicklung der 

Wissenschaft---- 
Kiyohiko Fujimoto 

(I) Wenn wir sein Leben fiir wichtig halten, so konnen wir zum Urteil 
kommen, daf3 seine deutsche Zeit eine grosse und grundlegende Rolle 
fur daswerden seiner Gedankens gespielt hat. Deshalb beabsichtigt 

dieses Referat, die deutsche Zeit P. Tillichs ans Licht zu bringen. 
(2) Seine philosophilosophische Doktorarbeit 1910, theologische Arbeit 

1912 und Habilitationsschrift 1915, diese drei Arbeiten stehen in 

Beziehung zu dem Denken des deutschen Idealismus mit allen Konse- 

quenzen. 
Inmitten dieser Arbeiten 1913 veroffentlichte Tillich eine Schrift 

'Systematische Theologie, 72 Thesen.' Diese Thesen haben immer den 

Gesichts-Punkt des Systems der Wissenschaften vor Augen. 

(3) Wir konnen seine konsequenten Schritte zur "Religionsphilosophie" 
durch seine vier Aufsatze, die er von 1919 bis auf 1923 veroffentlicht 
hat, mit Klarheit erfassen. Das heifit: ' ~ b e r  die Idee einer Theologie 

der Kultur' 1919, 'Die Theologie als Wissenschaft' 1921, 'Die ~ b e r w i n -  
dung der Religionsbegriffs in der Religionsphilosophie' 1922, 'Das Sys- 
tem der Wissenschaften nach Gegenstanden und Methoden' 1923. 

Am Fnde 1925 veroffentlichte Tillich das Buch 'Religionsphilosophie. ' 
Das Buch spricht namlich uber den Grundgedanken aus, der ihn durch 

seine ganze spatere Entwicklung begleitet hat, und der sein Verstand- 
nis des Verhaltnisses von Religion und Kultur bestimmt. An diesem 

Punkt konnen wir sagen, daf3 dieses Buch eine wichtige inhaltliche 
Position einnimmt. 

(4) Wie oben vorgestellt, hat sich P. Tillich in der deutschen Zeit 

immer wieder dem Thema vom System der Wissenschaften zu stellen 
.- versucht. Sein Denken entwickelt sich besonders auf die "Religions- 

philosophie" hin. 



On HZinen's Conversion and his Life 

Makoto Hayashi 

Ever since Starbuck, the phenomenon of conversion has been studied 
through the approach of psychology. Psychologists take it for granted 
that conversion is an intimate personal religious experience by 
pointing out how real, definite, and memorable an event a conversion 
may be to him or her who has had the experience. 

Of course, since conversion is the unique experience of the individual, 
i t  is not always easy to convery its contents to other persons. 
Nevertheless, looking a t  the phenomeon in a new light, there may be 
another level, different from the personal. Namely, if a converted 
man tries to talk about his own experience of conversion, he must 
use language which is more or less patterned. The individual often 
confesses his life history according to a stereotyped plot, hoping 
to make up a new "story" about himself. 

As an example of conversion, we may take up the case of Hanen, 
founder of J6do-shG, one of the typical sects of Buddhism in Japan, 
and examine it through the approach of the sociology of religion. 
Hbnen stated that he was converted suddenly a t  the age of forty three. 
This sudden conversion has been emphasized a s  a striking, momentous 
transfmation by J6do-shti's theologians, but it is my view that such 
an interpretation does not bear up.under closer scrutiny. 

Hanen expressed his experience of conversion in terms of stereotyped 
phrases which were popular in his time. Furthermore, Hbnen always 
used the same stereotyped expressions in his attempts to convert 
others to J6do-shzi. Though a detailed discussion must be omitted 
here,it is my conclusion thah, based on an examination of his language 
regarding conversion, Hbnen should not be considered to have 
undergone a sudden conversion at the age of forty three, despite his 
claims to the contrary. The fact that Hbnen used stereotyped language 
expressive of a sudden transformation does not mean that this reflects 
his actual experience. 



Avalokitesvara-Anbetung und der "Kami" in Japan 

Ikuo Nakamura 

Die Anbetung des Avolokite5vara-Bodhisattva, dessen Archetype in 
der Erde-GBttin in ,Indien (bzw. im Westasien) zu finden ist, entwic- 
kelte sich im archaischen Japan als die Anbetung der heiligen Statte 
wie 2.B. des Hase-Tempels. Dabei sind die bestimmten Gesetzlichkeiten 
der Entwicklung festzustellen. Ein Beispiel 1aBt sich am Avalokitesva- 
ra  des Hase-Tempels geben, bei dem der KompIex des Images von 
AvalokiteSvara und Felsen sich auf die Iwakura-Anbetung (die Anbe- 
tung Gottes, der durch den Felsen hindurch erscheinen soll) im arch- 
aischen Japan aufschichtete. Der Avalokitegvara, der auf Grund der 
von ihm geschutzten Fruchtbarkeit der Erde angebetet wird, wurde 
in Japan mit dem Naturgott als dem heiligen Damon der Erde identi- 
fiziert ; er  bildete die komplexe Gottespersona, indem er  die Attribute 
des Naturgettes zu eigen machte. In diesem ProzeB darf nicht iiber- 
sehen werden, daB die Idee des AvatAra (jap. : "henge" oder "gonge"), 
welche die indischen Gotter besitzen, in Japan als sehr giinstige Idee 
benutzt wurde, um die Anschaulichkeit der Errettung durch den "Kami" 
sowie dessen leibliche Unbestimmtheit aufzuweisen. Die Benutzung 
dieser Idee basierte auf den eigentiimlichen Leibessinn im Archaismus 
Japans, welcher zu der Auffassung fiihrte, daB nicht nur der mensch- 
liche Leib und das menschliche Leben, sondern auch alle Tiere und 
Pflanzen sich dem Prinzip des Werdens (jap. : "naru") unterwerfen 
und standig wandeln. 



Shamanistic Role of Gyoja (Maeza- Nakaza) 
in Mt. Kiso-Ontake 

Toshikiyo Sugawara 

The religious organizations called Ontake-ko are formed for the 
worship of spirits or gods living in Mt. Kiso-Ontake, and consist 

of facilities for religious activities, religious specialists called gyoja, 

and believers. Gyoja can be categorized into two shamanistic speci- 
alists, maeza and nakaza, in terms of the roles they play in the 
seance called oza. One maeza and one nakaza form a combination to 

conduct a shamanistic ritual in the seance. 

Through research into one of the Ontake-kos, it appears clear that, 
in terms of the initiation of shamanistic specialists, the motive for 
their faith in Mt. Kiso-Ontake is the desire to overcome some illness. 

After gaining admission into the religious organizations, they receive 
basic training to become sharmans. A choice of the maeza or nakaza 
is offered them according to the shamanistic role they are to play. 
The maeza course is intended for those who control deities during the 

seance, while the nakaza course is for those who play the role of 
subject of possession during the ritual. A maeza invites the deities 

living in Mt. Kiso-Ontake to the place where the seance is being held 
and makes the deities possess a nakaza. Then, the nakaza receives 
the deities into himself in altered mental state of trance, and plays 

the role of diviner, medicine man, and so forth. A series of rituals 

in the seance ends as the maeza makes the deities leave the nakaza 
and sends them back to the mountain. 

It is understood from this process of the ritual that the shamanistic 

roles of maesa and nakasa correspond respectivly to those of controller 

and medium. The cooperation of the two types is the basis of the 

shamanistic ritual called oza. 



A Study on the Term viri.&tiiduaitu 
Sadmori Ishitobi 

The term viii$cidvaita denotes the doctrine or school of Ramanuja 

and his successors, and is the key to understanding their concept of the 
relation of brahman to the phenomenal world. This term can be . rendered in various way. In this paper I try to throw light on the 

origin and development of this term and make the meaning of it 
clear. 

W. G. Neevel sees the earliest known source of the name viii;.t&dvaita 
in Ztmasiddhi of Yamuna. But the propositions, which Neevel thinks 
to be Yamuna's and the source of the term, aren't his own, but are 
BhBskara's. Yamuna uses mainly vibhiiti or vyiiha to denote the relation 
of brahman to the world which he regards as real existence. Rgmanuja 
prefers to use the concept of viiesana-viie~ya-bhkva or iarir&tma-bhkva, 
to express the difference and identity between brahman and the 

world at the same time, but he does not use viii;.t&dvaita. 

V. Varadachari rightly says that it was in the latter half of the 
sixteenth century that the first use of this term occurred. However, 
it shouldn't be considered a technical term, for viii&k.ya was also 
used at that time. It was in Srinivasad~sa's Yatindramatadipika that 
was clearly used as a technical term to denote the doctrine or school 
uiii$&dvaita of Ramanuja and his successors. 

I think this term can be understood according to the interpretation 
of Galigesa on viki;!a-jGna. He rendered it as viie;anavad-viie~ya-jGna. 
So vikisjcidvaita means the "non-duality of viiesya which possesses 

cid-acit for its viiesa?za-s". 




